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この教科書は、生徒が歴史を知識として学ぶだけでなく、過去と現在を往復しながら主体的に

考える力を育てることを目標に編集しました。歴史を学ぶ意義は、できごとの結果を覚えること

にとどまらず、なぜそうなったのか、過去の人々がどのような判断をし、その選択がどのような

結果をもたらしたのかを考える点にあります。そうした問いを通して、似た状況に置かれたとき

自分自身ならどう判断するかを考える姿勢こそが、歴史と向き合うことの本質であり、本書では

これを“doing history”ととらえています。

また、本書が提示する歴史像は、唯一の正解としての“the history”ではなく、多くの事実や資

料に基づいて描かれた一つの見方としての“a history”です。国や地域を越えた人々のつながりや

相互作用に注目することで、生徒は世界を多面的にとらえ、異なる価値観や立場を理解する視点

を養うことができます。

本書が、生徒一人ひとりがみずから問いを立て、よりよい判断・選択を行うための材料となる

ことを願っています。

『新詳世界史探究』に込めた想い
“doing history”と“a history”で育てる探究的な学び
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　この特設では、グローバル化した現代世界がどのよ
うに形成されてきたのか、交易ネットワークの結びつ
きや、国際的な分業体制といった同時代の構造に着目
しながらみていく。１世紀から15世紀まではユーラシ
アを中心に、交易ネットワークの拡大を基盤として世
界の結びつきが深まった。16〜18世紀には、アメリカ
大陸を組み込んでヨーロッパを中心とする国際的な分
業体制が登場した一方で、交易ネットワークはアジア
を中心に引き続き活性化した。19世紀になると、国際
的な分業体制は世界を覆い（世界システム）、そこで生
じた格差は現代にまで影響した。

全12か所設置結びつく
世界

　文化が社会に与えた影響、社会
が文化に与えた影響などを、読み
解き作業を通じて理解します。

世界の構造と変化をとらえられ る構成全体
構成

⃝本文ページで、諸地域の歴史の流れや他地域とのつながりを押さえ、特設
「結びつく世界」で、世界全体のつながりを補足する構成としています。世界
史のタテとヨコのつながりをつかみながら、構造と変化をとらえられます。

●文化史の特設「文化からみる当時の社会」（➡本資料p.16-19）や、資料読解
の特設「探究TRY」（➡本資料p.20-21）など、各種ページが充実しています。

東南アジア海域の交易
に関する内容を4ページ
分増やしました。（➡本
資料p.6-7）

3

１部 2部
探究学習の導入となる部です。
地球の形成から先史時代の終
わりまでを扱ったのち、自身と
世界史のつながりについて学
習します。

歴史時代の始まりから、10世
紀ごろまでを扱う部です。
諸地域の歴史的特質と、世界
の緩やかなつながりを学習し
ます。

3部
10世紀ごろから、18世紀ごろ
までを扱う部です。
諸地域の交流・再編により、世
界全体がつながっていく流れを
学習します。

4部
18世紀後 半から、20世紀半ばまでを扱う部です。
歴 史 総 合 「近代化と私たち」「国際秩序の変化や大衆化と私たち」の
範 囲 に あ たる時代をさらに深めます。
工 業 化 、 国民国家の形成、帝国主義などにより、諸地域がより深く結
合・変 容 し、第二次世界大戦で一定の帰結をみるまでを学習します。

5部
20世紀半ばから、現代までを扱う部です。
歴史総合「グローバル化と私たち」の範囲にあたる時代をさら
に深めます。
政治・経済・科学技術の三つの視点から、これまでの歴史の帰
結や、それらが生んださまざまな課題などについて学習します。

ご要望の多かったオリエン
トから始まる配列に変更。
1章にオリエント-南アジ
ア-東アジア と古代文明
に関する内容を集約し、2
章以降で中国→南・東南ア
ジア→西アジア・地中海周
辺 と展開しています。

1

イスラームの誕生から拡
大まで、部をまたぎなが
ら続けて学習できる配列
により、イスラーム世界の
ダイナミックな展開を通
史的に理解できるように
しています。

2

▶ 巻頭3-p.1
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130
時代の
特徴

結びつく
世界

●イスラーム=ネットワークと中国商人の海上進出

イスラーム世界では10世紀になると、カイロが

ネットワークの中心となり、インド洋や南シナ海で

のムスリム商人の活動もますます活発化した。

同じ10世紀前後から、中国商人が、羅
ら
針
しん
盤
ばん
やジャ

ンク船などの新技術も用いながら、南シナ海をはじ

めとする諸地域への進出を開始した。中国経済の重

心が黄
こう
河
が
中流域から長

ちょう
江
こう
下流域（江

こう
南
なん
）に移動したこ

とや、宋
そう
代以降の全国的な経済成長も、この動きを

後
あと
押
お
しした。また、宋から元

げん
にかけての時代には、

外国からの朝
ちょう
貢
こう
や商人の来航も続き、江南や福

ふっ
建
けん
・

広
カン
東
トン
などで多数の港

こう
市
し
が繁

はん
栄
えい
した。中国船は12世

紀には、インド洋まで進出した。

●辺境の貿易ブーム

10世紀前後の数百年間は、交易拡大の影
えい
響
きょう
がユー

ラシアの辺境部に及
およ
んだ時代だった。10～13世紀

に北半球で温暖な気候が続き、各地の農業生産力が

上
じょう
昇
しょう
したことも、交易の拡大を助けていた。例えば

ユーラシアの東方では、琉
りゅう
球
きゅう
諸島や北海道周辺を含

ふく

む日本列島、朝
ちょう
鮮
せん
半島や中国東北から極東ロシア、

東南アジアなどの地域でも、手工業品を含む商品の

生産・輸出、各地の商人の活動、さらに琉球のよう

な交易を基
き
盤
ばん
とした国家・文化の形成が進展した。

また、北海道を中心とする地域での、日本の本州や
大陸との貿易の活発化は、アイヌ文化の形成につな
がった。ほかの地域でも、ヨーロッパ北方のノルマ
ン人（ヴァイキング）の活躍、アフリカ東海岸でのス

ワヒリ文化の誕生など、同種の動きがみられた。

●ネットワークの連
れん
鎖
さ

こうしてユーラシアやアフリカの広い範
はん
囲
い
で、古

くからの幹線ルートだけでなく、周辺の海域や陸上

にもネットワークが張りめぐらされた。インド商人

が、綿布と交
こう
換
かん
に東南アジアからもち帰った香

こう
辛
しん
料
りょう
�

を、エジプトから来た商人に売り渡
わた
し、後者がこれ

をイタリア商人に転売してドイツ産の銀を受けとる

といったリレー式の貿易も発達し、12～13世紀ま

でに各地域のネットワークが緩
ゆる
やかにつながった。

貿易を担う各集団の間では、対立と協力の両方が

みられ、混血や複数の言語・文化をもつ人々もよく

現れた。日本列島の商人の中国渡
と
航
こう
、十字軍を含む

ヨーロッパのイスラーム世界との交流など、周辺か

ら中心を目指す動きも活発化した。�

p.104

2 p.128

p.131

p.125

p.136

p.152 QR

p.89

p.105

p.59

p.111

p.104、113

p.140p.97

10〜12世紀　「海の道」の活性化

10世紀前後から、中国商人の海上進出、ユーラシア・アフリカの辺境部での交易拡大な
どが起こり、12～13世紀にはそれらの全域をつなぐ緩

ゆる

やかな結びつきが成立した。

　 10~12世紀のユーラシア1

��°

��°

��°
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島
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中国の
海上商人の
出身地

スワヒリ
文化

　　 ノルマン人の
　　 航海、交易路
　　 主な交易路
領土…12世紀

QR

　 羅
ら
針
しん
盤
ばん

　中国の磁
じ

針
しん
（羅

針盤）は、インド洋からヨー
ロッパまで伝わり、大洋航海
を助けた。
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　９世紀以後のユーラシアの東部や南部では、唐
とう
の衰
すい
退
たい
や、インドの分

ぶん

裂
れつ
・多極化の影

えい
響
きょう
を受けて、周辺の国家・民族の独自性が強まった。た

だし、文化的な独自性をもった一方で、海陸の交易・交流ネットワーク

の影響がますます強まった点は、日本列島などの場合と同様だった。

　インド洋から中国南部までの海域では、唐代後半からムスリム商人が

活
かつ
躍
やく
していた。そのなかから、西アジアと海域各地の特

とく
徴
ちょう
を融

ゆう
合
ごう
した文

化をもちつつ、進出先に土着するような人々が現れた。彼
かれ
らは宋

そう
と各地

の貿易の仲
ちゅう
介
かい
や、宋への海域各地の情報提供を積極的に行った。また

11世紀には、インド南東部のチョーラ朝と、その下にいたタミル人の

商人集団が、東南アジアから中国南部で活動の痕
こん
跡
せき
を残した。さらに

11〜12世紀になると、中国商人の動きも活発化し、現在でいうチャイ

ナタウンが各地に出現した。　

　唐代後半の中国の周
しゅう
縁
えん
地域では、節

せつ
度
ど
使
し
が遊牧民などの外部の諸勢力

との交
こう
渉
しょう
も担

にな
っていた。唐の解体後、宋は東北や西北でそれらの勢力を

再征
せい
服
ふく
しきれず、南方にある北部ベトナムでも、安

あん
南
なん
都
と
護
ご
府
ふ
を引き継

つ
ぐ

節度使の支配領域の回復に失敗した。そのため宋は「唐の後
こう
継
けい
者として

の統一王朝」とはいえないものの、代わりに江
こう
南
なん
の経済発展や都市文化

の成長などを背景として、海上貿易を重視した。この結果、インド洋の

ダウ船や中国のジャンク船などで知られる海上交易のネットワ－クの影

響を受けつつ、交易の結節点である東南アジアでもダイナミックな変化

が起こった。

海域世界の復活と成長
ユーラシアの広い範囲を巻き込んだ９世紀前後の動乱を乗り切った後、アジア海域
の交易・交流はますます発展し、東南アジアの地域のまとまりも強まった。

p.53

p.58

3

p.126

p.58

Tamil

1

p.53

p.49

1 2 p.97、130

海と陸をつなぐ海域世界
９世紀以降に東南アジアで起こった「ダイナ
ミックな変化」とは、どのようなものだろうか。

節の
課題4節

中学校との関連　唐、ムスリム（イスラーム）商人

　 ダウ船　三角の帆
ほ

をもち、船体はココやしの繊
せん

維
い

でで
きた綱

つな
で板を縫

ぬ
い合わせて組み立てられている。

1 　 ジャンク船　操作しやすい折りたたみ式の帆
ほ

と、一部
が浸

しん
水
すい

しても沈
しず

みにくい船底の仕切りが特
とく

徴
ちょう

。
2

　 福
ふっ
建
けん
省泉

せん
州
しゅう
に残るムスリム

墓地　中国最古のムスリム墓地
といわれ、唐

とう
代に渡

わた
ってきたム

スリム２人の墓のほか、墓群も
残っている。

3

　　　　　　　　　
９～ 12世紀にかけての東南
アジアに、どこからどのよう
な人々が訪

おとず

れたのか、抜き出
そう。

問 い 推 移 つながり

　　タミル人　ヒンドゥー教徒
が多いが、現代ではムスリムも
みられる。

1

東
ア
ジ
ア

南
・

東
南
ア
ジ
ア
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中学校との関連　香辛料、モンゴル帝国

コラム

　ユーラシア南部の海域では、南インドやジャワ島の胡
こ

椒
しょう

、マルク（モ

ルッカ）諸島の特産だったクローブやナツメグ、シナモン、東南アジア

大陸部の山地の沈
じん

香
こう

などの香
こう

辛
しん

料
りょう

や香木、そしてペルシア湾
わん

や南東イン

ドの真
しん

珠
じゅ

など自然の産物が盛
さか

んに取り引きされた。また、中国の陶
とう

磁
じ

器、インドの綿布や西アジアのガラス製品などの手工業製品の貿易も活

発で、13世紀までには、ジャワやミャンマー産の綿布など、東南アジ

ア産の手工業製品の輸出も始まっていた。14世紀以降になると、ベト

ナム、タイなどの陶磁器輸出も行われた。ユーラシア南部の海域にも紙 

は徐
じょ

々
じょ

に普
ふ

及
きゅう

したが、腐
くさ

りやすいため記録の現物が残りにくい。しかし、

陶磁器や銅銭は腐りにくいため、その発
はっ

掘
くつ

や沈
ちん

没
ぼつ

船からの引き揚
あ

げの状
じょう

況
きょう

が、各地の貿易の盛
せい

衰
すい

の証
しょう

拠
こ

として、近年注目されている。

　こうした海上交易の中心となった東南アジアでは、幹線ルートを押
お

さ

える中部ベトナムのチャンパーやマレー半島、ミャンマー沿岸などの港

市群が発展する一方で、フィリピン南部、インドネシア東部などの周辺

地域でも港市や国家の形成が始まった。それら全体の中心であるマラッ

カ海
かい

峡
きょう

やマレー半島南部では、10世紀ごろから、シュリーヴィジャヤ 

を中心とした連合を引き継
つ

いで、港市国家連合のジャーヴァカ（三
さん

仏
ぶっ

斉
せい

）

が栄えた。その一方、ジャワの王朝は中心を東部に移し、農業生産力を

高めるだけでなく、ジャワの胡椒やマルク諸島の香辛料を輸出して、海

域での勢力を伸
の

ばした。なかでもモンゴル軍の侵
しん

攻
こう

後に成立したマジャ

パヒト朝は、14世紀に、マラッカ海峡周辺を含
ふく

むインドネシア群島の

ほぼ全域を影
えい

響
きょう

下に置いた。

南シナ海とインド洋をつなぐ港市国家群
海上交易・交流の活発化に伴い、東南アジアやその周辺の港市と港市国家が繁栄し、
多くの民族・商品が集まる「都会」が次々成立した。

p.143

p.58 コラム

3 p.36

4

1 p.60

p.60

p.61

p.60 10 ～ 14世紀ごろ

1

p.135

Majapahit

1293 ～ 16世紀初頭

太

イ
ン

ド
洋

平

洋
マラッカ

海
峡

南シナ海

メコン川

エー
ヤ
ワ
デ
ィー
川

アンコールアンコールスコータイスコータイ
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大理大理

広州広州

ヴィジャヤヴィジャヤ

パレンバンパレンバン

パガンパガン
泉州泉州

ルアンパバーンルアンパバーン

アユタヤアユタヤ

ブトゥアンブトゥアン

パガン朝

クディリ朝　  ↓
シンガサリ朝
　  ↓
マジャパヒト朝

カンボジア
（真臘）

ジャーヴァカ
 （三仏斉）
ジャーヴァカ
 （三仏斉）

大理

大越

チャンパー（占城）

ジャワ島
ブリトゥン島

マルク諸島
（モルッカ）
マルク諸島
（モルッカ）

カリマンタン島
（ボルネオ）

スマト
ラ
島

初期のタイ人の国家

� ���km

　表面が滑
なめ
らかで光

こう
沢
たく
があり、壊

こわ
れにくいタカラガイは、世界

各地で装
そう
飾
しょく
品に加工された。またインド洋産のタカラガイは、

ユーラシア東部で使われた銅銭と同様、貴金属より少額の日常
的な取引をするための貨

か
幣
へい
としても用いられた。これらはモン

ゴル時代には、その使用範
はん
囲
い
が雲

うん
南
なん
からアフリカ内陸部まで広

がっていた。

　至
し
元
げん
19年(1282年)９月己

き
巳
し
、

雲
うん
南
なん
で賦

ふ
税
ぜい
を定めるに当たり、金

を用いて基準とし、貝で換
かん
算
さん
して

納めさせた。金一銭は貝20索
さく
にあ

たる。� 〈上田信著『貨幣の条件』〉

元
げん
代のタカラガイの価値史

 料

　 12～14世紀の東南アジア　
読み解き p.60の図 2 と比べて、
王朝や王国はどのように変化し
ただろうか。

1

　 インドネシアのブリトゥン
島付近で発見された唐

とう
代の沈

ちん
没
ぼつ

船の積み荷〈Dr.�Michael�Flecker〉

4

　 貝
ばい
貨
か
として使用され

たタカラガイ
2

　 草
くさ
戸
ど
千
せん
軒
げん

(広島県)から出土
したベトナム産の陶

とう
磁
じ
器〈広島県草

戸千軒町遺跡出土品、広島県立歴史博物館蔵・
画像提供〉

3

　　チャンパー　中部ベトナム
は大陸部の山地・森林とも至近
距
きょ
離
り
にあったため、チャンパー

は海陸の貿易の結節点として繁
はん

栄
えい
した。

1

南
・

東
南
ア
ジ
ア

３部１章４節　海と陸をつなぐ海域世界 133

　

　

　

　

5

10

15

20

　東南アジア大陸部では、クメール人のカンボジア（真
しん

臘
ろう

）が、内陸のア

ンコール地域に中心を置いた９世紀から強大化した。12〜13世紀の最盛

期には、ヒンドゥー教寺院アンコール＝ワットや、都城アンコール＝トム 

が建設された。ビルマのエーヤワディー川流域では、ビルマ人が11世

紀に中流部でパガン朝を建て、海岸部にも進出した。13〜14世紀には

雲
うん

南
なん

や大陸部北部でタイ人の勢力が拡大し、各地に国家を建てた。

　こうしたなか、中国王朝の支配下で中国文明の影響を受けてきた北部

ベトナムも、10世紀に独立して大
だい

越
えつ

を建国した。大越は中部ベトナム

沿岸の貿易を基
き

盤
ばん

に繁
はん

栄
えい

するチャンパーとしばしば争う一方、陳
ちん

朝にな

るとモンゴル帝国の侵攻を撃
げき

退
たい

し、「中
ちゅう

華
か

世界の南半分を支配する帝国」

としての国家意識を強めた。これらの農業国家の発展の背景として、気

候変動の研究によれば、西
せい

暦
れき

1000年ごろから北半球の気候が温暖にな

り、東南アジアではインド洋から吹
ふ

く夏のモンスーンが強まって雨量が

増加したことによって、農業生産力が向上したとみられている。

　ジャワなど諸島部の国家も含め、９世紀前後から13〜14世紀までに

東南アジア各地で発展したこれらの国家と文化は、各国の国のかたちや

文化の原型として、近代まで人々に記
き

憶
おく

され続けた。その記憶は、14

世紀のグローバルな危機や、その結果として既
き

存
そん

の宗教が信
しん

頼
らい

を失った

ことに基
もと

づくタイやビルマなどの諸民族の上
じょう

座
ざ

部仏教化、諸島部のイス

ラーム化など、宗教面の大きな変化も乗り越
こ

えて維
い

持
じ

された。

東南アジアの国家と地域文化
多様な文明や人々を受け入れながら発展してきた東南アジアで、それらを消化して、
独自の文化を生み出す動きが、９世紀ごろから盛んになった。

Khmer

p.57

Angkor Vat

視点

Angkor Thom

Burma

Pagan

1044～ 13世紀末

p.122

1225 ～ 1400

p.137

p.23

7

p.248 2

p.140

6

　　東南アジアの古典文化　イ
ンド系の文字や漢字を改造して
独自の文字がつくられた（ベトナ
ムのチューノムなど、→p.128）。
それを用いた文学作品や歴史書、
そして建築・彫

ちょう
刻
こく
や音楽・舞

ぶ
踊
よう
・

演劇（影
かげ
絵
え
芝
しば
居
い
が有名）などの芸

術・芸能においても、外来の題
材や形式を利用して、独自の世
界が表現された。宗教でも、土
着の信

しん
仰
こう
との共存や混交が進んだ。

2

　 諸島部で有名な影
かげ
絵
え
芝
しば
居
い

「ワヤン」　インドネシアがバリ
島を除いてイスラーム化した後
も、演目はインド古典文学に基

もと

づくものが主流であり続けた。

7

　 東南アジアへの宗教の伝
でん
播
ぱ
（宗教分布は1500年ごろ）6

　　　　　　　　　
９～14世紀にかけて発展し
た東南アジアの文化につい
て、由来と発展の背景を要約
しよう。

問 い つながり 推 移

視点を
変えて アンコール＝ワットの変

へん
遷
せん

　アンコール＝ワットは12世紀にカンボジアのスールヤヴァ
ルマン２世によって建設された。ヴィシュヌ神をまつるヒン
ドゥー教寺院で、王の死後は霊

れい
廟
びょう
を兼

か
ねた。中央の塔

とう
はヒン

ドゥーの神々が住むメール山（仏教でいう須
しゅ
弥
み
山
せん
）をかたどる

など、インド的な世界観を示している。後にカンボジアは上
じょう

座
ざ
部仏教化し、アンコール＝ワットも安

あ
土
づち
桃
もも
山
やま
時代に日本人が

訪
おとず
れた際には（→p.148）、上座部仏教寺院となっていた。

4C
13C

11C

海海
ナナ
シシ
南南

ママララッッカカ
海海

峡峡

ジャワ島

ス
マ
ト
ラ
島

カリマンタン島
（ボルネオ）

アンコール�ワット

雲南

カンボジアカンボジア

明明
ビルマビルマ 大越大越

シャムシャム

チャンパーチャンパー

ヒンドゥー教の広がりと波及地域
大乗仏教と上座部仏教の広がり
儒教・道教と混交した大乗仏教の波及地域

上座部仏教の広がりと波及地域
イスラームの広がりと波及地域

0 1000km
　 アンコー

ル＝ワット
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世界
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南
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東
南
ア
ジ
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中学校との関連　マルコ＝ポーロ、香辛料

　ユーラシア南部で海陸の交易・交通ネットワークの支配を狙
ねら

ったモン

ゴル帝国による東南アジア各地への出兵は、軍事面ではほとんど成功し

なかった。しかしモンゴルは、チャンパーや東南インドの港市を介
かい

して

ペルシア湾
わん

・紅海に伸
の

びる海上ネットワークを、泉
せん

州
しゅう

や大
だい

都
と

を介してユー

ラシアの陸上ネットワークに連結させることに成功した。モロッコのム

スリムであるイブン＝バットゥータの『大旅行記（三
さん

大
たい

陸
りく

周
しゅう

遊
ゆう

記
き

）』は、そ

の賜
たま

物
もの

といえる。もともとインド洋から東南アジアに進出し土着化して

いたムスリムに交じり、内陸から泉州や雲
うん

南
なん

経由で東南アジアに進出す

る「色
しき

目
もく

人」も現れた。また、モンゴル帝国の貴族には、これらの商人集

団の海上貿易活動に投資する者も多かった。近世のジャワでは、ムスリ

ムの主な先祖はモンゴルの遠
えん

征
せい

に従って中国から来た、という言い伝え

なども残っていた。このようなモンゴル時代の広域交流のなかで染
そめ

付
つけ

（青
せい

花
か

）磁器が生まれ、重く壊
こわ

れやすい陶
とう

磁
じ

器は船での運
うん

搬
ぱん

に適していた

ため、海上交易の代表的商品となった。

　南
なん

宋
そう

時代の中国では、イスラーム＝ネットワークから多くの情報を得

て、西アジア・エジプトだけでなく、ムラービト朝の北アフリカや、ア

フリカ中部の黒人の世界などの情報を含
ふく

む地理書が作成された。しかし

そこにはヨーロッパの知識は出てこなかった。これに対してヨーロッパ

人は、モンゴル帝国とまず陸路でつながったが、泉州から海路で帰国し

たと称
しょう

するマルコ＝ポーロの記録の影
えい

響
きょう

も受け、ユーラシア南部の海の

世界を視野に入れるようになった。そこからもたらされる香
こう

辛
しん

料
りょう

は、単

調なヨーロッパ人の食生活を劇的に豊かにし、消毒・解
げ

熱
ねつ

作用などは薬

としても注目された。それに象
しょう

徴
ちょう

される豊かなアジアへの憧
あこが

れが、15

世紀以降のヨーロッパ人の世界進出につながった。

ユーラシアを結ぶ海域世界
ユーラシア全域を結ぶネットワークのなかで、海域の中心部となったインド・東南
アジアへの注目が、モンゴルの出兵やヨーロッパ人の世界進出につながった。

p.137

p.60

1Ibn Battuta

1304 ～ 68? 1 p.106

p.138

p.139

p.124 p.106

p.105

Marco Polo

1254 ～ 1324 1 2 史料

p.159

大 ジャヴァ島　…とても裕
ゆう
福
ふく
であって、胡

こ
椒
しょう
・肉

にく
荳
ず
蔲
く
・高

こう
良
りょう

薑
きょう
・甘

かん
松
しょう
香
こう
・篳

ひっ
澄
ちょう
茄
か
・丁

ちょう
香
こう
など、つまりひと言でいえば、あ

らゆる高価な香
こう
料
りょう
が何でもできる土地である。各種の物資買

い込
こ
みにやってくる多数の商人を乗せた船がとてもたくさん

この地に集まってくるが、商人たちは皆
みな
この取り引きで大し

た儲
もう
けをしているのである。…世界中に賈

ばい
販
はん
されている香料

は、その大部分がこの島から将来されたものである。
フ ァーレック王国　…住民は元来すべてが偶

ぐう
像
ぞう
教徒であったが、

サラセン商人＊1がこの地にひんぱんに来航するようになって、
一部の都

と
邑
ゆう
在住民だけがマホメット＊2の教えに改宗すること

になった。…　＊1ムスリム商人　＊2ムハンマド
� 〈愛宕松男訳注『完訳�東方見聞録２』〉

『世界の記述（東
とう
方
ほう
見
けん
聞
ぶん
録
ろく
）』に残る東南アジアの記述史

 料

節の振り返り4
この節の学習を踏まえて、p.131
の　　　　に対するあなたの
考えを説明しよう。
節の課題

　　「東洋」「西洋」の区分　宋
そう
元
げん

時代の中国では、広
こう
州
しゅう
・泉

せん
州
しゅう
な

ど中国の主要港市とマラッカ海
かい

峡
きょう
を結ぶ線の東西を「東洋」「西

洋」とよび分ける習慣が出現した。
後にこれは、ヨーロッパを西洋
の中心とみなす一方で、日本を
東洋、東南アジア方面を「南洋」
とよぶような観念に変化した。

1

　 ヴェネツィアの商人マルコ
＝ポーロ　彼

かれ
の旅行記とされる

『世界の記述（東
とう

方
ほう

見
けん

聞
ぶん

録
ろく

）』は、
クビライ時代の多

た
彩
さい

な情報を
ヨーロッパに伝えた（→p.139、
159）。大

だい
都
と

からイタリアへの帰
路は泉

せん
州
しゅう

からチャンパー経由の
海路をとり、スマトラへのイス
ラーム伝来などの情報も残した。

2

読み解き 大ジャヴァ島の記述か
ら、ヨーロッパ人がアジアへ憧

あこが

れを抱
いだ
いた理由はどのようなも

のだと考えられるだろうか。

　 冒
ぼう
険
けん
の経路1

イ ン ド 洋
大

西
洋
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ユ
ー
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ア

ア
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リ
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因果関係を丁寧に記した理解し やすい本文記述
世界史の大きな流れをつかめる本文記述

▲ p.130「結びつく世界」（➡本資料p.12〜） ▼ p.131 ▼p.132-133 ▼ p.134

陸での勢力が伸び悩んでいた宋は、沿海部の成
長を背景として海上貿易を重視するようになっ
たことがわかります。

東南アジアでは、大陸部沿岸で海上交易の発達
を背景として港市群が発達し、続いて諸島部でも
港市や国家の形成が始まったことがわかります。

東南アジア大陸部では、気候変動によって雨量
が増加し、農業生産力が向上したことで、複数の
国家が勢力を強めていったことがわかります。

モンゴル帝国が海上ネットワークも手に入れ、こ
れを陸上ネットワークと結びつけた結果、アジア
とヨーロッパの交流が活発になったことがわか
ります。
こうした交流の広がりや、香辛料に象徴される豊
かなアジアへの憧れが、大航海時代へとつながっ
ていったことも押さえられます。

10～12世紀のユーラシアで、「海の道」がどのよう
に結びついていったのか、大きな流れがわかります。

2 3 4
5

1

特色
① ●本文では、できごとの因果関係や背景を丁寧に記述し、歴史事象を大きな流れとしてとらえら 

れるよう工夫しています。
●例えば、教科書p.131-134の「海と陸をつなぐ海域世界」では、9世紀以降の宋・東南アジア・ 

モンゴルの歴史を相互に関連づけながら、ユーラシアで「海の道」が結びついていった大きな 
流れをつかめるようにしています。

p.130　「海の道」によって結びつく世界 p.132　東南アジアで港市国家が発達 p.133　東南アジア大陸部の発展 p.134　モンゴルが海陸のネットワークを掌握

p.131　アジア海域の交流・交易の発展

3部1章4節 海と陸をつなぐ海域世界

130
時代の
特徴

結びつく
世界

●イスラーム=ネットワークと中国商人の海上進出

イスラーム世界では10世紀になると、カイロが

ネットワークの中心となり、インド洋や南シナ海で

のムスリム商人の活動もますます活発化した。

同じ10世紀前後から、中国商人が、羅
ら
針
しん
盤
ばん
やジャ

ンク船などの新技術も用いながら、南シナ海をはじ

めとする諸地域への進出を開始した。中国経済の重

心が黄
こう
河
が
中流域から長

ちょう
江
こう
下流域（江

こう
南
なん
）に移動したこ

とや、宋
そう
代以降の全国的な経済成長も、この動きを

後
あと
押
お
しした。また、宋から元

げん
にかけての時代には、

外国からの朝
ちょう
貢
こう
や商人の来航も続き、江南や福

ふっ
建
けん
・

広
カン
東
トン
などで多数の港

こう
市
し
が繁

はん
栄
えい
した。中国船は12世

紀には、インド洋まで進出した。

●辺境の貿易ブーム

10世紀前後の数百年間は、交易拡大の影
えい
響
きょう
がユー

ラシアの辺境部に及
およ
んだ時代だった。10～13世紀

に北半球で温暖な気候が続き、各地の農業生産力が

上
じょう
昇
しょう
したことも、交易の拡大を助けていた。例えば

ユーラシアの東方では、琉
りゅう
球
きゅう
諸島や北海道周辺を含

ふく

む日本列島、朝
ちょう
鮮
せん
半島や中国東北から極東ロシア、

東南アジアなどの地域でも、手工業品を含む商品の

生産・輸出、各地の商人の活動、さらに琉球のよう

な交易を基
き
盤
ばん
とした国家・文化の形成が進展した。

また、北海道を中心とする地域での、日本の本州や
大陸との貿易の活発化は、アイヌ文化の形成につな
がった。ほかの地域でも、ヨーロッパ北方のノルマ
ン人（ヴァイキング）の活躍、アフリカ東海岸でのス

ワヒリ文化の誕生など、同種の動きがみられた。

●ネットワークの連
れん
鎖
さ

こうしてユーラシアやアフリカの広い範
はん
囲
い
で、古

くからの幹線ルートだけでなく、周辺の海域や陸上

にもネットワークが張りめぐらされた。インド商人

が、綿布と交
こう
換
かん
に東南アジアからもち帰った香

こう
辛
しん
料
りょう
�

を、エジプトから来た商人に売り渡
わた
し、後者がこれ

をイタリア商人に転売してドイツ産の銀を受けとる

といったリレー式の貿易も発達し、12～13世紀ま

でに各地域のネットワークが緩
ゆる
やかにつながった。

貿易を担う各集団の間では、対立と協力の両方が

みられ、混血や複数の言語・文化をもつ人々もよく

現れた。日本列島の商人の中国渡
と
航
こう
、十字軍を含む

ヨーロッパのイスラーム世界との交流など、周辺か

ら中心を目指す動きも活発化した。�

p.104

2 p.128

p.131
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p.136

p.152 QR

p.89

p.105

p.59

p.111

p.104、113

p.140p.97

10〜12世紀　「海の道」の活性化

10世紀前後から、中国商人の海上進出、ユーラシア・アフリカの辺境部での交易拡大な
どが起こり、12～13世紀にはそれらの全域をつなぐ緩

ゆる

やかな結びつきが成立した。

　 10~12世紀のユーラシア1
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QR

　 羅
ら
針
しん
盤
ばん

　中国の磁
じ

針
しん
（羅

針盤）は、インド洋からヨー
ロッパまで伝わり、大洋航海
を助けた。
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　９世紀以後のユーラシアの東部や南部では、唐
とう
の衰

すい
退
たい
や、インドの分

ぶん

裂
れつ
・多極化の影

えい
響
きょう
を受けて、周辺の国家・民族の独自性が強まった。た

だし、文化的な独自性をもった一方で、海陸の交易・交流ネットワーク

の影響がますます強まった点は、日本列島などの場合と同様だった。

　インド洋から中国南部までの海域では、唐代後半からムスリム商人が

活
かつ
躍
やく
していた。そのなかから、西アジアと海域各地の特

とく
徴
ちょう
を融
ゆう
合
ごう
した文

化をもちつつ、進出先に土着するような人々が現れた。彼
かれ
らは宋

そう
と各地

の貿易の仲
ちゅう
介
かい
や、宋への海域各地の情報提供を積極的に行った。また

11世紀には、インド南東部のチョーラ朝と、その下にいたタミル人の

商人集団が、東南アジアから中国南部で活動の痕
こん
跡
せき
を残した。さらに

11〜12世紀になると、中国商人の動きも活発化し、現在でいうチャイ

ナタウンが各地に出現した。　

　唐代後半の中国の周
しゅう
縁
えん
地域では、節

せつ
度
ど
使
し
が遊牧民などの外部の諸勢力

との交
こう
渉
しょう
も担
にな
っていた。唐の解体後、宋は東北や西北でそれらの勢力を

再征
せい
服
ふく
しきれず、南方にある北部ベトナムでも、安

あん
南
なん
都
と
護
ご
府
ふ
を引き継

つ
ぐ

節度使の支配領域の回復に失敗した。そのため宋は「唐の後
こう
継
けい
者として

の統一王朝」とはいえないものの、代わりに江
こう
南
なん
の経済発展や都市文化

の成長などを背景として、海上貿易を重視した。この結果、インド洋の

ダウ船や中国のジャンク船などで知られる海上交易のネットワ－クの影

響を受けつつ、交易の結節点である東南アジアでもダイナミックな変化

が起こった。

海域世界の復活と成長
ユーラシアの広い範囲を巻き込んだ９世紀前後の動乱を乗り切った後、アジア海域
の交易・交流はますます発展し、東南アジアの地域のまとまりも強まった。

p.53

p.58

3

p.126

p.58

Tamil

1

p.53

p.49

1 2 p.97、130

海と陸をつなぐ海域世界
９世紀以降に東南アジアで起こった「ダイナ
ミックな変化」とは、どのようなものだろうか。

節の
課題4節

中学校との関連　唐、ムスリム（イスラーム）商人

　 ダウ船　三角の帆
ほ

をもち、船体はココやしの繊
せん

維
い

でで
きた綱

つな
で板を縫

ぬ
い合わせて組み立てられている。

1 　 ジャンク船　操作しやすい折りたたみ式の帆
ほ

と、一部
が浸

しん
水
すい

しても沈
しず

みにくい船底の仕切りが特
とく

徴
ちょう

。
2

　 福
ふっ
建
けん
省泉

せん
州
しゅう
に残るムスリム

墓地　中国最古のムスリム墓地
といわれ、唐

とう
代に渡

わた
ってきたム

スリム２人の墓のほか、墓群も
残っている。

3

　　　　　　　　　
９～ 12世紀にかけての東南
アジアに、どこからどのよう
な人々が訪

おとず

れたのか、抜き出
そう。

問 い 推 移 つながり

　　タミル人　ヒンドゥー教徒
が多いが、現代ではムスリムも
みられる。

1

東
ア
ジ
ア

南
・

東
南
ア
ジ
ア
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中学校との関連　香辛料、モンゴル帝国

コラム

　ユーラシア南部の海域では、南インドやジャワ島の胡
こ

椒
しょう

、マルク（モ

ルッカ）諸島の特産だったクローブやナツメグ、シナモン、東南アジア

大陸部の山地の沈
じん

香
こう

などの香
こう

辛
しん

料
りょう

や香木、そしてペルシア湾
わん

や南東イン

ドの真
しん

珠
じゅ

など自然の産物が盛
さか

んに取り引きされた。また、中国の陶
とう

磁
じ

器、インドの綿布や西アジアのガラス製品などの手工業製品の貿易も活

発で、13世紀までには、ジャワやミャンマー産の綿布など、東南アジ

ア産の手工業製品の輸出も始まっていた。14世紀以降になると、ベト

ナム、タイなどの陶磁器輸出も行われた。ユーラシア南部の海域にも紙 

は徐
じょ

々
じょ

に普
ふ

及
きゅう

したが、腐
くさ

りやすいため記録の現物が残りにくい。しかし、

陶磁器や銅銭は腐りにくいため、その発
はっ

掘
くつ

や沈
ちん

没
ぼつ

船からの引き揚
あ

げの状
じょう

況
きょう

が、各地の貿易の盛
せい

衰
すい

の証
しょう

拠
こ

として、近年注目されている。

　こうした海上交易の中心となった東南アジアでは、幹線ルートを押
お

さ

える中部ベトナムのチャンパーやマレー半島、ミャンマー沿岸などの港

市群が発展する一方で、フィリピン南部、インドネシア東部などの周辺

地域でも港市や国家の形成が始まった。それら全体の中心であるマラッ

カ海
かい

峡
きょう

やマレー半島南部では、10世紀ごろから、シュリーヴィジャヤ 

を中心とした連合を引き継
つ

いで、港市国家連合のジャーヴァカ（三
さん

仏
ぶっ

斉
せい

）

が栄えた。その一方、ジャワの王朝は中心を東部に移し、農業生産力を

高めるだけでなく、ジャワの胡椒やマルク諸島の香辛料を輸出して、海

域での勢力を伸
の

ばした。なかでもモンゴル軍の侵
しん

攻
こう

後に成立したマジャ

パヒト朝は、14世紀に、マラッカ海峡周辺を含
ふく

むインドネシア群島の

ほぼ全域を影
えい

響
きょう

下に置いた。

南シナ海とインド洋をつなぐ港市国家群
海上交易・交流の活発化に伴い、東南アジアやその周辺の港市と港市国家が繁栄し、
多くの民族・商品が集まる「都会」が次々成立した。

p.143

p.58 コラム

3 p.36

4

1 p.60

p.60

p.61

p.60 10 ～ 14世紀ごろ

1

p.135

Majapahit

1293 ～ 16世紀初頭

太

イ
ン

ド
洋

平

洋
マラッカ

海
峡

南シナ海

メコン川

エー
ヤ
ワ
デ
ィー
川

アンコールアンコールスコータイスコータイ
チェンマイチェンマイ

昇竜(ハノイ）昇竜(ハノイ）

大理大理

広州広州

ヴィジャヤヴィジャヤ

パレンバンパレンバン

パガンパガン
泉州泉州

ルアンパバーンルアンパバーン

アユタヤアユタヤ

ブトゥアンブトゥアン

パガン朝

クディリ朝　  ↓
シンガサリ朝
　  ↓
マジャパヒト朝

カンボジア
（真臘）

ジャーヴァカ
 （三仏斉）
ジャーヴァカ
 （三仏斉）

大理

大越

チャンパー（占城）

ジャワ島
ブリトゥン島

マルク諸島
（モルッカ）
マルク諸島
（モルッカ）

カリマンタン島
（ボルネオ）

スマト
ラ
島

初期のタイ人の国家

� ���km

　表面が滑
なめ
らかで光

こう
沢
たく
があり、壊

こわ
れにくいタカラガイは、世界

各地で装
そう
飾
しょく
品に加工された。またインド洋産のタカラガイは、

ユーラシア東部で使われた銅銭と同様、貴金属より少額の日常
的な取引をするための貨

か
幣
へい
としても用いられた。これらはモン

ゴル時代には、その使用範
はん
囲
い
が雲

うん
南
なん
からアフリカ内陸部まで広

がっていた。

　至
し
元
げん
19年(1282年)９月己

き
巳
し
、

雲
うん
南
なん
で賦

ふ
税
ぜい
を定めるに当たり、金

を用いて基準とし、貝で換
かん
算
さん
して

納めさせた。金一銭は貝20索
さく
にあ

たる。� 〈上田信著『貨幣の条件』〉

元
げん
代のタカラガイの価値史

 料

　 12～14世紀の東南アジア　
読み解き p.60の図 2 と比べて、
王朝や王国はどのように変化し
ただろうか。

1

　 インドネシアのブリトゥン
島付近で発見された唐

とう
代の沈

ちん
没
ぼつ

船の積み荷〈Dr.�Michael�Flecker〉

4

　 貝
ばい
貨
か
として使用され

たタカラガイ
2

　 草
くさ
戸
ど
千
せん
軒
げん

(広島県)から出土
したベトナム産の陶

とう
磁
じ
器〈広島県草

戸千軒町遺跡出土品、広島県立歴史博物館蔵・
画像提供〉

3

　　チャンパー　中部ベトナム
は大陸部の山地・森林とも至近
距
きょ
離
り
にあったため、チャンパー

は海陸の貿易の結節点として繁
はん

栄
えい
した。

1
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中学校との関連　マルコ＝ポーロ、香辛料

　ユーラシア南部で海陸の交易・交通ネットワークの支配を狙
ねら

ったモン

ゴル帝国による東南アジア各地への出兵は、軍事面ではほとんど成功し

なかった。しかしモンゴルは、チャンパーや東南インドの港市を介
かい

して

ペルシア湾
わん

・紅海に伸
の

びる海上ネットワークを、泉
せん

州
しゅう

や大
だい

都
と

を介してユー

ラシアの陸上ネットワークに連結させることに成功した。モロッコのム

スリムであるイブン＝バットゥータの『大旅行記（三
さん

大
たい

陸
りく

周
しゅう

遊
ゆう

記
き

）』は、そ

の賜
たま

物
もの

といえる。もともとインド洋から東南アジアに進出し土着化して

いたムスリムに交じり、内陸から泉州や雲
うん

南
なん

経由で東南アジアに進出す

る「色
しき

目
もく

人」も現れた。また、モンゴル帝国の貴族には、これらの商人集

団の海上貿易活動に投資する者も多かった。近世のジャワでは、ムスリ

ムの主な先祖はモンゴルの遠
えん

征
せい

に従って中国から来た、という言い伝え

なども残っていた。このようなモンゴル時代の広域交流のなかで染
そめ

付
つけ

（青
せい

花
か

）磁器が生まれ、重く壊
こわ

れやすい陶
とう

磁
じ

器は船での運
うん

搬
ぱん

に適していた

ため、海上交易の代表的商品となった。

　南
なん

宋
そう

時代の中国では、イスラーム＝ネットワークから多くの情報を得

て、西アジア・エジプトだけでなく、ムラービト朝の北アフリカや、ア

フリカ中部の黒人の世界などの情報を含
ふく

む地理書が作成された。しかし

そこにはヨーロッパの知識は出てこなかった。これに対してヨーロッパ

人は、モンゴル帝国とまず陸路でつながったが、泉州から海路で帰国し

たと称
しょう

するマルコ＝ポーロの記録の影
えい

響
きょう

も受け、ユーラシア南部の海の

世界を視野に入れるようになった。そこからもたらされる香
こう

辛
しん

料
りょう

は、単

調なヨーロッパ人の食生活を劇的に豊かにし、消毒・解
げ

熱
ねつ

作用などは薬

としても注目された。それに象
しょう

徴
ちょう

される豊かなアジアへの憧
あこが

れが、15

世紀以降のヨーロッパ人の世界進出につながった。

ユーラシアを結ぶ海域世界
ユーラシア全域を結ぶネットワークのなかで、海域の中心部となったインド・東南
アジアへの注目が、モンゴルの出兵やヨーロッパ人の世界進出につながった。

p.137

p.60

1Ibn Battuta

1304 ～ 68? 1 p.106

p.138

p.139

p.124 p.106

p.105

Marco Polo

1254 ～ 1324 1 2 史料

p.159

大 ジャヴァ島　…とても裕
ゆう
福
ふく
であって、胡

こ
椒
しょう
・肉

にく
荳
ず
蔲
く
・高

こう
良
りょう

薑
きょう
・甘

かん
松
しょう
香
こう
・篳

ひっ
澄
ちょう
茄
か
・丁

ちょう
香
こう
など、つまりひと言でいえば、あ

らゆる高価な香
こう
料
りょう
が何でもできる土地である。各種の物資買

い込
こ
みにやってくる多数の商人を乗せた船がとてもたくさん

この地に集まってくるが、商人たちは皆
みな
この取り引きで大し

た儲
もう
けをしているのである。…世界中に賈

ばい
販
はん
されている香料

は、その大部分がこの島から将来されたものである。
フ ァーレック王国　…住民は元来すべてが偶

ぐう
像
ぞう
教徒であったが、

サラセン商人＊1がこの地にひんぱんに来航するようになって、
一部の都

と
邑
ゆう
在住民だけがマホメット＊2の教えに改宗すること

になった。…　＊1ムスリム商人　＊2ムハンマド
� 〈愛宕松男訳注『完訳�東方見聞録２』〉

『世界の記述（東
とう
方
ほう
見
けん
聞
ぶん
録
ろく
）』に残る東南アジアの記述史

 料

節の振り返り4
この節の学習を踏まえて、p.131
の　　　　に対するあなたの
考えを説明しよう。
節の課題

　　「東洋」「西洋」の区分　宋
そう
元
げん

時代の中国では、広
こう
州
しゅう
・泉

せん
州
しゅう
な

ど中国の主要港市とマラッカ海
かい

峡
きょう
を結ぶ線の東西を「東洋」「西

洋」とよび分ける習慣が出現した。
後にこれは、ヨーロッパを西洋
の中心とみなす一方で、日本を
東洋、東南アジア方面を「南洋」
とよぶような観念に変化した。

1

　 ヴェネツィアの商人マルコ
＝ポーロ　彼

かれ
の旅行記とされる

『世界の記述（東
とう

方
ほう

見
けん

聞
ぶん

録
ろく

）』は、
クビライ時代の多

た
彩
さい

な情報を
ヨーロッパに伝えた（→p.139、
159）。大

だい
都
と

からイタリアへの帰
路は泉

せん
州
しゅう

からチャンパー経由の
海路をとり、スマトラへのイス
ラーム伝来などの情報も残した。

2

読み解き 大ジャヴァ島の記述か
ら、ヨーロッパ人がアジアへ憧

あこが

れを抱
いだ
いた理由はどのようなも

のだと考えられるだろうか。

　 冒
ぼう
険
けん
の経路1

イ ン ド 洋
大

西
洋

グラナダ

ヴェネツィア

カイロ

モガディシオ

メッカ

ホルムズ

カリカット

マリンディ

キルワ

バグダード サマルカンド

北京

ファーレック

上都

泉州

　

コンスタンティノープル

タンジール
マラケシュ

トンブクトゥ

インド

中国

セイロン島

大ジャヴァ島

アフリカ大陸

ヨーロッパ
ユーラシア大陸

マルコ＝ポーロ
の経路

イブン＝バットゥータ
の経路

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア

東
ア
ジ
ア

南
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東
南
ア
ジ
ア

ア
フ
リ
カ
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中学校との関連　マルコ＝ポーロ、香辛料

　ユーラシア南部で海陸の交易・交通ネットワークの支配を狙
ねら

ったモン

ゴル帝国による東南アジア各地への出兵は、軍事面ではほとんど成功し

なかった。しかしモンゴルは、チャンパーや東南インドの港市を介
かい

して

ペルシア湾
わん

・紅海に伸
の

びる海上ネットワークを、泉
せん

州
しゅう

や大
だい

都
と

を介してユー

ラシアの陸上ネットワークに連結させることに成功した。モロッコのム

スリムであるイブン＝バットゥータの『大旅行記（三
さん

大
たい

陸
りく

周
しゅう

遊
ゆう

記
き

）』は、そ

の賜
たま

物
もの

といえる。もともとインド洋から東南アジアに進出し土着化して

いたムスリムに交じり、内陸から泉州や雲
うん

南
なん

経由で東南アジアに進出す

る「色
しき

目
もく

人」も現れた。また、モンゴル帝国の貴族には、これらの商人集

団の海上貿易活動に投資する者も多かった。近世のジャワでは、ムスリ

ムの主な先祖はモンゴルの遠
えん

征
せい

に従って中国から来た、という言い伝え

なども残っていた。このようなモンゴル時代の広域交流のなかで染
そめ

付
つけ

（青
せい

花
か

）磁器が生まれ、重く壊
こわ

れやすい陶
とう

磁
じ

器は船での運
うん

搬
ぱん

に適していた

ため、海上交易の代表的商品となった。

　南
なん

宋
そう

時代の中国では、イスラーム＝ネットワークから多くの情報を得

て、西アジア・エジプトだけでなく、ムラービト朝の北アフリカや、ア

フリカ中部の黒人の世界などの情報を含
ふく

む地理書が作成された。しかし

そこにはヨーロッパの知識は出てこなかった。これに対してヨーロッパ

人は、モンゴル帝国とまず陸路でつながったが、泉州から海路で帰国し

たと称
しょう

するマルコ＝ポーロの記録の影
えい

響
きょう

も受け、ユーラシア南部の海の

世界を視野に入れるようになった。そこからもたらされる香
こう

辛
しん

料
りょう

は、単

調なヨーロッパ人の食生活を劇的に豊かにし、消毒・解
げ

熱
ねつ

作用などは薬

としても注目された。それに象
しょう

徴
ちょう

される豊かなアジアへの憧
あこが

れが、15

世紀以降のヨーロッパ人の世界進出につながった。

ユーラシアを結ぶ海域世界
ユーラシア全域を結ぶネットワークのなかで、海域の中心部となったインド・東南
アジアへの注目が、モンゴルの出兵やヨーロッパ人の世界進出につながった。

p.137

p.60

1Ibn Battuta

1304 ～ 68? 1 p.106

p.138

p.139

p.124 p.106

p.105

Marco Polo

1254 ～ 1324 1 2 史料

p.159

大 ジャヴァ島　…とても裕
ゆう
福
ふく
であって、胡

こ
椒
しょう
・肉

にく
荳
ず
蔲
く
・高

こう
良
りょう

薑
きょう
・甘

かん
松
しょう
香
こう
・篳

ひっ
澄
ちょう
茄
か
・丁

ちょう
香
こう
など、つまりひと言でいえば、あ

らゆる高価な香
こう
料
りょう
が何でもできる土地である。各種の物資買

い込
こ
みにやってくる多数の商人を乗せた船がとてもたくさん

この地に集まってくるが、商人たちは皆
みな
この取り引きで大し

た儲
もう
けをしているのである。…世界中に賈

ばい
販
はん
されている香料

は、その大部分がこの島から将来されたものである。
フ ァーレック王国　…住民は元来すべてが偶

ぐう
像
ぞう
教徒であったが、

サラセン商人＊1がこの地にひんぱんに来航するようになって、
一部の都

と
邑
ゆう
在住民だけがマホメット＊2の教えに改宗すること

になった。…　＊1ムスリム商人　＊2ムハンマド
� 〈愛宕松男訳注『完訳�東方見聞録２』〉

『世界の記述（東
とう
方
ほう
見
けん
聞
ぶん
録
ろく
）』に残る東南アジアの記述史

 料

節の振り返り4
この節の学習を踏まえて、p.131
の　　　　に対するあなたの
考えを説明しよう。
節の課題

　　「東洋」「西洋」の区分　宋
そう
元
げん

時代の中国では、広
こう
州
しゅう
・泉

せん
州
しゅう
な

ど中国の主要港市とマラッカ海
かい

峡
きょう
を結ぶ線の東西を「東洋」「西

洋」とよび分ける習慣が出現した。
後にこれは、ヨーロッパを西洋
の中心とみなす一方で、日本を
東洋、東南アジア方面を「南洋」
とよぶような観念に変化した。

1

　 ヴェネツィアの商人マルコ
＝ポーロ　彼

かれ
の旅行記とされる

『世界の記述（東
とう

方
ほう

見
けん

聞
ぶん

録
ろく

）』は、
クビライ時代の多

た
彩
さい

な情報を
ヨーロッパに伝えた（→p.139、
159）。大

だい
都
と

からイタリアへの帰
路は泉

せん
州
しゅう

からチャンパー経由の
海路をとり、スマトラへのイス
ラーム伝来などの情報も残した。

2

読み解き 大ジャヴァ島の記述か
ら、ヨーロッパ人がアジアへ憧

あこが

れを抱
いだ
いた理由はどのようなも

のだと考えられるだろうか。

　 冒
ぼう
険
けん
の経路1

イ ン ド 洋
大

西
洋

グラナダ

ヴェネツィア

カイロ

モガディシオ

メッカ

ホルムズ

カリカット

マリンディ

キルワ

バグダード サマルカンド

北京

ファーレック

上都

泉州

　

コンスタンティノープル

タンジール
マラケシュ

トンブクトゥ

インド

中国

セイロン島

大ジャヴァ島

アフリカ大陸

ヨーロッパ
ユーラシア大陸

マルコ＝ポーロ
の経路

イブン＝バットゥータ
の経路

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア

東
ア
ジ
ア

南
・

東
南
ア
ジ
ア

ア
フ
リ
カ
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　東南アジア大陸部では、クメール人のカンボジア（真
しん

臘
ろう

）が、内陸のア

ンコール地域に中心を置いた９世紀から強大化した。12〜13世紀の最盛

期には、ヒンドゥー教寺院アンコール＝ワットや、都城アンコール＝トム 

が建設された。ビルマのエーヤワディー川流域では、ビルマ人が11世

紀に中流部でパガン朝を建て、海岸部にも進出した。13〜14世紀には

雲
うん

南
なん

や大陸部北部でタイ人の勢力が拡大し、各地に国家を建てた。

　こうしたなか、中国王朝の支配下で中国文明の影響を受けてきた北部

ベトナムも、10世紀に独立して大
だい

越
えつ

を建国した。大越は中部ベトナム

沿岸の貿易を基
き

盤
ばん

に繁
はん

栄
えい

するチャンパーとしばしば争う一方、陳
ちん

朝にな

るとモンゴル帝国の侵攻を撃
げき

退
たい

し、「中
ちゅう

華
か

世界の南半分を支配する帝国」

としての国家意識を強めた。これらの農業国家の発展の背景として、気

候変動の研究によれば、西
せい

暦
れき

1000年ごろから北半球の気候が温暖にな

り、東南アジアではインド洋から吹
ふ

く夏のモンスーンが強まって雨量が

増加したことによって、農業生産力が向上したとみられている。

　ジャワなど諸島部の国家も含め、９世紀前後から13〜14世紀までに

東南アジア各地で発展したこれらの国家と文化は、各国の国のかたちや

文化の原型として、近代まで人々に記
き

憶
おく

され続けた。その記憶は、14

世紀のグローバルな危機や、その結果として既
き

存
そん

の宗教が信
しん

頼
らい

を失った

ことに基
もと

づくタイやビルマなどの諸民族の上
じょう

座
ざ

部仏教化、諸島部のイス

ラーム化など、宗教面の大きな変化も乗り越
こ

えて維
い

持
じ

された。

東南アジアの国家と地域文化
多様な文明や人々を受け入れながら発展してきた東南アジアで、それらを消化して、
独自の文化を生み出す動きが、９世紀ごろから盛んになった。

Khmer

p.57

Angkor Vat

視点

Angkor Thom

Burma

Pagan

1044～ 13世紀末

p.122

1225 ～ 1400

p.137

p.23

7

p.248 2

p.140

6

　　東南アジアの古典文化　イ
ンド系の文字や漢字を改造して
独自の文字がつくられた（ベトナ
ムのチューノムなど、→p.128）。
それを用いた文学作品や歴史書、
そして建築・彫

ちょう
刻
こく
や音楽・舞

ぶ
踊
よう
・

演劇（影
かげ
絵
え
芝
しば
居
い
が有名）などの芸

術・芸能においても、外来の題
材や形式を利用して、独自の世
界が表現された。宗教でも、土
着の信

しん
仰
こう
との共存や混交が進んだ。

2

　 諸島部で有名な影
かげ
絵
え
芝
しば
居
い

「ワヤン」　インドネシアがバリ
島を除いてイスラーム化した後
も、演目はインド古典文学に基

もと

づくものが主流であり続けた。

7

　 東南アジアへの宗教の伝
でん
播
ぱ
（宗教分布は1500年ごろ）6

　　　　　　　　　
９～14世紀にかけて発展し
た東南アジアの文化につい
て、由来と発展の背景を要約
しよう。

問 い つながり 推 移

視点を
変えて アンコール＝ワットの変

へん
遷
せん

　アンコール＝ワットは12世紀にカンボジアのスールヤヴァ
ルマン２世によって建設された。ヴィシュヌ神をまつるヒン
ドゥー教寺院で、王の死後は霊

れい
廟
びょう
を兼

か
ねた。中央の塔

とう
はヒン

ドゥーの神々が住むメール山（仏教でいう須
しゅ
弥
み
山
せん
）をかたどる

など、インド的な世界観を示している。後にカンボジアは上
じょう

座
ざ
部仏教化し、アンコール＝ワットも安

あ
土
づち
桃
もも
山
やま
時代に日本人が

訪
おとず
れた際には（→p.148）、上座部仏教寺院となっていた。

4C
13C

11C

海海
ナナ
シシ
南南

ママララッッカカ
海海

峡峡

ジャワ島

ス
マ
ト
ラ
島

カリマンタン島
（ボルネオ）

アンコール�ワット

雲南

カンボジアカンボジア

明明
ビルマビルマ 大越大越

シャムシャム

チャンパーチャンパー

ヒンドゥー教の広がりと波及地域
大乗仏教と上座部仏教の広がり
儒教・道教と混交した大乗仏教の波及地域

上座部仏教の広がりと波及地域
イスラームの広がりと波及地域

0 1000km
　 アンコー

ル＝ワット
5

世界
遺産

南
・

東
南
ア
ジ
ア

４ページ増
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　モンゴル高原では、840年にウイグル帝国が崩
ほう

壊
かい

した後、統一勢力が

現れず、トルコ系・モンゴル系の遊牧集団が割
かっ

拠
きょ

して抗
こう

争
そう

する時代が約

350年にわたって続いた。モンゴル高原東方にいたモンゴル部もその一

つだったが、テムジンが指導者となると急速に勢力を伸
の

ばしてモンゴル

高原の統一を果たした。彼
かれ

は1206年、大集会で諸首長から君主に推
すい

戴
たい

されてチンギス＝カン（ハン）と名乗り、モンゴル帝国（大モンゴル＝ウル

ス）を建てた。服属した全遊牧集団は千人隊（千
せん

戸
こ

）に再編され、チンギ

ス＝カン自身と、東方に置かれた弟たち、西方に配置された息子たちが

率いた。モンゴル帝国は、匈
きょう

奴
ど

以来の遊牧国家の伝統的な制度を引き継
つ

ぎつつも、それまでのような在来遊牧集団の連合国家と異なり、チンギ

ス＝カンとその子孫に権力を集中させたのである。

　東方で金
きん

・西
せい

夏
か

・南
なん

宋
そう

が並び立っていたように、当時のユーラシア各

地は地域的勢力に分かれており、統一を果たしたモンゴルにとって有力

な対抗勢力がなかった。直ちに遠
えん

征
せい

に着手したチンギス＝カンは、東方

では金を攻
せ

め、西方ではカラ＝キタイの旧領を平定し、さらにホラズム

朝と西夏を滅
ほろ

ぼした。後を継いだオゴデイは、モンゴル高原に首都カラ

コルムを建設するとともに、東方では金を滅ぼして華
か

北
ほく

を領有し、西方

では西北ユーラシアに遠征軍を送って東ヨーロッパまで侵
しん

入
にゅう

した。第４

代のモンケは弟のフレグを西アジアに遠征させ、1258年にバグダード

を攻
こう

略
りゃく

してアッバース朝を滅ぼした。東方でも高
こう

麗
らい

を服属させ、大
だい

理
り

を

併
へい

合
ごう

して南宋を包囲した。モンゴル帝国の急激な拡大は、十字軍運動の

時期にあったヨーロッパでも大きな関心をよび、ローマ教皇らがカラコ

ルムのモンゴル宮
きゅう

廷
てい

に使者を送った。

モンゴル世界帝国の出現
モンゴル帝国は、遊牧国家の伝統を引き継ぎつつ、チンギス＝カンの一族に権力を集
中させた強力な体制をつくり出し、ユーラシア全体の政治的統合を進めた。

p.44、53

1
Temüjin

1162？～1227

2Chinggis Qan

位 1206～ 27 1 1206 ～ 1388 QR

Yeke Mongghol Ulus

3 4

p.40

2

p.124 p.123 p.124

p.124

p.103

Ögödei

位 1229～ 41

5
Möngke

位 1251～ 59

Hülegü

1218 ～ 65

p.95 p.129 p.122

p.113

6

ユーラシア大帝国の出現
モンゴル帝国によるユーラシアの統合と交流は、
世界の歴史にどのような影響を与えたのだろうか。

節の
課題5節

中学校との関連　チンギス＝カン（ハン）、モンゴル帝国

　　チンギス＝カンによる統一前
のモンゴル高原　東方の金

きん
と西

方のカラ＝キタイ（西
せい
遼
りょう
）がモンゴ

ル高原に介
かい
入
にゅう
し、諸遊牧集団に

対する影
えい
響
きょう
力を競

きそ
った。

1

　　大集会（クリルタイ）　君主
の選出や遠

えん
征
せい
の決定などの重要

事
じ
項
こう
は、王族・有力首長が集ま

る会議で合議して決められた。

2

　　ウルス　モンゴル語で「くに、
くにたみ」の意で、領土そのもの
ではなく、人間集団とそれによっ
て形成される領域を指す。

3

　　千人隊　約千人の騎
き
兵
へい
を供

出する軍事集団で、騎兵を出す
遊牧民家族が集まった社会集団
でもあった。千人隊を中核として、
十人隊から万人隊までの十進法
組織に編成されていた。

4

　　東ヨーロッパ遠
えん

征
せい
　別働隊

はポーランドまで達し、1241年
にドイツ・ポーランドの諸

しょ
侯
こう
連

合軍を破って、キリスト教世界
に衝

しょう
撃
げき
を与

あた
えた。

5

　　西ヨーロッパからの使者　
ローマ教皇の使節プラノ＝カルピ
ニやフランス王ルイ９世（→p.119）
の使者ルブルク（→p.138　）が
派
は
遣
けん
され、皇帝に面会した。

6

1

　 チンギス＝カンの
即
そく
位
い
の様子　14世紀

にフレグ＝ウルスのガ
ザン＝ハン（→p.163）が
ラシード＝ウッディー
ンにつくらせた歴史
書『集

しゅう
史
し

』（→p.139）
の挿

さし
絵
え

。

1

　 モンゴル帝国の
系図　ハーンは大集
会（クリルタイ）を開
いて決められた。

2

●❶～●❺は継承順位
（数字）は在位年
赤字は女性

●❶

●❷

●❸
●❹

●❺

チンギス＝カン
（1206～27）

ボルテ

（東方王家）

ジョチ オゴデイ
（オゴタイ）

（1229～41）

トルイ

バトゥ

チャガタイ

グユク
（1246～48）

カイドゥ

クビライ
（フビライ）

（1260～94）

フレグ
（フラグ）

アリクブケ
チ
ャ
ガ
タ
イ
＝

　
　
　

  

ウ
ル
ス

（
チ
ャ
ガ
タ
イ
家
）  

ジ
ョ
チ
＝
ウ
ル
ス

（
ジ
ョ
チ
家
） 大

元
ウ
ル
ス

（
元
朝
）

フ
レ
グ
＝

　

   

ウ
ル
ス

（
フ
レ
グ
家
）

オ
ゴ
デ
イ
家

モンケ
（1251～59）

中
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ユ
ー
ラ
シ
ア

東
ア
ジ
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西
ア
ジ
ア
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中学校との関連　クビライ（フビライ＝ハン）、大元ウルス（元朝）、文永・弘安の役

　モンケが急死すると帝位継
けい

承
しょう

戦争が起こり、次弟クビライが帝国の東

方勢力の支持を得て即
そく

位
い

した。彼
かれ

は自分の本
ほん

拠
きょ

地であった東方に支配の

重心を移し、モンゴル高原へ連なる草原地帯と中国の農耕地域にまたが

る地に大
だい
都
と
（現北

ペ キ ン
京）を築いて、遊牧・農耕の両世界を共に支配する新し

い帝国建設に乗り出した。1271年に大
だい

元
げん

という国号を定めたことから、

ユーラシア東方を支配するクビライの帝国を、大元ウルス（元朝）という。

クビライの時代までに、モンゴル帝国は東は日本海から西は黒海・地中

海に至る領域に広がり、カザフ草原・南ロシア草原のジョチ＝ウルス（キ

プチャク＝ハン国）、中央アジアのチャガタイ＝ウルス（チャガタイ＝ハン

国）、イラン高原のフレグ＝ウルス（イル＝ハン国）といった、チンギス＝カ

ンの子孫が支配するウルスが各地に形成された。これらの諸ウルスは、

クビライ家の大元皇帝を全体のハーンとしていただき、時に争いつつ、

緩
ゆる

やかに連合した。モンゴル帝国は、大元ウルスを中心とするチンギス

＝カン一門のウルスの集合体であった。

　モンゴル帝国においては、チンギス＝カン家の王族を共通の支配層と

しつつ、出自・宗教・言語にかかわらず、さまざまな集団や個人が実力

主義で登用され、これら支配層に加わった者はすべてモンゴルと総
そう

称
しょう

さ

モンゴル帝国の再編と構造
クビライ時代以降、モンゴル帝国は東方の大元を中心とする一族諸ウルスの連合体
となり、チンギス家を核としつつ多様な人々を登用する開放的な体制で運営された。

Qubilai

位 1260～ 94

QR

Dai-ön Ulus

1271 ～ 1368 1 QR

Züchiin Ulus

1243 ～ 1502

2

Tsagaadain Ulus

1307 ～ 16世紀

1258～ 1353

1
Qaghan

3

　　大
だい
元
げん
の国号　「大元」は五経

（→p.36）の一つ『易
えき
経
きょう
』の一句か

らとられた２字熟語で、天や宇
宙を意味する。従来、中国の王
朝名は王家とゆかりのある古地
名にちなんでいたが、それとは
異なる新しい命名法であった。

1

　　ジョチ＝ウルス　バトゥをは
じめとする、チンギス＝カンの長
子ジョチ（→p.135　）の諸子が
治めたウルスで、後にクリム、
カザンなど多くのハン国に分か
れた（→p.190）。当時キプチャ
ク草原とよばれていた地域を支
配したので、キプチャク＝ハン国
と通

つう
称
しょう
される。

2

2

　　ハーン　カガン（可
か
汗
がん
、→p.43）

の発音が変化した称
しょう
号
ごう
で、オゴ

デイ以降使われるようになった。
モンゴル皇帝だけが名乗り、そ
れ以外の王族はハン（カン）と称
して区別された。

3

　 モンゴル帝国の領域　 読み解き クビライが築いた大
だい
都
と
には、位置的にどのような利点があるだろうか。1
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海
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川
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ペ
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川

セニイ川

エ

バイカル湖

大

西

洋

地

中
海

紅

海

アラビア海 ベ ン ガ ル 湾

黄
河

長 江

平

太

洋

イ 　 ン 　 ド 　 洋

チベット

華北

ジャワ

ブルカン山

カ モンゴル高原

ウ
ラ
ル
山
脈

ザフ草原

イラン高原

大
興
安
嶺

ヒマラヤ山脈

南ロシア草原

ラサラサ

パガンパガン

上都上都

大都大都

奉元
（長安）
奉元
（長安） 慶元（寧波）慶元（寧波）

直沽直沽

杭州杭州

博多博多

福州福州

泉州泉州

成都成都 景徳鎮景徳鎮

広州広州

コンスタンティ
ノープル
コンスタンティ
ノープル

カイロカイロ イェルサレムイェルサレム

メッカメッカ

キエフキエフ
モスクワモスクワ

（新）サライ（新）サライ

（旧）サライ（旧）サライ

タブリーズタブリーズ

バグダードバグダード

アルマリクアルマリク

サマルカンドサマルカンド

カーブルカーブル

デリーデリー

カラコルムカラコルム

ポーランド

ノヴゴロド

デリー＝スルタン朝

パガン朝

チャンパー

日本

高麗

大越（陳朝）

フランス
王国 神聖ローマ

帝国

マムルーク朝

ビザンツ
帝国

ハンガリー
王国

大元ウルス
　（元朝）
大元ウルス
　（元朝）

モンゴルの最大領域
チンギス＝カンの遠征路
バトゥの遠征路
フレグの遠征路
クビライの遠征路
駅伝制（ジャムチ）のルート
主な海上路

大元ウルス（元朝）
ジョチ＝ウルス（キプチャク＝ハン国）
チャガタイ＝ウルス（チャガタイ＝ハン国）
フレグ＝ウルス（イル＝ハン国）
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　日本と大元ウルスの間では、文
ぶん
永
えい
・弘

こう
安
あん
の役

えき
のため

政府間の関係は開かれなかったが、民間の海上貿易は
活発に行われた。戦争時や倭

わ
寇
こう
（→p.142）の出

しゅつ
没
ぼつ
時な

どには、両国の政府が沿岸警備の強化や海外交通の統
制をしたが、それ以外の時期は海商が盛

さか
んに往来して

貿易を行った。中心地となったのは寧
ニン
波
ポー
（明

めい
州
しゅう
、元代に

は慶
けい
元
げん
）と博

はか
多
た
（→p.129）であり、博多は元軍の攻

こう
撃
げき
目

標となったにもかかわらず、戦後はすぐに繁
はん
栄
えい
が戻

もど
った。

戦争や外交を担
にな
った幕府や寺社なども、有力者が寺院

建設費の捻
ねん
出
しゅつ
の名目で貿易船を派

は
遣
けん
し、私的なかたち

で貿易を行っていた。貿易船には多くの僧
そう
が便乗して

往来し、禅
ぜん
宗
しゅう
や宋

そう
学
がく
など新しい学問や文化がもたらさ

れた。喫
きっ
茶
さ
の風習が広まったのも、禅僧を通してである。

視点を
変えて 大

だい
元
げん
ウルスと日本

れた。一方で、創立以来従ってきた遊牧集団や早くから服従した勢力も

尊重されており、帝国の中
ちゅう

枢
すう

は、世
せ

襲
しゅう

と実力とのバランスのとれた、多

元的で開放的なしくみによって運営されていた。統治においては徴
ちょう

税
ぜい

と

治安維
い

持
じ

に重点を置き、在来の社会や文化にはほとんど干
かん

渉
しょう

しなかった。

西方のジョチ家・チャガタイ家・フレグ家のウルスでは、支配者である

モンゴルの方が逆に現地の文化の影
えい

響
きょう

を受けてトルコ化・イスラーム化

し、統治下の社会に根を下ろしていった。 

　騎
き

馬
ば

軍事力を力の源泉としつつ広域支配・定住民統治の経験を蓄
たくわ

えて

きた中央ユーラシアの遊牧国家は、モンゴル帝国の登場で直接ユーラシ

アの大半を政治的に統合するに至った。モンゴル帝国の下
もと

で大成された

広域支配のあり方と各ウルスの領域は、その後の時代にも受け継
つ

がれた。

　大元ウルスは1276年に南
なん

宋
そう

を下し、中央ユーラシアの王権として初

めて華
か

中
ちゅう

・華南を直接支配した。南宋の造船・航海技術や海洋知識を吸

収したモンゴルは、東南アジア・インド洋への進出を図
はか

った。南方では

大
だい

越
えつ
（陳
ちん

朝）・チャンパー・パガン朝・ジャワ島に遠
えん

征
せい

軍を送り、東方で

は２回にわたって日本に出兵した（文
ぶん

永
えい

・弘
こう

安
あん

の役
えき

）。これらは多くの場

合、強い抵
てい

抗
こう

に遭
あ

って撤
てっ

兵
ぺい

することとなったが、もともと征
せい

服
ふく

ではなく

通商の拡大と交易路の確保が目的であったため、13世紀末にはほとん

どの地域が大元ウルスと通交・通商関係をもつようになった。これによ

り、杭
こう
州
しゅう

・泉
せん
州
しゅう

・広
こう
州
しゅう

などの港
こう

市
し

が海上貿易で繁
はん

栄
えい

し、交通や物流は海

運や大運河によって華北や内陸部とも結ばれた。こうしてモンゴル帝国

は、陸上だけでなく海上交通をも支配する帝国へと発展していった。 

　大元ウルスでは、制度上は金
きん

・南宋の官
かん

僚
りょう

制・地方行政単位が引き継

4

コラム

p.163

p.39

大元ウルスとユーラシア東部
華北と江南を統合した大元ウルスは海の道にも進出し、交通・貿易網は陸海に広が
った。モンゴル主導の下で柔軟な人材登用と寛容な宗教観に基づく統治が行われた。

p.125

p.133

1274、1281

視点

p.127 p.130

5

　　「モンゴル」の概
がい
念
ねん
　モンゴ

ルとはもともと集団名であり、
次いで国家名として使われ、現
在のような民族名ではなかった。
帝国の支配層に加われば、出身
にかかわらずモンゴルとして扱

あつか

われた。

4

　　地方単位としての省　モン
ゴルは、中国支配に際し中央政
府の中

ちゅう
書
しょ
省
しょう
と同格の行

こう
中
ちゅう
書
しょ
省
しょう
を

各地に置いて地方統治にあたら
せた。これは従来よりはるかに
広い範

はん
囲
い
を管

かん
轄
かつ
し、現在の中国

の行政区分の省の起源となった。

5

　 元軍と戦う日本の武士　元軍は、モンゴル・女
じょ

真
しん

・高
こう

麗
らい

・
南
なん

宋
そう

などさまざまな出身者の混成であった。日本側は元軍の
集団戦法や火薬兵器に苦戦したが、元軍も日本側が築いた防

ぼう

塁
るい

に上陸をはばまれた。 〈『蒙古襲来絵詞』〉

2

　　　　
モンゴル帝国は、広大な領域
に住む多様な人々をどのよう
に統治したのか、要約しよう。

問 い つながり

　男性が全員騎
き
兵
へい
となる遊

牧民の社会は、父系の血筋
を中心に組み立てられてい
たが、家政を取りしきり、
出
しゅっ
征
せい
中の留守を守る女性も、

財産管理権をもつなど強い
立場にあった。モンゴル帝
国では、オゴデイの没

ぼつ
後
ご
な

どに、次のハーンが大集会
（クリルタイ）で選出される
までの間、妃

きさき
が皇太后となっ

て国政を代行した。

コラム
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中学校との関連　マルコ＝ポーロ

がれたが、中央・地方の要職にはモンゴル武将やキタイ・女
じょ
真
しん
・漢人な

どさまざまな出身の軍人・官
かん
僚
りょう
が家

いえ
柄
がら
や実務能力に応じて任用された。

とりわけ、色
しき
目
もく
人（さまざまな種類の人という意味）とよばれるウイグル

人やイラン系ムスリムなど中央アジア・西アジア出身者は、財務方面で

重用された。皇帝をはじめ支配者の命令はモンゴル語で出され、クビラ

イの宗教顧
こ
問
もん
であったチベット仏教僧

そう
パクパ（パスパ）がつくったパクパ

文字や、ウイグル文字からつくられたモンゴル文字で書き表された。

　モンゴルは特定の宗教や思想を強制したり禁圧したりすることはなく、

それぞれが独自のやり方で天を拝んでいるとみなして、国家の福利を祈
いの

るかぎり保護を与
あた
えた。主要とみなしたのは仏教・ネストリウス派キリ

スト教・道
どう
教
きょう
・イスラームで、カトリックも新たに伝来した。とりわけ

チベット仏教は歴代のハーンや王族の保護・尊
そん
崇
すう
を受けて栄えた。また

儒
じゅ
学
がく
も保護され、朱

しゅ
子
し
学
がく
が科

か
挙
きょ
の公式解

かい
釈
しゃく
に採用された。

　モンゴル帝国は、早い段階から交通路の整備や国際商人の保護など交

通・貿易振
しん
興
こう
策を推進し、カラコルムを中心に駅伝制（ジャムチ）を敷

し
い

て、陸上の交通・通信ネットワークを築いた。また、クビライは冬の都

として大
だい
都
と
を、夏の都として上

じょう
都
と
を建設し、駅伝制によって結びつけた。

さらに、大都から大運河・渤
ぼっ
海
かい
湾
わん
へとつながる水運路を開き、大都は海

路で江
こう
南
なん
を経て南シナ海・インド洋と結ばれることとなった。歴代の皇

帝は、宮
きゅう
廷
てい
・政府・軍団と共に大都・上都を季節ごとに移動して遊牧生

活を続けながら、世界中から集まる人・もの・情報に接した。

1

p.134

Phags-pa

1235 ～ 80

史料

2

QR

p.127

モンゴル時代のユーラシア大交流圏
13〜14世紀はモンゴル時代とよばれ、モンゴル帝国の大統合によりユーラシア規模
で経済・文化交流が空前の発展を遂げた。東西交流は双方で新たな文化を生み出した。

2

3

　　モンゴル時代の中国社会　
モンゴルは家

いえ
柄
がら
か実績を重視し

たため、旧金領出身者（漢人）・
旧南

なん
宋
そう
領出身者（南人）も功績を

挙げれば登用された。しかし、
儒
じゅ
学
がく
の教養に特化していて実務

と結びつかない科
か
挙
きょ
は重視され

なかったため、南人に多い士
し
大
たい

夫
ふ
（→p.127）のなかには不満を
もつ者もあった。

1

　 ルブルク（→p.135）が旅行記に記した宗教討論 
読み解き モンゴルは、多様な宗教にどのような態度で接しているだ

ろうか。

1

　 駅伝制（ジャムチ）の牌
はい

符
ふ

　政府が発給する通
行証で、所持者は駅伝や旅舎を利用することがで
きた。身分に応じて金

きん
牌
ぱい

・銀牌などがある。
読み解き なぜさまざまな文字の牌符がつくられ
たのだろうか。

2

　　　　　　　　　
モンゴル時代に、海と陸のネッ
トワークを通じてユーラシア
でどのような人・もの・文化
が行き交

か

ったか、要約しよう。

問 い つながり

〈漢字〉
〈ウイグル文字〉

〈パクパ文字〉
　（モンケ＝カンの使者が言う、）「…主君は、『ここ（カラコルム）には
お前たちキリスト教徒＊、イスラーム教徒、仏

ぶっ
僧
そう
らがおり、それぞれ

自分の宗教が優
すぐ
れ、自分たちの文

ぶん
献
けん
つまり聖典が一番真実だ、と言っ

てはばからない。』と言っている。だから、主君は、お前たちを残ら
ず一堂に集めて議論させ、…真実を知りたいと言われるのだ。」…
　…モンケ＝カンは、審

しん
判
ぱん
役として3人の書記官をよこした。一人は

キリスト教徒、一人はイスラーム教徒、もう一人は仏僧であった。そ
こで、次のように宣告がなされた。「これはモンケ＝カンの命令である。
神の命令はこれとは別だ、などとは誰

だれ
にも言わせない。カンの命令

により、誰も相手と口論したり、相手を侮
ぶ
辱
じょく
したりしてはならない。

また、誰もこの討議を妨
さまた
げるような騒

さわ
ぎを起こしてはならない。こ

れらに背
そむ
けば死

し
刑
けい
である。」その時、一同は沈

ちん
黙
もく
していた。…

＊カトリックであるルブルクと、同席したネストリウス派キリスト教徒
� 〈カルピニ・ルブルク著、護雅夫訳『中央アジア・蒙古旅行記』一部改変〉

カラコルムにおける宗教討論（1254年）史
 料

　 モンゴルの水上航路　唐
とう

の
滅
めつ

亡
ぼう

以来、370年ぶりに中国の
南北が統合され、江

こう
南
なん

の富が海
運と大運河によって大

だい
都
と

に運ば
れた。

3

黄黄
海海

渤渤 海海

黄黄

通恵河通恵河

会会 通通 河河

河河
州州
済済

揚
州
運
河

江江南南
河河
運運

膠膠
萊萊
河河河河

淮淮河河
長長
江江

大都大都

上都上都

杭州杭州

揚州揚州
徐州徐州

通州通州

汴梁汴梁

直沽直沽

べんりょうべんりょう

ちょく  こちょく  こ

遼東半島

山
東
半
島

運河
海上交易路
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　大
だい
元
げん
ウルスでは、銀と紙幣の併

へい
用
よう
が通貨

の基本とされた。紙幣は宋
そう
代から用いられ

てきたが、元代には塩の引
ひき
換
かえ
券である塩

えん
引
いん

が事実上の高額紙幣として、また交
こう
鈔
しょう
が銅

銭に代わる通貨として、広く流通した。専
売品である塩の販

はん
売
ばい
は巨

きょ
額
がく
の利益を生んだ

ため、塩引が高い価値をもったのである。
紙幣の流通によって中国では銅銭が余るよ
うになり、近

きん
隣
りん
諸地域に輸出されて、通貨

や銅材として利用された。とりわけ政府が
貨幣鋳

ちゅう
造
ぞう
を行わなくなっていた日本では、

渡
と
来
らい
銭が通貨として流通した。

　このような陸と海の交通ネットワークを生かして遠距
きょ
離
り
商業を担

にな
った

のが、仏教徒のウイグル商人とイラン系のムスリム商人である。彼
かれ
らが

活
かつ
躍
やく
した中央アジア・西アジアでは銀が広く使われていたため、モンゴ

ル帝国は銀を通貨の基本に据
す
えた。額面の大きい銀は、高額の決済に用

いられた。さらに、経済規模に比べて銀の量が不足していたため、補助

として紙
し
幣
へい
（交

こう
鈔
しょう
）を併

へい
用
よう
した。銀・交鈔の流通によって役割の低下した

銅銭は、日本・高
こう
麗
らい
・ベトナムなどに流出して各地の経済を刺

し
激
げき
した。

　ユーラシア規模のネットワークは、人やものの移動も活発化させ、多

様な文化・習
しゅう
俗
ぞく
に寛
かん
容
よう
で開放的なモンゴル支配の下

もと
で、文化や技術の面

でもさまざまな交流・展開がみられた。東方では、中国にイスラームの

天文学・数学・医学や技術がもたらされ、高精度の太
たい
陰
いん
太陽暦

れき
である授

じゅ

時
じ
暦
れき
や染
そめ
付
つけ
磁器がつくり出された。都市では大衆演劇（雑

ざつ
劇
げき
）が上演され、

『西
せい

廂
そう

記
き

』『琵
び
琶
わ
記
き
』などの戯

ぎ
曲
きょく
（元

げん
曲
きょく
）が庶

しょ
民
みん
に流行した。他方、遊牧民の

風
ふう
俗
ぞく
や中国の文化が西方にもたらされ、イランでは、東方絵画の影

えい
響
きょう
を

受けてミニアチュール（細密画）が発達し、ぺルシア語の世界史書『集
しゅう
史
し
』

を美しい挿
さし
絵
え
で飾

かざ
り立てた。また、中国の火薬・羅

ら
針
しん
盤
ばん
・印刷術・陶

とう
磁
じ

器などが西アジアやヨーロッパに伝わり、学芸・美術や技術に大きな影
えい

響
きょう
を与えた。

　このようにモンゴル帝国がユーラシアの覇
は
権
けん
を握
にぎ
り、その下で広域交

流が盛
さか
んに行われた13〜 14世紀は「モンゴル時代」とよばれ、ユーラシ

アの大統合と大交流の時代と位置づけることができる。

5

p.129 p.133 コラム

3

4 6

p.135 1

p.175、176

　　カトリックの中国伝来　13
世紀末にモンテ＝コルヴィノが
ローマ教皇から派

は
遣
けん
され、大

だい
都
と

のカトリック司教となった。

2

　　ユーラシア規模の大旅行　
ヴェネツィアの商人マルコ＝ポー
ロの旅行記とされる『世界の記述
（東

とう
方
ほう
見
けん
聞
ぶん
録
ろく
）』はクビライ時代の

情報を伝え、ヨーロッパで広く
読まれた（→p.134、159）。また
モロッコ出身のムスリムの大旅
行家イブン＝バットゥータも東方
旅行の記録『大旅行記（三

さん
大
たい
陸
りく
周
しゅう

遊
ゆう
記
き
）』を残した（→p.106、134）。

3

　　授
じゅ
時
じ
暦
れき
　元

げん
代にイスラーム

天文学が中国に伝わった。郭
かく
守
しゅ

敬
けい
が作成した授時暦は長く使わ

れ、日本にも伝わって江戸時代
の貞

じょう
享
きょう
暦
れき
のもととなった。

4

　ユーラシアと諸地域における陸と海のネットワークは、どのように広がったのだろうか。
拡大の要因のうち重要だと考える事柄をいくつか選んだうえで、あなたの考えを説明しよう。振り返り

の1章

節の振り返り5
この節の学習を踏まえて、p.135
の　　　　に対するあなたの
考えを説明しよう。
節の課題

　 染
そめ
付
つけ

　青
せい

花
か

ともいう。中国の白
磁とイランのコバルト顔料による絵
つけの技術がモンゴルの下

もと
で結びつ

いて誕生した磁器である。

6

　 中国から日本に向けて運ばれたとされ
る銅銭　日本の各地で出土する宋

そう
銭
せん
（→p.129）

は、元代に流入したものも多い。

4

　 交
こう
鈔
しょう
（紙幣）5

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア

東
ア
ジ
ア

日
本

南
・

東
南
ア
ジ
ア

西
ア
ジ
ア
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時代の
特徴

結びつく
世界

●モンゴル帝国とユーラシア大交流圏

12世紀までに徐
じょ

々
じょ

に進んできた各地域の結びつ

きは、13世紀のモンゴル帝国の登場によって一気

に加速した。14世紀前半にかけて、ユーラシア・

北アフリカにまたがり、陸と海で結ばれた巨
きょ

大
だい

な交

流圏が形成され、ユーラシア規模で人・もの・情報

の移動・交流が空前の発展を遂げた。

「草原の道」から登場し、早くに「オアシスの道」を

押
お

さえたモンゴルは国際商業の重要性をよく認
にん

識
しき

し

ており、交通網
もう

を整備し貿易の保護・振
しん

興
こう

に努めた。

モンゴルがユーラシアの主要部分を統合したため、

通行税などの負担や隊商が襲
しゅう

撃
げき

を受ける危険が少な

くなったことも、活発な商業活動を後押しした。南
なん

宋
そう

の征
せい

服
ふく

によって「海の道」も押さえると、交易網は

海路とも結びついた。西方に伝わった東方の繁
はん

栄
えい

の

様子は、ヨーロッパ人に豊かなアジアへの憧
あこが

れを抱
いだ

かせ、「大航海時代」の原動力にもなった。 

●14世紀の危機

1310年ごろから数十年間、北半球では寒冷な気

候が続いた。長期の好
こう

況
きょう

で人口が増え、やせた土地

の無理な開発や森林破
は

壊
かい

が進んでいたこともあり、

各地で深刻な不作や飢
き

饉
きん

が起こった。それに伴
ともな

い、

社会不安や感
かん

染
せん

症
しょう

がモンゴル帝国の交通網とネット

ワークを通じて急速に広がった。この時期にペスト�
（黒

こく
死
し

病
びょう

）が、中国から中央ユーラシアを経て西アジア・

ヨーロッパに短期間で伝わり、西ヨーロッパの人口の

３分の１を奪
うば

ったことは、そのわかりやすい例である。

こうしたなか盗
とう

賊
ぞく

や反乱が発生し、モンゴル帝国

の諸政権は次々と解体した。日本でも14世紀には

南北朝の動乱が続き、朝
ちょう

鮮
せん

半島・中国沿岸の人々は

倭
わ
寇
こう

の恐
きょう

怖
ふ

におびえた。こうしてユーラシア・北ア

フリカのネットワークは、一時的に寸断された。

モンゴル時代の大規模な交流は、このように強
きょう

烈
れつ

な負の側面をもっていた。しかし、「14世紀の危機」

を乗り越
こ

えた各地域では、モンゴル時代の多くの遺

産が活用された。第一に、広域のネットワークが復

活して海上でさらに活性化し、15世紀には鄭
てい

和
わ

の

大航海やヨーロッパ人のアメリカ大陸「発見」などの

海外進出が実現した。第二に、モンゴル以後にユー

ラシア各地を支配した諸帝国は、オスマン・ムガル�
やロシア、時代は下るが清

しん
朝など、いずれも支配下

においた多くの民族や宗教を、独自性を認めながら

効率的に統治するシステムにより、広大な領土を長

期間、安定的に支配した。� p.172p.130

p.135

p.40

p.138

p.60

p.139

p.159

p.12、115

p.142

QR

p.142

p.160

p.164 p.167

p.121、190 p.149

p.171

モンゴル帝国の下
もと

で、13世紀に全ユーラシアが結びついた。その交流は「14世紀の危
機」で一時断絶したが、モンゴル時代のシステムは多くの点で後の時代に影

えい

響
きょう

を及
およ

ぼした。

13〜14世紀　ユーラシア大交流圏
け ん

の成立と危機

　 14世紀の交易とペストの広がり1
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記録されているペストの
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14世紀の交易路
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QR

因果関係を丁寧に記した理解し やすい本文記述
世界史の大きな流れをつかめる本文記述

▲ p.135 ▼ p.136-137 ▼p.138-139 ▼ p.140「結びつく世界」（➡本資料p.12-15）

モンゴル帝国は王族を核としつつも、多様な
人々を登用し、在来の文化にも干渉しない、開
放的な体制であったことを押さえられます。

モンゴル帝国は、チンギス=カン一族に権力を集
中させて勢力を広げ、ユーラシア各地を統合し
ていったことがわかります。
また、当時は有力な対抗勢力がなかったため、
急速な拡大が可能だったことがわかります。

華中・華南を支配した大元ウルスが、海域世界と
の結びつきを求めて遠征を進め、海上貿易に必
要な通交・通商体制を整えていったことがわかり
ます。その結果、陸路と海路が結ばれ、モンゴル
帝国が陸上だけでなく海上交通も掌握する帝
国へと発展したことがわかります。

モンゴル帝国が築いた海と陸のネットワークに
よって、ユーラシア規模で、人・もの・文化・技術
の往来が活発になったことを押さえられます。
また、モンゴル帝国の多様な文化・習俗に寛容
な体制が、これらの交流を後押ししたことがわか
ります。

モンゴル帝国は大都を築くなどして、遊牧・農耕
の両世界を支配する新しい帝国の建設を始め、
陸の支配を確立していったことがわかります。

3
1 4 5

2

特色
① ●本資料p.6-7で示した「海と陸をつなぐ海域世界」（教科書p.131-134）に続く、「ユーラシア

大帝国の出現」（教科書p.135-139）では、モンゴル帝国による陸の統合から海への進出、そ
して陸と海が結びつき大交流圏を形成していった過程を記述しています。

●海と陸それぞれの記述を充実させ、世界が結びついていく過程を分かりやすくしました。

p.136　モンゴル帝国が陸を支配p.135　モンゴル帝国の誕生と拡大 p.137-138　モンゴル帝国が海へ進出 ｐ.138-140　ユーラシア規模の大交流圏が形成

p.136-137　モンゴル帝国の構造

3部1章5節 ユーラシア大帝国の出現
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　モンゴル高原では、840年にウイグル帝国が崩
ほう

壊
かい

した後、統一勢力が

現れず、トルコ系・モンゴル系の遊牧集団が割
かっ

拠
きょ

して抗
こう

争
そう

する時代が約

350年にわたって続いた。モンゴル高原東方にいたモンゴル部もその一

つだったが、テムジンが指導者となると急速に勢力を伸
の

ばしてモンゴル

高原の統一を果たした。彼
かれ

は1206年、大集会で諸首長から君主に推
すい

戴
たい

されてチンギス＝カン（ハン）と名乗り、モンゴル帝国（大モンゴル＝ウル

ス）を建てた。服属した全遊牧集団は千人隊（千
せん

戸
こ

）に再編され、チンギ

ス＝カン自身と、東方に置かれた弟たち、西方に配置された息子たちが

率いた。モンゴル帝国は、匈
きょう

奴
ど

以来の遊牧国家の伝統的な制度を引き継
つ

ぎつつも、それまでのような在来遊牧集団の連合国家と異なり、チンギ

ス＝カンとその子孫に権力を集中させたのである。

　東方で金
きん

・西
せい

夏
か

・南
なん

宋
そう

が並び立っていたように、当時のユーラシア各

地は地域的勢力に分かれており、統一を果たしたモンゴルにとって有力

な対抗勢力がなかった。直ちに遠
えん

征
せい

に着手したチンギス＝カンは、東方

では金を攻
せ

め、西方ではカラ＝キタイの旧領を平定し、さらにホラズム

朝と西夏を滅
ほろ

ぼした。後を継いだオゴデイは、モンゴル高原に首都カラ

コルムを建設するとともに、東方では金を滅ぼして華
か

北
ほく

を領有し、西方

では西北ユーラシアに遠征軍を送って東ヨーロッパまで侵
しん

入
にゅう

した。第４

代のモンケは弟のフレグを西アジアに遠征させ、1258年にバグダード

を攻
こう

略
りゃく

してアッバース朝を滅ぼした。東方でも高
こう

麗
らい

を服属させ、大
だい

理
り

を

併
へい

合
ごう

して南宋を包囲した。モンゴル帝国の急激な拡大は、十字軍運動の

時期にあったヨーロッパでも大きな関心をよび、ローマ教皇らがカラコ

ルムのモンゴル宮
きゅう

廷
てい

に使者を送った。

モンゴル世界帝国の出現
モンゴル帝国は、遊牧国家の伝統を引き継ぎつつ、チンギス＝カンの一族に権力を集
中させた強力な体制をつくり出し、ユーラシア全体の政治的統合を進めた。

p.44、53

1
Temüjin

1162？～1227

2Chinggis Qan

位 1206～ 27 1 1206 ～ 1388 QR

Yeke Mongghol Ulus

3 4

p.40

2

p.124 p.123 p.124

p.124

p.103

Ögödei

位 1229～ 41

5
Möngke

位 1251～ 59

Hülegü

1218 ～ 65

p.95 p.129 p.122

p.113

6

ユーラシア大帝国の出現
モンゴル帝国によるユーラシアの統合と交流は、
世界の歴史にどのような影響を与えたのだろうか。

節の
課題5節

中学校との関連　チンギス＝カン（ハン）、モンゴル帝国

　　チンギス＝カンによる統一前
のモンゴル高原　東方の金

きん
と西

方のカラ＝キタイ（西
せい
遼
りょう
）がモンゴ

ル高原に介
かい
入
にゅう
し、諸遊牧集団に

対する影
えい
響
きょう
力を競

きそ
った。

1

　　大集会（クリルタイ）　君主
の選出や遠

えん
征
せい
の決定などの重要

事
じ
項
こう
は、王族・有力首長が集ま

る会議で合議して決められた。

2

　　ウルス　モンゴル語で「くに、
くにたみ」の意で、領土そのもの
ではなく、人間集団とそれによっ
て形成される領域を指す。

3

　　千人隊　約千人の騎
き
兵
へい
を供

出する軍事集団で、騎兵を出す
遊牧民家族が集まった社会集団
でもあった。千人隊を中核として、
十人隊から万人隊までの十進法
組織に編成されていた。

4

　　東ヨーロッパ遠
えん

征
せい
　別働隊

はポーランドまで達し、1241年
にドイツ・ポーランドの諸

しょ
侯
こう
連

合軍を破って、キリスト教世界
に衝

しょう
撃
げき
を与

あた
えた。

5

　　西ヨーロッパからの使者　
ローマ教皇の使節プラノ＝カルピ
ニやフランス王ルイ９世（→p.119）
の使者ルブルク（→p.138　）が
派
は
遣
けん
され、皇帝に面会した。

6

1

　 チンギス＝カンの
即
そく
位
い
の様子　14世紀

にフレグ＝ウルスのガ
ザン＝ハン（→p.163）が
ラシード＝ウッディー
ンにつくらせた歴史
書『集

しゅう
史
し

』（→p.139）
の挿

さし
絵
え

。

1

　 モンゴル帝国の
系図　ハーンは大集
会（クリルタイ）を開
いて決められた。

2

●❶～●❺は継承順位
（数字）は在位年
赤字は女性

●❶

●❷

●❸
●❹

●❺

チンギス＝カン
（1206～27）

ボルテ

（東方王家）

ジョチ オゴデイ
（オゴタイ）

（1229～41）

トルイ

バトゥ

チャガタイ

グユク
（1246～48）

カイドゥ

クビライ
（フビライ）

（1260～94）

フレグ
（フラグ）

アリクブケ
チ
ャ
ガ
タ
イ
＝

　
　
　

  

ウ
ル
ス

（
チ
ャ
ガ
タ
イ
家
）  

ジ
ョ
チ
＝
ウ
ル
ス

（
ジ
ョ
チ
家
） 大

元
ウ
ル
ス

（
元
朝
）

フ
レ
グ
＝

　

   

ウ
ル
ス

（
フ
レ
グ
家
）

オ
ゴ
デ
イ
家

モンケ
（1251～59）
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中学校との関連　クビライ（フビライ＝ハン）、大元ウルス（元朝）、文永・弘安の役

　モンケが急死すると帝位継
けい

承
しょう

戦争が起こり、次弟クビライが帝国の東

方勢力の支持を得て即
そく

位
い

した。彼
かれ

は自分の本
ほん

拠
きょ

地であった東方に支配の

重心を移し、モンゴル高原へ連なる草原地帯と中国の農耕地域にまたが

る地に大
だい
都
と
（現北

ペ キ ン
京）を築いて、遊牧・農耕の両世界を共に支配する新し

い帝国建設に乗り出した。1271年に大
だい

元
げん

という国号を定めたことから、

ユーラシア東方を支配するクビライの帝国を、大元ウルス（元朝）という。

クビライの時代までに、モンゴル帝国は東は日本海から西は黒海・地中

海に至る領域に広がり、カザフ草原・南ロシア草原のジョチ＝ウルス（キ

プチャク＝ハン国）、中央アジアのチャガタイ＝ウルス（チャガタイ＝ハン
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　日本と大元ウルスの間では、文
ぶん
永
えい
・弘

こう
安
あん
の役

えき
のため

政府間の関係は開かれなかったが、民間の海上貿易は
活発に行われた。戦争時や倭

わ
寇
こう
（→p.142）の出

しゅつ
没
ぼつ
時な

どには、両国の政府が沿岸警備の強化や海外交通の統
制をしたが、それ以外の時期は海商が盛

さか
んに往来して

貿易を行った。中心地となったのは寧
ニン
波
ポー
（明

めい
州
しゅう
、元代に

は慶
けい
元
げん
）と博

はか
多
た
（→p.129）であり、博多は元軍の攻

こう
撃
げき
目

標となったにもかかわらず、戦後はすぐに繁
はん
栄
えい
が戻

もど
った。

戦争や外交を担
にな
った幕府や寺社なども、有力者が寺院

建設費の捻
ねん
出
しゅつ
の名目で貿易船を派

は
遣
けん
し、私的なかたち

で貿易を行っていた。貿易船には多くの僧
そう
が便乗して

往来し、禅
ぜん
宗
しゅう
や宋

そう
学
がく
など新しい学問や文化がもたらさ

れた。喫
きっ
茶
さ
の風習が広まったのも、禅僧を通してである。

視点を
変えて 大

だい
元
げん
ウルスと日本

れた。一方で、創立以来従ってきた遊牧集団や早くから服従した勢力も

尊重されており、帝国の中
ちゅう

枢
すう

は、世
せ

襲
しゅう

と実力とのバランスのとれた、多

元的で開放的なしくみによって運営されていた。統治においては徴
ちょう

税
ぜい

と

治安維
い

持
じ

に重点を置き、在来の社会や文化にはほとんど干
かん

渉
しょう

しなかった。

西方のジョチ家・チャガタイ家・フレグ家のウルスでは、支配者である

モンゴルの方が逆に現地の文化の影
えい

響
きょう

を受けてトルコ化・イスラーム化

し、統治下の社会に根を下ろしていった。 

　騎
き

馬
ば

軍事力を力の源泉としつつ広域支配・定住民統治の経験を蓄
たくわ

えて

きた中央ユーラシアの遊牧国家は、モンゴル帝国の登場で直接ユーラシ

アの大半を政治的に統合するに至った。モンゴル帝国の下
もと

で大成された

広域支配のあり方と各ウルスの領域は、その後の時代にも受け継
つ

がれた。

　大元ウルスは1276年に南
なん

宋
そう

を下し、中央ユーラシアの王権として初

めて華
か

中
ちゅう

・華南を直接支配した。南宋の造船・航海技術や海洋知識を吸

収したモンゴルは、東南アジア・インド洋への進出を図
はか

った。南方では

大
だい

越
えつ
（陳

ちん
朝）・チャンパー・パガン朝・ジャワ島に遠

えん
征
せい

軍を送り、東方で

は２回にわたって日本に出兵した（文
ぶん

永
えい

・弘
こう

安
あん

の役
えき

）。これらは多くの場

合、強い抵
てい

抗
こう

に遭
あ

って撤
てっ

兵
ぺい

することとなったが、もともと征
せい

服
ふく

ではなく

通商の拡大と交易路の確保が目的であったため、13世紀末にはほとん

どの地域が大元ウルスと通交・通商関係をもつようになった。これによ

り、杭
こう
州
しゅう

・泉
せん
州
しゅう

・広
こう
州
しゅう

などの港
こう

市
し

が海上貿易で繁
はん

栄
えい

し、交通や物流は海

運や大運河によって華北や内陸部とも結ばれた。こうしてモンゴル帝国

は、陸上だけでなく海上交通をも支配する帝国へと発展していった。 

　大元ウルスでは、制度上は金
きん

・南宋の官
かん

僚
りょう

制・地方行政単位が引き継

4

コラム

p.163

p.39

大元ウルスとユーラシア東部
華北と江南を統合した大元ウルスは海の道にも進出し、交通・貿易網は陸海に広が
った。モンゴル主導の下で柔軟な人材登用と寛容な宗教観に基づく統治が行われた。

p.125

p.133

1274、1281

視点

p.127 p.130

5

　　「モンゴル」の概
がい
念
ねん
　モンゴ

ルとはもともと集団名であり、
次いで国家名として使われ、現
在のような民族名ではなかった。
帝国の支配層に加われば、出身
にかかわらずモンゴルとして扱

あつか

われた。

4

　　地方単位としての省　モン
ゴルは、中国支配に際し中央政
府の中

ちゅう
書
しょ
省
しょう
と同格の行

こう
中
ちゅう
書
しょ
省
しょう
を

各地に置いて地方統治にあたら
せた。これは従来よりはるかに
広い範

はん
囲
い
を管

かん
轄
かつ
し、現在の中国

の行政区分の省の起源となった。

5

　 元軍と戦う日本の武士　元軍は、モンゴル・女
じょ

真
しん

・高
こう

麗
らい

・
南
なん

宋
そう

などさまざまな出身者の混成であった。日本側は元軍の
集団戦法や火薬兵器に苦戦したが、元軍も日本側が築いた防

ぼう

塁
るい

に上陸をはばまれた。 〈『蒙古襲来絵詞』〉

2

　　　　
モンゴル帝国は、広大な領域
に住む多様な人々をどのよう
に統治したのか、要約しよう。

問 い つながり

　男性が全員騎
き
兵
へい
となる遊

牧民の社会は、父系の血筋
を中心に組み立てられてい
たが、家政を取りしきり、
出
しゅっ
征
せい
中の留守を守る女性も、

財産管理権をもつなど強い
立場にあった。モンゴル帝
国では、オゴデイの没

ぼつ
後
ご
な

どに、次のハーンが大集会
（クリルタイ）で選出される
までの間、妃

きさき
が皇太后となっ

て国政を代行した。
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中学校との関連　マルコ＝ポーロ

がれたが、中央・地方の要職にはモンゴル武将やキタイ・女
じょ
真
しん
・漢人な

どさまざまな出身の軍人・官
かん
僚
りょう
が家

いえ
柄
がら
や実務能力に応じて任用された。

とりわけ、色
しき
目
もく
人（さまざまな種類の人という意味）とよばれるウイグル

人やイラン系ムスリムなど中央アジア・西アジア出身者は、財務方面で

重用された。皇帝をはじめ支配者の命令はモンゴル語で出され、クビラ

イの宗教顧
こ
問
もん
であったチベット仏教僧

そう
パクパ（パスパ）がつくったパクパ

文字や、ウイグル文字からつくられたモンゴル文字で書き表された。

　モンゴルは特定の宗教や思想を強制したり禁圧したりすることはなく、

それぞれが独自のやり方で天を拝んでいるとみなして、国家の福利を祈
いの

るかぎり保護を与
あた
えた。主要とみなしたのは仏教・ネストリウス派キリ

スト教・道
どう
教
きょう
・イスラームで、カトリックも新たに伝来した。とりわけ

チベット仏教は歴代のハーンや王族の保護・尊
そん
崇
すう
を受けて栄えた。また

儒
じゅ
学
がく
も保護され、朱

しゅ
子
し
学
がく
が科

か
挙
きょ
の公式解

かい
釈
しゃく
に採用された。

　モンゴル帝国は、早い段階から交通路の整備や国際商人の保護など交

通・貿易振
しん
興
こう
策を推進し、カラコルムを中心に駅伝制（ジャムチ）を敷

し
い

て、陸上の交通・通信ネットワークを築いた。また、クビライは冬の都

として大
だい
都
と
を、夏の都として上

じょう
都
と
を建設し、駅伝制によって結びつけた。

さらに、大都から大運河・渤
ぼっ
海
かい
湾
わん
へとつながる水運路を開き、大都は海

路で江
こう
南
なん
を経て南シナ海・インド洋と結ばれることとなった。歴代の皇

帝は、宮
きゅう
廷
てい
・政府・軍団と共に大都・上都を季節ごとに移動して遊牧生

活を続けながら、世界中から集まる人・もの・情報に接した。

1

p.134

Phags-pa

1235 ～ 80

史料

2

QR

p.127

モンゴル時代のユーラシア大交流圏
13〜14世紀はモンゴル時代とよばれ、モンゴル帝国の大統合によりユーラシア規模
で経済・文化交流が空前の発展を遂げた。東西交流は双方で新たな文化を生み出した。

2

3

　　モンゴル時代の中国社会　
モンゴルは家

いえ
柄
がら
か実績を重視し

たため、旧金領出身者（漢人）・
旧南

なん
宋
そう
領出身者（南人）も功績を

挙げれば登用された。しかし、
儒
じゅ
学
がく
の教養に特化していて実務

と結びつかない科
か
挙
きょ
は重視され

なかったため、南人に多い士
し
大
たい

夫
ふ
（→p.127）のなかには不満を
もつ者もあった。

1

　 ルブルク（→p.135）が旅行記に記した宗教討論 
読み解き モンゴルは、多様な宗教にどのような態度で接しているだ

ろうか。

1

　 駅伝制（ジャムチ）の牌
はい

符
ふ

　政府が発給する通
行証で、所持者は駅伝や旅舎を利用することがで
きた。身分に応じて金

きん
牌
ぱい

・銀牌などがある。
読み解き なぜさまざまな文字の牌符がつくられ
たのだろうか。

2

　　　　　　　　　
モンゴル時代に、海と陸のネッ
トワークを通じてユーラシア
でどのような人・もの・文化
が行き交

か

ったか、要約しよう。

問 い つながり

〈漢字〉
〈ウイグル文字〉

〈パクパ文字〉
　（モンケ＝カンの使者が言う、）「…主君は、『ここ（カラコルム）には
お前たちキリスト教徒＊、イスラーム教徒、仏

ぶっ
僧
そう
らがおり、それぞれ

自分の宗教が優
すぐ
れ、自分たちの文

ぶん
献
けん
つまり聖典が一番真実だ、と言っ

てはばからない。』と言っている。だから、主君は、お前たちを残ら
ず一堂に集めて議論させ、…真実を知りたいと言われるのだ。」…
　…モンケ＝カンは、審

しん
判
ぱん
役として3人の書記官をよこした。一人は

キリスト教徒、一人はイスラーム教徒、もう一人は仏僧であった。そ
こで、次のように宣告がなされた。「これはモンケ＝カンの命令である。
神の命令はこれとは別だ、などとは誰

だれ
にも言わせない。カンの命令

により、誰も相手と口論したり、相手を侮
ぶ
辱
じょく
したりしてはならない。

また、誰もこの討議を妨
さまた
げるような騒

さわ
ぎを起こしてはならない。こ

れらに背
そむ
けば死

し
刑
けい
である。」その時、一同は沈

ちん
黙
もく
していた。…

＊カトリックであるルブルクと、同席したネストリウス派キリスト教徒
� 〈カルピニ・ルブルク著、護雅夫訳『中央アジア・蒙古旅行記』一部改変〉

カラコルムにおける宗教討論（1254年）史
 料

　 モンゴルの水上航路　唐
とう

の
滅
めつ

亡
ぼう

以来、370年ぶりに中国の
南北が統合され、江

こう
南
なん

の富が海
運と大運河によって大

だい
都
と

に運ば
れた。

3

黄黄
海海

渤渤 海海

黄黄

通恵河通恵河

会会 通通 河河

河河
州州
済済

揚
州
運
河

江江南南
河河
運運

膠膠
萊萊
河河河河

淮淮河河
長長
江江

大都大都

上都上都

杭州杭州

揚州揚州
徐州徐州

通州通州

汴梁汴梁

直沽直沽

べんりょうべんりょう

ちょく  こちょく  こ

遼東半島

山
東
半
島

運河
海上交易路

� ���km

中
央
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ー
ラ
シ
ア
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　大
だい
元
げん
ウルスでは、銀と紙幣の併

へい
用
よう
が通貨

の基本とされた。紙幣は宋
そう
代から用いられ

てきたが、元代には塩の引
ひき
換
かえ
券である塩

えん
引
いん

が事実上の高額紙幣として、また交
こう
鈔
しょう
が銅

銭に代わる通貨として、広く流通した。専
売品である塩の販

はん
売
ばい
は巨

きょ
額
がく
の利益を生んだ

ため、塩引が高い価値をもったのである。
紙幣の流通によって中国では銅銭が余るよ
うになり、近

きん
隣
りん
諸地域に輸出されて、通貨

や銅材として利用された。とりわけ政府が
貨幣鋳

ちゅう
造
ぞう
を行わなくなっていた日本では、

渡
と
来
らい
銭が通貨として流通した。

　このような陸と海の交通ネットワークを生かして遠距
きょ
離
り
商業を担

にな
った

のが、仏教徒のウイグル商人とイラン系のムスリム商人である。彼
かれ
らが

活
かつ
躍
やく
した中央アジア・西アジアでは銀が広く使われていたため、モンゴ

ル帝国は銀を通貨の基本に据
す
えた。額面の大きい銀は、高額の決済に用

いられた。さらに、経済規模に比べて銀の量が不足していたため、補助

として紙
し
幣
へい
（交
こう
鈔
しょう
）を併

へい
用
よう
した。銀・交鈔の流通によって役割の低下した

銅銭は、日本・高
こう
麗
らい
・ベトナムなどに流出して各地の経済を刺

し
激
げき
した。

　ユーラシア規模のネットワークは、人やものの移動も活発化させ、多

様な文化・習
しゅう
俗
ぞく
に寛

かん
容
よう
で開放的なモンゴル支配の下

もと
で、文化や技術の面

でもさまざまな交流・展開がみられた。東方では、中国にイスラームの

天文学・数学・医学や技術がもたらされ、高精度の太
たい
陰
いん
太陽暦

れき
である授

じゅ

時
じ
暦
れき
や染

そめ
付
つけ
磁器がつくり出された。都市では大衆演劇（雑

ざつ
劇
げき
）が上演され、

『西
せい

廂
そう

記
き

』『琵
び
琶
わ
記
き
』などの戯

ぎ
曲
きょく
（元
げん
曲
きょく
）が庶

しょ
民
みん
に流行した。他方、遊牧民の

風
ふう
俗
ぞく
や中国の文化が西方にもたらされ、イランでは、東方絵画の影

えい
響
きょう
を

受けてミニアチュール（細密画）が発達し、ぺルシア語の世界史書『集
しゅう
史
し
』

を美しい挿
さし
絵
え
で飾

かざ
り立てた。また、中国の火薬・羅

ら
針
しん
盤
ばん
・印刷術・陶

とう
磁
じ

器などが西アジアやヨーロッパに伝わり、学芸・美術や技術に大きな影
えい

響
きょう
を与えた。

　このようにモンゴル帝国がユーラシアの覇
は
権
けん
を握
にぎ
り、その下で広域交

流が盛
さか
んに行われた13〜 14世紀は「モンゴル時代」とよばれ、ユーラシ

アの大統合と大交流の時代と位置づけることができる。

5

p.129 p.133 コラム

3

4 6

p.135 1

p.175、176

　　カトリックの中国伝来　13
世紀末にモンテ＝コルヴィノが
ローマ教皇から派

は
遣
けん
され、大

だい
都
と

のカトリック司教となった。

2

　　ユーラシア規模の大旅行　
ヴェネツィアの商人マルコ＝ポー
ロの旅行記とされる『世界の記述
（東

とう
方
ほう
見
けん
聞
ぶん
録
ろく
）』はクビライ時代の

情報を伝え、ヨーロッパで広く
読まれた（→p.134、159）。また
モロッコ出身のムスリムの大旅
行家イブン＝バットゥータも東方
旅行の記録『大旅行記（三

さん
大
たい
陸
りく
周
しゅう

遊
ゆう
記
き
）』を残した（→p.106、134）。

3

　　授
じゅ
時
じ
暦
れき
　元

げん
代にイスラーム

天文学が中国に伝わった。郭
かく
守
しゅ

敬
けい
が作成した授時暦は長く使わ

れ、日本にも伝わって江戸時代
の貞

じょう
享
きょう
暦
れき
のもととなった。

4

　ユーラシアと諸地域における陸と海のネットワークは、どのように広がったのだろうか。
拡大の要因のうち重要だと考える事柄をいくつか選んだうえで、あなたの考えを説明しよう。振り返り

の1章

節の振り返り5
この節の学習を踏まえて、p.135
の　　　　に対するあなたの
考えを説明しよう。
節の課題

　 染
そめ
付
つけ

　青
せい

花
か

ともいう。中国の白
磁とイランのコバルト顔料による絵
つけの技術がモンゴルの下

もと
で結びつ

いて誕生した磁器である。

6

　 中国から日本に向けて運ばれたとされ
る銅銭　日本の各地で出土する宋

そう
銭
せん
（→p.129）

は、元代に流入したものも多い。

4

　 交
こう
鈔
しょう
（紙幣）5
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　1870年代、アメリカとドイツで工業化が進展したことで、もはやイ

ギリスは「世界の工場」でなくなった。イギリスは、工業製品輸出より、

海運業・保険業に加えて、世界各地へ投資することで利益を得るように

なり、「世界の銀行」というほうがふさわしくなった。

　1870年代は欧米主要国で不
ふ

況
きょう

が続き、特に73年に始まった不況は、

イギリスに深刻な影
えい

響
きょう

を与
あた

え「大不況」とよばれた。この不況下でも、ド

イツやフランス・アメリカ・ベルギーは、保護関税制度で自国の産業を

保護しつつ、それぞれに工業化を推
お

し進
すす

めていった。特にドイツとアメ

リカはこの70年代に、科学技術の進歩をきっかけにして、重化学工業

と電機工業を中心とする第２次産業革命を成功させつつあった。イギリ

スはこの動きに十分に対応できず、その覇
は

権
けん

はしだいに弱まっていった。

　この不況期に欧米先進工業国（列強）では、過
か

剰
じょう

な生産力と資本を持て

余した資本家が、商品の販
はん

路
ろ

と資本の投下先を海外に求める傾
けい

向
こう

を強め

た。資本家にとっては、労働運動や社会主義運動を弱めて現体制を維
い

持
じ

するためにも、ナショナリズムを刺
し

激
げき

し、国民の関心を貧
ひん

富
ぷ

の差などの

国内問題から海外へそらすことが重要だった。労働者の間でも、海外で

市場を確保できれば賃上げと社会福
ふく

祉
し

の充
じゅう

実
じつ

が可能になる、という期待

が広がった。こうして列強は、1870年代半ば以降、本国と植民地の連
れん

携
けい

を強めるために、そして新たに植民地を得るために、列強間の直接衝
しょう

突
とつ

は避
さ

けつつ世界各地で武力を行使するようになった。特にアジアとア

フリカ、オセアニアが、その主要な場となった。この現象を帝国主義と

いい、科学技術の進歩で武器・電信・医
い

療
りょう

・交通機関が発達し植民地征
せい

服
ふく

が容易になったこともあり、欧米優位の世界の一体化が進んだ。

1873年の大不況と「帝国主義」の始まり
不況下の1870年代、工業国としてのイギリスの地位が低下していくなか、欧米列強
は、経済問題・社会問題の解消を目指し、海外への膨張政策を強引に展開した。

p.220 視点

1 2

p.257

キーワード

imperialism

キーワード

1

　 ヴェルヌの冒
ぼう
険
けん
小説『80日間世界一周』（1872年）の旅程　

読み解き どのような交通機関が、短時間での世界一周を可能にしたのだ
ろうか。また、ルート上にあったイギリスの植民地・勢力圏

けん
を確認しよう。

1

　　「世界の銀行」　イギリスは
工業力を低下させたとはいえ、
金
きん
融
ゆう
力を併

あわ
せると最大の経済大

国だった。その主たる収益源が
外国の政府・企

き
業
ぎょう
への融資（資本

輸出）へと移ったことで、銀行や
保険会社、証券取引所など金融
業が集中するロンドンのシティ
が、世界経済の中心になった。

1

　 世界経済の中心とされたロ
ンドンのシティ（1900年ごろ）
2

王立取引所

イングランド銀行

広義には、強力な武力を備
えた国々を意味する。だが狭

きょう

義
ぎ

には、「帝国主義の時代」に
植民地獲

かく

得
とく

競争を展開した国
を指す。狭義の列強には、イ
ギリス・フランス・ドイツ・
アメリカ・イタリア・ロシア・
日本などが挙げられる。

列強
 

狭
きょう

義
ぎ

には、1870年代半ばから1914年の第
一次世界大戦に至る、列強間の植民地獲

かく

得
とく

競
争期を「帝国主義の時代」とよぶ。当面の採算
性を無視してアフリカ奥

おく

地
ち

や太平洋上の島ま
でもが占

せん

有
ゆう

された背景には、ナショナリズム
による競争心に加えて、資源が埋

まい

蔵
ぞう

されてい
るかもしれないという期待があった。
広義には、特定の時代や帝政であるなしに

かかわらず、国家の領土的拡大や植民地支配
を意味する。植民地が地球上からほとんど姿を
消す1960年代以降も、アメリカなど大国によ
る、武力行使または武力の威

い

嚇
かく

を伴
ともな

う外国への
内政干

かん

渉
しょう

が、帝国主義とよばれる場合もある。

帝国主義
 

　　　　　　　　　
「帝国主義」が出現した背景に
ついて要約しよう。

問 い つながり

7日

13日 3日 13日 6日
22日 7日

9日

シンガポール

ロンドン
（出発点）

スエズ

アデン

サンフランシスコ ニューヨーク
ムンバイ

カルカッタ

上海上海
香港香港

横浜

　太 平 洋
大 西 洋

インド洋
イギリス人主人公のルート
新聞社が考えた80日間の旅行日数日にち

ア
メ
リ
カ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
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　19世紀後半は、科学の進歩（→p.256）により
機械で時空を超

こ
えることが空想されると同時に、

階級格差が社会問題化する時代だった。そのよ
うななか、穏

おん
健
けん
な社会改革を目指すフェビアン

協会（→p.262）の一員であるイギリス人ウェル
ズが、進化論（→p.258）も踏

ふ
まえてSF小説『タ

イムマシン』（1895年）を著
あらわ
した。

　主人公がタイムトラベルした80万年後のロン
ドンは、劣

れつ
悪
あく
な労働環

かん
境
きょう
ゆえに食人種へ進化し

た労働者階級の子孫たちが、安
あん
逸
いつ
な生活ゆえに

身体も知能も退化した資本家階級の子孫を襲
おそ
っ

て餌
えさ
とする、凄

せい
惨
さん
な社会となっていた。階級格

差に鋭
するど
く警

けい
鐘
しょう
を鳴らす小説だった。

コラム

　第２次産業革命によって生み出された工業製品が、人々の生活
を変えていった。その代表が、重化学工業が供給する良質の鋼鉄
とゴムタイヤを使った自転車である。19世紀初めに登場したと
きには木製で実用的でなかった自転車は、鋼鉄製パイプのおかげ
で軽量となり、使いやすい乗り物になった。女性の間でも人気と
なり、その活動範

はん
囲
い
を広げ

るきっかけとなった。また、
自転車に乗る女性のために、
機能的な衣服がつくられ、女
性の社会進出を後

あと
押
お
しする

ことにもなった。

　19世紀後半は、第２次産業革命による工業化の進行で労働者が増加

し、資本家階級との貧富の差が広がることで、彼
かれ

らは労働者階級として

の自覚を強めるようになった。労働者を基
き

盤
ばん

にする社会主義勢力が伸
しん

張
ちょう

し、1864年にロンドンで労働者の最初の国際組織である第１インター

ナショナル（国際労働者協会）が結成された。しかし、マルクス主義者と

無政府主義者との対立によって分
ぶん

裂
れつ

・解散した。

　1873年以降、欧米の工業国が不況期に入って労働者の生活が悪化す

ると、労働運動・社会主義運動が拡大し、各国で社会主義政党や労働組

合の連合体が結成された。こうして、国際的な連帯の機運が再燃し、

1889年、各国の社会主義政党と労働組合の連合組織である第２インター

ナショナルがパリで結成された。

　労働運動の台頭に直面した各国政府は、限定的ながらも社会福祉政策

を実
じっ

施
し

するようになった。これは労働運動の成果だったが、一方で運動

を分裂させる一因になった。革命を通じて社会主義の実現を目指すマル

クス主義者に対して、19世紀末以降、議会を通じて社会を改良するこ

とで社会主義の実現を展望する勢力が現れたのである。また社会福祉政

策の進展は労働者の国民国家への帰属心を強め、後の第一次世界大戦に

みられるように、労働者の国際的な連帯を弱めることになった。

　19世紀半ばから続いていたパクス＝ブリタニカは、ドイツとアメリカ

の台頭と「大不況」の影響で幕が下りはじめた。イギリスは覇権動
どう

揺
よう

の対

応策として、本国と植民地の連携を強化することに努め、保守党の首相

労働運動と社会主義運動の高まり
第２次産業革命は、富の総量を増やす一方で貧富の差も拡大させたため、その解決
を目指す労働運動と社会主義運動が高まり、成果として社会福祉も進展した。

コラム

1864 〜 76 QR

International Workingmen’s Association

2 QR

3

1889 〜 1914

p.229

4

p.281

イギリスの覇権の動揺
ドイツとアメリカの台頭に直面し、不況にも見舞われたイギリスは、植民地の獲得
と連携強化を目指す帝国主義政策を用いて、覇権の動揺に対応しようとした。

p.219

　 自転車に乗る女性たち
（1905年、イギリス）

3

　　無政府主義（アナーキズム）　
すべての権力と強制を拒

きょ
否
ひ
し、

個人の自由が縛
しば
られることのな

い社会を実現しようとする主張。
先
せん
駆
く
者
しゃ
にプルードンがいる（→p.

229）。ロシアのバクーニンは、
第１インターナショナルのなか
にあって、プロレタリアート（労
働者階級）による革命と政権運営
を主張するマルクス（→p.229）
と対立した。

2

　　社会主義政党の結成　ドイ
ツ社会主義労働者党が1875年に
結成され、1890年にドイツ社会
民主党へ改

かい
称
しょう
した。

3

　　修正主義と社会民主主義　
マルクス主義者は、革命ではな
く議会（選挙）による社会主義実
現を唱える勢力を「修正主義」と
よんで批判した。その後、議会
を通じて漸

ぜん
進
しん
的に社会主義に到

とう

達
たつ
しようとする主張は「社会民主

主義」とよばれ、革命を主張する
マルクス主義と区別されるよう
になった。

4

視点を
変えて 日常工業品の普

ふ
及
きゅう
と生活の変化

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

因果関係を丁寧に記した理解し やすい本文記述
歴史の流れや社会構造が理解しやすい本文記述

▶ p.260-261

特色
①

●歴史事象を単に時系列で並べるのではなく、原因と結果のつながりがわかる本文とすること
で、できごとの流れや関係性、社会の変化を理解しやすくしています。

●例えば教科書p.260-261では、1870年代の不況を背景として列強が帝国主義へと向かって
いくことや、産業発展のもとで労働運動や社会主義運動が高まり、それによって社会が成熟し
ていく様子などを記述しています。このように、複数の歴史事象のつながりから、時代の流れ
をとらえられるようにしています。

1870年代の不況を背景に、
「現体制維持のためにナシ
ョナリズムを利用して国民
の関心を国内問題から海外
へ向けさせたい」という資
本家の思惑と、「海外市場を
確保して賃上げと社会福祉
の充実を実現させたい」と
いう労働者の期待が重なっ
た結果、帝国主義が出現し
てきたことがわかります。

第2次産業革命による貧富の
差の拡大を背景に、各国で労
働運動や社会運動が広がり、
労働者の国際的な連帯も生
まれたことがわかります。

労働運動の高まりにより、各
国政府が社会福祉政策を実
施するようになった一方、そ
の政策により労働者の国民
国家への帰属意識が強まり、
国際的な連帯は弱まっていっ
たことがわかります。

1

2

3

「因果関係を丁寧に記した本文」は大学入試にも直結！
●複合問題への対応力が身につきます

因果関係を整理しながら学べるため、複数の時代・地域を比較・関連づける問題への対応力が身につきます。

●初見資料の読解力を高めます
資料中のできごとを歴史の流れのなかでとらえられるようになり、初見資料に対する読解力が身につきます。

●作文力の向上につながります
因果のわかる本文を通じて「背景→過程→結果」の思考が定着し、小論文などに応用できる作文力が身につきます。
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時代の
特徴

結びつく
世界

●イスラーム=ネットワークと中国商人の海上進出

イスラーム世界では10世紀になると、カイロが

ネットワークの中心となり、インド洋や南シナ海で

のムスリム商人の活動もますます活発化した。

同じ10世紀前後から、中国商人が、羅
ら
針
しん
盤
ばん
やジャ

ンク船などの新技術も用いながら、南シナ海をはじ

めとする諸地域への進出を開始した。中国経済の重

心が黄
こう
河
が
中流域から長

ちょう
江
こう
下流域（江

こう
南
なん
）に移動したこ

とや、宋
そう
代以降の全国的な経済成長も、この動きを

後
あと
押
お
しした。また、宋から元

げん
にかけての時代には、

外国からの朝
ちょう
貢
こう
や商人の来航も続き、江南や福

ふっ
建
けん
・

広
カン
東
トン
などで多数の港

こう
市
し
が繁

はん
栄
えい
した。中国船は12世

紀には、インド洋まで進出した。

●辺境の貿易ブーム

10世紀前後の数百年間は、交易拡大の影
えい
響
きょう
がユー

ラシアの辺境部に及
およ
んだ時代だった。10～13世紀

に北半球で温暖な気候が続き、各地の農業生産力が

上
じょう
昇
しょう
したことも、交易の拡大を助けていた。例えば

ユーラシアの東方では、琉
りゅう
球
きゅう
諸島や北海道周辺を含

ふく

む日本列島、朝
ちょう
鮮
せん
半島や中国東北から極東ロシア、

東南アジアなどの地域でも、手工業品を含む商品の

生産・輸出、各地の商人の活動、さらに琉球のよう

な交易を基
き
盤
ばん
とした国家・文化の形成が進展した。

また、北海道を中心とする地域での、日本の本州や
大陸との貿易の活発化は、アイヌ文化の形成につな
がった。ほかの地域でも、ヨーロッパ北方のノルマ
ン人（ヴァイキング）の活躍、アフリカ東海岸でのス

ワヒリ文化の誕生など、同種の動きがみられた。

●ネットワークの連
れん
鎖
さ

こうしてユーラシアやアフリカの広い範
はん
囲
い
で、古

くからの幹線ルートだけでなく、周辺の海域や陸上

にもネットワークが張りめぐらされた。インド商人

が、綿布と交
こう
換
かん
に東南アジアからもち帰った香

こう
辛
しん
料
りょう
�

を、エジプトから来た商人に売り渡
わた
し、後者がこれ

をイタリア商人に転売してドイツ産の銀を受けとる

といったリレー式の貿易も発達し、12～13世紀ま

でに各地域のネットワークが緩
ゆる
やかにつながった。

貿易を担う各集団の間では、対立と協力の両方が

みられ、混血や複数の言語・文化をもつ人々もよく

現れた。日本列島の商人の中国渡
と
航
こう
、十字軍を含む

ヨーロッパのイスラーム世界との交流など、周辺か

ら中心を目指す動きも活発化した。�

p.104

2 p.128

p.131

p.125

p.136

p.152 QR

p.89

p.105

p.59

p.111

p.104、113

p.140p.97

10〜12世紀　「海の道」の活性化

10世紀前後から、中国商人の海上進出、ユーラシア・アフリカの辺境部での交易拡大な
どが起こり、12～13世紀にはそれらの全域をつなぐ緩

ゆる

やかな結びつきが成立した。

　 10~12世紀のユーラシア1
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　 羅
ら
針
しん
盤
ばん

　中国の磁
じ

針
しん
（羅

針盤）は、インド洋からヨー
ロッパまで伝わり、大洋航海
を助けた。

2
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16世紀は南北アメリカ大陸を含
ふく

む世界の諸地域が結びつき、世界の一体化が始まった時
代だった。一方、世界経済の中心は引き続き、アジアの海の交易だった。

結びつく
世界

●アジアと広域ネットワーク

「14世紀の危機」が去ると、アジア各地域の経済

は急速に回復した。インド洋や東アジア海域などの

海上交通のネットワークがモンゴル時代以上に発展

し、貿易量も増大した。明の海禁で中国製の陶
とう
磁
じ
器

が品
しな
薄
うす
となるとベトナム・タイ産陶磁器が輸出され

るなど、生産物や流通ルートの多様化も進んだ。

16世紀には、オスマン帝国やムガル帝国が繁
はん
栄
えい
す

る一方、ロシアの東進と毛皮交易、日本銀輸出の増

大など、さまざまな地域で経済の活性化がみられた。

●「世界の一体化」の始まりと垂直的な分業

一方、ヨーロッパ人は、香
こう
辛
しん
料
りょう
・陶磁器・生

き
糸
いと
な

どの魅
み
力
りょく
的なアジアの商品を求めてスペインやポル

トガルを中心に｢大航海｣に乗りだし、南北アメリカ

大陸に到
とう
達
たつ
した。ヨーロッパ人は、ポトシ銀山の発

見などで、当時のアジアでの取り引きにおいて事実

上の決済通貨となっていた銀を手にし、これによっ

てアジアの物産を持続的に入手できるようになった。

銀を基
き
軸
じく
とした交易の活性化は、南北アメリカ大陸

とアフリカ大陸、そしてユーラシア大陸各地の広域

ネットワークの結びつきを急速に深め、「世界の一

体化」が始まった。交易ネットワークは大西洋、イ

ンド洋だけではなく、マニラ―アカプルコ航路など

太平洋を介
かい
して、地球を一周する結びつきとなった。

交易の活性化によりもたらされた商品は、貴族だけ

でなく庶
しょ
民
みん
にまで及

およ
び、日常生活が変化した。

このような貿易の活性化はヨーロッパの経済に大

きな影
えい
響
きょう
を与
あた
えた。毛織物などの利

り
潤
じゅん
率の高い工業

生産が集中する地域と、そうした地域に輸出する原

材料や食料の生産に特化する地域とに分化する傾
けい
向
こう

が生まれ、前者と後者の間の垂直的な分業は富の蓄
ちく

積
せき
に格差を生じさせた。分業の底辺に組み込

こ
まれた

地域では、東ヨーロッパにおいて再強化された直営

地農業やカリブ海のプランテーションのように強制

労働が行われることが多かった。

●アジアの海の活
かっ
況
きょう
とヨーロッパ

日本列島を含
ふく
むアジアへのヨーロッパ人の進出は、

カトリックや銃
じゅう
砲
ほう
とともに、たばこ や とうがら

し などのアメリカ大陸の産物をもたらし、アジア
の社会、経済、生活に大きな影響をもたらした。他

方で、この時代にはヨーロッパ人がアジアを圧
あっ
倒
とう
す

るだけの力は、経済的にも軍事的にもなかった。ヨー

ロッパ人がアジアで活動するためには、すでに発達

していたアジアの交易ネットワークのなかで役割を

見つけ、維
い
持
じ
しなければならなかった。また、格差

のある垂直的な分業もヨーロッパおよび大西洋地域

を中心に、限られた地域にとどまっていた。
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16世紀　「世界の一体化」の始まり
　 16世紀の世界1
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文末には、前後の「結びつく世界」へのリンクを掲載。「結びつく世界」
を追うことで、世界史の全体像を端的につかむことができます。

5

銀を基軸とする世界的な交易の広がりに�
よって、多様な商品が流通し、人々の生活が
変化していった一方、垂直的な分業が進み、
地域間格差が生じていったことがわかります。

4

「結びつく世界」の全体構成

1～15世紀

16～18世紀

19～20世紀

現代

▲ p.172

急速なグローバル化によって新興国で
も工業化が進展し、水平的な分業が広�
がっている現状を示すことで、従来の
「世界システム論」だけではとらえき
れない局面が現れていることを記述し
ています。

世界全体のつながりがわかる「結 びつく世界」特色
②

ページ上部に、大きな世界地図を掲載。
地図を通して、当時の地域間の結びつきを
具体的に確認できます。

1●同じ時代に、地域を越えて広がったつながりに注目して世界史を見渡
す特設ページです。

●世界的な交流が各地域にどのような影響を及ぼしたかを、政治と経済、
文化の側面から分かりやすく説明しています。

ページ下部には「時代の特徴」として要約文を掲載。
内容を端的につかめます。（➡本資料p.15）

3

ユーラシアを中心に、海と陸の交易ネッ
トワークによって地域間の結びつきが
深まっていく過程や、地域を越える人や
ものの移動が、世界の諸地域の歴史に
与えた影響を記述しています。

ヨーロッパ人による世界への進出が本
格化し「世界の一体化」が始まるなか、
工業生産が集中する地域と、原材料・
食料を生産する地域との分化が進み、
垂直的な分業が生じたことを記述して
います。

垂直的な分業が世界規模に拡大し、中
核-周辺の構造が進展したことを「世界
システム論」を軸に構成。19世紀はイ
ギリス、20世紀はアメリカの覇権の時
代として記述しています。

「海の道」の活性化により海と陸にネットワークが張
りめぐらされ、リレー式の貿易も発達して、ユーラシ
ア全域が緩やかに結びついたことがわかります。

2

▲ p.130
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％ ％輸入 輸出

貿易額に占める輸入と
輸出の割合（主に2019年）

食料品
原燃料

工業製品
資料なし

輸出額が第1位の品目
（国・地域別）（主に2019年）

〈UN Comtradeほか〉

時代の
特徴

現代は新興国が台頭し、グローバル企
き

業
ぎょう

の展開が顕
けん

著
ちょ

になっている。先進国ではグローバ
ル化への批判が高まり、リベラルな民主主義の危機の兆候が広がっている。

結びつく
世界

●新興国の台頭と国際社会の基
き
軸
じく
としての米中関係

現在、世界システムは大きく変容しつつある。か

つての世界システムの基本構造は、垂直的な分業が

格差を生みだすものだった。しかし、20世紀末か

らの情報化・デジタル化の進展と金
きん
融
ゆう
経済の膨

ぼう
張
ちょう
に

よる急速なグローバル化の結果、世界の産業構造と

資本の流れが変化し、従来の世界システムの見方だ

けではとらえられない局面がみられるようになった。

大きな変化の一つが、「グローバルサウス」とよば

れる国々の台頭である。かつて世界システムのなか

で低開発化が進められ、「周辺」とされたこれらの新

興国では、グローバル化のなかで工業化が進み、「中
ちゅう

核
かく
」諸国との間で工業製品を輸出しあう水平的な分業

が拡大した。こうして垂直的な「中核-周辺」構造自体

が変わりつつある。特に中国は国際的な存在感を高め、

かつての「覇
は
権
けん
国家」アメリカと経済摩

ま
擦
さつ
を生んでい

る。今日の国際社会は米中の緊
きん
張
ちょう
関係が一つの基軸

となっているが、これを従来の世界システムからと

らえると、21世紀の「覇権」争いとみることもできる。

●変容する世界システムのなかのグローバル企
き
業
ぎょう

ほかの大きな変化として、グローバル企業の世界

的な事業展開がある。デジタル技術の発展に伴
ともな
って

成長した、プラットフォーマーとよばれるようなグ

ローバル企業が世界規模で流通・情報・労働を掌
しょう
握
あく

し、世界中の人々の生活基
き
盤
ばん
がそのサービスに依

い
存
そん

しているため、国家と企業の関係も変容している。

グローバル企業は、さまざまな規制や技術標準に関

わる国際的なルール形成に大きな影
えい
響
きょう
力をもつ一方、

租
そ
税
ぜい
回
かい
避
ひ
など国家による統治を逃

のが
れる側面をもって

いる。国家とグローバル企業は互
たが
いに依存しつつも、

グローバル企業の巨
きょ
大
だい
化に伴うリスクを制限するた

めの立法や規制の導入を求める動きも広まっている。

●反グローバル化と自由主義の危機

グローバル化は、かつての世界システムの「中核」

だった「先進国」の地位を動
どう
揺
よう
させている。新興国の

台頭やグローバル企業の展開、製造業の海外流出、

デジタル化による企業活動の合理化に伴い、「先進

国」では中間層の所得が伸
の
び悩

なや
んでいる。その結果、

グローバル化が自国の伝統や安全をおびやかすとす

る右派的な立場からも、グローバルな資本主義の論

理が国内格差を拡大させるとする左派的な立場から

も、グローバル化への批判が強まった。そうした批

判は、SNSなどによって増
ぞう
幅
ふく
され、社会の分断を助

長している。また、グローバル化の負の影響に有効

な対策を打てない既
き
存
そん
政党への不信から「自国第一

主義」をうたう政党や政治家が影響力を高めている

国もある。こうして「先進国」においてもリベラルな

民主主義の危機の兆候が広がっている。

●持続可能な世界の創出に向けて

グローバル化は、地球温暖化などグローバルなリ

スクも生み出している。リスクの増
ぞう
殖
しょく
を抑
おさ
え、リベ

ラルな民主主義の危機を克
こく
服
ふく
し、持続可能な世界を

創出するには、国・企業・個人それぞれが多様性を

認めて連帯する、開かれた社会の実現が求められる。
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現代　世界のあり方を変えるグローバル化の進展

　 世界各国の輸出品1 QR

224
時代の
特徴

いち早く産業革命を成し遂
と

げたイギリスは、19世紀になると世界で圧
あっ

倒
とう

的な力をもつ覇
は

権
けん

国家となった。東アジアや東南アジアも世界システムに組み込
こ

まれることとなった。

結びつく
世界

●覇権国家イギリス

国際関係において、ほかの大国を圧
あっ
倒
とう
する国力を

有し、国際関係全体のあり方を決める影
えい
響
きょう
力をもつ

国家を覇権国家とよぶ。

イギリスは、植民地と世界商業において優位をめ

ぐるフランスとの抗
こう
争
そう
に勝ち、19世紀の世界にお

ける覇権国家となった。産業革命をいち早く成し遂
と

げたイギリスは、「世界の工場」となって、圧倒的な

生産力を擁
よう
し、製品の輸出市場や原材料の供給地を

世界中に求め、広大な植民地帝国を確立した。政治

的には支配されなかったラテンアメリカなどの地域

も、経済的にはイギリス向けの工業用原材料や穀物

の輸出に依
い
存
そん
するほかなくなった。

1851年にロンドンで開かれた第１回万
ばん
国
こく
博覧会

は、イギリスの覇権を人々の目に誇
こ
示
じ
するもので

あった。工業化の進展と交通の拡大によって、石
せっ
鹸
けん

など日用工業製品の流通は国際的に拡大し、茶など

植民地の物産も庶
しょ
民
みん
の生活にまで普

ふ
及
きゅう
した。

●イギリスの覇権と世界システム

イギリスの覇権は「イギリスの平和（パクス＝ブリ
タニカ）」ともよばれるようにヨーロッパにおける大

国間関係をある程度安定させる効果をもった。一方

でイギリスは、アジアやアフリカでほかのヨーロッ

パ列強と権益を争ってその勢力圏
けん
を確保しようとし

た。その結果、これまで自立的な交易を行っていた

東アジアや東南アジアの諸地域でも、伝統的な手工

業の多くが衰
おとろ
え、原材料や食料など、世界市場に輸

出するための一次産品を生産する経済・社会につく

り変えられていった。

少数の一次産品の生産に特化した産業の構造はモ

ノカルチャー経済とよばれる。一次産品の大量生産

には大量の労働力が必要になり、劣
れつ
悪
あく
な労働環

かん
境
きょう
の

プランテーションが広がった。イギリスの覇権の下
もと

で世界経済は垂直的な分業の結びつきを強めた（世

界システム）。モノカルチャー経済による低開発は、

20世紀に植民地が独立した後も、先進国の経済に

従属させられたままで経済発展が進まず、先進国と

開発途
と
上
じょう
国の格差が拡大する南北問題の素地となっ

た。

一方、人の移動は、イギリスの植民地帝国による

奴
ど
隷
れい
制の廃

はい
止
し
（1833年）や、北

ペ
京
キン
条約（1860年）など

を通じた清
しん
朝の海禁の最終的廃止などを契

けい
機
き
として

変化した。それまでアジア各地へ向かっていたイン

ド人（印
いん
僑
きょう
）や中国人（華

か
僑
きょう
）が、ハワイや奴隷解放後

のカリブ海地域、さらには金鉱が発見されたアメリ

カ西部やオーストラリアへ向かうようになった。

また植民地化の圧力は、アジアの伝統国家に自己

改革を促
うなが
す契機ともなった。オスマン帝国のタンジ

マートや清朝における戊
ぼ
戌
じゅつ
の変法、日本の明治維

い
新
しん
�

などがその例に挙げられる。� p.271p.200
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　 イギリスの産業別国民所得
の変化
1
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最も工業化の進んだ国
工業化が進行中の国
主な航路
主な鉄道網（1914年ごろ）
海底通信ケーブル
主な油田
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時代の
特徴

イギリスの覇
は

権
けん

は衰
すい

退
たい

を始め、代わってドイツとアメリカが台頭し、帝国主義の争いを通
じて世界の一体化が加速した。アジアでも域内交易が加速し、経済・社会の発展が進んだ。

結びつく
世界

●アメリカとドイツの台頭

19世紀後半、特に1873年の「大不
ふ

況
きょう
」のなかで、

イギリスの覇
は
権
けん
は衰

すい
退
たい
していった。フランス、ドイ

ツ、アメリカ、次いでイタリアやロシア、日本が工

業化に成功し、イギリスはもはや「世界の工場」では

なくなっていった。また繊
せん
維
い
産業などの軽工業を中

心に、鉄と石炭を用いて進められたイギリスの産業

革命に対して、ドイツとアメリカは、電気や化学を

基
き
礎
そ
に、大規模な重化学工業を展開し（第２次産業

革命）、世界の産業構造は大きく変容していった。

他方、工業化を果たした列強は、「大不況」に直面

して、植民地の拡大によって自国製品の市場と原材

料の供給地を確保しようと動き出した（帝国主義）。

●人・もの・金・情報の大移動―世界の一体化へ 

帝国主義時代には、交通・通信の技術革新が起こ

り、世界の一体化が一層進行した。イギリスから始

まった鉄道の敷
ふ
設
せつ
は、この時期、急速に世界各地に

広まり、アメリカやロシアといった国の辺境の開発

や、アジア・アフリカなどの植民地開発の基
き
盤
ばん
となっ

た。そして、「周辺」諸国の鉄道の整備には、英仏な

どの「中
ちゅう
核
かく
」諸国の資本が投下された。

鉄道と蒸気船のネットワークが世界を覆
おお
い、加え

て電信や海底通信ケーブルの発達で情報の流れも速

まったことで、ものの流通はいよいよ世界規模に

なった。また人の流れも加速し、国境を越
こ
える労働

力の移動が進んで、南欧や東欧、インド、中国など

「半周辺」・「周辺」から、アメリカをはじめとする世

界各地へと向かう自発的な移民の波が生じた。それ

によって労働運動、反植民地運動のような社会運動

や政治理念が地域を越えて影
えい
響
きょう
し合うようになった。

●アジアの工業化と日本

近代の東アジア・東南アジア・南アジアの三地域

は、一部を除いて「世界システム」の「周辺」とされた

が、ラテンアメリカやアフリカと違
ちが
って、欧米に食

料・原料を輸出して、そこから工業製品を買うとい

う単純な経済構造にはならなかった。この三地域の

貿易は、各植民地の宗
そう
主
しゅ
国など欧米各国だけを貿易

相手とするものではなく、農産物の生産においては、

プランテーションと並んで、家族経営の小農民が大

きな役割を果たしていた。綿工業が牽
けん
引
いん
したインド・

日本・中国の工業化と並
へい
行
こう
して、多角的なアジア内

貿易と人の流れが拡大し、経済・社会発展につながっ

た。当時のインド綿花の日本輸出を担
にな
ったタタ商会 

が、現代インドの経済成長を代表する存在であるよ

うに、この時代の経済成長やそこで登場した資本家

たちが、現代の三地域における躍
やく
進
しん
の基盤をつくっ

たケースも少なくない。そのなかで、第一次世界大

戦後には、日本が発展の先頭に立ち、アジア各地へ

の工業製品輸出や、中国への企
き
業
ぎょう
進出を進めていく。
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時代の
特徴

第一次世界大戦後、イギリスの覇
は

権
けん

は衰
おとろ

え、アメリカが台頭した。世界の一体化の流れは世
界恐

きょう

慌
こう

を経ていったん後退し、総力戦の経験は第二次世界大戦後の福
ふく

祉
し

国家の基
き

盤
ばん

となった。

結びつく
世界

●19世紀における世界の一体化とその限界 

イギリスの覇
は
権
けん
は、自由主義国家と勢力均

きん
衡
こう
、市

場経済と国際的金本位制という四つの制度を通じて、

人・もの・金の流通を促
そく
進
しん
し、世界の一体化の基

き
盤
ばん

となった。しかしその覇権は1870年代の「大不
ふ
況
きょう
」

を境に衰
すい
退
たい
し始め、列強間の権益の確保をめぐる争

いが激化した。アフリカの分
ぶん
割
かつ
からバルカン半島・

中東へとその焦
しょう
点
てん
が移るに伴

ともな
い、ナショナリズムと

絡
から
み合って緊

きん
張
ちょう
が高まり、結果として第一次世界大

戦が引き起こされた。

大戦は当初の予想を裏切って長期化したが、ロシ

アに資本主義そのものを否定する社会主義政権が成

立して戦争を離
り
脱
だつ
し、中立を維

い
持
じ
していたアメリカ

が参戦したことで終息した。大戦後の国際秩
ちつ
序
じょ
をめ

ぐって、ソ連とアメリカの双
そう
方
ほう
から民族自決の原則

が打ち出された。これは20世紀の脱
だつ
植民地化の過

程の起点ともなった。社会主義運動と反植民地主義

運動は20世紀の国際政治の大きな要素となった。

●世界の一体化の後退と社会転
てん

換
かん

 

第一次世界大戦後、世界は一時的に安定と繁
はん
栄
えい
の

時代を迎
むか
えた。大戦での多額の戦

せん
債
さい
を抱

かか
えるヨー

ロッパ諸国に対して、債務国から債権国に転じたア

メリカの成長が著
いちじる
しく、フォードが大量生産に成功

した自動車に象
しょう
徴
ちょう
される大量消費社会を実現した。

しかし1929年、ニューヨークで始まった恐
きょう
慌
こう
は、

ヨーロッパにも波
は
及
きゅう
し、敗戦国ドイツの経済を破

は
綻
たん

させ、世界恐慌となった。資本主義的な市場経済が

自然に回復できなくなったことで、国家が経済を管

理する体制が各国で模
も
索
さく
された。すでにロシア革命

によって成立していた社会主義はその一つの形で

あったが、ドイツやイタリア、日本では国家が経済

を管理する際に、個人の自由をも抑
よく
圧
あつ
するファシズ

ムという形をとった。アメリカでは公共投資を通じ

て需
じゅ
要
よう
を拡大するニューディール政策がとられた。

●第二次世界大戦とアメリカの覇権 

恐慌に対し、イギリス・フランス・アメリカなど

はブロック経済化で対処しようとしたが、ドイツや

日本は武力で国際秩序の現状変
へん
更
こう
を進めようとして

同盟を強め、第二次世界大戦が起こった。大戦にお

いてアメリカは、太平洋の対日戦線だけでなく、ヨー

ロッパ戦線でも連合国の勝利を決定づける重要な役

割を果たした。これにより大戦後には、戦争で荒
こう
廃
はい

したヨーロッパに代わってアメリカの覇権が確立し

た。他方、戦時中は連合国側に立っていたソ連は、

戦後アメリカと対立し、「冷戦」に突
とつ
入
にゅう
する。

二度の世界大戦は、軍事力だけではなく経済社会

の総力が国家によって動員される総力戦であった。

このことは各国の戦後の経済体制の遺産となり、そ

の上に、社会保障制度が整備され、国民生活を安定

させる福
ふく
祉
し
国家が構築されていくことになった。
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20世紀前半　二つの世界大戦と資本主義の変容
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（うち2
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返済）113億
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日本
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ドイツドイツ
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戦争負債
アメリカからの借款（1924～29年）
世界生産における各地の割合% 　 アメリカを中心に動き始める世界経済1
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時代の
特徴

第二次世界大戦後、アメリカの覇
は

権
けん

が確立され、冷戦構造の下
もと

でも世界の一体化は進んだ。
しかし1960年代後半から西ドイツや日本の成長などによって、アメリカの覇権は揺

ゆ

らいだ。

結びつく
世界

●アメリカの覇権の確立 

第二次世界大戦が連合国側の勝利に終わり、戦後

の世界ではアメリカの覇権が確立した。他方、世界

システムの資本主義的な構造を克
こく
服
ふく
しようとする社

会主義運動は着実に勢力を伸
の
ばした。大戦後の世界

には、多数の社会主義国が成立し、ソ連を中心とす

る社会主義圏
けん
が生まれた。東側の社会主義圏と西側

の資本主義圏は激しい政治理念の対立を生み、キュー

バ危機のような核
かく
戦争の危機さえ生じた。しかし両

大戦期に中断され、いったん後退した世界の一体化

は、戦後再び着実に進み、社会主義圏も決してそこ

から切り離
はな
されていたわけではなかった。

戦後の世界経済の一体化の基
き
盤
ばん
を提供したのは、

アメリカの圧
あっ
倒
とう
的な経済力であった。ブレトン＝

ウッズ体制によって、ポンドに代わってドルが基
き
軸
じく

通貨となり、GATT（関税と貿易に関する一
いっ
般
ぱん
協定）

によって自由貿易体制を推進する基
き
礎
そ
がつくられた。

●第三勢力からみた冷戦 

戦後、ヨーロッパ諸国が植民地支配を維
い
持
じ
できな

くなり、アジアやアフリカでは、多くの植民地が独

立を果たした。米ソ両国は、独立運動や独立後の体

制に介
かい
入
にゅう
し、それぞれの政治理念に従って「開発」の

モデルを押
お
しつけ、政治的・経済的な影

えい
響
きょう
下に置い

た。介
かい
入
にゅう
は多くの場合、第三勢力諸国の発展をゆが

め、豊かな先進国（「中
ちゅう
核
かく
」）と貧しい発展途

と
上
じょう
国（「周

辺」）との格差は拡大した（南北問題）。

●アメリカの覇権の変容

強力だったアメリカの覇権も、1960年代末ごろ

から変容を余
よ
儀
ぎ
なくされていった。ベトナム戦争の

敗北は、アメリカの国際政治における指導力に影
かげ
を

落とし、西ドイツと日本が相次いで「奇
き
跡
せき
」的な経済

成長で復興を遂
と
げると、アメリカの経済面での優位

も揺
ゆ
らいだ。1971年にはついにドル＝ショックと

なって現れ、その後、世界経済は米欧日の三極構造

をとるようになった。またこの時期からアジアの経

済発展が始まった。世界経済全体の拡大が鈍
どん
化
か
する

なかで「中核」諸国における経済成長が停
てい
滞
たい
すると、

東アジアを中心に、開発独裁体制の下、安価な労働

力を提供して「中核」から工場誘
ゆう
致
ち
などを進め、輸出

向けの工業品を生産する戦略をとる国が現れた。こ

の戦略は「半周辺」国家が世界システムのなかで上
じょう
昇
しょう

を遂げるための典型的な方法であり、まず韓
かん
国
こく
や台

たい

湾
わん
、シンガポール、香港から始まり、タイやマレー

シアなどASEAN諸国が続いた。今日にまで続く製

造業のグローバル化の直接の起源はここにある。

このように覇権のあり方は変化しながらも、冷戦

終結後のアメリカは「唯
ゆい
一
いつ
の超

ちょう
大国」として、ユーゴ

スラヴィアにおける紛
ふん
争
そう
や湾
わん
岸
がん
戦争など、世界の紛

争に関
かん
与
よ
する一方、情報産業や金

きん
融
ゆう
などで経済的に

も力を取り戻
もど
すようになった。� p.363p.314
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20世紀後半　アメリカの覇
は

権
け ん

とその変容

　 アメリカとソ
連による二極構造

（1970年代半ばご
ろ）

1

産業革命とイギリスの覇権

ドイツ・アメリカの台頭

ページ下部の要約文「時代の特徴」をつなげて読むことで、世界史の全体像を端的につかむことができます。

▼ 19 世紀（p.224）

▼ 19 世紀後半～ 20 世紀初頭（p.271）

▼ 20 世紀前半（p.314）

▼ 20 世紀後半（p.352）

▼現代（p.363）

アメリカの台頭と二つの世界大戦

アメリカの覇権と冷戦

新興国の台頭とグローバル化

背景→原因→結果→課題を分かりやすく記述し
ています。因果関係を丁寧に記述しており、大学
入試の論述問題の対策に応用できます。

例）反グローバル化について
新興国の台頭やグローバル企業の展開、製造業
の海外流出、デジタル化による企業活動の合理
化（背景）
↓
先進国における中間層所得の伸び悩み（原因）
↓
グローバル化への批判の高まり、「自国第一主
義」をうたう政党や政治家の影響力増大（結果）
↓
SNSを通じた批判増幅による社会分断の進行、
リベラルな民主主義の危機の兆候（課題）

3

世界全体のつながりがわかる「結 びつく世界」特色
② ●「現代　世界のあり方を変えるグローバル化の進展」の記述をリニューアル。

●現代世界で進むグローバル化の多方面への影響を分かりやすく説明して
います。米中関係の緊張やグローバル企業の台頭など、現在の国際社会
を形づくる重要な要素も整理しています。

●グローバル化がもたらす負の影響にも触れ、持続可能な世界をつくるた
めの方向性も示しています。

ページ テーマ（全12か所）

p.42 1～2世紀　
諸地域を結ぶ「陸の道」と「海の道」

p.82 3～5世紀　
ユーラシアの再編と交易ネットワーク

p.97 8～9世紀　
イスラーム=ネットワークの形成

p.130 10～12世紀　「海の道」の活性化

p.140
13～14世紀　
ユーラシア大交流圏の成立と危機
（試し読み➡本資料p.46）

p.172 16世紀　「世界の一体化」の始まり
（試し読み➡本資料p.56）

p.200-201 17～18世紀　
「17世紀の危機」とその後の諸地域の発展

p.224-225 19世紀　イギリスの覇権と世界システム

p.271 19世紀後半～20世紀初頭　
世界大戦前夜の世界システム

p.314 20世紀前半　
二つの世界大戦と資本主義の変容

p.352 20世紀後半　アメリカの覇権とその変容

p.363
現代　
世界のあり方を変えるグローバル化の進展

現代世界では、グローバ
ル化の進展に伴う新興国
の工業化を受けて、従来
の垂直的な分業による結
びつきから、水平的な分業
による結びつきへと変化
していることを記述。世界
システムが新たな形へと
変容していることを押さえ
られます。

1

大学入試の小論文のテー
マとなりうる内容を取り
上げています。
●米中対立
●�GAFAMなどのグロー
バル企業の影響

●「自国第一主義」
●SNSと民主主義
●グローバル化の光と影

2

▶ p.363
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中学校との関連　仏教、『枕草子』

　唐の時代には、南北の統合と西
さい
域
いき
文化の流入に

より、国際色豊かな文化が形づくられた。さまざ
まな資料から、唐

とう
の文化の国際性をみてみよう。

国際色豊かな唐
とう
の文化

　　世界宗教の伝
でん
播
ぱ
　この時期、

特定の民族や地域を超
こ
えて信

しん
仰
こう

される世界宗教が広まった。仏
教に加え、西方からマニ教・ゾ
ロアスター教（祆

けん
教
きょう
、→p.64）・

ネストリウス派キリスト教（景
けい
教
きょう
、

→p.79）・イスラーム（後に回
かい
教
きょう

とよばれる、→p.91）が伝来した
（→p.15）。

1

　 外出する宮
きゅう
廷
てい
の人々　女性たちの間では、胡

こ
服
ふく

とよばれる、筒
つつ

袖
そで

で体にぴったり
沿う西方趣

しゅ
味
み

の服装が流行した。胡とは、当時ソグドを指した。
1

　 唐
とう
三
さん
彩
さい

　派手な彩色の陶
とう

器
き

が流行した。前面の人物が持
つ弦

げん
楽器は琵

び
琶
わ

とよばれる。

3

　魏
ぎ
・晋

しん
代に始まり、南

なん
朝
ちょう
・北

ほく
朝
ちょう
で発展し隋

ずい
・唐

とう
に至る文化の流れを晋

唐文化という。この一連の文化は、朝
ちょう
貢
こう
使節や僧

そう
侶
りょ
・商人の往来を通し

て各地に広がっていき、日本を含
ふく
む東アジア共通の文化的土

ど
壌
じょう
となった。

　魏・晋以降、中央ユーラシアに連なる華
か
北
ほく
では、質実剛

ごう
健
けん
な遊牧系政

権の下
もと
で、仏教をはじめとする外来文化が漢

かん
代までの文化と融

ゆう
合
ごう
した。

また、地理書『水
すい
経
けい
注
ちゅう
』や農書『斉

せい
民
みん
要
よう
術
じゅつ
』などの実用的な書物が現れた。

これに対し、緑豊かな江
こう
南
なん
では貴族中心の優

ゆう
雅
が
な六
りく
朝
ちょう
文化が栄え、世

せ
俗
ぞく

を離
はな
れた趣

しゅ
味
み
や幅

はば
広い教養が貴族たちに好まれ、清

せい
談
だん
とよばれる哲

てつ
学
がく
的

談議が流行した。東
とう
晋
しん
の陶

とう
潜
せん
（陶

とう
淵
えん
明
めい
）の詩や王

おう
羲
ぎ
之
し
の書、顧

こ
愷
がい
之
し
の絵画、

南朝の梁
りょう
で編まれた詩文集『文

もん
選
ぜん
』などは、後世まで広く愛された。

　この二つの流れが南北の統合と大運河によって結びつき、さらにソグ

ド文化やインド系・イラン系文化などの入り混じった西
さい
域
いき
文化が流入・

融合したのが、隋唐の文化である。主に華北で発展した漢訳仏教や仏像、

江南で発達した詩文や書・画は、遊牧民と漢人、華北と江南といった違
ちが

いを超
こ
えて広く受け入れられ、さらに時代や地域をも超えて後世まで重

南北文化の融合　晋唐文化
魏・晋以来、江南の優雅な文化と華北の質実な文化の二つの流れが成長し、隋・唐
で融合した。仏教をはじめ西域文化も流入し、唐代には国際色豊かな文化が栄えた。

5 6

7

365 ～ 427 307 ごろ～ 365ごろ 344ごろ～ 405ごろ

p.44 p.57 p.81 せいいき

1 2 3 史料

8

　 発
はっ
掘
くつ
された小麦粉食品　

小麦の製粉技術は西方由来で
ある。小麦粉を使った食品は漢

かん

代に現れ、「胡
こ

餅
へい

」「胡食」とよば
れた。唐代には民衆にとっても
日常的な食物となっていた。

2

ソグド人の
楽人たち

西域から来たと
思われるラクダ

　宮中音楽では胡
こ
曲
きょく
が好まれ、貴人の

食事はことごとく胡食が供され、身分
のある男性も女性も皆

みな
胡服を着るまで

になった。� 〈『旧唐書』〉

玄
げん
宗
そう
時代の長

ちょう
安
あん
の流行史

 料

読み解き 図　～　や史料を根
こん

拠
きょ

に、唐の国際性にはどのような特
とく

徴
ちょう

があったのか考えよう。1 3

　仏教は南
なん
北
ぼく
朝
ちょう
から隋

ずい
唐
とう
に

かけて王室・貴族に広まっ
たが、外来宗教であること
からたびたび廃

はい
仏
ぶつ
事件が起

こった。一方で仏教のもつ
整然とした経典・教義・教
団組織は、儒教・道教にも
体系化、組織化を促

うなが
した。

やがて中国社会では、儒教
を公認の政治思想としつつ、
道教を信じ仏教も学ぶとい
うあり方が定着していった。

コラム

文化整理表

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア

東
ア
ジ
ア
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んじられた。李
り
白
はく
や杜

と
甫
ほ
、王

おう
維
い
、白
はく
居
きょ
易
い
（白

はく
楽
らく
天
てん
）らの唐詩は、中国にと

どまらず、日本をはじめ漢字文化圏
けん
共通の教養として広く親しまれた。

　多様な文化に寛
かん
容
よう
な遊牧民が主導権を握

にぎ
っていたこの時代は、さまざ

まな宗教・思想も活発に展開した。なかでも紀元前後に伝来した仏教は、

儒
じゅ
教
きょう
や華

か
夷
い
思想に対

たい
抗
こう
できる普

ふ
遍
へん
的な世界観・死生観をもち、非漢人の

君主や乱世に幻
げん
滅
めつ
した漢人貴族に支持された。仏教は、４世紀以降、中

央アジア出身の僧仏
ぶっ
図
と
澄
ちょう
・鳩

く
摩
ま
羅
ら
什
じゅう
によって華北の諸国で盛

さか
んになり、

江南でも貴族たちに広まった。北朝から唐にかけて、仏教は国家的保護

を受けて栄え、雲
うん
崗
こう
や竜

りゅう
門
もん
、敦
とん
煌
こう
などに巨

きょ
大
だい
な石

せっ
窟
くつ
寺院が造営された。

仏典の伝来・翻
ほん
訳
やく
も進み、天

てん
台
だい
宗
しゅう
・禅

ぜん
宗
しゅう
・浄

じょう
土
ど
宗
しゅう
などの諸宗派が成立し

た。一方、外来の仏教の普
ふ
及
きゅう
は在来の民間信

しん
仰
こう
や儒教を刺

し
激
げき
し、老

ろう
荘
そう
思

想や神
しん
仙
せん
思想などを取り入れた道

どう
教
きょう
が成立して、唐代には王朝の保護を

受けた。儒教でも経典の整理・研究が進み、唐
とう
代に太

たい
宗
そう
の命で注

ちゅう
釈
しゃく
書

『五
ご
経
きょう
正
せい
義
ぎ
』がつくられ、科

か
挙
きょ
試験のための公式解釈となった。

　やがて唐代後半になると、このような国際色豊かで普遍性の高い文化

から、古文の復興を主張した韓
かん
愈
ゆ
・柳

りゅう
宗
そう
元
げん
らのように、中国内地の風土

に根ざし、漢代に模
も
範
はん
を求める動きが盛んになった。

701 ～ 762 712 ～ 770 701 ～ 761 772 ～ 846 4

1 p.25

？～ 348 344 ～ 413

2 p.15

p.36

p.33 QR

コラム

768 ～ 824 773 ～ 819

　晋
しん
唐
とう
文化は、漢字文化圏

けん
共通の文化的土

ど
壌
じょう
となった。資料から、

日本でどのように唐の文化が受容されていたのかみてみよう。

アジア各地に広まる文化

　　求
ぐ

法
ほう

僧
そう

の取経の旅　東
とう
晋
しん
の

僧法
ほっ
顕
けん
は、仏典を求めて陸路で

インドまで赴
おもむ
き、海路で帰国し

て『仏
ぶっ
国
こく
記
き
』を著

あらわ
した。また、唐

とう

代には玄
げん
奘
じょう
が陸路、義

ぎ
浄
じょう
が海路

でインドを訪
おとず
れて経典をもち帰

り、それぞれ『大
だい
唐
とう
西
さい
域
いき
記
き
』『南

なん
海
かい

寄
き
帰
き
内
ない
法
ほう
伝
でん
』を著した（→p.48　）。

2

2

　 白
はく
居
きょ
易
い
の唐

とう
詩
し

　
唐の詩人である白居
易が、長

ちょう
安
あん

から地方
へ左

さ
遷
せん

され、廬
ろ

山
ざん

の
ふもとに草

そう
庵
あん

を建て
たときによんだ詩。

4

　 晋
しん
唐
とう
代の文化の伝

でん
播
ぱ

7

　 『枕草子』　日本の平安時代の作品。藤
ふじ
原
わらの
道
みち
隆
たか
の娘

むすめ
、中

ちゅう
宮
ぐう
定
てい
子
し

に仕える清
せい
少
しょう
納
な
言
ごん
が、宮

きゅう
廷
てい
生活を記した随

ずい
筆
ひつ
。

5

　 顔
がん
真
しん
卿
けい
の書　東アジア各地

で広く書の模
も

範
はん

とされた。
8

　 法
ほう
隆
りゅう
寺伝来の香

こう
木
ぼく
（７～８世紀）　仏教とともに、

仏事に必要な南・東南アジア産の香料も伝来した。この
香木には、ササン朝時代の文字の銘

めい
文
ぶん

とソグド文字の焼
き印が残されている。

6

中央アジア
（西域）・
西アジア
の文化

漢～魏晋
の文化

北朝
（実用的）

隋唐の文化
（国際的）
→東アジア共通の
文化的土壌に

古文復興

朝鮮・日本へ伝播

大
運
河
に

よ
る
結
合

南朝
（貴族的）

六朝文化

日ひ

高た
か

く
睡ね

む
り
足た

る
も
猶な

お
起お

く
る
に
慵も

の
う

し

小し
ょ
う

閤こ
う
①

　
衾き

ん
②
を
重か

さ
ね
て
寒さ

む
き
を
怕お

そ
れ
ず

遺い

愛あ
い

寺じ

の
鐘か

ね
は
枕ま

く
ら

を
欹そ

ば
だ

て
て
聴き

き

香こ
う

炉ろ

峰ほ
う

の
雪ゆ

き
は
簾す

だ
れ

を
撥は

ね
て
看み

る

匡き
ょ
う

廬ろ
③
は
便す

な
わ

ち
是こ

れ
名な

を
逃の

が
る
る
地ち

司し

馬ば
④
は
仍な

お
老お

い
を
送お

く
る
官か

ん
為た

り

心こ
こ
ろ

泰や
す
ら

か
に
身み

寧や
す

き
は
是こ

れ
帰き

処し
ょ

故こ

郷き
ょ
う

は
独ひ

と
り
長ち

ょ
う

安あ
ん

に
在あ

る
可べ

け
ん
や

①
小
部
屋
　②
布ふ

団と
ん

　③
廬ろ

山ざ
ん
の
こ
と

④
役
職
名�

〈
川
合
康
三
訳
注『
白
楽
天
詩
選（
上
）』〉

　雪のたいそう高くつもった日、…話をしていると、宮さまが、
「少納言よ、香

こう
炉
ろ
峰
ほう
の雪はどんなふうかしら。」とおっしゃるので、

格
こう
子
し
をあげ、みすを高くまきあげるとおわらいになった。「…

白氏文集の詩は知っていても、なかなか、あなたのように機転
はききませんわ。やっぱりこちらの宮さまにお仕えなさるにふ
さわしい方よ。」と、みんなにいわれた。
� 〈大庭みな子訳『現代語訳�枕草子』一部改変〉

『枕
まくらの
草
そう
子
し
』（1000年ごろ）史

 料

読み解き 史料　の漢詩のうち、史料　と関係する
箇
か

所
しょ

に線を引こう。また、史料　は日本の貴族にとっ
てどのような存在だったのか考えよう。

4 5

4

　　　　　　　　　
晋
しん
唐
とう
文化が、現代東アジアの

芸術や思想、教養にどのよう
な影響を与えているか、例を
挙げて説明しよう。

問 い 現 代

白檀香

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア

東
ア
ジ
ア

特色
③

資料・構造図・本文で理解が深ま る文化史
●文化に関するページの上部には、本文と関連づける形で多様な資料を掲

載。本文では文化を生んだ社会背景を丁寧に解説しています。
●政治的な動きや歴史上のできごとと、文化のつながりを示す構造図を新

たに掲載し、紙面構成も見直しました。これにより、文化を通して社会の様
子が把握しやすい構成となっています。▲ p.50-51

原則、「文化からみる当時の社会」と本文小見出しの開始位置をそろえ、それぞれを結びつけて�
読み進められるように紙面構成を改善。当時の文化を通じて社会を理解できるようにしています。

1

旧版教科書では、整理表（一覧表）でま
とめていた文化史を、文化構造図で示
す形に変更しました。これにより、政治
的な動きや歴史上のできごとと、文化
との関連が視覚的に理解できるよう
にしています。
旧版教科書の文化整理表はページ上
部のQRコードから閲覧できます。（➡
本資料p.41）

▼�令和5年度以降版（旧版）教科書に
掲載していた文化整理表（例）

2

魏・晋から隋・唐にかけては、�
多様な文化に寛容な遊牧
民が主導権を握っていたた
め、さまざまな宗教・思想が
展開したことがわかります。

4
魏晋南北朝時代

文
　
　芸

宗
　
　教

思　想 清談が流行…「竹林の七賢」

画
書

詩
　文

仏
　教

道
教

顧愷之（東晋）…画聖 「女史箴図」

王羲之（東晋）…書聖　楷書・行書・草書を芸術化　

　田園詩人…陶潜（陶淵明）（東晋）『帰去来辞』
　四六騈儷体（4字・6字の対句・韻を用いた華麗な文章）
　が流行…昭明太子（梁）『文選』を編集

　渡来僧　仏図澄（ブドチンガ）…亀茲（クチャ）出身
　　　　　鳩摩羅什（クマラジーヴァ）…仏典漢訳
　　　　　達磨（ダルマ）…インド僧，禅宗の始祖
　渡印僧…法顕（東晋）『仏国記』
　石窟寺院…敦煌（莫高窟）・雲崗・竜門

神仙思想・儒家・道家・仏教・民間信仰を取り入れた宗教
　寇謙之（北魏）が道教教団を確立，北魏の保護を受ける

隋　唐　時　代

文
　
　芸

宗
　
　教

画
書

歴代皇帝の保護により発展

詩
文

仏
　教
道
教

その他

　唐詩…李白・杜甫・王維・白居易
　古文（漢代の文体）の復興…韓愈・柳宗元

マニ教・ゾロアスター教（祆教）・　
ネストリウス派キリスト教（景教）・イスラーム

　宮廷・貴族の保護で隆盛
　天台宗・禅宗・浄土宗など宗派が成立
　渡印僧…玄奘『大唐西域記』，義浄『南海寄帰内法伝』

諸解釈（訓詁学）を整理する動き…孔穎達『五経正義』

閻立本…人物画　呉道玄…山水画

欧陽詢・褚遂良・顔真卿

【工芸】唐三彩…緑・褐色・白などの彩色をした陶器

外
来
宗
教
儒
学

しん ずこ がい し

おう ぎ   し

き きょらいのじ

し ろくべんれいたい

とうせん   とうえんめい とうしん

とんこう ばっこうくつせっくつ

ほっけん

く　ま　ら じゅう

ぶっ と ちょう

うんこう りゅうもん

こうけん し

しんせん

けんきょう

けいきょう

てんだいしゅう じょう  ど  しゅうぜんしゅう

げんじょう

く  ようだつ ご きょうせい  ぎ

ご  どうげんえんりっぽん

おうようじゅん ちょすいりょう がんしんけい

とうさんさい

り はくとう し と   ほ おう  い

かん ゆ りゅうそうげん

はくきょ  い

　　 晋
しん
唐
とう
文化6

レイアウト

魏・晋以降の遊牧民との融
合を背景に、新しい文化が
生まれたことがわかります。
また、隋・唐の時代には西域
文化が流入し、文化の変容
がさらに進んだことも押さ
えられます。

3
本文

本文

仏教の普及によって在来の
思想が刺激され、道教の成
立や儒教の体系化が進み、
中国で多くの宗教が共存す
る状況が生まれたことがわ
かります。

5
本文

構造図
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　自然科学界でさまざまな法則が発見されたことは、社会科学にも影
えい
響
きょう

を与
あた
えた。社会を考察するときに、統計資料を用いたり、何らかの法則

を探求しようとしたりする機運が強まったのである。18世紀末に『人口

論』を著
あらわ
し、貧

ひん
困
こん
の原因を人口増加と食料生産の不均

きん
衡
こう
に求めたイギリ

スのマルサスがその先
せん
駆
く
者だった。19世紀後半には自然科学的思考を

重視する傾
けい
向
こう
がますます強まり、イギリスのダーウィンが『種の起源』

（1859年）のなかで唱えた進化論が、宗教観と社会観に大きな影響を及
およ

ぼした。進化論を社会に流用したイギリスのスペンサーは「適者生存」論

（社会進化論）を唱え、これが1870年代に入ると、社会的弱者や、劣
れっ
等
とう

とみなされた民族・人種への迫
はく
害
がい
を正当化する論理になっていった。

　歴史学の分野でも、史料批判による科学的研究方法が重視されるよう

になり、ここに近代歴史学が始まった。また、史料館の整備と史料集の

刊行が各国で進み、ナショナリズムの風潮と相まって、「国民」の実在を

前提にその成立・発展を叙
じょじゅつ
述する国民史の流行につながった。一方で、

ナショナリズムに批判的なマルクスが唱えた史的唯
ゆい
物
ぶつ
論（唯物史観）も、

歴史学の発展に貢
こう
献
けん
した。

19世紀後半の社会科学
自然科学が発展するにつれ、社会科学分野でも自然科学的思考への関心が高まった。
進化論が提起され、従来の宗教観が揺さぶられた。

Malthus

1766 〜 1834
Darwin

1809 〜 82 史料

QR

1

Spencer

1820 〜 1903

史料

p.270

コラム

p.229

　19世紀後半に『種の起源』が書かれ、人々の考え方に大きな影響を与えた。
『種の起源』とそれに対する当時の批判や、進化論に影響を受けた社会進化論を読み解こう。

科学だけではなく社会に影
えい
響
きょう
を与
あた
えた進化論

　…たとえわずかなものであれ、他の個体よりも有利な変異を備えた
個体は、生き延びて同じ性質の子どもを残す可能性が大きいと考えら
れないだろうか。その一方で、少しでも不利な変異は確実に排

はい
除
じょ

され
ることもまた、確かなような気がする。
　このように、有利な変異は保存され、不利な変異は排除される過程を、
私は自然淘

とう
汰
た

と呼んでいる。� 〈渡辺政隆訳『種の起源（上）』〉

ダーウィン『種の起源』（進化論 1859 年）
史
 料

　…差異は、ヨーロッパの進歩的諸民族と
非ヨーロッパ諸民族とを比

ひ
較
かく

した場合に
いっそう顕

けん
著
ちょ

である。合衆国や西インドに
おける不精で不用心で吞

のん
気
き

な黒人の存在を、
その黒人が住む場を支配する民族の存在と
比較する時、その差異はいっそう明

めい
瞭
りょう

となる。
� 〈松永友有訳、歴史学研究会編『世界史史料６』〉

『社会進化論』（キッド著 1894 年）
史
 料

読み解き 当時、進化論が批判されたのはな
ぜか、図　や本文をもとに考えよう。また、
後に社会進化論は進化論を用いてどのような
主張をしたのだろうか。

1

　 ダーウィンの進化論
を風

ふう
刺
し
する絵（1874年）

1 　 19世紀後半の文化2

文学

ロマン主義（19世紀前半、→p.228）

写実主義・自然主義

国民楽派

印象派

美術 音楽

躍動と自由な感情を表現

民族主義の
影響

躍動でなく
繊細さを追求

民謡や民族
舞踊などの
形式を重視印象派

光の分析から光の
変化に応じる一瞬
の色を描く

耽美主義・
象徴主義

ただ美や概念を
表現する

SF・冒険小説
娯楽性を重視し、
大衆に愛読される

ポスト印象派
原色を活かしより
明るさを強調

印象派絵画
より影響

理想・空想ではなく、身の回りの
ものを表現する

・トルストイ（露）
・ゾラ（仏、→p.263）

・ミレー（仏）
など

・ヴァーグナー（独）
など

・スメタナ
（チェコ）

など
・ルノワール（仏）
・モネ（仏）など

・ボードレール（仏）
・ヴェルレーヌ（仏）
 など

・ヴェルヌ（仏）
・ウェルズ（英）
　（→p.260、261）

・ゴッホ（蘭）
など

・ドビュッシー（仏）
など

啓蒙思想への反発

自然主義への反発

ロマン主義への対抗

文化整理表

　19世紀は科学の進歩と同時
にナショナリズムを正当なも
のとする論理が構築された時
代であり、そのための「物語」
が必要とされた。ナポレオン
戦争に敗北してフランスに支
配されたプロイセンでは、「ド
イツ人」としての意識を高め
る運動が起こった（→p.216）。
そのなかで再発見されたの
が、中世に成立していた民族
叙
じょ
事
じ
詩『ニーベルンゲンの歌』

だった。この物語に着想を得
て、ロマン派のヴァーグナー
によって「ニーベルングの指

ゆび

環
わ
」が作曲された。このオペ

ラは広く愛好され、ナチ党が
政権を握

にぎ
った時代（→p.305）

には作中の楽曲をつなぎ合
わせた「ニーベルンゲン行進
曲」が好んで演奏されるなど、
愛国心を高

こう
揚
よう
させる役割を

担
にな
っていた。

コラム

ア
メ
リ
カ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
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　19世紀後半は、文学や絵画でも自然科学の影響が表れ、人物を客観

的に描
びょう
写
しゃ
しようとする写実主義が台頭した。写実主義をさらに推

お
し進
すす
め

た自然主義の文学では、人物の行動を遺伝で説明するなど、科学的知見

を取り入れる傾
けい
向
こう
が強まった。また、光に関する研究が深まるにつれて、

光の変化を絵筆で表現しようとする画家たち（印象派）が現れた。さらに、

科学知識を応用するサイエンスフィクション（SF）小説も誕生した。

　これまで専
もっぱ
ら貴族や上層ブルジョワジーのものだった文学と絵画は、

19世紀後半になると、職人・労働者・商店員・農民らにも身近になった。

これは第２次産業革命の進展で国民全
ぜん
般
ぱん
の生活水準が向上したことや、

科学技術の発展が印刷術にも及んだ結果、カラー印刷も含
ふく
めて大量生産

が可能になり、書
しょ
籍
せき
や雑誌の価格が低下して、安価な大衆向け新聞も欧

米各国で創刊されたためだった。新聞では連
れん
載
さい
小説が、雑誌では小説に

加えて名画の複製画が人気を博した。

　こうしたマスメディアの登場と、同時期に学校教育の義務化が進んで

識字率が向上したこととが相まって、マスコミュニケーションにより画

一的な世論が形成される大衆社会へのきざしも、19世紀末に現れ始めた。

大衆が文化を支える新時代
芸術分野にも自然科学の影響が及んだ。印刷技術の進歩により、芸術が大衆の身近
なものになると同時に、マスメディアの出現で大衆社会のきざしがみえ始めた。

realism

3
naturalism

1 impressionists

4

p.261

2

p.257

p.299

　19世紀後半のヨーロッパ美術を牽
けん
引
いん
したのはフランスだった。写実主義・自然主義と印象派をそれぞれ代表する絵画を通して、

当時のフランス民衆社会の様相をみてみよう。

二つのジャンルの絵画に描
えが
かれたフランス社会

読み解き 第二帝政下の農村社会の様子と、帝国主義時代の都市民衆生活の様子は、それぞれどのようだったといえるだ
ろうか。また、どのような要因で図　のような都市民衆生活が発達したのか、本文の記述も踏

ふ
まえて考えよう。4

　 ミレー作『落ち穂
ぼ
拾い』　第二帝政下（→p.230）の農村社

会を描いている。聖書では、農地所有者に対して、穀物収
しゅう

穫
かく

時に生じる落ち穂は貧
ひん

者
じゃ

のために捨て置くように記されてい
た。
〈オルセー美術館蔵�1857年ごろ�83cm×110cm〉

3 　 ルノワール作『ムーラン＝ド＝ラ＝ギャレット』　普
ふ

仏
ふつ

戦
争敗北（→p.234）から５年後、パリ市内のダンスホールは、
おしゃれに気を使う余

よ
裕
ゆう

のできた職人・労働者・商店員・
女工たちで賑

にぎ
わっていた。

〈オルセー美術館蔵�1876年�131cm×175cm〉

4

　　新たな芸術運動　写実主義・
自然主義の隆

りゅう
盛
せい
に反発して、善

悪の価値判断を避
さ
けて美を追求

する耽
たん
美
び
主義や、形式を軽視し

て暗示に富む表現を目指す象
しょう
徴
ちょう

主義など、新しい芸術運動も同
時に起きていた。

1

　　　　　　　　　
この時期の諸科学が帝国主義
（→p.260）や、国民国家に与
えた影響について要約しよう。

問 い つながり

ア
メ
リ
カ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ページ テーマ（全26か所）
p.32 儒家の思想と後世への影響
p.33 法家の思想と秦の統治
p.50 国際色豊かな唐の文化
p.51 アジア各地に広まる文化

p.69 古代オリンピックにみる
ギリシア社会

p.70 ギリシアの哲学�

p.71
現代につながるヘレニズムの
科学的探究�

p.76-77 ローマの都市文化の広がり
p.108 イスラーム世界の都市文化と交易
p.109 イスラーム世界で発達した学問
p.116 中世ヨーロッパとキリスト教
p.117 教会建築と信仰

p.126 商工業の発達と人々の生活�

p.127 江南の発展と首都の位置の変化�

p.146 絵巻・挿絵から読み解く明代の社会
（試し読み➡本資料p.52）

p.147 イエズス会宣教師が明に伝えた世界
（試し読み➡本資料p.53）

p.154 世界中を魅了した陶磁器�

p.155 清とヨーロッパの文化交流�

p.173 ヒューマニズムとルネサンス
p.174-175 キリスト教とルネサンス

p.192-193 華麗な宮廷文化の隆盛と市民文化の
芽生え

p.194 さまざまな思想と社会への影響

p.228 自由主義とナショナリズムに影響を
与えたロマン主義

p.258 科学だけではなく社会に影響を
与えた進化論

p.259 二つのジャンルの絵画に描かれた
フランス社会

p.301 チャップリンとその作品からみる
大量生産と機械化の明暗

特色
③

資料・構造図・本文で理解が深ま る文化史
●近年の大学入試では、文化史の知識を記憶しているかだけではなく、社

会・政治・経済との関連のなかで理解しているかが重視され、図版や史料
を読み取る問題、文化を比較する問題が増加傾向にあります。

●このような出題への対策として、資料読解の問い 読み解き を設置していま
す。本文との関連づけや資料どうしの比較を促し、文化史への理解を深め
つつ、大学入試への対策にもなるようにしています。

▲ p.258-259

本文や風刺画および史料から、進化論は従来の社会観・宗教観と対
立する思想であったために批判を受けたこと、また、社会進化論が
社会的弱者や特定の民族・人種への迫害を正当化する主張につな
がっていったことを読み取れます。このように、　　　　を通して、
進化論が当時の社会に大きな影響を与えたことを理解できます。

読み解き

1

読み解き の解答例や解答のポイント
は指導資料（➡本資料p.42）に掲載し
ています。

3

本文と絵画を関連づけるこ
とで、第二帝政下の農村で
は、落ち穂拾いによって辛う
じて生活している貧者がい
たこと、帝国主義時代の都
市では、第2次産業革命の
進展で国民の生活水準が
向上し、大衆が娯楽を享受
できるようになったことが
読み取れます。このように、
読み解き を通して、19世
紀後半のフランスの民衆社
会の様相をとらえられます。

2
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奴隷とはどのような存在だろうか？
―複数の時代・地域から考える奴隷の定義

探 究
TRY

　過去には、人が奴
ど
隷
れい
として使

し
役
えき
されたり、商品として売買され

たりしていた時代があった。このページでは、複数の時代・地域
の奴隷に関する資料から、当時の奴隷とはどのような存在だった
のか、考察しよう。

人も商品だった？

歴 史 総 合：大西洋三角貿易、南北戦争
世界史探究：�古代ギリシア・ローマ→p.65・73、� �

イスラーム世界→p.102、奴隷貿易→p.197

学習の振り返り

Ａ　古代ギリシア・ローマの奴隷

　 西インド諸島での奴
ど
隷
れい
と砂糖の価格の比

ひ
較
かく

1

　 当時のローマにおける主な奴隷の供給源6　 船に積み荷を載
の
せるローマの奴隷と庶

しょ
民
みん
の自由人（３〜４世紀ごろ、イタリア）4

　 奴
ど
隷
れい
とその主人が描

えが
かれている杯

さかずき
（前５世紀ごろ、アテネ）　

古代ギリシアにおいて、奴隷は商品として売買されることが多く、
家内奴隷を所有している市民も多かった。

2

　才能や責任を持ってこうした監
かん
督
とく

役に就
つ
く奴隷は、しばしばその忠実

な奉
ほう
仕
し
に対して報

ほう
酬
しゅう
を与

あた
えられた。

主人は奴隷に対し、土地や他の奴隷
など自分の好きに使える財産を獲

かく
得
とく

し、ゆくゆくは自分で自分を買い
取って自由を得ることを許した。こ
うした解放民はしばしば庇

ひ
護
ご
民とし

て元の主人との関係を継
けい
続
ぞく
した。

�〈ロバートクナップ著、西村昌洋監訳『古代ローマ

の庶民たち』〉

　 奴隷が解放される様子5
史
 料

　奴隷は生きた財産である。…もしすべての道具が、
命令されて、または（命令を）承知して、…みずから
の仕事をなしとげることができるとすれば、…主人
に奴隷は要

い
らないだろう。

　…精神が肉体を統治するように主人は奴隷を統治
する。…奴隷にとっては統治されるのが良いことで
ある。…奴隷と家

か
畜
ちく
の用

よう
途
と
には大差がない。…ある

ものが生まれながらにして自由人であり、あるもの
が奴隷であるとすれば、奴隷であることも正義にか
なったことであることは明白である。
� 〈太田秀通訳、下中彌三郎編『西洋史料集成』�一部改変〉

　  アリストテレス（→p.70）『政治学』に
みる奴隷観

3
史
 料

仮

奴隷の価格
（ポンド）

上昇率（奴隷、
1675-79=100）

上昇率（砂糖、
1675-79=100）

砂糖の価格
（約51㎏あたり、ポンド）

18.5

25.8

28.8

38.2

43.8

50.2

1675-79

1700-04

1725-29

1750-54

1775-79

1800-04

100.0

139.5

155.7

206.5

236.8

271.4

1.04

2.13

1.36

2.01

1.96

1.42

100.0

204.3

130.3

192.8

188.0

136.1

❶ 戦争捕虜　戦争の結果属州（→p.73）となった地域の人々は、
戦争捕虜としてローマにもたらされ、最も大きな奴隷の供給
源となった。

❷ 奴隷の子供　奴隷が産んだ子供は、同じく奴隷として育てら
れた。

❸ 自由人の拾い子　ローマ法では拾い子は自由人の身とされて
いたが、実際は本来の身分の証明が難しく、奴隷となる場合
が多かった。

❹ 盗賊や海賊による誘拐　旅人や農村地域の人々を誘拐し、奴
隷として売り飛ばす「奴隷商」もいた。

199

　　　　　での考察やほかの資料も調べて、奴隷とはどのような存在と
考えられるか、グループで意見交

こう
換
かん
し、右の思考ツールにまとめよう。そ

の上で、あなたが奴隷を定義する最も重要な要素を一つ選び、説明しよう。

STEP2STEP2STEPSTEP 説明・議論

STEP2STEP2STEPSTEP 説明・議論

STEP2STEP2STEPSTEP 説明・議論

STEP2STEP2STEPSTEP 説明・議論

STEP2STEP2STEPSTEP 説明・議論

HOPHOP 読 解

Ｃ　大西洋三角貿易で運ばれた奴隷

Ｂ　イスラーム世界の奴隷

　 マムルーク朝（→p.104）の軍事機構8

　 ブラジルの様子を
描
えが
いた本の挿

さし
絵
え
（1830

年代）　ブラジルへ上
陸した奴隷は、奴隷貿
易全体の約４割を占

し
め

た（→p.101）。

12

　 マムルーク騎
き
士
し
の訓練風景（1370年ご

ろ）　マムルークは、功績に応じてアミール
やスルタン（→p.103）への出世もありえた。

7

　 奴
ど
隷
れい
売買のポスター（1812年）10

　私が注文された後、この目で見て覚えた恐
きょう
怖
ふ
は、言葉では表せない…牢

ろう
で多

くの人々のうめき声や泣き声を聞き、仲間の捕
ほ
虜
りょ
たちの何人かを目にした。し

かし、船が到
とう
着
ちゃく
して連れていかれる時ほど恐

おそ
ろしい光景はなかった。鎖

くさり
の音、

鞭
むち
の鳴る音、それから仲間のうめき声と泣き声しか聞こえなかった。これでも

かというくらい残
ざん
忍
にん
なやり方で鞭打たれ、たたかれ、その場で身動きができな

くなった者もいた。�〈デイヴィッド＝エルティスほか著、増井志津代訳『環大西洋奴隷貿易歴史地図』〉

　 ある奴隷の手記11
史
 料

　賢
けん
者
じゃ
たちのいうところによれば、男

奴隷や女奴隷を買おうとする者は、ま
ずよく観察することが必要である。
　…たとえば、髪

かみ
の毛が柔

やわ
らかいのは

臆
おく
病
びょう
さをしめし、逆にそれが固いのは

勇
ゆう
敢
かん
な証

しょう
拠
こ
である。

　…奴隷の労働についていえば…財産
の管理には、ルーム奴隷が選ばれる。
…子守女や乳

う
母
ば
としては、ヌビア人の

女奴隷がすぐれている。
� 〈佐藤次髙著『マムルーク』〉

　  イブン＝ブトラーンの
奴
ど

隷
れい

購
こう

入
にゅう

の書（11世紀ごろ）

9
史
 料

　　　　　　１）古代ギリシア・ローマの奴
ど
隷
れい
はどのような存在だったのだろうか。Ａの資料などを参考に考えよう。

２）イスラーム世界の奴隷はどのような存在だったのだろうか。Ｂの資料などを参考に考えよう。
３）大西洋三角貿易における奴隷はどのような存在だったのだろうか。Ｃの資料などを参考に考えよう。
４）１）～３）の奴隷の共通点と相

そう
違
い
点は何だろうか。

HOPHOP 読 解

　現代でもイギリスに「現代奴隷法」が存在する。この法律や国連の国際労働機関などの資料から、現代の奴
隷的な労働について調べよう。また、ここでの探究の成果を踏まえて、なぜ奴隷的な労働が現代でも存在す
るのか、そのような状態を解消するにはどのような取り組みが必要か、考えよう。

Jump!Jump! 現代への展望現代への展望

アミール

農地の
管理権・
徴税権
(→p.104)

スルタンの
マムルーク百 騎 長

十 騎 長

四十騎長
アミールの
マムルーク

軍事
奉仕

騎士*
*アミールやマムルークの子供を
 中心とした自由身分の騎士団

スルタン

時代

待遇（身分）
出自（奴隷に
なった原因）

（今回販売される）価値ある奴隷たちのうちには
以下を含んでいる

優秀な大工、れんが職人、皮なめし職人、
優れた農家、二人の女性と五人の子供たち

女性は若く、優秀な家事使用人であり、
男性もほとんどが若い

ページ テーマ（全５か所） 深める概念
p.54-55 各国は「中華」とどのようにつきあったのか？� 国家
p.170-171 なぜ多民族が共存できたのか？� 民族
p.198-199 奴隷とはどのような存在だろうか？� 労働力
p.222-223 産業革命は「革命」といえるのか？� 産業革命

p.340-341 「平等」は達成されているのか？（試し読み➡本資料p.60-61）� 平等

「探究TRY」の三段階の問い
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　　　　　での考察やほかの資料も調べて、奴隷とはどのような存在と
考えられるか、グループで意見交

こう
換
かん
し、右の思考ツールにまとめよう。そ

の上で、あなたが奴隷を定義する最も重要な要素を一つ選び、説明しよう。
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HOPHOP 読 解

Ｃ　大西洋三角貿易で運ばれた奴隷

Ｂ　イスラーム世界の奴隷

　 マムルーク朝（→p.104）の軍事機構8

　 ブラジルの様子を
描
えが
いた本の挿

さし
絵
え
（1830

年代）　ブラジルへ上
陸した奴隷は、奴隷貿
易全体の約４割を占

し
め

た（→p.101）。
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を受けて、グループで意見交換し、
議論を踏まえて、思考ツールで自身の考えを
まとめます。
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おそ
ろしい光景はなかった。鎖

くさり
の音、

鞭
むち
の鳴る音、それから仲間のうめき声と泣き声しか聞こえなかった。これでも

かというくらい残
ざん
忍
にん
なやり方で鞭打たれ、たたかれ、その場で身動きができな

くなった者もいた。�〈デイヴィッド＝エルティスほか著、増井志津代訳『環大西洋奴隷貿易歴史地図』〉

　 ある奴隷の手記11
史
 料

　賢
けん
者
じゃ
たちのいうところによれば、男

奴隷や女奴隷を買おうとする者は、ま
ずよく観察することが必要である。
　…たとえば、髪

かみ
の毛が柔

やわ
らかいのは

臆
おく
病
びょう
さをしめし、逆にそれが固いのは

勇
ゆう
敢
かん
な証

しょう
拠
こ
である。

　…奴隷の労働についていえば…財産
の管理には、ルーム奴隷が選ばれる。
…子守女や乳

う
母
ば
としては、ヌビア人の

女奴隷がすぐれている。
� 〈佐藤次髙著『マムルーク』〉

　  イブン＝ブトラーンの
奴
ど

隷
れい

購
こう

入
にゅう

の書（11世紀ごろ）

9
史
 料

　　　　　　１）古代ギリシア・ローマの奴
ど
隷
れい
はどのような存在だったのだろうか。Ａの資料などを参考に考えよう。

２）イスラーム世界の奴隷はどのような存在だったのだろうか。Ｂの資料などを参考に考えよう。
３）大西洋三角貿易における奴隷はどのような存在だったのだろうか。Ｃの資料などを参考に考えよう。
４）１）～３）の奴隷の共通点と相

そう
違
い
点は何だろうか。

HOPHOP 読 解

　現代でもイギリスに「現代奴隷法」が存在する。この法律や国連の国際労働機関などの資料から、現代の奴
隷的な労働について調べよう。また、ここでの探究の成果を踏まえて、なぜ奴隷的な労働が現代でも存在す
るのか、そのような状態を解消するにはどのような取り組みが必要か、考えよう。

Jump!Jump! 現代への展望現代への展望

アミール

農地の
管理権・
徴税権
(→p.104)

スルタンの
マムルーク百 騎 長

十 騎 長

四十騎長
アミールの
マムルーク

軍事
奉仕

騎士*
*アミールやマムルークの子供を
 中心とした自由身分の騎士団

スルタン

時代

待遇（身分）
出自（奴隷に
なった原因）

（今回販売される）価値ある奴隷たちのうちには
以下を含んでいる

優秀な大工、れんが職人、皮なめし職人、
優れた農家、二人の女性と五人の子供たち

女性は若く、優秀な家事使用人であり、
男性もほとんどが若い

ここまでの探究の成果を踏まえて、テーマに
関連する現代の問題を考察し、5 部 4 章の
探究学習につなげます。

このページに準拠したワークシートを、QRコンテンツ（➡本資料p.38-41）
および指導書Webサポート（➡本資料p.43-45）に収録しています。

探究TRYワークシート

「探究TRY」は大学入試にも直結！
●複数資料を根拠に論理的に記述する力が
　身につきます
テーマに対して複数の資料を読み取り、根拠をもと
に記述する学習を通して、資料読解力や論理的思考
力・記述力が身につきます。

●過去の事象を現代の課題と結びつけて
　考察する力が身につきます
歴史事象を現代の課題と結びつけて考察する問い
を通して、学んだ内容を現代社会のなかでとらえ直
すことで、総合型選抜で求められる課題探究力や、
小論文に応用できる力が身につきます。

特色
④ 資料読解を通して思考力・判断力・表現力 を養う「探究TRY」

●複数資料の読み取りや説明・議論を通して歴史の重要概念を理解し、自身の言葉で
表現する力を育む特設ページです。
●テーマを全面的に見直し、より多面的な視点で考えられる内容へ刷新しました。�
また、取り組みやすくなるよう、資料の配置や問いの流れなども工夫しています。▲ p.198-199

中学校や歴史総合、これまでの世界史探究の 
学習事項の振り返りを促しています。

1

探究活動と資料読解を促す特設・ 資料

異なる時代・地域の複数の資料から、奴隷のあり方も
多様であったことがわかります。例えば、奴隷が支配
者になった時代を取り上げ、生徒が奴隷に抱く通念を
揺るがすことで、より深い概念理解を促しています。

2



特
色
②

特
色
①

特
色
③

特
色
④

特
色
⑤

入
試
対
応

QR
コ
ン
テ
ン
ツ

関
連
教
材

試
し
読
み

特
色
④
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称
しょう

号
ごう

を授
じゅ

与
よ

された。彼
かれ

は共和政の形式を尊重し、市民のなかの第一人者

（プリンケプス）と自
じ

称
しょう

していたので、その統治は元
げん

首
しゅ

政（プリンキパトゥ

ス）とよばれる。しかし、執
しっ

政
せい

官・護民官、全軍団の最高司令官などを

兼
けん

任
にん

し、しかもその地位は世
せ

襲
しゅう

されたので、事実上、皇帝の独裁政治で

ある帝政の始まりであった。

　五
ご

賢
けん

帝
てい

時代の終わりまでの約200年間は、「ローマの平和（パクス＝ロ

マーナ）」とよばれ、政治は安定し、経済的にも繁
はん

栄
えい

した。特にトラヤヌ

ス帝のときにはダキア（現在のルーマニア周辺）とメソポタミアを征
せい

服
ふく

し、ローマ帝国は最大領域に達した。公用語はラテン語とされたが、東

方地域ではギリシア語も広く用いられた。

　首都ローマを起点に帝国各地に延びる街
かい

道
どう

網
もう

や地中海の海路が整備さ

れ、法律や貨
か

幣
へい

、度
ど

量
りょう

衡
こう

も統一されたので、帝国全土を結びつける遠
えん

隔
かく

地商業ネットワークが形成された。穀物・ぶどう酒・オリーブオイルな

どが日常的に取り引きされたほか、ヒスパニアの鉱物資源やガリアの陶
とう

器
き

などの特産品が各地に運ばれた。特にエジプト・シチリアなどの属州

からは首都ローマへ大量の小麦が供給され、首都の人口を養った。この

ような経済面での緊
きん

密
みつ

な相
そう

互
ご

依
い

存
そん

関係がローマ帝国による地中海周辺の

政治的統一を支えていたのである。この時代のローマではまだ官
かん

僚
りょう

制は

発達せず、帝国内の各地で自治を行う都市が中
ちゅう

核
かく

となって帝国の統治を

支え、経済活動を担
にな

っていた。

princeps principatus

「ローマの平和」
帝政ローマは２世紀には最大領域に達した。ローマの覇権の下で人々は平和と繁栄
を享受した。

96 ～ 180 4 QR

Pax Romana

QR p.73 3

3

2

　　五
ご

賢
けん

帝
てい
　ネルウァ、トラヤ

ヌス、ハドリアヌス、アントニ
ヌス＝ピウス、マルクス＝アウレ
リウス＝アントニヌスの５人の皇
帝を指す。

4

　 アッピア街
かい
道
どう

　前312年に
建設が始まり、最終的に全長約
540kmに達した。石で舗

ほ
装
そう

され、
軍隊の迅

じん
速
そく

な移動を可能にした。

3

世界
遺産

大 西

地

ライ
ン

ド
ナ ウ

川

川

中

海

海黒

洋
ルテティア
  （パリ）
ルテティア
  （パリ）

ローマ

シラクサシラクサ

イェルサレム

カエサリア

パルミラ
アンティオキア

アテネ

ニコメディア

ビザンティウム

アレクサンドリアアレクサンドリア

カルタゴカルタゴ

ウィンドボナ
 （ウィーン）

オスティア プテオリ

マッシリア

ガデス

セゴビア

ロンディニウム
（ロンドン）
ロンディニウム

（ロンドン）

（カディス）

ヒスパニア

アルメニア

ガリア

ゲルマニア

ダキア

トラキア

エジプト

シチリア

生薬生薬
パピルスパピルス

金 鉄

大理石

金属製品
金 鉄

リンネル

銀

革製品
生薬

鉄

銀

鉄

金

鉄

鉄

銀

銀

染料

銅

銅

大理石金属製品

金

金

銀

銀
銀

塩

塩

ろう

香水

船

金

リンネル

革製品

毛皮

毛皮
革製品

亜鉛
亜鉛

鉛
すず

鉄塩
鉄

ロ－マ帝国の最大領域（2世紀）
主な陸上交通路
主な海上交通路

陶器
ガラス
織物

穀物
オリーブオイル
ぶどう酒

木材
羊毛
家畜

馬
魚
はちみつ

赤文字
絵記号

⎫
⎬
⎭
主な産物

主な陸上交通の所要日数
　ローマ～ビザンティウム　25日
　ローマ～アンティオキア　40日
主な海上交通の所要日数
　プテオリ～アレクサンドリア　15日～20日
　オスティア～カエサリア　20日

� ���km

　　　　　　　　　
ローマはどのように共和政か
ら帝政に移り変わっていった
のか、要約しよう。

問 い 推 移

　 ローマ帝国の遠
えん
隔
かく
地商業

ネットワーク　 読み解き どこで
何が生産され、どのように輸送さ
れていると考えられるだろうか。

2

西
ア
ジ
ア

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ア
フ
リ
カ
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中学校との関連　織田信長、豊臣秀吉、鉄砲、文禄・慶長の役、朱印船、清

トガルやフィリピンを領有したスペインも参入し、日中の海商と競合した。

　このように政府の統制を超
こ
えて貿易が活発化すると、利益を求めて競

争も激化し、そのなかから軍事と商業が結びついた強力な新興勢力が台

頭した。北方では、モンゴルのアルタン王家に加えて東北の女
じょ
真
しん
人の間

でも統合が進み、また東シナ海でも海上勢力が再編されていった。日本

では、強固な家臣団を編制し領域支配を広げた戦国大名が登場し、織
お
田
だ

信
のぶ
長
なが
・豊
とよ
臣
とみ
秀
ひで
吉
よし
が鉄
てっ
砲
ぽう
を取り入れて貿易港・銀山を掌

しょう
握
あく
し全国制

せい
覇
は
を進

めた。統一を果たした秀吉は、倭
わ
寇
こう
を禁止する一方で、海外への直接進

出を図
はか
って朝

ちょう
鮮
せん
出兵を行った。このため明

みん
との関係が決定的に悪化し、

日明間の公式貿易の再開は困難になった。そこで、豊臣氏に代わって政

権を握
にぎ
った徳

とく
川
がわ
家
いえ
康
やす
は、認可を与

あた
えた朱

しゅ
印
いん
船
せん
を台
たい
湾
わん
・マカオや東南アジ

アに渡
と
航
こう
させて現地の中国商人と交易させた。日本との貿易は利益が大

きかったため、マカオのポルトガル人や、台湾に拠
きょ
点
てん
を築いたオランダ

人も日明間の中
ちゅう
継
けい
貿易に参入した。

　このような変動に対し、明では張
ちょう
居
きょ
正
せい
が政治の立て直しに努め、検地

と一
いち
条
じょう
鞭
べん
法
ぽう
の全国的施

し
行
こう
や官
かん
僚
りょう
の統制強化を進めた。しかし、中央集権

的な改革は地方の郷
きょう
紳
しん
層の反発を買い、とりわけ政治活動が盛

さか
んだった

江
こう
南
なん
は、政府批判の中心地となった。地方から税として吸い上げられた

銀は官僚・軍隊の維
い
持
じ
や北方防衛に投じられたため、貿易の活

かっ
況
きょう
や都市

の繁
はん
栄
えい
にもかかわらず、農村の窮

きゅう
乏
ぼう
が進んだ。1620年代以降、地球規

模の寒冷化で災害が多発し、農村は疲
ひ
弊
へい
したが、政争のため有効な手は

打たれず、暴動・反乱が続発した。1644年、その一つである李
り
自
じ
成
せい
の

乱によって北
ペ
京
キン
が攻
こう
略
りゃく
され、明は滅

めつ
亡
ぼう
した。

p.123

1534 ～ 82

1537 ～ 98

1592 ～ 93、97～ 98 1 QR

1542 ～ 1616 2 2

視点

1

1525 ～ 82

p.145

p.185

1631 ～ 45

　　朝
ちょう
鮮
せん
出兵　日本では文

ぶん
禄
ろく
・

慶
けい
長
ちょう
の役

えき
、朝鮮では壬

じんしん
辰・丁

てい
酉
ゆう

の倭
わ
乱
らん
という。日本軍は当初快

かい

進
しん
撃
げき
を続けたが、李

り
舜
しゅん
臣
しん
の朝鮮

水軍や明
みん
の援

えん
軍
ぐん
の反撃で苦戦し、

秀
ひで
吉
よし
の死によって撤

てっ
兵
ぺい
した。

1

　　朱
しゅ
印
いん
船
せん
　中国・ベトナム・

インド産生
き
糸
いと
などを買い入れ、銀・

銅を輸出した。貿易拠
きょ
点
てん
の港市

に居留地ができ、東南アジアに
日本町、九州に唐

とう
人
じん
町が栄えた。

2

　 17世紀初めの東アジア交易　毛皮・人参貿易を握
にぎ

る後
こう

金
きん

と金銀銅を豊富にもつ豊
とよ

臣
とみ

・徳
とく

川
がわ

政権が勢力を確立し、海上
では鄭

てい
氏一族とポルトガル・オランダなどが貿易を競

きそ
った。　 読み解き 朱

しゅ
印
いん
船
せん
の航路からわかる日本と海外との貿易品は

何だろうか。

1

スマトラ島

カリマンタン島
（ボルネオ）

ベンガル

マルク（モルッカ）
諸島

セイロン島
南
イ
ン
ド
へ

（阮氏） 江南

別子

石見（→p.145）

佐渡
甲斐

生野

台湾

スラバヤ

アチェ

マラッカ
（1641～オランダ領）

バタヴィア
（1619～）

ジョホール

広州

杭州

南京

寧波

アユタヤ
リコール

パタニ

ペグ－

北京

瀋陽

堺

長崎
坊津

平戸

松前

釜山

アンボイナ

マカッサル

マニラ

ゼーランディア
（1624～61）バンテン

プノンペンプノンペン
ホイアン

マカオ

ハノイ

吉林

天津
山海関

漢城

ブルネイ

明

バンテン王国

タウングー朝

大越シャム

フィリピン
（スペイン領）

琉球王国

朝鮮

マタラム王国

日本
蝦夷地

（�氏）

後金

���°���° ���°���°�°�° ��°��°��°��° ��°��° ���°���° ��°��°

���°���°

��°��°

南 シ ナ 海

太 　 平 　 洋

日 本 海

ア

黄
河

長チャオ
プラヤ川

江

ーム ル川

黒
竜江（

）

オホーツク海

メコン川

インド洋

マ
ラッカ
海
峡

海産物
金

金

銀銅
銀

銀

貂の
毛皮

生糸

生糸
綿布

アメリカ大陸から

陶磁器

香辛料

生糸
絹織物

薬用
人参

蘇州

1609年　�摩藩の
支配下になる

1616年
女真人のヌルハチ
が後金を建てる

1603年
江戸幕府成立

生糸

朱印船の航路
その他の交易ルート
銀の流れ
朝鮮出兵
（1592～93、97～98）

イスラーム勢力の拠点都市
ポルトガルの拠点都市
オランダの拠点都市
特産品
主な貴金属の産地金

　　　　
国際貿易の活発化は、東アジ
ア諸地域にどのような影響を
与えたのか、要約しよう。

問 い つながり

　 渡航
を許可す
る朱

しゅ
印
いん
状
じょう

2

　朱
しゅ
印
いん
船
せん
貿易の時代には、

マニラ（フィリピン）・ホイ
アン（ベトナム）・アユタヤ
（シャム）などの日本町が栄
え、商人だけでなく浪

ろう
人
にん
や

日本を追われたカトリック
教徒が活

かつ
躍
やく
した。アユタヤ

日本町の長であった山
やま
田
だ
長
なが

政
まさ
は、貿易のかたわら日本

人部隊を率いて戦い、王を
助けて活躍したが、政争で
殺された。

視点を
変えて 東南アジアの日本人

東
ア
ジ
ア

日
本
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10

15

　法家は、後に戦国諸国を統一する秦（→p.34）に重用さ
れ、その統治に大きな影

えい
響
きょう
を与

あた
えた。資料から、秦が法

家の思想をどのように活用したのか読みとろう。

法
ほう
家
か
の思想と秦

しん
の統治

　 諸
しょ
子
し
百
ひゃっ
家
か
の思想5

教や民間信
しん
仰
こう
の源流となった。各国が富国強兵を競

きそ
い、個人が活

かつ
躍
やく
の場

を求めて渡
わた
り歩く状

じょう
況
きょう
を背景にした諸子百家の活動は、統一が進むなか

で衰
おとろ
えていったが、儒家や道家などの思想は、後世まで政治や処世の指

針として大きな影
えい
響
きょう
力をもった。

　また、この時代には、周
しゅう
王室や華

か
北
ほく
各地の詩や民

みん
謡
よう
を集めた『詩

し
経
きょう
』、

長
ちょう
江
こう
流域の詩歌集『楚

そ
辞
じ
』などもまとめられ、文学の古典となるとともに、

それらの文化を共有した人々の間では、自分たちの世界を「中
ちゅう
華
か
」とする

意識ができていった。『詩経』や歴史書『春秋』は、孔子の言行をまとめた

『論
ろん
語
ご
』などとともに、後に儒学の経典として扱

あつか
われるようになる。

　春秋・戦国時代に成立したこれらの諸思想や文学は、殷
いん
代以来形づく

られてきた漢字によって書き記された。表意文字である漢字は、言語や

方言の違
ちが
いにかかわらず意味内容を記録・伝達できるため、元来異なる

風土・言語をもっていた諸地域を結びつけて、「中国」という文化的なま

とまりを形づくることに役立った。さらにこれら漢字文化の蓄
ちく
積
せき
は、中

国の思想・文化の基
き
礎
そ
となっただけでなく、やがて中国の枠

わく
を超

こ
えて、

東アジアの漢字文化圏
けん
の基

き
盤
ばん
となっていった。

p.51

キーワード

p.31、36

p.14 p.36

3

QR

p.51

漢字を用い、礼法や習慣を
共有した古代の黄

こう

河
が

中流域（中
ちゅう

原
げん

）の人々の間では、自分たち
を文化的に優

ゆう

越
えつ

する存在（中
華）とみなし、異なる文化をも
つ周囲の人々を「夷

い

狄
てき

」（北
ほく

狄
てき

・
南
なん

蛮
ばん

・東
とう

夷
い

・西
せい

戎
じゅう

）とよんで区
別する意識が形づくられた（華

か

夷
い

思想）。一方で、漢字文化や
礼は学んで身につけることも
できるため、「夷狄」とされた
人々も中華に加わることがで
きた。その結果、中華の範

はん

囲
い

は時代が下るとともに広がっ
ていった。

中
ちゅう

華
か 

　「古代の聖王の仁義をどんなに語ったところで、実
際の政治がよくなるわけではない、自国の法

はっ
度
と

をはっ
きり立て、自国の賞

しょう
罰
ばつ

を厳正にしたなら、国は豊かに
なってよく治まる。」（顕学�第五十）
　「万

ばん
民
みん

をあわれんで刑
けい

罰
ばつ

をゆるくするというのは、民衆
の歓

かん
迎
げい

することであるが、しかし国家はそれによって危
険になるのである。だから聖人が国家に法を行なう場合は、
必ず世

せ
俗
ぞく

の動向には逆らって根本の道理に従うのであ
る。」（姦劫弑臣�第十四）�〈金谷治訳注『韓非子第四冊（上段）、第一冊（下段）』〉

韓
かん
非
ぴ
の政治論史

 料

　荊軻＊1は秦王＊2を追っかけ、秦王は柱をまわって逃
に

げた。…秦国の規則として、臣下たちが御
ご

殿
てん

の上に参
上する場合には、寸鉄の武器をも持ってはならない。
郎
ろう

中
ちゅう
（宮中護衛官）たちは武器を手にしてはいるが、み

な御殿の階下（庭）に並び、お召
め

しがなければ昇
しょう

殿
でん

でき
ない。事態は急で、下の兵士たちを呼びよせるひまと
てない。それゆえ荊軻はずっと秦王を追いかける。
＊1 秦王暗殺の使命を帯びた燕の使者　＊2 後の始皇帝
� 〈小川環樹・今鷹真・福島吉彦訳『史記列伝（二）』〉

荊
けい
軻
か
の始

し
皇
こう
帝
てい
襲
しゅう
撃
げき
事件にみる秦の法史

 料

墨子

墨家 批判 批判

継承 継承

弟子

戦争など利己
行為を批判し
（非 戦）、兼 愛
（自他を区別し
ない愛）を説く

儒家

孔子
「孝」を基にした
「仁」による徳治
を説く

孟子
人の本質を善と
し（性善説）、王朝
交代（易 姓 革 命）
を正当化する

荀子
人の本質を悪
とし（性悪説）、
「礼」による教
化を説く

道家

老子

荘子
万物をあるが
まま認め、自
然の流れに逆
らわずに生き
る「無為自然」
を説く

法家

商鞅
法を政策実
現の手段と
考えて実践

韓非
法による厳
格 な 統 治
（法治主義）
を説く

縦横家

蘇秦 合従策

張儀 連衡策
外交術を説く

兵家

孫子
戦略・戦術を
論じる

陰陽家
鄒衍

陰陽五行説（世
界を陰・陽と
五要素の循環
で説明）

ぼっ    か じゅ    か どう    か

ぼく　し こう　し

もう　し

かん   ぴ

そん   し

そ    しん

ちょう    ぎ

しょう おう

ほう　か

へい　か

いん  よう　か

じゅう　おう

じゅん　し

すう  えん

ろう　し

そう　し

じん

む　い し  ぜん

えき

がっしょう

れんこう

れい

いんよう  ご  ぎょう

せい

　　　　
春
しゅん
秋
じゅう
・戦国時代に成立した思

想や文化が、後世に与えた影
響を要約しよう。

問 い つながり

読み解き 史料から、儒
じゅ

家
か

の思想と法家の思想を比べて、ど
のような点が王朝から注目されたのか考えよう。

東
ア
ジ
ア
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コラム

視点を
変えて エルトゥールル号事件

　パン＝イスラーム主義の宣
伝のため、アブデュル＝ハミ
ト２世は軍

ぐん
艦
かん
エルトゥール

ル号を日本に派
は
遣
けん
し、その

途
と
中
ちゅう
イスラーム諸国に寄港

させた。この軍艦は1890年、
日本からの帰路、熊

くま
野
の
灘
なだ
で

沈
ちん
没
ぼつ
したが、地元串

くし
本
もと
の漁

民は手厚い救
きゅう
援
えん
を行い、後

の日本とトルコの親善の端
たん

緒
しょ
となった。

款
かん
に頼

たよ
ったため、イギリスへの従属化が深まる結果となった。その一方

で、人々のイラン人としての民族意識は高まり、また、ウラマーと民衆

が手を結んで王朝権力に抵
てい
抗
こう
するようになった。

　1905年には、税制改革を発
ほっ
端
たん
として議会と憲法を求めるイラン立憲

革命が起こった。1907年に成立した憲法は、フランス人権宣言などを

取り入れ、アジアでは先進的な民主的憲法であった。しかし、列強の利

権を脅
おびや
かす財政改革をきっかけにロシアが軍事介

かい
入
にゅう
したため、革命は終

わったが、立憲思想はその後のイラン政治の発展に大きな意味をもった。

　オスマン帝国では、第１次立憲期の後、アブデュル＝ハミト２世の専

制的な政治が約30年にわたって続いた。このスルタンは、パン＝イスラー

ム主義などによってオスマン帝国の劣
れっ
勢
せい
をくつがえそうとしたため、国

外ではイスラーム世界の民衆からの支持を得た。しかし国内では諸民族

の離
り
反
はん
が進み、イギリスやフランスの進出も強まった。専制に反対し憲

法の復活を求める人々は、日
にち
露
ろ
戦争での日本の勝利やイランでの立憲革

命に鼓
こ
舞
ぶ
されて、1908年に政権を握

にぎ
った（青年トルコ革命）。この革命

は「統一と進歩委員会」（青年トルコ）が中心となり、オスマン帝国臣民の

一体化を訴えるオスマン主義に立
りっ
脚
きゃく
していた。スルタンはミドハト憲法

を復活させたが、青年トルコの決定により翌09年に廃
はい
位
い
された。

　革命政府はオスマン帝国の存続を図
はか
るために、トルコ人を中心とした

中央集権体制の強化に努めた。その過程でオスマン主義に代わって、ト

ルコ人意識に基
もと
づくトルコ民族主義がしだいに強まり、これに触

しょく
発
はつ
され

て、帝国支配下のアラブ地域ではアラブ民族主義が育つようになった。

1905～11

QR p.212

青年トルコ革命
オスマン帝国では、パン＝イスラーム主義をとる専制君主に反対して、青年トルコ革
命が起こり、オスマン主義に基づく立憲制が復活した。

p.241

AbdülhamidⅡ

位 1876～ 1909

視点

4

p.241 p.275

QR

コラム

p.330

　 ヒジャーズ鉄道　パン＝イスラー
ム主義政策として各地から寄付金が寄
せられ、1908年にダマスクスと聖地
メディナをつなぐ巡

じゅん
礼
れい

鉄道が開通した。

2

　世界の一体化は、各地域に何をもたらしたのだろうか。各地域での最も大きな変化につい
て、根拠をもとにあなたの考えを説明しよう。振り返り

の4章

節の振り返り2
この節の学習を踏まえて、p.272
の　　　　に対するあなたの
考えを説明しよう。
節の課題

　オスマン帝国では、さまざまな民族や宗教が共存していたが、近代に入り西
洋と出会うなかで、どのような形で近代国家をつくるべきかが模

も
索
さく
された。

　「領土」を重視する場合、オスマン帝国の臣民をすべてオスマン人とし、宗教
の違

ちが
いなく平等に扱

あつか
おうとした。「民族」を重視する場合は、トルコ人・アラブ

人など、民族的なつながりを強調し、
同じ民族であれば、宗教が違っても同
じ民族の同

どう
胞
ほう
とされる。これらに対し

て、再び「宗教」によるつながりを強め
て近代的なイスラーム国家をつくろう
とする考え方が、パン＝イスラーム主
義であった。「領土」「民族」「宗教」をめ
ぐる考え方の違いは、中東では現代に
至るまで大きな争点となっている。

　 駐
ちゅう
日
にち
トルコ共和国大使を

迎
むか
えての慰

い
霊
れい
式典（和歌山県）

� 〈串本町提供〉

4

オスマン主義

ト
ル
コ
民
族
主
義

パ
ン
＝
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義

オスマン帝国
に住む
トルコ人
ムスリム

「宗教」「民族」
にかかわりなく
帝国の人々は平等

「民族」
としての
トルコ人を
優先

「宗教」
としての
イスラームを
優先

　 オスマン帝国のトルコ人の国家観3

西
ア
ジ
ア
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　日本と大元ウルスの間では、文
ぶん
永
えい
・弘

こう
安
あん
の役

えき
のため

政府間の関係は開かれなかったが、民間の海上貿易は
活発に行われた。戦争時や倭

わ
寇
こう
（→p.142）の出

しゅつ
没
ぼつ
時な

どには、両国の政府が沿岸警備の強化や海外交通の統
制をしたが、それ以外の時期は海商が盛

さか
んに往来して

貿易を行った。中心地となったのは寧
ニン
波
ポー
（明

めい
州
しゅう
、元代に

は慶
けい
元
げん
）と博

はか
多
た
（→p.129）であり、博多は元軍の攻

こう
撃
げき
目

標となったにもかかわらず、戦後はすぐに繁
はん
栄
えい
が戻

もど
った。

戦争や外交を担
にな
った幕府や寺社なども、有力者が寺院

建設費の捻
ねん
出
しゅつ
の名目で貿易船を派

は
遣
けん
し、私的なかたち

で貿易を行っていた。貿易船には多くの僧
そう
が便乗して

往来し、禅
ぜん
宗
しゅう
や宋

そう
学
がく
など新しい学問や文化がもたらさ

れた。喫
きっ
茶
さ
の風習が広まったのも、禅僧を通してである。

視点を
変えて 大

だい
元
げん
ウルスと日本

れた。一方で、創立以来従ってきた遊牧集団や早くから服従した勢力も

尊重されており、帝国の中
ちゅう

枢
すう

は、世
せ

襲
しゅう

と実力とのバランスのとれた、多

元的で開放的なしくみによって運営されていた。統治においては徴
ちょう

税
ぜい

と

治安維
い

持
じ

に重点を置き、在来の社会や文化にはほとんど干
かん

渉
しょう

しなかった。

西方のジョチ家・チャガタイ家・フレグ家のウルスでは、支配者である

モンゴルの方が逆に現地の文化の影
えい

響
きょう

を受けてトルコ化・イスラーム化

し、統治下の社会に根を下ろしていった。 

　騎
き

馬
ば

軍事力を力の源泉としつつ広域支配・定住民統治の経験を蓄
たくわ

えて

きた中央ユーラシアの遊牧国家は、モンゴル帝国の登場で直接ユーラシ

アの大半を政治的に統合するに至った。モンゴル帝国の下
もと

で大成された

広域支配のあり方と各ウルスの領域は、その後の時代にも受け継
つ

がれた。

　大元ウルスは1276年に南
なん

宋
そう

を下し、中央ユーラシアの王権として初

めて華
か

中
ちゅう

・華南を直接支配した。南宋の造船・航海技術や海洋知識を吸

収したモンゴルは、東南アジア・インド洋への進出を図
はか

った。南方では

大
だい

越
えつ
（陳

ちん
朝）・チャンパー・パガン朝・ジャワ島に遠

えん
征
せい

軍を送り、東方で

は２回にわたって日本に出兵した（文
ぶん

永
えい

・弘
こう

安
あん

の役
えき

）。これらは多くの場

合、強い抵
てい

抗
こう

に遭
あ

って撤
てっ

兵
ぺい

することとなったが、もともと征
せい

服
ふく

ではなく

通商の拡大と交易路の確保が目的であったため、13世紀末にはほとん

どの地域が大元ウルスと通交・通商関係をもつようになった。これによ

り、杭
こう
州
しゅう

・泉
せん
州
しゅう

・広
こう
州
しゅう

などの港
こう

市
し

が海上貿易で繁
はん

栄
えい

し、交通や物流は海

運や大運河によって華北や内陸部とも結ばれた。こうしてモンゴル帝国

は、陸上だけでなく海上交通をも支配する帝国へと発展していった。 

　大元ウルスでは、制度上は金
きん

・南宋の官
かん

僚
りょう

制・地方行政単位が引き継

4

コラム

p.163

p.39

大元ウルスとユーラシア東部
華北と江南を統合した大元ウルスは海の道にも進出し、交通・貿易網は陸海に広が
った。モンゴル主導の下で柔軟な人材登用と寛容な宗教観に基づく統治が行われた。

p.125

p.133

1274、1281

視点

p.127 p.130

5

　　「モンゴル」の概
がい
念
ねん
　モンゴ

ルとはもともと集団名であり、
次いで国家名として使われ、現
在のような民族名ではなかった。
帝国の支配層に加われば、出身
にかかわらずモンゴルとして扱

あつか

われた。

4

　　地方単位としての省　モン
ゴルは、中国支配に際し中央政
府の中

ちゅう
書
しょ
省
しょう
と同格の行

こう
中
ちゅう
書
しょ
省
しょう
を

各地に置いて地方統治にあたら
せた。これは従来よりはるかに
広い範

はん
囲
い
を管

かん
轄
かつ
し、現在の中国

の行政区分の省の起源となった。

5

　 元軍と戦う日本の武士　元軍は、モンゴル・女
じょ

真
しん

・高
こう

麗
らい

・
南
なん

宋
そう

などさまざまな出身者の混成であった。日本側は元軍の
集団戦法や火薬兵器に苦戦したが、元軍も日本側が築いた防

ぼう

塁
るい

に上陸をはばまれた。 〈『蒙古襲来絵詞』〉

2

　　　　
モンゴル帝国は、広大な領域
に住む多様な人々をどのよう
に統治したのか、要約しよう。

問 い つながり

　男性が全員騎
き
兵
へい
となる遊

牧民の社会は、父系の血筋
を中心に組み立てられてい
たが、家政を取りしきり、
出
しゅっ
征
せい
中の留守を守る女性も、

財産管理権をもつなど強い
立場にあった。モンゴル帝
国では、オゴデイの没

ぼつ
後
ご
な

どに、次のハーンが大集会
（クリルタイ）で選出される
までの間、妃

きさき
が皇太后となっ

て国政を代行した。

コラム

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア

東
ア
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中学校との関連　イェルサレム、十字軍

　11世紀、ヨーロッパで十字軍の運動が起こり、地中海東岸にイェル

サレム王国をはじめとする十字軍国家が建設された。そのとき、セル

ジューク朝はスルタン位をめぐる一族内の争いからいくつかの小王朝に

解体しており、積極的な対応をとることがなかった。このような状
じょう

況
きょう

で、

シリアの地方政権から現れたクルド人のサラディン（サラーフ＝アッ

ディーン）は、ファーティマ朝を滅
ほろ

ぼしてスンナ派のアイユーブ朝を開

き、十字軍に対
たい

抗
こう

することを主張してイェルサレムを奪
だっ

回
かい

した。

　一方、西進してきたモンゴル勢力がバグダードを攻
せ

め落とし、カリフ

を殺害してアッバース朝を滅ぼした。アイユーブ朝をクーデタで滅ぼし

た奴
ど

隷
れい

軍団（マムルーク）は、マムルーク朝を建設し、シリアでモンゴル

軍を撃
げき

退
たい

した。またアッバース家の一員をカイロに招いてかたちだけの

カリフに据
す

え、その守護者としてふるまい、聖地メッカとメディナも支

配下に置いた。こうしてマムルーク朝は、イスラームの防衛者としての

地位を固め、奴隷軍人出身のスルタンによる支配を確立した。 

　アイユーブ朝とマムルーク朝は、国家の基
き

盤
ばん

としてエジプトとシリア

にイクター制を施
し

行
こう

した。また首都カイロでは盛
さか

んに建築を行った。こ

の時期、地中海とインド洋を結ぶ交易ルートが、ティグリス川とペルシ

ア湾
わん

を使ったバグダード経由のルートからナイル川と紅海を結ぶカイロ

経由のルートに移ったことから、カイロは国際交易の一大拠
きょ

点
てん

となった。

カイロは経済的・文化的中心地として繁
はん

栄
えい

し、巨
きょ

大
だい

都市に発展した。

　イベリア半島は、11世紀には小王朝の分立状態にあり、キリスト教

十字軍・モンゴルとの対立
十字軍とモンゴルの進出に対してイスラーム世界はその領土の防衛を迫られ、その
なかでアイユーブ朝とマムルーク朝が成立した。

p.113 視点
Jerusalem

1099 ～ 1291

1

p.290

Saladin

位 1169～ 93 QR

Salah al-Din

Ayyūb

1169 ～ 1250

p.103 5

p.135

2 p.199 QR

Mamlūk

1250 ～ 1517 QR

p.91

iqtā‘

3

4

イベリア半島・北アフリカにおけるイスラーム
北アフリカのイスラーム王朝がイベリア半島でキリスト教勢力に対抗したが、やが
てキリスト教勢力がその地の征服を完了した。 

　　セルジューク朝の小アジア
支配　セルジューク朝の成立に
より、トルコ系諸集団の西進は
さらに容易になった。特にセル
ジューク朝の王族がルーム＝セル
ジューク朝を小アジアに建てた
ことで、この地に多くのトルコ
系集団が定着してイスラーム文
化が根づき、後のオスマン帝国
（→p.164）成立の下地となった。

1

　　マムルーク　中央アジアの
トルコ系遊牧民などを中心とす
る奴

ど
隷
れい
。幼少のうちに購

こう
入
にゅう
され、

エリート軍人としての教育や訓
練を受けて育てられた（→p.198）。

2

　　イクター制　軍人が、給
きゅう
与
よ

の代わりに農地の管理権と徴
ちょう
税
ぜい

権を与
あた
えられる制度。代

だい
償
しょう
に軍

事奉
ほう
仕
し
が義務づけられた。ブワ

イフ朝に始まり、諸王朝が継
けい
承
しょう

した制度で、軍人による支配体
制の基

き
礎
そ
となった。

3

　　イスラーム商人の保護　マ
ムルーク朝は、カイロで香

こう
辛
しん
料
りょう

を扱
あつか
う国際商人などを保護し、

また紅海からインド洋に至る交
易路の繁

はん
栄
えい
を促

うなが
した。

4

　イェルサレムは、ユダヤ教にとっては神
しん

殿
でん

があった神の町であり、キリスト教に
とってはイエスが処

しょ
刑
けい

された聖地である。イスラームでは、ムハンマドの天国訪問
の奇

き
跡
せき

を象
しょう

徴
ちょう

する土地とされた。三つの宗教の聖地とされたこの町では、それぞれ
の信者が共存していたが、しばしば、争

そう
奪
だつ

戦争の対象ともなった。十字軍運動はそ
の代表的なものであり、ヨーロッパ西部のキリスト教徒は、ムスリムの手からこの
地を奪

うば
うため軍事遠

えん
征
せい

を繰
く

り返した。 

視点を
変えて 聖地イェルサレムをめぐる争い

　キリストの伝令として、…こう説い
ていただきたい。…邪

じゃ
悪
あく
な民族をわれ

われの土地から追い払
はら
うため、キリス

トの崇
すう
拝
はい
者たちを、機を逸

いっ
せず助ける

べく努めるようにと。
� 〈渡邉浩訳、歴史学研究会編『世界史史料５』〉

　神の満足とともに、朗報を喜べ。神は
…この地が多神教徒の手の中で100年近
くの間穢

けが
された後、イスラームというふ

さわしき場所に戻
もど
し、神の名を唱え称

たた
え

ることができるようこの街を清められた。

教皇ウルバヌス２世の演説（1095年） サラディンの演説（1187年）

　　　　
11世紀にカイロがイスラー
ム世界の中心都市となった背
景を、要約しよう。

問 い つながり

　 イェルサレムの岩のドーム　
イスラームの聖所にウマイヤ朝
が建設したもので、ほぼ同じ場
所にユダヤ教・キリスト教のそ
れぞれの聖所が存在する。 

1

世界
遺産

西
ア
ジ
ア

ア
フ
リ
カ
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　女性差別が問題視され、その撤
てっ
廃
ぱい
を目指す理念が広が

り始めるのは、ようやく18世紀後半になってからである。
その背景には、基本的人権や「法の下

もと
の平等」などを掲

かか
げ

るアメリカ独立戦争（→p.210）とフランス革命（→p.212）
の展開があった。平等を追求しようとすれば、男女平等
も課題になることは自明だった。
　しかし19世紀に入っても、「法の下の平等」の核

かく
心
しん
であ

る女性選挙権は実現しなかった。大きな転機が訪
おとず
れるの

は19世紀末以降である。家庭外で働く女性が増加し、こ
れまで有産市民層出身の少数の女性によって担

にな
われてき

た女性選挙権運動に加わったのである。選挙権を求める
女性たちの声は、第一次世界大戦下の総力戦（→p.283）
で銃

じゅう
後
ご
を担って以降、ますます大きくなった。

とが必要になったのである。この動きを受け、1920年には女性選挙権 

が認められた。世界初の商業用ラジオ放送は、この時の大統領選挙の開

票速報だった。こうして1920年代のアメリカにおいて、大衆の動向が

政治・経済・文化に大きな影
えい

響
きょう

を及
およ

ぼす社会（大衆社会）が出現した。

　しかしアメリカは、国際政治面では世界の中心にならなかった。民主

党は国際連盟への加盟を唱えるものの、国民は大陸外への政治関
かん

与
よ

に消

極的であり続けた。国内政治も、女性選挙権問題を除いて、国民は保守

的だった。経済繁栄のなかで革新主義の運動は衰
すい

退
たい

し、労働運動・社会

主義運動も、弾
だん

圧
あつ

をはね返すほどの勢いはなかった。イギリス系白人エ

リート層のワスプ（WASP）の間で、黒人やアジア人、南欧・東欧から

の新移民を差別する風潮が高まった。人数制限の移民法や禁酒法は、ワ

スプにみられる保守的な思想の産物だった。こうして、孤
こ

立
りつ

主義を唱え

る共和党が保守層をまとめあげ、1920年代の大統領選挙に連勝した。

　アメリカ経済が躍
やく

進
しん

する一方で、大戦後の西欧諸国は経済不
ふ

振
しん

にあえ

いだ。「ヨーロッパの没
ぼつ

落
らく

」をヨーロッパ人自身が意識し、時代に応じた

変革の必要性が語られた。総力戦を担
にな

った国民の政治参加要求に応える

必要があったことも、この変革を後
あと

押
お

しした。

　イギリスでは選挙法改正によって女性選挙権が実現した。また、労働

党党首マクドナルドを首班とする内閣が誕生し、労働党（自由党の協力

を得る場合が多かった）と、保守党の二大政党制が始まった。

　またイギリスは、帝国の再編にも取り組み、北アイルランドを除くア

イルランドを、1922年に自治領として承
しょう

認
にん

した（アイルランド自由国）。

次いでイギリス帝国会議において、すべての自治領を本国と対等の国家

p.283、341

視点

キーワード p.259

p.288

p.205

p.265

QR

コラム 1924 1919〜 33

p.282

「ヨーロッパの没落」への対処と平和への模索
世界の経済的・政治的中心でなくなった西欧主要国は、幅広い国民の政治参加や、
帝国の再編と協調外交などで、新しい状況に対処しようとした。

p.221 1
MacDonald

1866 〜 1937

p.262

p.262 2

1926 p.262

　　選挙法改正　第４回選挙法
改正（1918年）で、21歳

さい
以上の

男性と、30歳
さい
以上の女性に選挙

権が与
あた
えられた。第５回選挙法

改正（1928年）で21歳以上の女
性も選挙権を獲

かく
得
とく
した。

1

　　アイルランド自由国　急進
的な反英政党シン＝フェイン党が
1919年に独立を宣言した。そし
て、1937年にイギリス連

れん
邦
ぽう
から

事実上脱
だっ
退
たい
し、アイルランド語

のエーレ（エール）を公式名とす
るようになった。1949年に連邦
から正式に脱退してアイルラン
ドを名乗り、エーレと同じく公

こう

称
しょう
となった。

2

　 女性選挙権を求めるポスター
（1919年、アメリカ） 読み解き 図
　は何が書かれているのだろうか。

4

4

　 女性選挙権の獲
かく

得
とく

年
5

ニュージーランド
オーストラリア
フィンランド
ノルウェー
ロシア（ソ連）
イギリス・ドイツ
オーストリア
オランダ
アメリカ
モンゴル
トルコ
フランス
イタリア・日本
中華民国
スイス

1893年
1902
06
13
17
18
19

20
24
34
44
45
47
71

20世紀以降の社会は、19世
紀以前の社会との比

ひ

較
かく

で「大衆
社会」とよばれる。大量生産と
大量消費によって生活様式の
平均化・画一化が進行した。
また、大衆の政治参加が進む
と同時に、マスコミュニケー
ションの発達によって世論操
作の危険が伴

ともな

うようになった。

大衆社会
 

　　　　
ワスプなどにみられる保守的
な思想が、1920年代のアメ
リカの外交や国内政治に与え
た影響について要約しよう。

問 い つながり

着色着色
資料資料

視点を
変えて 女性の社会進出と選挙権運動

ア
メ
リ
カ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

特色
④ 本文の理解を助ける充実の地図・構造図・ コラム

地図を大小合わせて196図掲載（1見開き当たり約1図）。
地図読解力を育みつつ、歴史の舞台や地域の結びつきを確認しながら学習できます。 さまざまな立場に焦点を当て、多面的・多角的に世界史を考察するコラムです。

構造図を各所に設置し、文章だけではつかみにくい複雑な内容を視覚的に
理解できるようにしています。要点を整理しながら学びを進められます。

▶ p.75 2　
ローマ帝国の遠隔地商業ネットワーク

▶ p.104

▶ p.137

◀ p.299

▶ p.33 5　諸子百家の思想

▼p.279 3
　オスマン帝国のトルコ人の国家観

▶ p.148 1　
17世紀初めの東アジア交易

探究活動と資料読解を促す特設・ 資料

主な産物を絵記号で示すことで、視
覚的に各地の産物を確認できます。
また、海と陸のネットワークの広が
りや結節点もとらえられます。

1

諸子百家の主な思想と関係性を
端的にとらえられます。

3

文章だけでは難解な「オスマン主
義」「トルコ民主主義」「パン=イス
ラーム主義」について整理でき
ます。

4

日本列島から東・東南アジ
ア沿海部を一望できる地
図で、海上交易のルートを
とらえられます。

2

現代の問題につな
がるトピックを、多
様な主張とともに
考察できます。

5

世界の動きと日本
の動きがどのよう
に関連してきたの
かがわかります。

6

大学入試での出題
が増えている女性
史も数多く取り上
げています。

7

地図 コラム
「視点を変えて」

構造図

●B5判の紙面を生かし、本文の周囲にさまざまな
種類の資料・コラムを掲載しています。

その他、下記コラムも随所に設置しています。
　　　 …世界史学習の際に押さえておきたい概念を解説したコラムです。
　　　 …当時の社会の様相や、世界を結びつけたものなどに焦点を当てたコラムです。

3

 

コンテンツ コンテンツの内容
一問一答 章や節の学習の項目に対応した、一問一答形式の問題と解答
演習問題 選択問題や論述などの、より発展的な演習問題と解答・解説
用語解説 学習の基本となる用語の解説（本文行間�QR）
動画 掲載している図版や本文に関連する当時の映像（QR

動 画、本文行間�動画）
NHK�for�School 世界史探究の学習に関連するNHK�for�Schoolの動画へのリンク集
文化整理表 特設「文化からみる当時の社会」や文化の学習に関連する整理表
見通し・振り返りシート 部の導入（見通し）・章や節の学習・まとめと展望（振り返り）に対応したワークシート
探究TRYワークシート 特設「探究TRY」に対応したワークシート
地図 特設「結びつく世界」に掲載している地図（QR ）
思考ツール・白地図 11種類の思考ツールの解説動画とワークシート、および白地図集
外部リンク 主体的な学習に最適な外部ウェブサイトへのリンク集

https://�ここにリンク用のURLが入ります

※�QRコードを読み取り、表示されたウェブサイトにアクセスした際には、通信料がかか
る場合があります。Wi-Fi環境での使用をお勧めします。
※QRコードは、（株）デンソーウェーブの登録商標です。

　左のQRコードをタブレットやスマートフォンで
読み取ると、本書の内容に関連する下のコンテンツ
を利用することができます。以下のアドレスからも、
QRコンテンツにアクセスすることができます。↑コンテンツメニュー

QRコンテンツの活用

●より使いやすくするために
ページ各所に設置されたマーク
1 、 1、史料、視点、キーワード、コラム、p.○○�本文の行間では、本文に関連する側注・図版・コラムや参照ページを
示しています。
　　　　　�資料の着眼点や読み解く視点を示しています。
世界
遺産�ユネスコの世界遺産を示しています。　着色着色

資料資料�モノクロの絵や写真で、後にカラー化したものを示しています。
読み解き

●表記の注意
❶国名の表記…記述の便宜上、国名を慣用に従って、次のように記す場合があります。（アメリカ合衆国は原則として、アメリカ
と表記しています。）　米…アメリカ　英…イギリス　伊…イタリア　墺…オーストリア　印…インド　蘭…オランダ　土…トルコ
露…ロシア　ソ…ソ連　独…ドイツ　西…スペイン　仏…フランス　普…プロイセン
❷地名の表記…地名は、原則として、現地の表現に近づけて表記しています。慣例で表記されてきた用語は、教科書の初出で併
記するようにしています。ただし、中国地名は日本語での表記や慣例での表記を優先しています。
❸人名の表記…人名は、原則として日本語で表記しています。慣例で表記された用語は、教科書の初出で併記しています。ただし、
朝鮮半島の人物は第二次世界大戦までは日本語での表記を優先し、その後は現地での呼び方にしています。

　世界史を学習する際に必要な概
がい

念
ねん

を解説したコラムです。（全30テーマ）

民族������������ ９
文化と文明���������16
中華������������33
皇帝（中国）���������34
冊封と朝貢���������37
遊牧国家����������39
港市国家����������60
世界帝国����������62

市民（ギリシア・ローマ）���65
共和政と民主政�������72
主権国家��������� 179
重商主義��������� 179
立憲君主政（制）������ 188
資本・資本家������� 208
ブルジョワジー������ 211
国民国家��������� 216

ナショナリズム������ 216
自由主義思想������� 219
社会主義��������� 229
直轄領と保護国（領）���� 247
帝国主義��������� 260
列強����������� 260
民族自決��������� 285
債務国・債権国・借款��� 298

大衆社会��������� 299
中間層���������� 302
ファシズム�������� 303
全体主義��������� 305
テロ����������� 338
グローバル化������� 353

ここに
QRコード
が入ります

　当時の社会の様相や世界を結びつけたものなどに焦
しょう

点
てん

を当てたコラムです。
コラム

3

 

コンテンツ コンテンツの内容
一問一答 章や節の学習の項目に対応した、一問一答形式の問題と解答
演習問題 選択問題や論述などの、より発展的な演習問題と解答・解説
用語解説 学習の基本となる用語の解説（本文行間�QR）
動画 掲載している図版や本文に関連する当時の映像（QR

動 画、本文行間�動画）
NHK�for�School 世界史探究の学習に関連するNHK�for�Schoolの動画へのリンク集
文化整理表 特設「文化からみる当時の社会」や文化の学習に関連する整理表
見通し・振り返りシート 部の導入（見通し）・章や節の学習・まとめと展望（振り返り）に対応したワークシート
探究TRYワークシート 特設「探究TRY」に対応したワークシート
地図 特設「結びつく世界」に掲載している地図（QR ）
思考ツール・白地図 11種類の思考ツールの解説動画とワークシート、および白地図集
外部リンク 主体的な学習に最適な外部ウェブサイトへのリンク集

https://�ここにリンク用のURLが入ります

※�QRコードを読み取り、表示されたウェブサイトにアクセスした際には、通信料がかか
る場合があります。Wi-Fi環境での使用をお勧めします。

※QRコードは、（株）デンソーウェーブの登録商標です。

　左のQRコードをタブレットやスマートフォンで
読み取ると、本書の内容に関連する下のコンテンツ
を利用することができます。以下のアドレスからも、
QRコンテンツにアクセスすることができます。↑コンテンツメニュー

QRコンテンツの活用

●より使いやすくするために
ページ各所に設置されたマーク
1 、 1、史料、視点、キーワード、コラム、p.○○�本文の行間では、本文に関連する側注・図版・コラムや参照ページを
示しています。
　　　　　�資料の着眼点や読み解く視点を示しています。
世界
遺産�ユネスコの世界遺産を示しています。　着色着色

資料資料�モノクロの絵や写真で、後にカラー化したものを示しています。
読み解き

●表記の注意
❶国名の表記…記述の便宜上、国名を慣用に従って、次のように記す場合があります。（アメリカ合衆国は原則として、アメリカ
と表記しています。）　米…アメリカ　英…イギリス　伊…イタリア　墺…オーストリア　印…インド　蘭…オランダ　土…トルコ
露…ロシア　ソ…ソ連　独…ドイツ　西…スペイン　仏…フランス　普…プロイセン
❷地名の表記…地名は、原則として、現地の表現に近づけて表記しています。慣例で表記されてきた用語は、教科書の初出で併
記するようにしています。ただし、中国地名は日本語での表記や慣例での表記を優先しています。
❸人名の表記…人名は、原則として日本語で表記しています。慣例で表記された用語は、教科書の初出で併記しています。ただし、
朝鮮半島の人物は第二次世界大戦までは日本語での表記を優先し、その後は現地での呼び方にしています。

　世界史を学習する際に必要な概
がい

念
ねん

を解説したコラムです。（全30テーマ）

民族������������ ９
文化と文明���������16
中華������������33
皇帝（中国）���������34
冊封と朝貢���������37
遊牧国家����������39
港市国家����������60
世界帝国����������62

市民（ギリシア・ローマ）���65
共和政と民主政�������72
主権国家��������� 179
重商主義��������� 179
立憲君主政（制）������ 188
資本・資本家������� 208
ブルジョワジー������ 211
国民国家��������� 216

ナショナリズム������ 216
自由主義思想������� 219
社会主義��������� 229
直轄領と保護国（領）���� 247
帝国主義��������� 260
列強����������� 260
民族自決��������� 285
債務国・債権国・借款��� 298

大衆社会��������� 299
中間層���������� 302
ファシズム�������� 303
全体主義��������� 305
テロ����������� 338
グローバル化������� 353

ここに
QRコード
が入ります

　当時の社会の様相や世界を結びつけたものなどに焦
しょう

点
てん

を当てたコラムです。
コラム



特
色
②

特
色
①

特
色
③

特
色
④

特
色
⑤

入
試
対
応

QR
コ
ン
テ
ン
ツ

関
連
教
材

試
し
読
み

特
色
④

24 25

特色
④ 資料読解の技能を養う「読み解き」

▲ p.182 2

▲ p.207 4

◀ p.40 上部

▼ p.331 2  3

探究活動と資料読解を促す特設・ 資料

「工場労働者が増えた」という本文に関
連して、鉱工業に従事する職業構成割
合の増加をグラフから読み取れます。

2

読み解き の解答例や解答のポイ
ントは指導資料（➡本資料p.42）に
掲載しています。

6

単体資料の「読み解き」 同じ種類の資料どうしを比較・関連づける「読み解き」

種類の異なる複数の資料を　　比較・関連づける「読み解き」

●資料読解を促す問い 読み解き を全183か所（1見開き当たり約1か所）設置しています。
●資料の着眼点を示すことで、資料への理解を広げつつ、読解能力も育めるようにしています。
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中学校との関連　ピューリタン

進出し、ニューネーデルラント植民地をつくるなどして、環
かん

大西洋経済

で最も重要な位置を占
し

めた。またアムステルダムは、ヨーロッパ世界の

商業および金
きん

融
ゆう

における中心となった。貿易や経済において、ヨーロッ

パ内で優位に立ち、自由競争が有利になったため、グロティウスが『海

洋自由論』を著
あらわ

すなど、重商主義の視点から保護貿易に反対する姿勢も

示された。領地の収入を重視する貴族ではなく、商人貴族が支配する自

由な雰
ふん

囲
い

気
き

のなかで、文化や芸術も発展した。

　貴族の力を抑
おさ

えて主権国家を目指したイギリスでは、離
り

婚
こん

問題でロー

マ教皇と対立したテューダー朝のヘンリ８世が、ローマ教皇ではなく、

みずからを教会の最高権
けん

威
い

にする国王至上法（首長法）を1534年に制定

し、イギリス国教会を創設した。この宗教改革によってイギリスはプロ

テスタント体制をとることになった。

　これにより、それまでローマ教皇庁に納められていた税などが、国王

の収入とされた。プロテスタントは修道院の意義を否定したため、ヘン

リ８世は修道院を解散させ、膨
ぼう

大
だい

な土地・財産を没
ぼっ

収
しゅう

した。財政を補う

ために売
ばい

却
きゃく

されたこれらの土地を取得したのがジェントリとよばれた新

興地主階層で、彼
かれ

らを中心に、新しい官
かん

僚
りょう

組織が整備された。

　ヘンリ８世時代のイギリスでは、当時、世界市場の中心であったアン

トウェルペンへの毛織物輸出が急速に成長し、原料の羊毛を生産するた

めに囲い込
こ
み（エンクロージャー）が生じた。経営活動に熱心なジェント

リは、旧来の上流階層である貴族とともにジェントルマン階級を構成し、

16世紀以降のイギリスの政治・経済・社会を活性化させた。

　メアリ１世によって一時カトリックが復活したが、1558年に即
そく

位
い

し

1

Grotius

1583 ～ 1645

p.179

2 p.192

イギリスの宗教改革と主権国家の成立
宗教改革の動きは16世紀のイギリスにも波及し、国王主導の改革によって、主権国
家が成立し、新興地主階級による官僚組織も整備された。

Henry Ⅷ

位 1509～ 47 1

1534

gentry

3

p.180 4

5

enclosure

6 QR

Mary Ⅰ

位 1553～ 58

　　オランダ人の南北アメリカ
進出　オランダ人は、北米では
植民地のニューアムステルダム
を中心に活動し、ポルトガル領
のブラジルでも、砂糖生産の実
権を握

にぎ
り、大西洋三角貿易（→ 

p.197）にも加わるなど、全世界
に商業網

もう
を張りめぐらせた。

1

　　オランダの文化　自由主義
と宗教的寛

かん
容
よう

が広がり、ヨーロッ
パ各地から、デカルト（→p.194）
など外国人学者が集まり、国際
的な文化が花開いた。グロティ
ウスは『戦争と平和の法』も著

あらわ
し、

「国際法の父」とよばれた。

2

　　新しい官
かん
僚
りょう
組織　新興の

ジェントリは、旧来の貴族に代
わって、地方の統治を担

にな
った。

彼
かれ

らは国王から任命された治安
判事として裁判を行い、行政を
つかさどって、地方統治の要と
なった。地方の軍備は、新しく
設けられた「統

とう
監
かん

」が統
とう

括
かつ

し、特
にスペインとの戦争に対応する
ための権限が与

あた
えられた。

3

　　16～18世紀のヨーロッパ
の手工業　商人が、職人に原料
や道具を前貸しする問屋制の家
内工業が広がった。また、大勢
の労働者を作業場に集めて分業
生産を行う工場制手工業（マニュ
ファクチュア）が重要な役割を果
たしたという考えもある。

4

　 ヘンリ８世の宗
教改革の寓

ぐう
意
い
画　剣

けん

を持った王座のヘンリ
８世が、改革派のカン
タベリ大主教に、宗教
改革の象

しょう
徴
ちょう

としての英
訳聖書を渡

わた
している。

読み解き ヘンリ８世
がローマ教皇を踏

ふ
みつ

けているのは、イギリ
スのどのような状

じょう
況
きょう

を
表しているだろうか。

1

　 エリザベス１世　背景にはスペインに勝利し
たアルマダの海戦（→p.180）が描

えが
かれている。

読み解き 女王は地球儀
ぎ
に手を置き、支配欲を示し

ているが、手を置いている地域はどこだろうか。

2

ヘンリ８世

ローマ教皇

英訳聖書

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
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４部１章１節　世界で最初の工業化

　イギリス綿織物工業では、原料の綿花は、初めはカリブ海地域、次い

でアメリカ南部の奴
ど
隷
れい
制プランテーションからもたらされた。世界最大

の綿織物生産地であったインドも、しだいに織物生産を抑
よく
制
せい
され、綿花

の供給地となった。綿織物は、アフリカへ輸出して奴隷と交
こう
換
かん
もされた

ため、初期の綿織物業は、綿花の入手と製品を売る市場の両面で、大西

洋三角貿易と深く関連していた。こうした貿易の利益も、工場の建設な

どにあてられた。このため大西洋三角貿易の中心であった港町リヴァ

プールに近いマンチェスターが、綿織物工業の中心になった。

　産業革命の初期に発達したのは、綿織物や陶
とう
器
き
のような日用品をつく

る軽工業であった。しかし、社会的な影
えい
響
きょう
がより大きかったのは、鉄鋼

業などの重工業や交通手段の革命であった。

　18世紀初めに、ダービーによって石炭を加工したコークスを燃料に

用いた製鉄法が開発され、木炭から石炭へと工業用燃料が転
てん
換
かん
した。さ

らに強度の高い鋼鉄もコークスによって製造されるようになると、鉄の

生産量は急速に増え、鉄製の機械が普及していった。鉄や石炭の運
うん
搬
ぱん
の

ために、交通手段の改善が不可欠となり、有料道路や運河が建設された。

　炭
たん
坑
こう
の排

はい
水
すい
用の据

す
え置き型蒸気機関は、ワットによって改良され、多

方面に利用されたが、スティーヴンソンが1825年に実用化した蒸気機

関車は画期的で、急速に普及し1850年前後には全国的な鉄道網
もう
が完成

した（交通革命）。交通革命は、人と物の動きを活発にし、新たな都市を

生み出した。鉄道は重要な輸出品として世界中に広がった。1807年に

アメリカ人のフルトンが実用化した河
か
川
せん
用の蒸気船は、石炭のエネル

ギー効率の悪さや補給の困難を克
こく
服
ふく
し、長距

きょ
離
り
航路でも普及していった。

　イギリスに起こった産業革命は先例となり、1830年代にはフランス

やベルギーで、次いでドイツ西部や南北戦争後のアメリカでも生じた。

19世紀末には、ロシアや、明治維
い
新
しん
後の日本、統一後のイタリアなど

p.216

p.245

p.197

鉄・石炭の産業革命と交通革命
繊維産業などの軽工業から始まった産業革命は、鉄鋼業など重工業にも広がり、交
通手段の改善なども進んだ。また産業革命は世界に広がっていった。

6
Darby

1677 ～ 1717

3

Watt

1736 ～ 1819
Stephenson

1781 ～ 1848

5

Fulton

1765 ～ 1815

p.237

p.266 p.253 p.233

　　木炭から石炭へ　イギリス
では16世紀にもかなりの鉄がつ
くられたが、燃料は木炭だった。
木炭の火力は弱いため、膨

ぼう
大
だい

な
量が必要となり、イギリスの森
は次々と伐

ばっ
採
さい

されて、歴史上「森
林の枯

こ
渇
かつ

」として知られる環
かん

境
きょう

破
は

壊
かい

が起こった。一方、石炭をそ
のまま燃料にしても良質の鉄を
つくることはできなかった。そ
こでダービーは、石炭を加工し
た火力の強いコークスを燃料と
し、強度が増した鉄をつくるこ
とができる製鉄法を発明した。

3

　 イギリスの職業構成　 読み解き イギリスの
職業構成はどのように変化しているだろうか。
4

　 鉄道の普
ふ
及
きゅう

　蒸気機関車はト
レヴィシックによって発明されてい
たが、実用的なものではなかった。
1825年にストックトン・アンド・
ダーリントン鉄道のためにスティー
ヴンソンが製作したロコモーション
号 に よ っ て 実 用 化 に 向 か っ た。
1830年に開通したリヴァプール～
マンチェスター間の鉄道が、最初の
本格的な営業運転とされている。

5

　　　　
イギリスの産業革命の展開
と、他国への波

は

及
きゅう

について要
約しよう。

問 い 推 移

農業・漁業
35.9％

28.4

22.2

18.7 43.6 16.6 14.3 6.8

鉱工業
29.7

商業
運輸
11.2

家内
奉公
11.5

その
他

11.7

38.4 12.1 12.7 8.4

40.5 14.2 14.5 8.6

1801

1821

1841

1861
　年

〈British Economic Growth 1688-1959〉

　 産業革命期の主な発明6

年

1709
12
33
64
65
68
79
85
93

1807
14
25
30
　

主な発明

ダービー
ニューコメン
ジョン�ケイ
ハーグリーヴズ
ワット
アークライト
クロンプトン
カートライト
ホイットニー（米）
フルトン（米）
スティーヴンソン
スティーヴンソン
リヴァプール～マンチェスター間鉄道
開通

コークス製鉄法を発明
蒸気機関を実用化
飛び梭を発明
ジェニー紡績機を発明
蒸気機関の改良（～69）
水力紡績機を発明
ミュール紡績機を発明
力織機を発明
綿繰機を発明
蒸気船実用化
蒸気機関車試運転
蒸気機関車実用化

ひと

りきしょっ き

わたくり

ストックトンストックトン
ダーリントンダーリントン

ロンドンロンドン

エディンバラエディンバラ

バーミンガムバーミンガム

マンチェスターマンチェスター

ノッティンガムノッティンガム

リヴァプールリヴァプール

グラスゴーグラスゴー

北

海
ランカシャーランカシャー

鉄道（～1836年）
鉄道（～1852年）
運河
人口20万以上
の都市（1850年）
石炭層

� ���km

ア
メ
リ
カ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

絵画 グラフ 文章史料
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中学校との関連　漢、シルク＝ロード

その出身集団の力が衰
おとろ

えるとたちまち解体して、別の指導者・部族に従

い新たなまとまりをつくった。指導者に求められる実力主義や集団の柔
じゅう

軟
なん

性といった特質は、遊牧国家の成長の原因にも解体の原因にもなった。

　草原地帯では、早くも前1000年ごろには東のモンゴル高原から西の

南ロシア草原までが一つの文化的まとまりをもつようになり、騎
き

馬
ば

遊牧

文化が広がった。このうち史上最初の遊牧国家が現れたのは、西方の草

原であった。前７世紀に黒海北岸に形成されたスキタイは、遊牧民を中

心としたさまざまな地域・集団の連合体であり、アケメネス朝ペルシア 

を破るなど、強盛を誇
ほこ

った。スキタイ文化は独特の武具・馬具や動物文

様を特
とく

徴
ちょう

とし、黄金細工の装身具などはユーラシア各地に影
えい

響
きょう

を与
あた

えた。 

　スキタイと同じ時期、東方でもいくつかの有力な遊牧勢力が形成され

た。その一つである匈
きょう
奴
ど

は、前３世紀末に冒
ぼく
頓
とつ
単
ぜん
于
う

の下
もと

で急速に勢力を

拡大し、中央ユーラシア東方最初の遊牧帝国を樹立した。冒頓は前200

年に漢
かん

を破って事実上の属国とし、またタリム盆
ぼん

地
ち

を支配下に置いて、

オアシス都市が生み出す農工産品と東西交易の利益を手にした。後に漢

の武
ぶ

帝
てい

の反
はん

撃
げき

でタリム盆地を奪
うば

われ、打撃を受けた匈奴帝国は、武帝の

死後、巨
きょ

額
がく

の戦費に苦しむ漢と和
わ

睦
ぼく

し、以後両帝国は共存関係に入った。 

　西方におけるスキタイとアケメネス朝ペルシア、東方における匈奴帝

国と秦
しん

漢帝国のように、草原の遊牧国家と農耕地帯の王朝の形成と盛
せい

衰
すい

は、以後も常に南北で密接に連動した。

　中央ユーラシアをはしる交通路の網
あみ

は、西方に運ばれる中国産の生
き

糸
いと

や絹が代表的な商品であったことから「絹の道」（シルク＝ロード）とよば

れる。主な経路は、草原地帯を通る「草原の道」（ステップ＝ルート）と、

コラム

遊牧国家の成立　スキタイと匈奴
中央ユーラシアの草原地帯では早くから文化・技術の交流と共有がみられ、その基
盤の上に西方でスキタイ、東方で匈奴が現れて史上最初の遊牧国家を形成した。

1
Skythai

前 7世紀～前 3世紀史料

p.64

p.17

史料 QR 位前209～前174

1

p.35

p.34

ユーラシアをつなぐ草原の道とオアシスの道
ユーラシア各地は、中央ユーラシアを東西南北にはしる交易路によって古くから結
びつけられており、絹をはじめとしたさまざまな物産や文化が互いに伝わった。

コラム QR

　　　　　　　　　
中央ユーラシアの国家と、東
方や西方の農耕地帯の王朝と
の関わりを要約しよう。

問 い つながり

コラム

　家
か
畜
ちく
を財産として移動生

活を営む遊牧民の社会では、
分
ぶん
割
かつ
相続が行われた。男子

は年長の者から順に、家畜
や使用人を分け与

あた
えられて

独立していき、両親自身の
資産は最年少の男子が相続
した（末

ばっ
子
し
相続）。君主の場

合も、同様の原則で子
し
弟
てい
に

対して領民や属領が分
ぶん
与
よ
さ

れたうえ、王位は実力主義
だったため、しばしば継

けい
承
しょう

争いや勢力の分
ぶん
裂
れつ
を招いた。

　まず…ギリシア系スキタイ人が住んでおり、その向うには…農耕
スキタイ人が住むが、彼

かれ
らが穀物を栽

さい
培
ばい
するのは、自分たちの食用

のためではなく、他に売
ばい
却
きゃく
するのが目的なのである。…東に向い…

そこは遊牧スキタイ人の世界で、彼らは種も蒔
ま
かねば耕す術も知ら

ない。…ゲロス河＊以遠は…王領のスキティアで、このスキタイ人は
最も勇

ゆう
敢
かん
で数も多く、他のスキタイ人を自分の隷

れい
属
ぞく
民と見

み
做
な
している。

…町も城
じょう
塞
さい
も築いておらず、その一人残らずが家を運んでは移動し

てゆく騎
き
馬
ば
の弓使いで、生活は農耕によらず家

か
畜
ちく
に頼

たよ
り、住む家は

獣
けもの
に曳

ひ
かせる車である。＊ドニエプル川の支流� 〈松平千秋訳『歴史（中）』�一部改変〉

ヘロドトス『歴史』に記されたスキタイ史
 料

　彼
かれ
らは家

か
畜
ちく
を放牧するために移動する。その

家畜で多いものは馬・牛・羊であり、特
とく
殊
しゅ
な家

畜としてらくだなどがいる。水と草とを求めて
転々と移動し、城

じょう
壁
へき
のある町や定住地をもたず、

耕田の作業はない。…成人男性はみな力強く弓
を引くことができ、すべて甲

かっ
冑
ちゅう
を着けて騎

き
兵
へい
と

なる。その風
ふう
俗
ぞく
は、平時には家畜に従って移動し、

鳥や獣
けもの
を射て生業としている。有事の際には、

人々は戦になれているので、攻
こう
撃
げき
して略

りゃく
奪
だつ
を行う。

司
し
馬
ば
遷
せん
『史

し
記
き
』に記された匈

きょう
奴
ど史

 料

読み解き 二つの史料から、スキタイと匈奴にはどのような共通点があると読み取れるだろうか。また、それは農耕社会と
どのような違

ちが
いがあるだろうか。

　　匈
きょう
奴
ど
帝国の構造　匈奴は、

単
ぜん
于
う
とよばれる君主を中心とす

る一つの遊牧集団である。匈奴
帝国とは、この匈奴集団を中

ちゅう
核
かく

としてほかの多くの遊牧集団が
従属・連合し、さらにオアシス
諸国を間接支配したものである。
このような構造は、遊牧国家の
基本形となった。

1

　　隊商（キャラバン）貿易　商
人団を組んでオアシス間・地域
間を往来する長距

きょ
離
り
商業活動。

共同出資・利益配分のしくみや
各地への貿易拠

きょ
点
てん
と連

れん
絡
らく
網
もう
の設

置など、大規模で高度な商業組
織が発達した。

2

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア

東
ア
ジ
ア

西
ア
ジ
ア
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それが後の和平交
こう

渉
しょう

の基
き

礎
そ

となった。一方で、パレスチナ解放機構（PLO） 

が、アラブ諸国に代わり、武力闘
とう

争
そう

による祖国解放を目指していった。

　1958年、毛
もう

沢
たく

東
とう

は大躍
やく

進
しん

政策を指示した。これは、農村に人
じん

民
みん

公
こう

社
しゃ

 

を設け、民衆の力によって急速な発展を目指すものであったが、折から

の自然災害も重なって、多数の餓
が

死
し

者を生み出した。

　毛沢東の権
けん

威
い

が低下するなか、1959年、劉
りゅう

少
しょう

奇
き

が政権を担当し安定

した社会主義国家建設を目指したが、毛沢東は復権を狙
ねら

い、66年には

軍を抑
おさ

えていた林
りん

彪
ぴょう

などと共にプロレタリア文化大革命を発動した。こ

の大規模な大衆運動は、毛沢東に忠誠を誓
ちか

う学生たち（紅
こう

衛
えい

兵
へい

）が中心と

なり、劉少奇・鄧
とう

小
しょう

平
へい

らを資本主義の道を歩む実権派として批判し、共

産党の統治機構を破
は

壊
かい

した。こうして、社会は大混乱となり、多くの党

幹部・知識人が迫
はく

害
がい

を受けた。農村部では混乱の後、1970年代から人

民公社やその下の生産大隊が経営する工場が発展した（社隊工業）。

　フルシチョフによるスターリン批判の後、ソ連の平和共存路線など社

会主義のあり方をめぐる論争から中国とソ連の関係は悪化し、1960

年、ソ連は中国に対する経済的・技術的援助を全面的に停止した。

　他方、1958年には福
ふっ

建
けん

省の沿岸部で、中国軍と台
たい

湾
わん

の中華民国軍と

が戦火を交えた。また、59年に人民解放軍がチベットの反中国蜂
ほう

起
き

を

鎮
ちん

圧
あつ

すると、ダライ＝ラマ14世はインドに亡命し、中国とインドの間に

も国境紛
ふん

争
そう

による緊
きん

張
ちょう

が生まれた。こうしたなか、中国は独自の核
かく

開発

を進め、原
げん

爆
ばく

・水爆を保有するようになった。

　中ソ対立は、ついに1969年、国境での軍事衝
しょう

突
とつ

に至った。こうして、

中国は国際的孤
こ

立
りつ

や文化大革命路線の行き詰
づ

まりに苦しみ、その苦境か

らの脱
だっ

却
きゃく

を模
も

索
さく

するようになった。

5 QR

Palestine Liberation Organization

p.337

中国社会主義の展開とその国際環境
中国は試行錯誤しながら社会主義建設を進めたが、大きな犠牲を伴った。また、中
ソ対立などにより、中国は国際的に孤立するようになった。

p.319 QR 6

任 1959～ 68

1907 ～ 71 QR 2

3 1904 ～ 97

7

p.326

Dalai Lama

1935 ～

1959～ 62

p.325

QR

　　国連安保理決議242号　そ
の原則は、イスラエル側が占

せん
領
りょう

地を返
へん
還
かん
し、アラブ側がイスラ

エルの生存権を認めることで、
和平の達成を図

はか
るものであった。

4

　　パレスチナ解放機構（PLO）　
アラブ連盟によって1964年に設
立。69年に解放運動を行うゲリ
ラ組織として再編され、アラファ
ト（任1969〜2004年）が議長と
なった。

5

　　人
じん

民
みん

公
こう

社
しゃ
　行政の末

まっ
端
たん
と農

業生産の組織とを一体化させた
社会主義的な団体。大躍

やく
進
しん
運動

によって生まれた。

6

　　文化大革命と農村　文化大
革命期の農村には、毛

もう
沢
たく
東
とう
の革

命理念に基づき、多くの学生が
移住させられた（下

か
放
ほう
）。これは、

農村社会を混乱させたが、一方
で農村に新しい文化をもたらし
た。また農村の自給自足の原則
のなかで始まった社隊工業は、
後の郷

きょう
鎮
ちん
企
き
業
ぎょう
につながっていく。

7

　 文化大革命期に毛
もう
沢
たく
東
とう
に忠誠を誓

ちか
う人々　人々が右手に持って

いるのは毛沢東の短い言葉を集めた『毛沢東語録』である。
2

　 中国の年
ねん
齢
れい
別人口比率の推移　 読み解き 図　、 

　から、毛
もう

沢
たく

東
とう

は大衆のどの層を動員したといえる
だろうか。

3 2

3

〈国連人口統計局資料〉億
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文化
大革命
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50歳以上

　　　　　　　　　
中国共産党は毛

もう
沢
たく
東
とう
を、死後

「功績第一、誤り第二」と評価
したが、文化大革命はどちら
だったとみなされるか、説明
しよう。

問 い つながり 現 代

東
ア
ジ
ア

西
ア
ジ
ア

205

複数の資料を読み解いて問いを表現しよう
　４部「諸地域の結合・変容」の学習にあたって、以下の六つの観点から、あなたが最も興味のあるものを選ぼう。
そして以下の例を参考に、その観点に関連する資料を教科書や資料集などから集め、あなたの「問い」を表現しよう。
「諸地域の結合・変容」について
読み解く六つの観点

・人々の国際的な移動　・自由貿易の広がり　・マスメディアの発達
・国際規

き

範
は ん

の変容　　　・科学・技術の発達　・文化・思想の展開

集めた資料をもとに考えた問いの例

平和維持のための国際組織はそれぞれ、
なぜ問題を抱えていると考えられたのだ
ろうか？

観点「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」（と「　　　　　　　　　　　　　　　　　　」）に関する資料

�「　　　　　　　　　　　　　　　　　」や「　　　　　　　　　　　　　　　　」などから考えたあなたの問い

あなたの考えた問い

この問いを考えた理由

※各章の学習を終えるごとに、「章の問い」に対するあなたの考えをまとめながら、「あなたの考えた問い」との関連を考えよう。
　その際、「あなたの考えた問い」自体も改めて見直そう（→p.322　　　　　　  ）。1・2STEP

あなたの考えた問いあなたの考えた問い

「国際規範の変容」について集めた資料の例

　 国際連盟と国際連合の比
ひ
較
かく

7

国際連盟
1920年1月～46年4月

国際連合
1945年10月～名称

事務局
提唱

加盟国

議決

制裁
手段

ジュネーヴ
ウィルソンの「十四か条」

ニューヨーク
大西洋憲章

原加盟国は42か国
米は不参加、ソ連は遅れて
加盟の後除名、日・独・
伊は途中で脱退

原加盟国は51か国
連合国の五大国（米・英・
ソ・仏・中華民国）は初め
から参加
総会での多数決と、安全保
障理事会で常任理事国の
意見が一致することで議決
となる

全加盟国が出席する総会に
おいて、全会一致すること
で議決となる

経済制裁・外交断絶など
非軍事措置、不十分なら武
力制裁も可能

金融・通商などの経済制
裁（武力による制裁手段は
ない）

　 国際連盟を表した風
ふう
刺
し
画（1919年）5

この国際連盟橋は
アメリカ大統領に
よって設計された

橋の隙間

　 国際連合を表した風刺画（1948年）
読み解き 図　と図　の風刺画は、国際連盟と国際連

合のそれぞれどのような点を風刺していると考えられ
るだろうか。図　から読み取れるそれぞれの特

とく
徴
ちょう

も踏
ふ

まえて考えよう。

6

5 6

7

拒否権国際連合

文句を言わない らくだ
「どうだっていいじゃないか。どう
したって立ち上がれないのだから」

写真 グラフ× 風刺画 表×

国際連盟の風刺画は「アメリカの不
参加による構造的弱さ」を、国際連
合の風刺画は「多くの国際問題を
抱えながら拒否権によって十分に
機能しない実態」を示しています。 
これらの象徴的な表現と、併載し
た比較表の事実とを結びつけて
考察することで、資料を総合的に
理解する力を養えます。
大学入試で求められる複数資料
の読解にも応用できます。

5

▲ p.205 5  6  7

女王が北アメリカ（新
大陸）に手を置いてい
ることから、当時のイ
ギリスが海外進出に
強い意欲をもっていた
ことを読み取れます。
描かれた仕草に注目
することを、肖像画が
政治的な意図を伝え
るために使用されてい
たことにも気づくこと
ができます。

1

グラフからは、文化大革命期は人口の半数以上を24歳以下が占めていたこと、写真からは、若者がプロレタ
リア文化大革命に積極的に参加していた様子を読み取ることができます。これらを関連づけることで、当時の
政治運動は人口の過半数を占める若者によって推進されていたと推察できます。
このように異なる資料を比較し関連づけることで、歴史的背景を読み取れるようにしています。

4

二つの資料から、農耕をせず移動生活を送るというスキタイと匈奴の共通点を読み取れます。このことから、
中央ユーラシアでは遊牧民による社会的・文化的まとまりが形成されていたと推測できます。

3
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中学校との関連　仏教、ヒンドゥー教

　前４世紀後半、アレクサンドロスの遠
えん
征
せい
軍がインダス川流域の地方勢

力を一
いっ
掃
そう
した直後、ガンジス川中流域の都市経済の繁

はん
栄
えい
を背景に、マガ

ダ国のチャンドラグプタがパータリプトラを都にマウリヤ朝をおこし、

北インド全域を征服した。第３代アショーカ王のときに最盛期を迎
むか
え、

その領域は南
なん
端
たん
部を除く南アジア全域に及

およ

び、西北方面はアフガニスタ

ン東部を含
ふく
みセレウコス朝と接する巨

きょ
大
だい
な帝国を形成した。彼

かれ
は仏教に

帰
き
依
え
し経典の編集を支

し
援
えん
しつつ、各地域に社会倫

りん
理
り
（ダルマ）を説く法

ほう
勅
ちょく

を刻ませて多様な社会を倫理的に統合し、帝国秩
ちつ
序
じょ
の安定を図

はか
った。こ

のころスリランカにも仏教が伝わり、後に上
じょう
座
ざ
部仏教布教の中心となった。

　アショーカ王以後、マウリヤ朝は衰
すい
退
たい
して前180年ごろ滅

ほろ
ぶと、西北

インドにはギリシア系のバクトリア、イラン系のサカ人などが次々と進

入した。その過程で１世紀後半から３世紀前半にかけてクシャーナ朝が

中央アジアから北インドに至る巨大な帝国を築き、カニシカ王の下
もと
で最
さい

盛
せい
期を迎えた。この時代はローマ帝国と漢

かん
帝国を両端とする東西交易が

盛
さか
んになり、クシャーナ朝はその中

ちゅう
継
けい
交易で潤

うるお
った。前１世紀ごろから

おこった大
だい
乗
じょう
仏教も、交易路を通じて中央アジア・東アジアへと広まっ

た。またこのころヘレニズム文化の影
えい
響
きょう
を受けて、初めて仏像がつくら

帝国の形成と文化的発展
巨大な帝国が南アジアを統合していく一方で、東西交易による外部世界との交流が
深まり、仏教の拡大やヒンドゥー教の形成が進んだ。

p.68

Candragupta

位前 317ごろ～前 293ごろ

Maurya

前317ごろ～前 180ごろQR
Aśoka

位前 268ごろ～前 232ごろ

3

1

2 QR

p.68
Kus.ān.a

3

Kanis.ka

位128ごろ～155ごろ（諸説あり）

p.75 p.34

21 p.15 p.69

　　アショーカ王の宗教政策　�
古来インドの王は、自身の信

しん
奉
ぽう

する宗派とは関係なく、すべて
の宗派を保護する義務を負う。
アショーカのダルマは、仏教の
思想を背景としているが、宗派
を超

こ
えた倫

りん
理
り
を説いていた。

1

　　上
じょう
座
ざ
部仏教と大

だい
乗
じょう
仏教　上

座部仏教は伝統的な部派の一つ
で、厳しい戒

かい
律
りつ
に従う出家僧

そう
侶
りょ

のみが解
げ
脱
だつ
できると説いた。こ

れに対して大乗仏教は在家・出
家を問わず、すべての者がブッ
ダと同じ悟

さと
りを得られると説い

た。「大乗」には大きな乗り物で
すべての人を救うという意味が
込
こ
められており、大乗派は上座

部仏教を蔑
べっ
称
しょう
である「小

しょう
乗
じょう
」とよ

んでいた。

2

　 弁
べん
財
ざい
天
てん
（左）と　サラスヴァ

ティー（右）　季節風（モンスーン）
がもたらす雨・風・雷

かみなり
や山・川な

どの自然は南アジアの宗教文化
の源となった。そこから生まれた
神々は、名前や姿、役割を変えて、
東南アジア・中央アジア・中国を
経由し、仏教と共に日本に伝わっ
た。例えば、インドの河

か
川
せん

の女
め

神
がみ

であるサラスヴァティーは元来学
問・技芸の神としてまつられ、日
本にも弁才天として伝わった。そ
の後、室町時代に七福神に加えら
れ、「才」の字が弁財天とも記され
るようになった。　 読み解き 二
つの神像の共通点を探そう。

1 2

3章
南アジアと東南アジアは、歴史的にどのような特質をもつようになったのだろうか。章の問い

南アジアと東南アジアの歴史的特質

南アジアの統合と花開く文化
南アジアの社会、宗教、文化・思想には、
どのような特徴があるのだろうか。

節の
課題1節

　　　　　　　　　
マウリヤ朝・クシャーナ朝時
代の、仏教と政治や文化との
関わりについて抜き出そう。

問 い つながり

ワークシート

南
・

東
南
ア
ジ
ア
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れるようになり、ガンダーラ美術が花開いた。

　同じころ、モンスーン交易の開始によって、南インドにも東西交易の

中継点、熱帯物産の出
しゅっ

荷
か

地として経済的な繁栄がもたらされた。デカン

高原ではサータヴァーハナ朝が現れてインド洋交易で栄え、仏教やバラ

モン文化が急速に広まった。また南インドではドラヴィダ語系のタミル

語による古典文学が花開いた。

　またこのころから、従来のヴェーダの宗教に民間信
しん

仰
こう

が取り入れられ

て、現在のインドで最大多数の信仰を集めているヒンドゥー教が形成さ

れた。ヒンドゥー教は、シヴァとヴィシュヌを最高神とする多神教であ

る。特定の聖典をもたないが、ヴァルナごとに社会規
き

範
はん

が定められてお

り、それをまとめた『マヌ法典』がこの時期に編
へん

纂
さん

されている。

　４世紀前半におこったグプタ朝は、北インドを統合する帝国へ発展し、

チャンドラグプタ２世のときに全盛期を迎えた。同王朝はサンスクリッ

ト語を公用語とし、その保護の下で宮
きゅう

廷
てい

を中心にサンスクリット文学が

花開いた。二大叙
じょ

事
じ

詩『マハーバーラタ』『ラーマーヤナ』も、このころに

現在のかたちにまとめられた。この時代には学術の発展もみられ、とり

わけ十進法・ゼロの概
がい
念
ねん

を含む数学や天文学は、後にイスラーム世界か

らヨーロッパへと伝わって、近代科学の基
き

礎
そ

となっていく。仏教もなお

盛んでナーランダー僧
そう

院
いん

が建設され、以後、仏教教学の中心として中国・

東南アジアなどとの交流を展開した。またグプタ様式の美術も生まれ、

仏教彫
ちょう

刻
こく

やアジャンター石
せっ

窟
くつ

寺院の壁
へき

画
が

などにおいてインド固有の様式

美を発展させた。グプタ朝は遊牧民のインド西北部侵
しん

入
にゅう

による混乱と地

方勢力の台頭により６世紀半ばに滅んだが、サンスクリット文化はこれ

Gandhāra

p.14

Sātavāhana

前 1世紀～後 3世紀 1p.58

Hinduism

QR
Śiva

4

Vis.n.u

p.25
Manu-smr.ti

QR

サンスクリット文化の開花と波及
グプタ朝の下でサンスクリット文化が花開き、その後、辺境の開発とともにヴァル
ナ制やヒンドゥー教も各地に浸透していった。

Gupta

318 ごろ～ 550ごろQR
Candragupta Ⅱ

位 375ごろ～ 414ごろ 3

Sam. skr.ta

3

4 QR QR

p.109

p.48

QR

　　サンスクリット語　ヴェー
ダ語から発展し、前400年ごろ
整えられた古代語。バラモン文
化の及

およ
んだ広大な地域（南アジ

ア・東南アジアなど）で知識人に
よって使われ、特に学術・宗教・
文芸のための共通語として機能
した。この言語で表現される文
化をサンスクリット文化とよぶ。

3

　　『マハーバーラタ』『ラーマー
ヤナ』　前者は王家の争いを描

えが
き、

後者はラーマ王子の冒
ぼう
険
けん
を描い

た。どちらも影
かげ
絵
え
（→p.133）や

舞
ぶ
踊
よう
として現在でも親しまれて

いる。

4

　 シヴァ神　日本では大
だい

黒
こく

天
てん

と同一視されている。
4

　 インド諸王朝の影
えい
響
きょう
範
はん
囲
い

　古代帝国は領域の大部分が従属勢力や同盟勢力によって構成され、一
いっ

般
ぱん

に不安定であった。
そうした勢力が支配する辺境は、開発の進行とともに強大化していき、10世紀には多くの地域国家を形成した（→p.58）。
3
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ト語などのインド文明を積極的に取り入れ、権力の強化を図
はか
った。内陸

の農業国家も貿易を支配しようとしたため、各地で港市国家との抗
こう
争
そう
が

展開された。７～８世紀になると、一
いっ
般
ぱん
の住居だけではなく宮

きゅう
殿
でん
も木造

が普
ふ
通
つう
である東南アジアのなかでも、比

ひ
較
かく
的農業が発達し労働力が豊富

な地域では、ヒンドゥー教や仏教の寺院などの宗教建築だけが、石や れ

んが を用いて築かれるようになった。

　ただし流動的な多文化社会に成立した東南アジアの諸国家では、身分

制や法律・官
かん
僚
りょう
制などは不安定だった。王はほとんど男性だったが、妻

や母、娘
むすめ
の結

けっ
婚
こん
相手なども大きな影響力をもった。王座は血統より実力

で争われることが多く、支配者の権力の大きさは、軍事や宗教を通じて

誇
こ
示
じ
される支配者個人のカリスマ性、交易などの利益の配分、それらを

通じた仲間づくりや親分・子分関係の広がりに比例した。そのため、国

際的な商人集団や宗教者のネットワークの助けが欠かせなかった。農民

も、現世の利益や死後の救済が保証されなければ、すぐに逃げ出した。

したがって、巨
きょ
額
がく
の資金を費

つい
やし多数の労働力を動員して行われた宗教

建築は、そのような環境の下
もと
で王者の努力が実った証拠ともいえる。ま

た交易は、香
こう
辛
しん
料
りょう
・香木などをもたらす山と森の住民、水上輸送や水軍

の軍事力を担
にな
う川と海の住民抜

ぬ
きでは成り立たなかったが、それらの住

民は、近代まで、自分で本格的な国家を形成することも、平野部や港市

に成立した国家の強い支配を受けることも少なかった。

　一方、マラッカ海
かい
峡
きょう
を抜ける交易ルートが発達した７世紀以降、諸島

部に強大な国家が現れた。７世紀半ばに、スマトラ島のシュリーヴィジャ

ヤを中心にマラッカ海峡を支配した港市国家連合が、次いで８世紀半ば

には、ジャワ島中部の農業国家シャイレーンドラ朝が繁
はん
栄
えい
した。双

そう
方
ほう
と

も大乗仏教が広まり、ジャワ島にはボロブドゥール寺院が築かれた。

p.57 6 1

2

2

QR
Śrivijaya

7 ～ 8世紀ごろ

Śailendra

8 ～ 9世紀ごろ

p.56

Borobudur

4 5

　南アジアと東南アジアの歴史的な特質は、どのようなものだろうか。社会や宗教、文化や
近隣地域との関わりに着目してあなたの考えを説明しよう。振り返り

の3章

節の振り返り2
この節の学習を踏まえて、p.59
の　　　　に対するあなたの
考えを説明しよう。 
節の課題

　　東南アジアのインド文明　
サンスクリット文字、宗教や神
話を利用して王の神聖化を図

はか
っ

たが、流動的な社会に合わない
ヴァルナ制（→p.25）は根づかず、
法律なども大きく変えられた。
ヒンドゥー教と大

だい
乗
じょう
仏教は、し

ばしば同じ世界宗教の別の宗派
のように理解され、競争しなが
ら共存する場合が多かった。

1

　　東南アジア史をみる視点　こ
れらのことから、国家側の視点
だけで東南アジア史を理解する
ことは適切ではない。

2

　 ボロブドゥール寺院の遺
い
跡
せき

と 　 側面のレリーフ　密
みっ

教
きょう

の世界観を、５層の回
かい

廊
ろう

の浮
う

き彫
ぼ

りと504体の仏像により表
現したもの。最上部の塔

とう
内
ない

は空
くう

洞
どう

で、密教とヒンドゥーに共通する真理としての「空
くう

」を意味するとされる。ブッダの生
しょう

涯
がい

を
表すレリーフに東南アジア諸島部の船や風

ふう
俗
ぞく

が描
えが

かれるなど、当時の生活を示す興味深い資料となっている。

4 5

　 サンスクリット語の碑
ひ
文
ぶん

　
インド文明圏

けん
に紙などの書写材

料が普
ふ

及
きゅう

するのは遅
おそ

かった。ヤ
シの葉に経典などを書く「貝

ばい
葉
よう

」
を別とすれば、碑文が盛

さか
んに刻

まれた。

6

世界
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特色
⑤ 世界史のポイントがつかみやすい 要約文・ 本文・側注の三段構成

●本文ページは、要約文、因果関係がわかる本文、側注で構成しています。
●偶数ページ下部に「中学校との関連」「歴史総合との関連」というコーナーを新たに設け、

既習事項を振り返ることができるようにしています。

▶ p.56-57

歴史の全体像がつかみやすい紙 面の工夫と単元構成

章/節の振り返り

章の問い/節の課題

章の問いや節の課題に
対して、学習を踏まえて
みずからの考えを説明
することを促していま
す。

章や節で学習する内容を見通す問いや 
課題を掲載しています。（➡本資料p.32）

中学校/
歴史総合との関連
1～3部は中学校、4・5部
は歴史総合で学習した
用語を掲載しています。

見開き/項目の問い
学習の要点に関する問
いです。考察のヒントと
なる「歴史的な見方・考
え方」の五つの視点を
示しています。（➡本資
料p.33）

地域インデックス
見開きで扱っている地
域が一目でわかります。

③側注
本文の詳細や補足を記
述しています。（➡本資
料p.29）

②本文
因果関係や社会構造、
歴史事象の流れを丁寧
に記述しています。（➡
本資料p.6-11）

①要約文
小見出しごとに、本文
の要点をまとめていま
す。（➡本資料p.28）
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中学校との関連　クビライ（フビライ＝ハン）、大元ウルス（元朝）、文永・弘安の役

　モンケが急死すると帝位継
けい

承
しょう

戦争が起こり、次弟クビライが帝国の東

方勢力の支持を得て即
そく

位
い

した。彼
かれ

は自分の本
ほん

拠
きょ

地であった東方に支配の

重心を移し、モンゴル高原へ連なる草原地帯と中国の農耕地域にまたが

る地に大
だい
都
と
（現北

ペ キ ン
京）を築いて、遊牧・農耕の両世界を共に支配する新し

い帝国建設に乗り出した。1271年に大
だい

元
げん

という国号を定めたことから、

ユーラシア東方を支配するクビライの帝国を、大元ウルス（元朝）という。

クビライの時代までに、モンゴル帝国は東は日本海から西は黒海・地中

海に至る領域に広がり、カザフ草原・南ロシア草原のジョチ＝ウルス（キ

プチャク＝ハン国）、中央アジアのチャガタイ＝ウルス（チャガタイ＝ハン

国）、イラン高原のフレグ＝ウルス（イル＝ハン国）といった、チンギス＝カ

ンの子孫が支配するウルスが各地に形成された。これらの諸ウルスは、

クビライ家の大元皇帝を全体のハーンとしていただき、時に争いつつ、

緩
ゆる

やかに連合した。モンゴル帝国は、大元ウルスを中心とするチンギス

＝カン一門のウルスの集合体であった。

　モンゴル帝国においては、チンギス＝カン家の王族を共通の支配層と

しつつ、出自・宗教・言語にかかわらず、さまざまな集団や個人が実力

主義で登用され、これら支配層に加わった者はすべてモンゴルと総
そう

称
しょう

さ

モンゴル帝国の再編と構造
クビライ時代以降、モンゴル帝国は東方の大元を中心とする一族諸ウルスの連合体
となり、チンギス家を核としつつ多様な人々を登用する開放的な体制で運営された。

Qubilai

位 1260～ 94

QR

Dai-ön Ulus

1271 ～ 1368 1 QR

Züchiin Ulus

1243 ～ 1502

2

Tsagaadain Ulus

1307 ～ 16世紀

1258～ 1353

1
Qaghan

3

　　大
だい
元
げん
の国号　「大元」は五経

（→p.36）の一つ『易
えき
経
きょう
』の一句か

らとられた２字熟語で、天や宇
宙を意味する。従来、中国の王
朝名は王家とゆかりのある古地
名にちなんでいたが、それとは
異なる新しい命名法であった。

1

　　ジョチ＝ウルス　バトゥをは
じめとする、チンギス＝カンの長
子ジョチ（→p.135　）の諸子が
治めたウルスで、後にクリム、
カザンなど多くのハン国に分か
れた（→p.190）。当時キプチャ
ク草原とよばれていた地域を支
配したので、キプチャク＝ハン国
と通

つう
称
しょう
される。

2

2

　　ハーン　カガン（可
か
汗
がん
、→p.43）

の発音が変化した称
しょう
号
ごう
で、オゴ

デイ以降使われるようになった。
モンゴル皇帝だけが名乗り、そ
れ以外の王族はハン（カン）と称
して区別された。

3

　 モンゴル帝国の領域　 読み解き クビライが築いた大
だい
都
と
には、位置的にどのような利点があるだろうか。1
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（新）サライ（新）サライ

（旧）サライ（旧）サライ

タブリーズタブリーズ

バグダードバグダード

アルマリクアルマリク

サマルカンドサマルカンド

カーブルカーブル

デリーデリー

カラコルムカラコルム

ポーランド

ノヴゴロド

デリー＝スルタン朝

パガン朝

チャンパー

日本

高麗

大越（陳朝）

フランス
王国 神聖ローマ

帝国

マムルーク朝

ビザンツ
帝国

ハンガリー
王国

大元ウルス
　（元朝）
大元ウルス
　（元朝）

モンゴルの最大領域
チンギス＝カンの遠征路
バトゥの遠征路
フレグの遠征路
クビライの遠征路
駅伝制（ジャムチ）のルート
主な海上路

大元ウルス（元朝）
ジョチ＝ウルス（キプチャク＝ハン国）
チャガタイ＝ウルス（チャガタイ＝ハン国）
フレグ＝ウルス（イル＝ハン国）

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア

東
ア
ジ
ア

西
ア
ジ
ア
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　日本と大元ウルスの間では、文
ぶん
永
えい
・弘

こう
安
あん
の役

えき
のため

政府間の関係は開かれなかったが、民間の海上貿易は
活発に行われた。戦争時や倭

わ
寇
こう
（→p.142）の出

しゅつ
没
ぼつ
時な

どには、両国の政府が沿岸警備の強化や海外交通の統
制をしたが、それ以外の時期は海商が盛

さか
んに往来して

貿易を行った。中心地となったのは寧
ニン
波
ポー
（明

めい
州
しゅう
、元代に

は慶
けい
元
げん
）と博

はか
多
た
（→p.129）であり、博多は元軍の攻

こう
撃
げき
目

標となったにもかかわらず、戦後はすぐに繁
はん
栄
えい
が戻

もど
った。

戦争や外交を担
にな
った幕府や寺社なども、有力者が寺院

建設費の捻
ねん
出
しゅつ
の名目で貿易船を派

は
遣
けん
し、私的なかたち

で貿易を行っていた。貿易船には多くの僧
そう
が便乗して

往来し、禅
ぜん
宗
しゅう
や宋

そう
学
がく
など新しい学問や文化がもたらさ

れた。喫
きっ
茶
さ
の風習が広まったのも、禅僧を通してである。

視点を
変えて 大

だい
元
げん
ウルスと日本

れた。一方で、創立以来従ってきた遊牧集団や早くから服従した勢力も

尊重されており、帝国の中
ちゅう

枢
すう

は、世
せ

襲
しゅう

と実力とのバランスのとれた、多

元的で開放的なしくみによって運営されていた。統治においては徴
ちょう

税
ぜい

と

治安維
い

持
じ

に重点を置き、在来の社会や文化にはほとんど干
かん

渉
しょう

しなかった。

西方のジョチ家・チャガタイ家・フレグ家のウルスでは、支配者である

モンゴルの方が逆に現地の文化の影
えい

響
きょう

を受けてトルコ化・イスラーム化

し、統治下の社会に根を下ろしていった。 

　騎
き

馬
ば

軍事力を力の源泉としつつ広域支配・定住民統治の経験を蓄
たくわ

えて

きた中央ユーラシアの遊牧国家は、モンゴル帝国の登場で直接ユーラシ

アの大半を政治的に統合するに至った。モンゴル帝国の下
もと

で大成された

広域支配のあり方と各ウルスの領域は、その後の時代にも受け継
つ

がれた。

　大元ウルスは1276年に南
なん

宋
そう

を下し、中央ユーラシアの王権として初

めて華
か

中
ちゅう

・華南を直接支配した。南宋の造船・航海技術や海洋知識を吸

収したモンゴルは、東南アジア・インド洋への進出を図
はか

った。南方では

大
だい

越
えつ
（陳
ちん

朝）・チャンパー・パガン朝・ジャワ島に遠
えん

征
せい

軍を送り、東方で

は２回にわたって日本に出兵した（文
ぶん

永
えい

・弘
こう

安
あん

の役
えき

）。これらは多くの場

合、強い抵
てい

抗
こう

に遭
あ

って撤
てっ

兵
ぺい

することとなったが、もともと征
せい

服
ふく

ではなく

通商の拡大と交易路の確保が目的であったため、13世紀末にはほとん

どの地域が大元ウルスと通交・通商関係をもつようになった。これによ

り、杭
こう
州
しゅう

・泉
せん
州
しゅう

・広
こう
州
しゅう

などの港
こう

市
し

が海上貿易で繁
はん

栄
えい

し、交通や物流は海

運や大運河によって華北や内陸部とも結ばれた。こうしてモンゴル帝国

は、陸上だけでなく海上交通をも支配する帝国へと発展していった。 

　大元ウルスでは、制度上は金
きん

・南宋の官
かん

僚
りょう

制・地方行政単位が引き継

4

コラム

p.163

p.39

大元ウルスとユーラシア東部
華北と江南を統合した大元ウルスは海の道にも進出し、交通・貿易網は陸海に広が
った。モンゴル主導の下で柔軟な人材登用と寛容な宗教観に基づく統治が行われた。

p.125

p.133

1274、1281

視点

p.127 p.130

5

　　「モンゴル」の概
がい
念
ねん
　モンゴ

ルとはもともと集団名であり、
次いで国家名として使われ、現
在のような民族名ではなかった。
帝国の支配層に加われば、出身
にかかわらずモンゴルとして扱

あつか

われた。

4

　　地方単位としての省　モン
ゴルは、中国支配に際し中央政
府の中

ちゅう
書
しょ
省
しょう
と同格の行

こう
中
ちゅう
書
しょ
省
しょう
を

各地に置いて地方統治にあたら
せた。これは従来よりはるかに
広い範

はん
囲
い
を管

かん
轄
かつ
し、現在の中国

の行政区分の省の起源となった。

5

　 元軍と戦う日本の武士　元軍は、モンゴル・女
じょ

真
しん

・高
こう

麗
らい

・
南
なん

宋
そう

などさまざまな出身者の混成であった。日本側は元軍の
集団戦法や火薬兵器に苦戦したが、元軍も日本側が築いた防

ぼう

塁
るい

に上陸をはばまれた。 〈『蒙古襲来絵詞』〉

2

　　　　
モンゴル帝国は、広大な領域
に住む多様な人々をどのよう
に統治したのか、要約しよう。

問 い つながり

　男性が全員騎
き
兵
へい
となる遊

牧民の社会は、父系の血筋
を中心に組み立てられてい
たが、家政を取りしきり、
出
しゅっ
征
せい
中の留守を守る女性も、

財産管理権をもつなど強い
立場にあった。モンゴル帝
国では、オゴデイの没

ぼつ
後
ご
な

どに、次のハーンが大集会
（クリルタイ）で選出される
までの間、妃

きさき
が皇太后となっ

て国政を代行した。

コラム

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア

東
ア
ジ
ア

日
本

南
・

東
南
ア
ジ
ア

西
ア
ジ
ア

▲ p.136-137

特色
⑤ 世界史のポイントがつかみやすい 要約文・ 本文・側注の三段構成

要約文をつなげて読むことで、西アジアの風土か
ら、イスラームが誕生し拡大していくまでの、教科書
6ページ分の内容を端的につかむことができます。

1
QRコンテンツ（➡本資料p.38-41）には、教科書執
筆者による用語解説コンテンツを収録しています。

3

歴史の全体像がつかみやすい紙 面の工夫と単元構成

小見出しごとに、本文の要点を2行程度で端的にまとめています。
歴史の大まかな流れと全体像をつかめるようにしています。

側注に用語解説や詳細な解説をまとめています。本文で歴史の流れや因果
関係をとらえ、側注で知識を補う構成にしています。要約文 側注

p.91

p.92

p.93

p.93

p.95

p.95
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中学校との関連　イスラーム（イスラム教）、メッカ、アッラー

　イスラーム（イスラム教）は、西アジアから地中海東南岸という、オリ

エント文明やヘレニズム国家群、またローマ帝国の南部が栄えた地域で

成立・発展した。その基
き
盤
ばん
には、この地に広がる乾

かん
燥
そう
地帯の風土と、遊

牧生活、灌
かん
漑
がい
農耕、そして古代から続く都市の文明が存在していた。西

アジアや、その一部であるアラビア半島では、らくだ・羊を家
か
畜
ちく
とする

遊牧民（ベドウィン）が砂
さ
漠
ばく
で移動生活を送る一方、オアシスや大河の河

か

畔
はん
に都市ができ、東西交易路で結びついていた。この地域の都市と遊牧

の文化が、ユダヤ教・キリスト教を生み、イスラームを生んだ。

　商業都市の一つであるメッカ（マッカ）で誕生したイスラームは、唯
ゆい
一
いつ

神アッラーへの信
しん
仰
こう
と人間の平等を訴

うった
えて、社会改革を行うとともに、

およそ20年で半島を統一した。さらに急速な征
せい
服
ふく
活動によって、ササ

ン朝ペルシアを倒
たお
し、ビザンツ帝国から広大な領土を獲

かく
得
とく
し、これらの

地域で栄えたオリエント文明やヘレニズム文化の遺産とイスラームの原

理を融
ゆう
合
ごう
して、新しい独自の文明をつくり上げた。

　イスラーム文明は何世紀もの間、先進的な世界文明として東西に影
えい
響
きょう

を及
およ
ぼし、また宗教としてのイスラームもアジア・アフリカの各地に広

まった。その結果、ムスリム（イスラム教徒）によって、現代までに至る

イスラーム世界が成立した。

西アジアの風土とイスラームの成立
イスラームは乾燥地帯の西アジアで宗教として確立するとともに、オリエントと地
中海の諸文明を吸収して新しい文明を生み出し、東西に広がった。

Islām

QR

p.18 p.68 p.75

コラム

Bedouin

p.21 p.78
Mecca

Allāh

QR

p.81 p.85

p.71

QR

Muslim

1

イスラームの誕生
イスラーム世界の特徴とはどのようなもの
だろうか。

節の
課題2節

　 現代のイスラーム世界　中東を中心に中央アジア・東南アジアや西アフリカにまで広がる。現在信者の数が最大のイ
スラーム国家はインドネシアである。イェルサレムはムハンマドが天の旅をした場所とされ、第３の聖地となっている。
1

��ﾟ

�ﾟ

�ﾟ

��ﾟ ��ﾟ ��ﾟ ���ﾟ ���ﾟ

大大
西西
洋洋 地地

中中
海海

海海

海海
ピピ
スス
カカ

黒黒

紅紅

海海

ペペルルシシアア湾湾

アラビア海アラビア海

イ ン ド 洋イ ン ド 洋

太太

平平

洋洋

イェルサレム

メディナメディナ
メッカメッカ

カルバラーカルバラー マシュハドマシュハド
ナジャフナジャフ

アラビア半島

インドネシア
共和国

ムハンマド
昇天の地

イスラーム
発祥の地

ヒジュラ（聖遷）の地

イスラームの聖地
シーア派の聖地
イスラームの伝播
ムスリムが70％以上を占める
国・地域
ムスリムが比較的多い地域

　西アジア乾
かん
燥
そう
地帯の遊牧

は、砂漠地帯で行われるため、
乾燥に強い らくだ が最も重
要な家

か
畜
ちく
として扱

あつか
われた。

同時に、乾燥に強い植物を
利用して、多くの羊や やぎ
が飼育された。オアシス間
の交易も らくだ を中心とす
る隊商によって行われ、メッ
カもまた、アラビア半島と
シリアを結ぶ交易で栄える
商業都市だった。

　　　　　　　　　
イスラームはどのような地域
で成立・発展したのか抜き出
そう。

問 い 推 移 つながり

　 現在のベドウィン（サウ
ジアラビア）
2

コラム

西
ア
ジ
ア

ア
フ
リ
カ
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中学校との関連　ムハンマド、『クルアーン（コーラン）』、メディナ

　７世紀のアラビア半島は、オリエントや地中海周辺の辺境であった。

半島に住むアラブ人の諸部族は、部族間で勢力争いをしており、彼
かれ

らの

多くは多神教で偶
ぐう

像
ぞう

崇
すう

拝
はい

を行っていた。多神教の巡
じゅん

礼
れい

地であったメッカ

は、商人のクライシュ族が支配し、シリアとの陸上交易でも栄えた。商

業の成功は、契
けい

約
やく

や共同事業などの合理的な考え方を生み出すとともに、

富者のおごり、貧
ひん

富
ぷ

の差の拡大など社会的な矛
む

盾
じゅん

をもたらした。

　クライシュ族の一人として生まれたムハンマドも商業に従事していた

が、 610年ごろ、啓
けい

示
じ

を受け預
よ
言
げん
者となったことを自覚し、唯

ゆい
一
いつ

神アッ

ラーへの帰
き

依
え

を説いた。彼が啓示として受けとった言葉は、後に『クル

アーン（コーラン）』としてイスラームの聖典となった。教義の基本は唯

一神アッラーとやがて来る世界の終末を信じるものであった。女性、孤
こ

児
じ

、貧
ひん

者
じゃ

、奴
ど

隷
れい

など弱者への、社会による救済を強調し、また偶像崇拝

を否定した。ムハンマドはメッカで布教したが、クライシュ族は多神教

で富と血統を重んじていたため、ムハンマドたちを迫
はく

害
がい

した。

　ムハンマドと弟
で

子
し

たちは、迫害を逃
のが

れて622年にメディナ（マディー

ナ）に移住し、その地で住民と協力してイスラームに基
もと

づく新しい共同

体（ウンマ）をつくった。これをヒジュラ（聖
せい

遷
せん

）という。メディナのムハ

ンマドはクライシュ族の攻
こう

撃
げき

を退け、630年には無血開城でメッカに

入った。やがてアラビア半島はイスラーム勢力に統一され、アラブ諸部

族のイスラームへの改宗が進んだ。メッカとメディナは、今日までイス

ラームの二大聖地となっている。

預言者ムハンマド
メッカに生まれたムハンマドは、神の啓示を受けて預言者と名乗り、イスラームの
教えを確立した。

2
Arab

Muhammad

570 ごろ～ 632QR

1 QR 2

Qur’ān

3 QR

Medina

Umma

4 QR

hijra

QR 5

1

　　預
よ
言
げん
者　唯

ゆい
一
いつ
神の言葉が啓

けい

示
じ
として下されたときに、その

言葉を預かる人。

1

　　唯
ゆい
一
いつ
神　アラビア語で唯一

神をアッラーとよぶ。聖書のヤ
ハウェと同一の神を指している
（→p.94）。

2

　　『クルアーン（コーラン）』　
イスラームの聖典で、アラビア
語で「声に出して読まれるもの」
「読

どく
誦
しょう
されるもの」を意味する。

3

　　ウンマ　すべてのムスリム
が属する、イスラーム共同体を
ウンマという。ウンマは国家や
社会を超

こ
えたものであり、イス

ラームを信じる者は、どこにい
てもこの共同体の一員とみなさ
れる。

4

　　イスラーム暦
れき
　ヒジュラ（聖

せい

遷
せん
）の年をイスラーム暦の紀元と

し、ヒジュラ暦ともよぶ。西暦
622年７月16日が元年の元

がん
旦
たん
に

あたる。純
じゅん
粋
すい
な太

たい
陰
いん
暦で、太陽

暦よりも１年が11日ほど短い。

5

　 カーバ神
しん
殿
でん

　メッカの聖モスク中央にある黒
い布で覆

おお
われた石づくりの神殿。内部は空

くう
洞
どう

で、
東南の隅

すみ
に聖なる黒石がはめられている。この神

殿は唯
ゆい

一
いつ

神アッラーの象
しょう

徴
ちょう

であり、この神殿が信
しん

仰
こう

心を向ける場所とされている。全世界のムスリ
ムは、カーバ神殿に向かって毎日礼拝し、巡

じゅん
礼
れい

の
季節にはここを訪

おとず
れる。

1

　 6~7世紀のアラビア半島とその周辺2

スス
ピピ
海海

カカ

地地

海海
中中

黒黒
海海

紅紅

海海
ア ラ ビ ア 海ア ラ ビ ア 海

ナナ

テティィ
ググ
リリ
スス

川川

ユユ
ーー
フフララテテスス

川川

川川
ルル
イイ

イイ

川川
ススダダンン

湾湾

ペペ

アアシシ
ルル

コンスタンティ
ノープル

コンスタンティ
ノープル

アンティオキアアンティオキア

イェルサレムイェルサレム
クテシフォンクテシフォン

アレクサンドリアアレクサンドリア

メディナメディナ

アクスムアクスム アデンアデン

メルヴメルヴ

ホルムズホルムズ

メッカメッカ

ササン朝
ペルシア

ビザンツ帝国

インドヘ

アラビア半島

イエメン

エジプト

シリア

ヒ
ジ
ャ
ー
ズ

イイラランン高高原原

642　ニハーヴァンドの戦い
イスラーム軍、ペルシア軍を破る
ササン朝ペルシア滅亡へ

622　ヒジュラ（聖遷）
ムハンマドら、迫害を避け
メディナに逃れる

ササン朝とビザンツ帝国
の紛争地域（6世紀）
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　イスラームでは、個人の内面の救済以上に、社会全体が人間にとっ
て正しい道を進むことを重視する。個人は、その正しい社会で生き
ることによって、そうではない社会で生きるよりも容易に楽園に到

とう

達
たつ
できるとされている。『クルアーン』には、そのような正しい社会

をつくるための規
き
範
はん
が示されており、人々の人間関係のための指針

となっている。しかし、『クルアーン』の分量には限りがあり、かつ
解
かい
釈
しゃく
が分かれる部分もあるため、後世の人々は、それをムハンマド

の言行に関する伝承や、イスラーム学者たちの合意によって補った。
こうして、生活・経済・政治などあらゆる分野に及

およ
ぶ規範がつくられ、

これら全
ぜん
般
ぱん
をシャリーア（イスラーム法）とよんでいる。

　よりよい社会をつくるために
シャリーアに従うことは、そのま
ま神の意志に従うことであり、ム
スリムは、その結果、死後に楽園
に到達できると信じている。

コラム

　ムスリムは、六
ろく

信
しん

五
ご

行
ぎょう
を義務として生きる。特に五行は誰

だれ
もが行う信

しん

仰
こう
行
こう
為
い
として重視され、神への帰依（信仰告白・礼拝・巡礼）、社会的な

相
そう
互
ご
扶
ふ
助
じょ
（喜捨）、心身の浄

じょう
化
か
（断

だん
食
じき
）、信徒たちの集合（礼拝・巡礼）など

を目的としている。イスラーム社会は『クルアーン』に立
りっ
脚
きゃく
するシャリー

ア（イスラーム法）とよばれる独自の法をもち、社会生活のすべてを律す

る。そのため、イスラーム法の規則は宗教的な戒
かい
律
りつ
だけではなく、結

けっ
婚
こん
・

離
り
婚
こん
などの家庭生活、社会・経済、政治までも含

ふく
めた内容になっている。

　さらにムハンマドやクライシュ族が商人だったため、イスラームは商

業活動に極
きわ
めて肯

こう
定
てい
的な宗教となった。『クルアーン』の言語であるアラ

ビア語も、商人たちをはじめとして、商業活動・文化活動の共通言語と

なった。メッカ巡礼のための交通網
もう
整備は、同時に交易や文化交流を促

うなが

し、イスラーム社会の文化的・商業的発展を導いた。

　632年、ムハンマドが死去すると、ウンマの指導者としてカリフ（「後
こう

継
けい
者」または「代理人」を意味する）が選ばれた。このうち最初の４代を、

後世のスンナ派は正統カリフとよぶ。アラブ人のムスリムは、カリフの

指導下で征
せい
服
ふく
活動を開始し、ビザンツ帝国やササン朝ペルシアと接

せっ
触
しょく
し

た。長年にわたる対立によって弱体化していた両国は、遊牧民を中心と

するアラブ人の進出に耐
た
えることができず、ビザンツ帝国はシリア・エ

イスラームとイスラーム社会
ムスリムたちは『クルアーン』の教えとそれに立脚したシャリーアに従って生き、社
会を営む。

4 QR

Sharī‘a

コラム QR

p.11

急速に拡大するイスラームの共同体
アラブ人のムスリムの征服活動によって、広大なイスラーム世界が形成された。し
かし、初期の統治は、アラブ人による異民族支配であった。

Khalīfa

QR

6 p.94 2

7 QR p.81

　　正統カリフ　初代アブー＝バ
クルはカリフ制を確立し、第２
代ウマルは法と行政を整備し、
第３代ウスマーンは『クルアー
ン』を編

へん
纂
さん
した。その後、領土が

拡大し、内政が不安定になるな
かで、第４代のアリーはウンマ
の統一に努めた。

6

　　征
せい

服
ふく

活動とジハード　ジ
ハードとはもともと「困難を克

こく
服
ふく

する努力」、すなわちイスラーム
を守り、広めることを意味した。
そのため、その手段については
時代と地域によってさまざまで
ある。敵対的な異教徒との武力
的な戦いをジハード（聖

せい
戦
せん
）とよ

ぶ一方、学問と精神によるジハー
ドを推

すい
奨
しょう
し武力の行使を否定す

る見解も根強い。

7

　 六
ろく
信
しん
五
ご
行
ぎょう

4

　 『クルアーン』を読む子供（パ
レスチナ）
3

六　信
次の六つの存在を信じる

ろく　　しん

五　行
ご ぎょう

次の五つのことを行う

❶信仰告白
「アッラーのほかに神なし」
「ムハンマドはアッラーの使
徒なり」と公言すること。ム
スリムはよく、この言葉を
口にする。

❷礼拝
日に５回、メッカに向かって
祈りをささげる。

❹諸預言者
ムハンマドとそれ以前の預
言者たち。
❺終末と来世
世界はやがて終末を迎え、
すべての人間は復活して審
判を受ける。

❷天使
啓示を預言者に運ぶなど、
神の命令を実行。

❸喜捨
貧しい人や孤児などのため
に財産の一部を差し出す。

き  しゃ

❹ラマダーン月の断食
イスラーム暦９月は１か月の
間、毎日日の出前から日没
まで飲食しない。

だんじき

啓示に基づく聖典の意味。
数多くあったとされ、『クル
アーン』はその最後のもの。

❸啓典
けいてん

❺巡礼
可能な限り、一生に一度は、
巡礼月（イスラーム暦12
月）にメッカに巡礼する。

じゅんれい

❻定命（運命）
人間の運命はすべて神に
よってあらかじめ定められ
ている。

ていめい

❶神（アッラー）
唯一・絶対・全能の神で、
世界を創造。

ゆいいつ

　　　　　　　　　
ムスリムの信

しん
仰
こう

と社会生活に
はどのようなつながりがある
か、要約しよう。

問 い つながり 現 代
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　シーア派ムスリムは、現在イランとイラクを中心に広がっている
が、ムスリム全体ではその数は限定的である。これに対し、歴史上
のイスラーム王朝の大部分はスンナ派を奉

ほう
じており、現在もスンナ

派がムスリムの大多数を占
し
めている。その比率はほぼシーア派１割

に対してスンナ派９割である。
　イランではイラン＝イスラーム革命（→p.346）後、イラン＝イス
ラーム共和国が成立し、シーア派の中心的な存在となっている。一
方、スンナ派を代表するのは、メッカとメディナを有するサウジア
ラビアであり、両者はさまざまな局面で政治的対立を続けている。

コラム

ワーリー）も増え、またアラブ人どうしの政治的対立から、ウマイヤ家

の権
けん
威
い
に批判的なアラブ人も多く、しだいに反体制の動きが強まった。

　ウマイヤ朝成立直前のカリフ位をめぐる対立でアリーを支持した人々

は、その後も反体制運動を行い、シーア派とよばれるようになった。彼
かれ

らは、ムハンマドの血族であるアリーの子孫のみがウンマの指導者（イ

マーム）としてふさわしいと主張し、後には多くの派に分かれた。シー

ア派は、10世紀には各地で運動を広げて、ファーティマ朝をはじめと

する多くの地方政権を建てた。一方、シーア派に同調しない多数派の

人々は、ウマイヤ朝とその後のアッバース朝のなかで徐
じょ
々
じょ
にみずからの

立場を支える理論を確立し、やがてスンナ派と自
じ
称
しょう
するようになった。

　ムハンマドの叔
お
父
じ
アッバースの子孫（アッバース家）は、シーア派など、

ウマイヤ朝に不満を抱
いだ
く人々を取りまとめた革命軍によってウマイヤ朝

を倒
たお
し、750年にアッバース朝を建てた。革命軍のなかには、反体制派

のアラブ人のほかに多数の非アラブ人改宗者が参加しており、アッバー

ス朝ではこうした異民族出身のムスリムがめざましい社会的進出を遂
と
げ

た。このため、アッバース朝はイスラームの下
もと
で、多様なムスリムや異

教徒の共存を原則とするイスラーム帝国であったといわれる。事実、カ

mawālī

5

シーア派とスンナ派
イスラーム共同体の指導者をめぐる意見の相違から、二つの宗派が成立した。

shī‘a

QR

imām

6

p.102

sunna

QR コラム

イスラーム帝国としてのアッバース朝
アラブ人の異民族支配体制が崩れ、新たな王朝では、諸民族が対等なムスリムとし
て、社会的役割を担う体制がつくり出された。

‘Abbās

565 ごろ～ 653

‘Abbās

750 ～ 1258 7 QR

QR

　　イマーム　指導者を意味す
る言葉で、シーア派は「最高指導
者」という意味で用いている。ス
ンナ派のカリフとは異なり、宗
教的権

けん
威
い
の高さが強調される。

6

　　マワーリー　征
せい
服
ふく
当初のイ

スラーム世界では、ムスリムは
アラブ人のみであったため、異
教徒と異民族は、ほぼ同一視され、
共に被

ひ
支配者の立場に置かれた。

しかし異民族の改宗者（マワー
リー）が増加すると、同じムスリ
ムを支配下にとどめようとする
アラブ人と、社会的地位の上

じょう
昇
しょう

を求める改宗者の間に緊
きん
張
ちょう
が高

まった。このこともウマイヤ朝
の支配体制に対する批判を高め
る一因となった。

5

　　アッバース朝とシーア派　
アッバース家は、シーア派の分
派を利用して王朝を建設したが、
王朝成立後は逆にシーア派を弾

だん

圧
あつ
した。

7

　 シーア派の
聖地カルバラー　
ムハンマドの孫フ
サインがウマイヤ
朝軍に殺害された
地で、毎年多数の
信者が、彼

かれ
の殉

じゅん
教
きょう

をいたんで巡
じゅん

礼
れい

に
訪
おとず

れている。

3

　　　　
アッバース朝の革命はなぜ起
こったのか、説明しよう。

問 い つながり

　 ウマイヤ＝モスク（シリア ダマスクス）　現
存する最初期の大モスク。もともとは古代の豊

ほう
穣
じょう

神をまつる神
しん

殿
でん

で、４世紀後半にローマ帝国がキ
リスト教の教会に改修し、それを接収したウマイ
ヤ朝が８世紀初頭にモスクとして再改修した。モ
スクには、壁

へき
面
めん

のモザイク画など、各時代の痕
こん

跡
せき

が残っている。

4

世界
遺産
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じょ
々
じょ
にみずからの

立場を支える理論を確立し、やがてスンナ派と自
じ
称
しょう
するようになった。

　ムハンマドの叔
お
父
じ
アッバースの子孫（アッバース家）は、シーア派など、

ウマイヤ朝に不満を抱
いだ
く人々を取りまとめた革命軍によってウマイヤ朝

を倒
たお
し、750年にアッバース朝を建てた。革命軍のなかには、反体制派

のアラブ人のほかに多数の非アラブ人改宗者が参加しており、アッバー

ス朝ではこうした異民族出身のムスリムがめざましい社会的進出を遂
と
げ

た。このため、アッバース朝はイスラームの下
もと
で、多様なムスリムや異

教徒の共存を原則とするイスラーム帝国であったといわれる。事実、カ

mawālī

5

シーア派とスンナ派
イスラーム共同体の指導者をめぐる意見の相違から、二つの宗派が成立した。

shī‘a

QR

imām

6

p.102

sunna

QR コラム

イスラーム帝国としてのアッバース朝
アラブ人の異民族支配体制が崩れ、新たな王朝では、諸民族が対等なムスリムとし
て、社会的役割を担う体制がつくり出された。

‘Abbās

565 ごろ～ 653

‘Abbās

750 ～ 1258 7 QR

QR

　　イマーム　指導者を意味す
る言葉で、シーア派は「最高指導
者」という意味で用いている。ス
ンナ派のカリフとは異なり、宗
教的権

けん
威
い
の高さが強調される。

6

　　マワーリー　征
せい
服
ふく
当初のイ

スラーム世界では、ムスリムは
アラブ人のみであったため、異
教徒と異民族は、ほぼ同一視され、
共に被

ひ
支配者の立場に置かれた。

しかし異民族の改宗者（マワー
リー）が増加すると、同じムスリ
ムを支配下にとどめようとする
アラブ人と、社会的地位の上

じょう
昇
しょう

を求める改宗者の間に緊
きん
張
ちょう
が高

まった。このこともウマイヤ朝
の支配体制に対する批判を高め
る一因となった。

5

　　アッバース朝とシーア派　
アッバース家は、シーア派の分
派を利用して王朝を建設したが、
王朝成立後は逆にシーア派を弾

だん

圧
あつ
した。

7

　 シーア派の
聖地カルバラー　
ムハンマドの孫フ
サインがウマイヤ
朝軍に殺害された
地で、毎年多数の
信者が、彼

かれ
の殉

じゅん
教
きょう

をいたんで巡
じゅん

礼
れい

に
訪
おとず

れている。

3

　　　　
アッバース朝の革命はなぜ起
こったのか、説明しよう。

問 い つながり

　 ウマイヤ＝モスク（シリア ダマスクス）　現
存する最初期の大モスク。もともとは古代の豊

ほう
穣
じょう

神をまつる神
しん

殿
でん

で、４世紀後半にローマ帝国がキ
リスト教の教会に改修し、それを接収したウマイ
ヤ朝が８世紀初頭にモスクとして再改修した。モ
スクには、壁

へき
面
めん

のモザイク画など、各時代の痕
こん

跡
せき

が残っている。

4

世界
遺産

西
ア
ジ
ア

要約文の活用例 側注の活用例
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　日本と大元ウルスの間では、文
ぶん
永
えい
・弘

こう
安
あん
の役

えき
のため

政府間の関係は開かれなかったが、民間の海上貿易は
活発に行われた。戦争時や倭

わ
寇
こう
（→p.142）の出

しゅつ
没
ぼつ
時な

どには、両国の政府が沿岸警備の強化や海外交通の統
制をしたが、それ以外の時期は海商が盛

さか
んに往来して

貿易を行った。中心地となったのは寧
ニン
波
ポー
（明

めい
州
しゅう
、元代に

は慶
けい
元
げん
）と博

はか
多
た
（→p.129）であり、博多は元軍の攻

こう
撃
げき
目

標となったにもかかわらず、戦後はすぐに繁
はん
栄
えい
が戻

もど
った。

戦争や外交を担
にな
った幕府や寺社なども、有力者が寺院

建設費の捻
ねん
出
しゅつ
の名目で貿易船を派

は
遣
けん
し、私的なかたち

で貿易を行っていた。貿易船には多くの僧
そう
が便乗して

往来し、禅
ぜん
宗
しゅう
や宋

そう
学
がく
など新しい学問や文化がもたらさ

れた。喫
きっ
茶
さ
の風習が広まったのも、禅僧を通してである。

視点を
変えて 大

だい
元
げん
ウルスと日本

れた。一方で、創立以来従ってきた遊牧集団や早くから服従した勢力も

尊重されており、帝国の中
ちゅう

枢
すう

は、世
せ

襲
しゅう

と実力とのバランスのとれた、多

元的で開放的なしくみによって運営されていた。統治においては徴
ちょう

税
ぜい

と

治安維
い

持
じ

に重点を置き、在来の社会や文化にはほとんど干
かん

渉
しょう

しなかった。

西方のジョチ家・チャガタイ家・フレグ家のウルスでは、支配者である

モンゴルの方が逆に現地の文化の影
えい

響
きょう

を受けてトルコ化・イスラーム化

し、統治下の社会に根を下ろしていった。 

　騎
き

馬
ば

軍事力を力の源泉としつつ広域支配・定住民統治の経験を蓄
たくわ

えて

きた中央ユーラシアの遊牧国家は、モンゴル帝国の登場で直接ユーラシ

アの大半を政治的に統合するに至った。モンゴル帝国の下
もと

で大成された

広域支配のあり方と各ウルスの領域は、その後の時代にも受け継
つ

がれた。

　大元ウルスは1276年に南
なん

宋
そう

を下し、中央ユーラシアの王権として初

めて華
か

中
ちゅう

・華南を直接支配した。南宋の造船・航海技術や海洋知識を吸

収したモンゴルは、東南アジア・インド洋への進出を図
はか

った。南方では

大
だい

越
えつ
（陳

ちん
朝）・チャンパー・パガン朝・ジャワ島に遠

えん
征
せい

軍を送り、東方で

は２回にわたって日本に出兵した（文
ぶん

永
えい

・弘
こう

安
あん

の役
えき

）。これらは多くの場

合、強い抵
てい

抗
こう

に遭
あ

って撤
てっ

兵
ぺい

することとなったが、もともと征
せい

服
ふく

ではなく

通商の拡大と交易路の確保が目的であったため、13世紀末にはほとん

どの地域が大元ウルスと通交・通商関係をもつようになった。これによ

り、杭
こう
州
しゅう

・泉
せん
州
しゅう

・広
こう
州
しゅう

などの港
こう

市
し

が海上貿易で繁
はん

栄
えい

し、交通や物流は海

運や大運河によって華北や内陸部とも結ばれた。こうしてモンゴル帝国

は、陸上だけでなく海上交通をも支配する帝国へと発展していった。 

　大元ウルスでは、制度上は金
きん

・南宋の官
かん

僚
りょう

制・地方行政単位が引き継

4

コラム

p.163

p.39

大元ウルスとユーラシア東部
華北と江南を統合した大元ウルスは海の道にも進出し、交通・貿易網は陸海に広が
った。モンゴル主導の下で柔軟な人材登用と寛容な宗教観に基づく統治が行われた。

p.125

p.133

1274、1281

視点

p.127 p.130

5

　　「モンゴル」の概
がい
念
ねん
　モンゴ

ルとはもともと集団名であり、
次いで国家名として使われ、現
在のような民族名ではなかった。
帝国の支配層に加われば、出身
にかかわらずモンゴルとして扱

あつか

われた。

4

　　地方単位としての省　モン
ゴルは、中国支配に際し中央政
府の中

ちゅう
書
しょ
省
しょう
と同格の行

こう
中
ちゅう
書
しょ
省
しょう
を

各地に置いて地方統治にあたら
せた。これは従来よりはるかに
広い範

はん
囲
い
を管

かん
轄
かつ
し、現在の中国

の行政区分の省の起源となった。

5

　 元軍と戦う日本の武士　元軍は、モンゴル・女
じょ

真
しん

・高
こう

麗
らい

・
南
なん

宋
そう

などさまざまな出身者の混成であった。日本側は元軍の
集団戦法や火薬兵器に苦戦したが、元軍も日本側が築いた防

ぼう

塁
るい

に上陸をはばまれた。 〈『蒙古襲来絵詞』〉

2

　　　　
モンゴル帝国は、広大な領域
に住む多様な人々をどのよう
に統治したのか、要約しよう。

問 い つながり

　男性が全員騎
き
兵
へい
となる遊

牧民の社会は、父系の血筋
を中心に組み立てられてい
たが、家政を取りしきり、
出
しゅっ
征
せい
中の留守を守る女性も、

財産管理権をもつなど強い
立場にあった。モンゴル帝
国では、オゴデイの没

ぼつ
後
ご
な

どに、次のハーンが大集会
（クリルタイ）で選出される
までの間、妃

きさき
が皇太后となっ

て国政を代行した。

コラム

中
央

ユ
ー
ラ
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ア

東
ア
ジ
ア

日
本

南
・

東
南
ア
ジ
ア

西
ア
ジ
ア
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中学校との関連　クビライ（フビライ＝ハン）、大元ウルス（元朝）、文永・弘安の役

　モンケが急死すると帝位継
けい

承
しょう

戦争が起こり、次弟クビライが帝国の東

方勢力の支持を得て即
そく

位
い

した。彼
かれ

は自分の本
ほん

拠
きょ

地であった東方に支配の

重心を移し、モンゴル高原へ連なる草原地帯と中国の農耕地域にまたが

る地に大
だい
都
と
（現北

ペ キ ン
京）を築いて、遊牧・農耕の両世界を共に支配する新し

い帝国建設に乗り出した。1271年に大
だい

元
げん

という国号を定めたことから、

ユーラシア東方を支配するクビライの帝国を、大元ウルス（元朝）という。

クビライの時代までに、モンゴル帝国は東は日本海から西は黒海・地中

海に至る領域に広がり、カザフ草原・南ロシア草原のジョチ＝ウルス（キ

プチャク＝ハン国）、中央アジアのチャガタイ＝ウルス（チャガタイ＝ハン

国）、イラン高原のフレグ＝ウルス（イル＝ハン国）といった、チンギス＝カ

ンの子孫が支配するウルスが各地に形成された。これらの諸ウルスは、

クビライ家の大元皇帝を全体のハーンとしていただき、時に争いつつ、

緩
ゆる

やかに連合した。モンゴル帝国は、大元ウルスを中心とするチンギス

＝カン一門のウルスの集合体であった。

　モンゴル帝国においては、チンギス＝カン家の王族を共通の支配層と

しつつ、出自・宗教・言語にかかわらず、さまざまな集団や個人が実力

主義で登用され、これら支配層に加わった者はすべてモンゴルと総
そう

称
しょう

さ

モンゴル帝国の再編と構造
クビライ時代以降、モンゴル帝国は東方の大元を中心とする一族諸ウルスの連合体
となり、チンギス家を核としつつ多様な人々を登用する開放的な体制で運営された。

Qubilai

位 1260～ 94

QR

Dai-ön Ulus

1271 ～ 1368 1 QR

Züchiin Ulus

1243 ～ 1502

2

Tsagaadain Ulus

1307 ～ 16世紀

1258～ 1353

1
Qaghan

3

　　大
だい
元
げん
の国号　「大元」は五経

（→p.36）の一つ『易
えき
経
きょう
』の一句か

らとられた２字熟語で、天や宇
宙を意味する。従来、中国の王
朝名は王家とゆかりのある古地
名にちなんでいたが、それとは
異なる新しい命名法であった。

1

　　ジョチ＝ウルス　バトゥをは
じめとする、チンギス＝カンの長
子ジョチ（→p.135　）の諸子が
治めたウルスで、後にクリム、
カザンなど多くのハン国に分か
れた（→p.190）。当時キプチャ
ク草原とよばれていた地域を支
配したので、キプチャク＝ハン国
と通

つう
称
しょう
される。

2

2

　　ハーン　カガン（可
か
汗
がん
、→p.43）

の発音が変化した称
しょう
号
ごう
で、オゴ

デイ以降使われるようになった。
モンゴル皇帝だけが名乗り、そ
れ以外の王族はハン（カン）と称
して区別された。

3

　 モンゴル帝国の領域　 読み解き クビライが築いた大
だい
都
と
には、位置的にどのような利点があるだろうか。1
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モンゴルの最大領域
チンギス＝カンの遠征路
バトゥの遠征路
フレグの遠征路
クビライの遠征路
駅伝制（ジャムチ）のルート
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ジョチ＝ウルス（キプチャク＝ハン国）
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●予習で大まかな流れを把握する
●授業で前時の内容を復習する
●受験前に通史を復習する
●論述の文例として活用する

●学習内容をさらに詳しく理解する
●受験対策として細かな知識を補充する

本文で学習するモンゴル帝国に関して、より詳細な知識を押さえられま
す。例えば「⑤地方単位としての省」では、大元ウルスの地方単位について、
中央政府の中書省と同格の行中書省を置いたこと、これが現在の中国の
行政区分の省の起源になったことを補足しています。

2
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関
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読
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特
色
⑤

30 31

「部の導入」「まとめと展望」に対応したワークシートや、節の問いへの解答を記入できるワーク
シートを、QRコンテンツ（➡本資料p.38-41）および指導書Webサポート（➡本資料p.43-
45）に収録しています。

学習の見通し・振り返りシート 

３部１章 ユーラシア大交流圏の成立 

■問いの確認 
部の学習を始める前に立てた「あなたの考えた問い」（p.101）を書き出そう。 
「あなたの考えた問い」： 
 
 
 

■章の問い 
「章の問い」に対するあなたの予想を書き込もう。 
３部１章の問い：ユーラシアと諸地域における陸と海のネットワークは、どのように広がったのだろうか。 
あなたの予想： 
 
 
 
 
 
 

■節の振り返り 
各節を学習した後に、節の課題に対するあなたの考えを書き込もう。 
１ イスラーム世界の拡大（p.102-109） ２ ヨーロッパ封建社会の展開（p.110-121） 
課題：イスラームは、どのような地域に広がったのだろうか。 課題：ヨーロッパの封建社会は、どのように変化していったの

だろうか。 

あなたの考え： 
 
 
 
 
 

あなたの考え： 
 
 
 
 

３ 東アジア諸地域の成長と自立（p.122-129） ４ 海と陸をつなぐ海域世界（p.131-134） 
課題：唐の崩壊後、東アジアではどのような勢力が台頭した
のだろうか。 

課題：９世紀以降に東南アジアで起こった「ダイナミックな
変化」とは、どのようなものだろうか。 

あなたの考え： 
 
 
 
 
 

あなたの考え： 

       年    組    番 

名前 
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4部

　この部では、おおよそ18世紀後半から20世紀半ばまでの歴史を学ぶ。歴史総合では「近代化と私たち」「国際秩
ちつ

序
じょ
の変化や大衆化と私たち」の二つのテーマの時代に当たる。４部と５部の時代については、上記のテーマに基

もと

づいて歴史総合ですでに学んでいるため、それをさらに深めることが求められる。深めるというのは、ただ細か
い知識を増やすことではなく、問いを立てて資料を考察する能力、各時代の特

とく
徴
ちょう
を大観し、それに関連する抽

ちゅう
象
しょう

的な概
がい
念
ねん
を理解する能力などを磨

みが
くことも求められる。

　この時代には、農業中心の人類社会が、工業化された社会へと変化を始める。それは、国境を越
こ
える「世界市

場」の形成とも不可分であり、経済面で諸地域が結びつく、地球規模の「一体化」が実現した。その影
えい
響
きょう
の下

もと
で、

大西洋をまたぐ地域では、「一体化」の主体となる自由な近代市民社会と国民国家の形成が進み、一方でほかの地
域では、植民地支配などを通じて強制的に一体化の流れに巻き込

こ
まれる例が増加した。国家間でも各国内でも、

格差が拡大し、それへの反発としてナショナリズムや社会主義も広がった。国民国家が生み出したナショナリズ
ムは、経済・社会や政治の大衆化が進むなかで、力による外部への膨

ぼう
張
ちょう
を主張する帝国主義や全体主義への支持

など、負の側面もみせ始めたが、同時にそれは、民族自決の理念を通じて、植民地などの人々を勇気づけた。
　20世紀前半には、これらの矛

む
盾
じゅん
が爆

ばく
発
はつ
し、人類は二度の世界大戦を経験した。その結果、国際機関の設立とそ

れを通じた平和維
い
持
じ
および経済・社会の発展など、新しい世界のあり方が目指されるようになっていった。

p.211 p.216

p.216 p.229

p.260 p.305

p.281、309 p.288、315

諸地域の結合・変容

このころの社会や人々の様子はどのようなものだったのだろう？

教科書p.206〜321のほか、図書館やインターネットなどを活用して、ほかにも資料を探してみよう。

ワークシート

　 19世紀の上
シャン
海
ハイ
　 考えよう 中国のジャンク船以外には、どのよう

な船がみられるだろうか。
1

自由貿易の広がり

　 アメリカの雑誌に掲
けい
載
さい
された風

ふう
刺
し
画（1892年）　 考えよう 人々

は、どこからどこへ向かっているのだろうか。
3

人々の国際的な移動 QR
動 画

　 ローズヴェルト大統領による演説（1933年）
考えよう ローズヴェルトは、どのような手段で演説を
国民に伝えようとしているのだろうか。

4

マスメディアの発達

　 パリの電話交
こう
換
かん
手の様子　 考えよう ここでは

どのような技術が使われているのだろうか。
2

科学・技術の発達

205

複数の資料を読み解いて問いを表現しよう
　４部「諸地域の結合・変容」の学習にあたって、以下の六つの観点から、あなたが最も興味のあるものを選ぼう。
そして以下の例を参考に、その観点に関連する資料を教科書や資料集などから集め、あなたの「問い」を表現しよう。
「諸地域の結合・変容」について
読み解く六つの観点

・人々の国際的な移動　・自由貿易の広がり　・マスメディアの発達
・国際規

き

範
は ん

の変容　　　・科学・技術の発達　・文化・思想の展開

集めた資料をもとに考えた問いの例

平和維持のための国際組織はそれぞれ、
なぜ問題を抱えていると考えられたのだ
ろうか？

観点「　　　　　　　　　　　　　　　　　　　」（と「　　　　　　　　　　　　　　　　　　」）に関する資料

�「　　　　　　　　　　　　　　　　　」や「　　　　　　　　　　　　　　　　」などから考えたあなたの問い

あなたの考えた問い

この問いを考えた理由

※各章の学習を終えるごとに、「章の問い」に対するあなたの考えをまとめながら、「あなたの考えた問い」との関連を考えよう。
　その際、「あなたの考えた問い」自体も改めて見直そう（→p.322　　　　　　  ）。1・2STEP

あなたの考えた問いあなたの考えた問い

「国際規範の変容」について集めた資料の例

　 国際連盟と国際連合の比
ひ
較
かく

7

国際連盟
1920年1月～46年4月

国際連合
1945年10月～名称

事務局
提唱

加盟国

議決

制裁
手段

ジュネーヴ
ウィルソンの「十四か条」

ニューヨーク
大西洋憲章

原加盟国は42か国
米は不参加、ソ連は遅れて
加盟の後除名、日・独・
伊は途中で脱退

原加盟国は51か国
連合国の五大国（米・英・
ソ・仏・中華民国）は初め
から参加
総会での多数決と、安全保
障理事会で常任理事国の
意見が一致することで議決
となる

全加盟国が出席する総会に
おいて、全会一致すること
で議決となる

経済制裁・外交断絶など
非軍事措置、不十分なら武
力制裁も可能

金融・通商などの経済制
裁（武力による制裁手段は
ない）

　 国際連盟を表した風
ふう
刺
し
画（1919年）5

この国際連盟橋は
アメリカ大統領に
よって設計された

橋の隙間

　 国際連合を表した風刺画（1948年）
読み解き 図　と図　の風刺画は、国際連盟と国際連

合のそれぞれどのような点を風刺していると考えられ
るだろうか。図　から読み取れるそれぞれの特

とく
徴
ちょう

も踏
ふ

まえて考えよう。

6

5 6

7

拒否権国際連合

文句を言わない らくだ
「どうだっていいじゃないか。どう
したって立ち上がれないのだから」
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4部 まとめと展望
　各章の「章の問い」に対するあなたの考えをワークシートに書き込

こ
もう。その際、「あなたの考えた問い」と関連

していると考えたことも、それぞれ書き込もう。

1STEP

　 1・2STEP で設定した「あなたの考えた問い」を探究するにあたり、「問い」に関連する資料を収集しよう。収集
にあたっては、教科書のほか、書

しょ
籍
せき
や資料集、インターネットなども活用しよう。

3STEP

　収集した資料をもとに、各部の探究の例（p.99、203、323）も参考にして、「あなたの考えた問い」に対する探
究成果をまとめよう。まとめることが難しい場合には、探究するにあたって重要だと考えることをワークシートに書
き込もう。

4STEP

１章 
環大西洋革命～工業化と国民国家の形成

「環大西洋革命」は、人類の歴史に何をもたらしたのだろうか。

２章 
イギリスの覇権と欧米の国民国家建設

「自由」はそれぞれの国でどのように求められ、どの程度達成されたのだろうか。

３章 
世界の一体化の進展とアジアの変容

なぜ欧米諸国はアジアへ進出したのだろうか。また、アジア諸国は進出にど
のように対応したのだろうか。

４章 
世界の一体化の完成とその影響

世界の一体化は、各地域に何をもたらしたのだろうか。

５章 
世界大戦の時代

二度の世界大戦がそれぞれ引き起こされた要因と、世界に与えた影響は何だ
ろうか。

６章 
戦後の国際秩序と冷戦

第二次世界大戦後の世界では、なぜ国際秩序が形成されてまもなく対立が始
まったのだろうか。

　 1STEP を踏
ふ
まえ、p.205 で設定した「あなたの考えた問い」と「この問いを考えた理由」を、自分にとっての問

いの意味も考えながら見直そう。そして、もし「あなたの考えた問い」を修正したり、別の観点で設定し直したりす
る場合には、ワークシートに書き込もう。

2STEP

→５部の探究活動に取り組む際に、改めてワークシートを振り返ろう。

あなたの「問い」との関連を探究するにあたって、主体的に取り組むことが

□よくできた　□できた　□あまりできなかった

� →特にできた点や改善したい点などをワークシートに書き込もう。

まとめの振り返り

　４部で学習した時代と現代とで似ていると考えたことや、現代の諸課題を考えるにあたって気づいたことがあれば、ワー
クシートに書き込もう。

５部「地球世界の課題」に向けて現代への展望

ワークシート

「諸地域の結合・変容」について読み解く六つの観点
・人々の国際的な移動　・自由貿易の広がり　・マスメディアの発達　・国際規範の変容　・科学・技術の発達　・文化・思想の展開

あなたの考えた問い：

323

問い：

探究のまとめ
・�第一次世界大戦に兵士として動員された植民地では、独立や権利の拡大が望まれていた。
・�しかし、国際連盟中心の新たな国際秩序のなかでも、宗主国の植民地への姿勢は変わらなかったといえる。一
方で、戦後の対応への不満でナショナリズムが刺激され、独立や権利獲得への意識が高まったともいえる。
探究活動を通じて気づいたこと
・�第一次世界大戦中に高まった植民地の期待と戦後の宗主国の対応には大きな差があったが、その後の植民地の
あり方は、見方によって変わった面と変わらなかった面の二つの側面があることがわかった。
・�現代の国際連合は、この時代の植民地の名残をもつ途上国と大国である先進国との格差是正のために、どのよ
うな働きかけをしているのかについても、探究してみたいと思った。

選んだ観点：
第一次世界大戦後の国際連盟の設立により、植民地のあり方は変わったといえるのだろうか？

国際規範の変容
部の始めには国際組織の中心となった大国に着目していたが、４部の学習を通し

て大国に従属する植民地に興味をもった。そこで、国際連盟によって宗主国と植民地の関係性はどのように変わっ
たのか、探究し小レポートにまとめた。

「あなたの考えた問い」の探究の例

●国際連盟の概要
　国際連盟は、第一次世界大戦後のパリ講和会議で、アメリカ大統領
ウィルソンの提唱によって設立が合意された。原加盟国はヴェルサイ
ユ条約に調印した42か国である。新たな集団安全保障という理念に
基づき、国家が集団として平和維持に協力することが目指された。　

●第一次世界大戦への植民地の動員とナショナリズム
　右の資料は、第一次世界大戦のフランス軍兵士を表している。大戦
の長期化や人員の不足などから、フランスとイギリスは積極的に植民
地兵を前線に動員した。動員された植民地からは、徐々に独立の意識
や、本国への政治参加に向けた権利の拡大の意思が生まれた。さらに
民族自決の思想の広まりもあり、アジアやアフリカの植民地では戦後
の宗主国の対応に期待が高まっていたと考えられる。

●国際連盟と植民地
　植民地の期待とは裏腹に、欧米諸国は民族自決の原則をアジア・ア
フリカ諸国に適用することに対して消極的だった。それは国際連盟に
おいても同様だった。右の史料に示された委任統治体制は、それまで
の植民地支配とは異なる制度として導入されたにもかかわらず、実質
的には第一次世界大戦の敗戦国の領土や植民地を戦勝国が分配したた
め、戦勝国の多くはその領土を拡大させることになった。そのため、
各地のナショナリズム運動に火をつけ、戦間期に多くの地域において
独立運動が広がる結果となった。このように第一次世界大戦後の国際
秩序からあぶれた国や地域は、第二次世界大戦後に独自の平和と自主
外交を掲げる第三勢力を形成した。

第二二条
　�　先の戦争の結果これまでの支配国
の統治を離

はな
れた植民地や領土で、近

代世界の苛
か
烈
れつ
な条件のもとでまだ自

立しえない人々が居住しているとこ
ろに対しては、…資源や経験あるい
は地理的位置によってその責任を引
き受けるのに最も適し、かつそれを
進んで受

じゅ
諾
だく
する先進国に委任し、連

盟に代わる受任国としてその国に後
見の任務を遂

すい
行
こう
させる…

� 〈木畑洋一訳、歴史学研究会編『世界史史料10』〉

国際連盟規約（1919年）史
 料

探究にあたって意識したこと：

開戦時のフランス

騎馬砲兵 軽騎兵 猟騎兵

騎兵科

竜騎兵

植民地兵

アルジェリア歩兵 モロッコ歩兵

セネガル歩兵 外国人部隊兵

胸甲騎兵

特色
⑤ 単元を通して生徒の主体的な探究学習を 促す構造化された問い

▲ p.204-205 ▲ p.322-323

部の冒頭に当時の社会や人々の様
子がわかる資料を掲載。
資料の着目点を示した 考えよう を
参考に、資料読解を通して時代を
概観し、部の学習を見通します。

1
探究学習で必要な、問い
を立てる→調べる→まと
める というプロセスの基
礎を養うことができます。

4問いを表現することで、生徒は「何を明ら
かにするために学ぶのか」を理解したう
えで部の学習に臨めます。
目的意識が生まれるため、受け身ではな
く主体的な学習につながります。

2
探究の例を掲載し、探究活動の参考となる
ようにしています。探究を積み重ねること
で、5部4章で取り組む、「地球世界の課題」
の探究活動に生かせるようにしています。

5

歴史の全体像がつかみやすい紙 面の工夫と単元構成

資料から部で学習する時代を概観し、
生徒自身が問いを表現します。

学習を振り返り、部の導入で立てた
問いをもとに探究学習を行います。STEP １   部の導入（見通し） STEP 3   まとめと展望（振り返り）

●各部の最初に設置されていた「部の導入」を受ける形で、部の最後に学習を振り返り探究
活動を行う「まとめと展望」を新設しました。

●これらにより、学習の見通し・振り返りが行いやすくなるとともに、探究学習にも取り組
めるようになっています。

STEP2
 本文ページ

見通し・振り返りシート

各章の問いへの説明を通
して、生徒自身で学習の
理解度を確認できます。

3
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特色
⑤ 単元を通して生徒の主体的な探究学習を 促す構造化された問い

「抜き出そう」「要約しよう」「説明しよう」の
難易度の異なる三つの問いで構成しています。

2
思考力・判断力・表現力を育むとともに、本文の要
点も明確になり、本文を読み進めやすくなります。

3

歴史の全体像がつかみやすい紙 面の工夫と単元構成

章と節にはそれぞれ「問い（課題）」と「振り返り」を設置し、章・節単
位でも見通し・振り返りをしながら学習できるようにしています。

学習の要点に関する問いです。「歴史的な見方・考え方」を働かせな
がら、学習をまとめられるようにしています。章の問い／節の課題 見開き／項目の問い

例）3部1章　ユーラシア大交流圏の成立

●生徒が主体的な探究学習に向かえるように、 
教科書全体を通して問いが充実しています。

3 部 1 章の問い
ユーラシアと諸地域における陸と海のネットワークは、
どのように広がったのだろうか。（教科書 p.102）

3 部 1 章の振り返り
ユーラシアと諸地域における陸と海のネットワークは、どのように広がったのだろうか。拡大の要因の
うち重要だと考える事柄をいくつか選んだうえで、あなたの考えを説明しよう。（教科書 p.139）

歴史的な
見方・考え方

5

　 ナポレオンを描
えが
いた二

つの絵画　〈左：ダヴィド作『サン
ベルナール峠でアルプスを越える第一
統領』、マルメゾン博物館蔵、1800年、
縦261cm×横221cm　右：ドラロッ
シュ作『アルプスを越えるボナパルト』、
ルーヴル美術館蔵、1848 ～ 50年、縦
289cm×横222cm〉

1

1部

　中学校では人類の誕生や日本列島での人類の生活を学び、高校の歴史総合でも、衣食住や遊び、産業や交通、
災害や病気など、身の回りのさまざまな事象が、日本列島やその周辺の地域の歴史、さらに世界の歴史とつながっ
ていることを学んだ。１部ではそれらを振

ふ
り返りながら、古い時代を含

ふく
む世界全体の歴史を学ぶ意味や学び方に

ついて、まず考えてみよう。その際には、中学校社会科や歴史総合と同じように、さまざまな記録や資料、そし
て歴史についての「どのようであったか」「なぜだろう」などの問いをもとに、皆

みな
さん自身が調べ、考え、答えを見

つけ出すことが求められる。
　その材料として１部では、地球環

かん
境
きょう
と人類の関係、それに家族の歴史と感

かん
染
せん
症
しょう
の歴史を取り上げる。地球の長

い歴史のなかで、環境は大きく変化し、やがてさまざまな生物が生まれた。その一つである人類は、700万年余
り前にアフリカで出現し、地球全体に広がった。地球史の一部である人類の歴史は、環境と不可分で、しかも環
境に大きな影

えい
響
きょう
を与

あた
えてきた。

　こうした人類全体の、また世界全体の歴史と、私たちの日常生活はどう結びつくのだろうか。それは時代によっ
て異なり、また地域の違

ちが
いも軽視できない。例えば、核

かく
家族や、「男性が外で働き女性は家を守る」という家族の

かたちはいつからあるのだろうか。畑作・牧
ぼく
畜
ちく
を行うヨーロッパと、稲

いな
作
さく
を行う東アジアで、その点に違いはなかっ

ただろうか。14世紀のペスト（黒
こく
死
し
病
びょう
）や20世紀の感染症は、なぜその時期に大流行したのだろうか。16世紀の

天
てん
然
ねん
痘
とう
は、なぜアメリカ大陸に大きな被

ひ
害
がい
を与えたのだろうか。各時代や地域の特色、共通点と差異をとらえる

ための考察は、２部からの学習に役立つはずである。

p.6 p.10 p.12

p.115 p.283

p.162

世界史へのまなざし

「歴史的な見方・考え方」を働かせて探究しよう
　歴史的事象について多面的・多角的に考察し、探究するためには、「歴史的な見方・考え方」を働かせることが大切になる。
「歴史総合」の学習でも扱

あつか
った五つの「歴史的な見方・考え方」を思い出し、世界史探究でもこれらを働かせて学習に取り組もう。

❶時期や年代に関する視点
　この絵画はそれぞれいつ、
どのような経

けい
緯
い
で描

えが
かれたの

だろうか。
❷推移に関する視点
　二つの絵画が描かれた間に
は、どのような社会の変化が
あったのだろうか。
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　二つの絵画では、ナポレオ
ンの描かれ方にどのような差
異があるだろうか。
❹�事象相互のつながりに関す
る視点
　それぞれの絵画の作者は、
なぜこのようにナポレオンを
描いたのだろうか。
❺�現代世界とのつながりに関
する視点
　為

い
政
せい
者のイメージが異なっ

て示されることは、現在でも
起こることだろうか。

⃝「歴史的な見方・考え方」を働かせて資料を見ると･･･
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とく

徴
ちょう

 　　　　 背景・原因、影
えい

響
きょう

・結果

　　　　 現代世界とのつながり、展望、自己との関わり

問 い

年�代 推�移

比�較 つながり

現�代
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　 ナポレオンを描
えが
いた二

つの絵画　〈左：ダヴィド作『サン
ベルナール峠でアルプスを越える第一
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ルーヴル美術館蔵、1848 ～ 50年、縦
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1

1部
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て歴史についての「どのようであったか」「なぜだろう」などの問いをもとに、皆

みな
さん自身が調べ、考え、答えを見

つけ出すことが求められる。
　その材料として１部では、地球環

かん
境
きょう
と人類の関係、それに家族の歴史と感

かん
染
せん
症
しょう
の歴史を取り上げる。地球の長

い歴史のなかで、環境は大きく変化し、やがてさまざまな生物が生まれた。その一つである人類は、700万年余
り前にアフリカで出現し、地球全体に広がった。地球史の一部である人類の歴史は、環境と不可分で、しかも環
境に大きな影

えい
響
きょう
を与

あた
えてきた。
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て異なり、また地域の違

ちが
いも軽視できない。例えば、核
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家族や、「男性が外で働き女性は家を守る」という家族の

かたちはいつからあるのだろうか。畑作・牧
ぼく
畜
ちく
を行うヨーロッパと、稲

いな
作
さく
を行う東アジアで、その点に違いはなかっ
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　為

い
政
せい
者のイメージが異なっ

て示されることは、現在でも
起こることだろうか。

⃝「歴史的な見方・考え方」を働かせて資料を見ると･･･

　本文ページ側注部分の　　　には、以下の視点アイコ
ンを付してあるため、考察する際の参考にしよう。
　　　　 時期や年代 　　　　 変化と継続

　　　　 類
るい

似
じ

と差異、特
とく

徴
ちょう

 　　　　 背景・原因、影
えい

響
きょう

・結果

　　　　 現代世界とのつながり、展望、自己との関わり

問 い

年�代 推�移

比�較 つながり

現�代

変化と継続
背景・原因、影響・結果 現代世界とのつながり、展望、自己との関わり

▼ p.91 ▼ p.93 ▼ p.95
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　イスラームでは、個人の内面の救済以上に、社会全体が人間にとっ
て正しい道を進むことを重視する。個人は、その正しい社会で生き
ることによって、そうではない社会で生きるよりも容易に楽園に到

とう

達
たつ
できるとされている。『クルアーン』には、そのような正しい社会

をつくるための規
き
範
はん
が示されており、人々の人間関係のための指針

となっている。しかし、『クルアーン』の分量には限りがあり、かつ
解
かい
釈
しゃく
が分かれる部分もあるため、後世の人々は、それをムハンマド

の言行に関する伝承や、イスラーム学者たちの合意によって補った。
こうして、生活・経済・政治などあらゆる分野に及

およ
ぶ規範がつくられ、

これら全
ぜん
般
ぱん
をシャリーア（イスラーム法）とよんでいる。

　よりよい社会をつくるために
シャリーアに従うことは、そのま
ま神の意志に従うことであり、ム
スリムは、その結果、死後に楽園
に到達できると信じている。

コラム

　ムスリムは、六
ろく

信
しん

五
ご

行
ぎょう
を義務として生きる。特に五行は誰

だれ
もが行う信

しん

仰
こう
行
こう
為
い
として重視され、神への帰依（信仰告白・礼拝・巡礼）、社会的な

相
そう
互
ご
扶
ふ
助
じょ
（喜捨）、心身の浄

じょう
化
か
（断

だん
食
じき
）、信徒たちの集合（礼拝・巡礼）など

を目的としている。イスラーム社会は『クルアーン』に立
りっ
脚
きゃく
するシャリー

ア（イスラーム法）とよばれる独自の法をもち、社会生活のすべてを律す

る。そのため、イスラーム法の規則は宗教的な戒
かい
律
りつ
だけではなく、結

けっ
婚
こん
・

離
り
婚
こん
などの家庭生活、社会・経済、政治までも含

ふく
めた内容になっている。

　さらにムハンマドやクライシュ族が商人だったため、イスラームは商

業活動に極
きわ
めて肯

こう
定
てい
的な宗教となった。『クルアーン』の言語であるアラ

ビア語も、商人たちをはじめとして、商業活動・文化活動の共通言語と

なった。メッカ巡礼のための交通網
もう
整備は、同時に交易や文化交流を促

うなが

し、イスラーム社会の文化的・商業的発展を導いた。

　632年、ムハンマドが死去すると、ウンマの指導者としてカリフ（「後
こう

継
けい
者」または「代理人」を意味する）が選ばれた。このうち最初の４代を、

後世のスンナ派は正統カリフとよぶ。アラブ人のムスリムは、カリフの

指導下で征
せい
服
ふく
活動を開始し、ビザンツ帝国やササン朝ペルシアと接

せっ
触
しょく
し

た。長年にわたる対立によって弱体化していた両国は、遊牧民を中心と

するアラブ人の進出に耐
た
えることができず、ビザンツ帝国はシリア・エ

イスラームとイスラーム社会
ムスリムたちは『クルアーン』の教えとそれに立脚したシャリーアに従って生き、社
会を営む。

4 QR

Sharī‘a

コラム QR

p.11

急速に拡大するイスラームの共同体
アラブ人のムスリムの征服活動によって、広大なイスラーム世界が形成された。し
かし、初期の統治は、アラブ人による異民族支配であった。

Khalīfa

QR

6 p.94 2

7 QR p.81

　　正統カリフ　初代アブー＝バ
クルはカリフ制を確立し、第２
代ウマルは法と行政を整備し、
第３代ウスマーンは『クルアー
ン』を編

へん
纂
さん
した。その後、領土が

拡大し、内政が不安定になるな
かで、第４代のアリーはウンマ
の統一に努めた。

6

　　征
せい

服
ふく

活動とジハード　ジ
ハードとはもともと「困難を克

こく
服
ふく

する努力」、すなわちイスラーム
を守り、広めることを意味した。
そのため、その手段については
時代と地域によってさまざまで
ある。敵対的な異教徒との武力
的な戦いをジハード（聖

せい
戦
せん
）とよ

ぶ一方、学問と精神によるジハー
ドを推

すい
奨
しょう
し武力の行使を否定す

る見解も根強い。

7

　 六
ろく
信
しん
五
ご
行
ぎょう

4

　 『クルアーン』を読む子供（パ
レスチナ）
3

六　信
次の六つの存在を信じる

ろく　　しん

五　行
ご ぎょう

次の五つのことを行う

❶信仰告白
「アッラーのほかに神なし」
「ムハンマドはアッラーの使
徒なり」と公言すること。ム
スリムはよく、この言葉を
口にする。

❷礼拝
日に５回、メッカに向かって
祈りをささげる。

❹諸預言者
ムハンマドとそれ以前の預
言者たち。
❺終末と来世
世界はやがて終末を迎え、
すべての人間は復活して審
判を受ける。

❷天使
啓示を預言者に運ぶなど、
神の命令を実行。

❸喜捨
貧しい人や孤児などのため
に財産の一部を差し出す。

き  しゃ

❹ラマダーン月の断食
イスラーム暦９月は１か月の
間、毎日日の出前から日没
まで飲食しない。

だんじき

啓示に基づく聖典の意味。
数多くあったとされ、『クル
アーン』はその最後のもの。

❸啓典
けいてん

❺巡礼
可能な限り、一生に一度は、
巡礼月（イスラーム暦12
月）にメッカに巡礼する。

じゅんれい

❻定命（運命）
人間の運命はすべて神に
よってあらかじめ定められ
ている。

ていめい

❶神（アッラー）
唯一・絶対・全能の神で、
世界を創造。

ゆいいつ

　　　　　　　　　
ムスリムの信

しん
仰
こう

と社会生活に
はどのようなつながりがある
か、要約しよう。

問 い つながり 現 代

西
ア
ジ
ア

ア
フ
リ
カ
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中学校との関連　イスラーム（イスラム教）、メッカ、アッラー

　イスラーム（イスラム教）は、西アジアから地中海東南岸という、オリ

エント文明やヘレニズム国家群、またローマ帝国の南部が栄えた地域で

成立・発展した。その基
き
盤
ばん
には、この地に広がる乾

かん
燥
そう
地帯の風土と、遊

牧生活、灌
かん
漑
がい
農耕、そして古代から続く都市の文明が存在していた。西

アジアや、その一部であるアラビア半島では、らくだ・羊を家
か
畜
ちく
とする

遊牧民（ベドウィン）が砂
さ
漠
ばく
で移動生活を送る一方、オアシスや大河の河

か

畔
はん
に都市ができ、東西交易路で結びついていた。この地域の都市と遊牧

の文化が、ユダヤ教・キリスト教を生み、イスラームを生んだ。

　商業都市の一つであるメッカ（マッカ）で誕生したイスラームは、唯
ゆい
一
いつ

神アッラーへの信
しん
仰
こう
と人間の平等を訴

うった
えて、社会改革を行うとともに、

およそ20年で半島を統一した。さらに急速な征
せい
服
ふく
活動によって、ササ

ン朝ペルシアを倒
たお
し、ビザンツ帝国から広大な領土を獲

かく
得
とく
し、これらの

地域で栄えたオリエント文明やヘレニズム文化の遺産とイスラームの原

理を融
ゆう
合
ごう
して、新しい独自の文明をつくり上げた。

　イスラーム文明は何世紀もの間、先進的な世界文明として東西に影
えい
響
きょう

を及
およ
ぼし、また宗教としてのイスラームもアジア・アフリカの各地に広

まった。その結果、ムスリム（イスラム教徒）によって、現代までに至る

イスラーム世界が成立した。

西アジアの風土とイスラームの成立
イスラームは乾燥地帯の西アジアで宗教として確立するとともに、オリエントと地
中海の諸文明を吸収して新しい文明を生み出し、東西に広がった。

Islām

QR

p.18 p.68 p.75

コラム

Bedouin

p.21 p.78
Mecca

Allāh

QR

p.81 p.85

p.71

QR

Muslim

1

イスラームの誕生
イスラーム世界の特徴とはどのようなもの
だろうか。

節の
課題2節

　 現代のイスラーム世界　中東を中心に中央アジア・東南アジアや西アフリカにまで広がる。現在信者の数が最大のイ
スラーム国家はインドネシアである。イェルサレムはムハンマドが天の旅をした場所とされ、第３の聖地となっている。
1

��ﾟ

�ﾟ

�ﾟ

��ﾟ ��ﾟ ��ﾟ ���ﾟ ���ﾟ

大大
西西
洋洋 地地

中中
海海

海海

海海
ピピ
スス
カカ

黒黒

紅紅

海海

ペペルルシシアア湾湾

アラビア海アラビア海

イ ン ド 洋イ ン ド 洋

太太

平平

洋洋

イェルサレム

メディナメディナ
メッカメッカ

カルバラーカルバラー マシュハドマシュハド
ナジャフナジャフ

アラビア半島

インドネシア
共和国

ムハンマド
昇天の地

イスラーム
発祥の地

ヒジュラ（聖遷）の地

イスラームの聖地
シーア派の聖地
イスラームの伝播
ムスリムが70％以上を占める
国・地域
ムスリムが比較的多い地域

　西アジア乾
かん
燥
そう
地帯の遊牧

は、砂漠地帯で行われるため、
乾燥に強い らくだ が最も重
要な家

か
畜
ちく
として扱

あつか
われた。

同時に、乾燥に強い植物を
利用して、多くの羊や やぎ
が飼育された。オアシス間
の交易も らくだ を中心とす
る隊商によって行われ、メッ
カもまた、アラビア半島と
シリアを結ぶ交易で栄える
商業都市だった。

　　　　　　　　　
イスラームはどのような地域
で成立・発展したのか抜き出
そう。

問 い 推 移 つながり

　 現在のベドウィン（サウ
ジアラビア）
2

コラム

西
ア
ジ
ア

ア
フ
リ
カ
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　シーア派ムスリムは、現在イランとイラクを中心に広がっている
が、ムスリム全体ではその数は限定的である。これに対し、歴史上
のイスラーム王朝の大部分はスンナ派を奉

ほう
じており、現在もスンナ

派がムスリムの大多数を占
し
めている。その比率はほぼシーア派１割

に対してスンナ派９割である。
　イランではイラン＝イスラーム革命（→p.346）後、イラン＝イス
ラーム共和国が成立し、シーア派の中心的な存在となっている。一
方、スンナ派を代表するのは、メッカとメディナを有するサウジア
ラビアであり、両者はさまざまな局面で政治的対立を続けている。

コラム

ワーリー）も増え、またアラブ人どうしの政治的対立から、ウマイヤ家

の権
けん
威
い
に批判的なアラブ人も多く、しだいに反体制の動きが強まった。

　ウマイヤ朝成立直前のカリフ位をめぐる対立でアリーを支持した人々

は、その後も反体制運動を行い、シーア派とよばれるようになった。彼
かれ

らは、ムハンマドの血族であるアリーの子孫のみがウンマの指導者（イ

マーム）としてふさわしいと主張し、後には多くの派に分かれた。シー

ア派は、10世紀には各地で運動を広げて、ファーティマ朝をはじめと

する多くの地方政権を建てた。一方、シーア派に同調しない多数派の

人々は、ウマイヤ朝とその後のアッバース朝のなかで徐
じょ
々
じょ
にみずからの

立場を支える理論を確立し、やがてスンナ派と自
じ
称
しょう
するようになった。

　ムハンマドの叔
お
父
じ
アッバースの子孫（アッバース家）は、シーア派など、

ウマイヤ朝に不満を抱
いだ
く人々を取りまとめた革命軍によってウマイヤ朝

を倒
たお
し、750年にアッバース朝を建てた。革命軍のなかには、反体制派

のアラブ人のほかに多数の非アラブ人改宗者が参加しており、アッバー

ス朝ではこうした異民族出身のムスリムがめざましい社会的進出を遂
と
げ

た。このため、アッバース朝はイスラームの下
もと
で、多様なムスリムや異

教徒の共存を原則とするイスラーム帝国であったといわれる。事実、カ

mawālī

5

シーア派とスンナ派
イスラーム共同体の指導者をめぐる意見の相違から、二つの宗派が成立した。

shī‘a

QR

imām

6

p.102

sunna

QR コラム

イスラーム帝国としてのアッバース朝
アラブ人の異民族支配体制が崩れ、新たな王朝では、諸民族が対等なムスリムとし
て、社会的役割を担う体制がつくり出された。

‘Abbās

565 ごろ～ 653

‘Abbās

750 ～ 1258 7 QR

QR

　　イマーム　指導者を意味す
る言葉で、シーア派は「最高指導
者」という意味で用いている。ス
ンナ派のカリフとは異なり、宗
教的権

けん
威
い
の高さが強調される。

6

　　マワーリー　征
せい
服
ふく
当初のイ

スラーム世界では、ムスリムは
アラブ人のみであったため、異
教徒と異民族は、ほぼ同一視され、
共に被

ひ
支配者の立場に置かれた。

しかし異民族の改宗者（マワー
リー）が増加すると、同じムスリ
ムを支配下にとどめようとする
アラブ人と、社会的地位の上

じょう
昇
しょう

を求める改宗者の間に緊
きん
張
ちょう
が高

まった。このこともウマイヤ朝
の支配体制に対する批判を高め
る一因となった。

5

　　アッバース朝とシーア派　
アッバース家は、シーア派の分
派を利用して王朝を建設したが、
王朝成立後は逆にシーア派を弾

だん

圧
あつ
した。

7

　 シーア派の
聖地カルバラー　
ムハンマドの孫フ
サインがウマイヤ
朝軍に殺害された
地で、毎年多数の
信者が、彼

かれ
の殉

じゅん
教
きょう

をいたんで巡
じゅん

礼
れい

に
訪
おとず

れている。

3

　　　　
アッバース朝の革命はなぜ起
こったのか、説明しよう。

問 い つながり

　 ウマイヤ＝モスク（シリア ダマスクス）　現
存する最初期の大モスク。もともとは古代の豊

ほう
穣
じょう

神をまつる神
しん

殿
でん

で、４世紀後半にローマ帝国がキ
リスト教の教会に改修し、それを接収したウマイ
ヤ朝が８世紀初頭にモスクとして再改修した。モ
スクには、壁

へき
面
めん

のモザイク画など、各時代の痕
こん

跡
せき

が残っている。

4

世界
遺産

西
ア
ジ
ア
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　イスラームでは、個人の内面の救済以上に、社会全体が人間にとっ
て正しい道を進むことを重視する。個人は、その正しい社会で生き
ることによって、そうではない社会で生きるよりも容易に楽園に到

とう

達
たつ
できるとされている。『クルアーン』には、そのような正しい社会

をつくるための規
き
範
はん
が示されており、人々の人間関係のための指針

となっている。しかし、『クルアーン』の分量には限りがあり、かつ
解
かい
釈
しゃく
が分かれる部分もあるため、後世の人々は、それをムハンマド

の言行に関する伝承や、イスラーム学者たちの合意によって補った。
こうして、生活・経済・政治などあらゆる分野に及

およ
ぶ規範がつくられ、

これら全
ぜん
般
ぱん
をシャリーア（イスラーム法）とよんでいる。

　よりよい社会をつくるために
シャリーアに従うことは、そのま
ま神の意志に従うことであり、ム
スリムは、その結果、死後に楽園
に到達できると信じている。

コラム

　ムスリムは、六
ろく

信
しん

五
ご

行
ぎょう
を義務として生きる。特に五行は誰

だれ
もが行う信

しん

仰
こう
行
こう
為
い
として重視され、神への帰依（信仰告白・礼拝・巡礼）、社会的な

相
そう
互
ご
扶
ふ
助
じょ
（喜捨）、心身の浄

じょう
化
か
（断

だん
食
じき
）、信徒たちの集合（礼拝・巡礼）など

を目的としている。イスラーム社会は『クルアーン』に立
りっ
脚
きゃく
するシャリー

ア（イスラーム法）とよばれる独自の法をもち、社会生活のすべてを律す

る。そのため、イスラーム法の規則は宗教的な戒
かい
律
りつ
だけではなく、結

けっ
婚
こん
・

離
り
婚
こん
などの家庭生活、社会・経済、政治までも含

ふく
めた内容になっている。

　さらにムハンマドやクライシュ族が商人だったため、イスラームは商

業活動に極
きわ
めて肯

こう
定
てい
的な宗教となった。『クルアーン』の言語であるアラ

ビア語も、商人たちをはじめとして、商業活動・文化活動の共通言語と

なった。メッカ巡礼のための交通網
もう
整備は、同時に交易や文化交流を促

うなが

し、イスラーム社会の文化的・商業的発展を導いた。

　632年、ムハンマドが死去すると、ウンマの指導者としてカリフ（「後
こう

継
けい
者」または「代理人」を意味する）が選ばれた。このうち最初の４代を、

後世のスンナ派は正統カリフとよぶ。アラブ人のムスリムは、カリフの

指導下で征
せい
服
ふく
活動を開始し、ビザンツ帝国やササン朝ペルシアと接

せっ
触
しょく
し

た。長年にわたる対立によって弱体化していた両国は、遊牧民を中心と

するアラブ人の進出に耐
た
えることができず、ビザンツ帝国はシリア・エ

イスラームとイスラーム社会
ムスリムたちは『クルアーン』の教えとそれに立脚したシャリーアに従って生き、社
会を営む。

4 QR

Sharī‘a

コラム QR

p.11

急速に拡大するイスラームの共同体
アラブ人のムスリムの征服活動によって、広大なイスラーム世界が形成された。し
かし、初期の統治は、アラブ人による異民族支配であった。

Khalīfa

QR

6 p.94 2

7 QR p.81

　　正統カリフ　初代アブー＝バ
クルはカリフ制を確立し、第２
代ウマルは法と行政を整備し、
第３代ウスマーンは『クルアー
ン』を編

へん
纂
さん
した。その後、領土が

拡大し、内政が不安定になるな
かで、第４代のアリーはウンマ
の統一に努めた。

6

　　征
せい

服
ふく

活動とジハード　ジ
ハードとはもともと「困難を克

こく
服
ふく

する努力」、すなわちイスラーム
を守り、広めることを意味した。
そのため、その手段については
時代と地域によってさまざまで
ある。敵対的な異教徒との武力
的な戦いをジハード（聖

せい
戦
せん
）とよ

ぶ一方、学問と精神によるジハー
ドを推

すい
奨
しょう
し武力の行使を否定す

る見解も根強い。

7

　 六
ろく
信
しん
五
ご
行
ぎょう

4

　 『クルアーン』を読む子供（パ
レスチナ）
3

六　信
次の六つの存在を信じる

ろく　　しん

五　行
ご ぎょう

次の五つのことを行う

❶信仰告白
「アッラーのほかに神なし」
「ムハンマドはアッラーの使
徒なり」と公言すること。ム
スリムはよく、この言葉を
口にする。

❷礼拝
日に５回、メッカに向かって
祈りをささげる。

❹諸預言者
ムハンマドとそれ以前の預
言者たち。
❺終末と来世
世界はやがて終末を迎え、
すべての人間は復活して審
判を受ける。

❷天使
啓示を預言者に運ぶなど、
神の命令を実行。

❸喜捨
貧しい人や孤児などのため
に財産の一部を差し出す。

き  しゃ

❹ラマダーン月の断食
イスラーム暦９月は１か月の
間、毎日日の出前から日没
まで飲食しない。

だんじき

啓示に基づく聖典の意味。
数多くあったとされ、『クル
アーン』はその最後のもの。

❸啓典
けいてん

❺巡礼
可能な限り、一生に一度は、
巡礼月（イスラーム暦12
月）にメッカに巡礼する。

じゅんれい

❻定命（運命）
人間の運命はすべて神に
よってあらかじめ定められ
ている。

ていめい

❶神（アッラー）
唯一・絶対・全能の神で、
世界を創造。

ゆいいつ

　　　　　　　　　
ムスリムの信

しん
仰
こう

と社会生活に
はどのようなつながりがある
か、要約しよう。

問 い つながり 現 代

西
ア
ジ
ア

ア
フ
リ
カ
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中学校との関連　イスラーム（イスラム教）、メッカ、アッラー

　イスラーム（イスラム教）は、西アジアから地中海東南岸という、オリ

エント文明やヘレニズム国家群、またローマ帝国の南部が栄えた地域で

成立・発展した。その基
き
盤
ばん
には、この地に広がる乾

かん
燥
そう
地帯の風土と、遊

牧生活、灌
かん
漑
がい
農耕、そして古代から続く都市の文明が存在していた。西

アジアや、その一部であるアラビア半島では、らくだ・羊を家
か
畜
ちく
とする

遊牧民（ベドウィン）が砂
さ
漠
ばく
で移動生活を送る一方、オアシスや大河の河

か

畔
はん
に都市ができ、東西交易路で結びついていた。この地域の都市と遊牧

の文化が、ユダヤ教・キリスト教を生み、イスラームを生んだ。

　商業都市の一つであるメッカ（マッカ）で誕生したイスラームは、唯
ゆい
一
いつ

神アッラーへの信
しん
仰
こう
と人間の平等を訴

うった
えて、社会改革を行うとともに、

およそ20年で半島を統一した。さらに急速な征
せい
服
ふく
活動によって、ササ

ン朝ペルシアを倒
たお
し、ビザンツ帝国から広大な領土を獲

かく
得
とく
し、これらの

地域で栄えたオリエント文明やヘレニズム文化の遺産とイスラームの原

理を融
ゆう
合
ごう
して、新しい独自の文明をつくり上げた。

　イスラーム文明は何世紀もの間、先進的な世界文明として東西に影
えい
響
きょう

を及
およ
ぼし、また宗教としてのイスラームもアジア・アフリカの各地に広

まった。その結果、ムスリム（イスラム教徒）によって、現代までに至る

イスラーム世界が成立した。

西アジアの風土とイスラームの成立
イスラームは乾燥地帯の西アジアで宗教として確立するとともに、オリエントと地
中海の諸文明を吸収して新しい文明を生み出し、東西に広がった。

Islām

QR

p.18 p.68 p.75

コラム

Bedouin

p.21 p.78
Mecca

Allāh

QR

p.81 p.85

p.71

QR

Muslim

1

イスラームの誕生
イスラーム世界の特徴とはどのようなもの
だろうか。

節の
課題2節

　 現代のイスラーム世界　中東を中心に中央アジア・東南アジアや西アフリカにまで広がる。現在信者の数が最大のイ
スラーム国家はインドネシアである。イェルサレムはムハンマドが天の旅をした場所とされ、第３の聖地となっている。
1

��ﾟ

�ﾟ

�ﾟ

��ﾟ ��ﾟ ��ﾟ ���ﾟ ���ﾟ

大大
西西
洋洋 地地

中中
海海

海海

海海
ピピ
スス
カカ

黒黒

紅紅

海海

ペペルルシシアア湾湾

アラビア海アラビア海

イ ン ド 洋イ ン ド 洋

太太

平平

洋洋

イェルサレム

メディナメディナ
メッカメッカ

カルバラーカルバラー マシュハドマシュハド
ナジャフナジャフ

アラビア半島

インドネシア
共和国

ムハンマド
昇天の地

イスラーム
発祥の地

ヒジュラ（聖遷）の地

イスラームの聖地
シーア派の聖地
イスラームの伝播
ムスリムが70％以上を占める
国・地域
ムスリムが比較的多い地域

　西アジア乾
かん
燥
そう
地帯の遊牧

は、砂漠地帯で行われるため、
乾燥に強い らくだ が最も重
要な家

か
畜
ちく
として扱

あつか
われた。

同時に、乾燥に強い植物を
利用して、多くの羊や やぎ
が飼育された。オアシス間
の交易も らくだ を中心とす
る隊商によって行われ、メッ
カもまた、アラビア半島と
シリアを結ぶ交易で栄える
商業都市だった。

　　　　　　　　　
イスラームはどのような地域
で成立・発展したのか抜き出
そう。

問 い 推 移 つながり

　 現在のベドウィン（サウ
ジアラビア）
2

コラム

西
ア
ジ
ア

ア
フ
リ
カ

問いは大学入試にも直結！
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　シーア派ムスリムは、現在イランとイラクを中心に広がっている
が、ムスリム全体ではその数は限定的である。これに対し、歴史上
のイスラーム王朝の大部分はスンナ派を奉

ほう
じており、現在もスンナ

派がムスリムの大多数を占
し
めている。その比率はほぼシーア派１割

に対してスンナ派９割である。
　イランではイラン＝イスラーム革命（→p.346）後、イラン＝イス
ラーム共和国が成立し、シーア派の中心的な存在となっている。一
方、スンナ派を代表するのは、メッカとメディナを有するサウジア
ラビアであり、両者はさまざまな局面で政治的対立を続けている。

コラム

ワーリー）も増え、またアラブ人どうしの政治的対立から、ウマイヤ家

の権
けん
威
い
に批判的なアラブ人も多く、しだいに反体制の動きが強まった。

　ウマイヤ朝成立直前のカリフ位をめぐる対立でアリーを支持した人々

は、その後も反体制運動を行い、シーア派とよばれるようになった。彼
かれ

らは、ムハンマドの血族であるアリーの子孫のみがウンマの指導者（イ

マーム）としてふさわしいと主張し、後には多くの派に分かれた。シー

ア派は、10世紀には各地で運動を広げて、ファーティマ朝をはじめと

する多くの地方政権を建てた。一方、シーア派に同調しない多数派の

人々は、ウマイヤ朝とその後のアッバース朝のなかで徐
じょ
々
じょ
にみずからの

立場を支える理論を確立し、やがてスンナ派と自
じ
称
しょう
するようになった。

　ムハンマドの叔
お
父
じ
アッバースの子孫（アッバース家）は、シーア派など、

ウマイヤ朝に不満を抱
いだ
く人々を取りまとめた革命軍によってウマイヤ朝

を倒
たお
し、750年にアッバース朝を建てた。革命軍のなかには、反体制派

のアラブ人のほかに多数の非アラブ人改宗者が参加しており、アッバー

ス朝ではこうした異民族出身のムスリムがめざましい社会的進出を遂
と
げ

た。このため、アッバース朝はイスラームの下
もと
で、多様なムスリムや異

教徒の共存を原則とするイスラーム帝国であったといわれる。事実、カ

mawālī

5

シーア派とスンナ派
イスラーム共同体の指導者をめぐる意見の相違から、二つの宗派が成立した。

shī‘a

QR

imām

6

p.102

sunna

QR コラム

イスラーム帝国としてのアッバース朝
アラブ人の異民族支配体制が崩れ、新たな王朝では、諸民族が対等なムスリムとし
て、社会的役割を担う体制がつくり出された。

‘Abbās

565 ごろ～ 653

‘Abbās

750 ～ 1258 7 QR

QR

　　イマーム　指導者を意味す
る言葉で、シーア派は「最高指導
者」という意味で用いている。ス
ンナ派のカリフとは異なり、宗
教的権

けん
威
い
の高さが強調される。

6

　　マワーリー　征
せい
服
ふく
当初のイ

スラーム世界では、ムスリムは
アラブ人のみであったため、異
教徒と異民族は、ほぼ同一視され、
共に被

ひ
支配者の立場に置かれた。

しかし異民族の改宗者（マワー
リー）が増加すると、同じムスリ
ムを支配下にとどめようとする
アラブ人と、社会的地位の上

じょう
昇
しょう

を求める改宗者の間に緊
きん
張
ちょう
が高

まった。このこともウマイヤ朝
の支配体制に対する批判を高め
る一因となった。

5

　　アッバース朝とシーア派　
アッバース家は、シーア派の分
派を利用して王朝を建設したが、
王朝成立後は逆にシーア派を弾

だん

圧
あつ
した。

7

　 シーア派の
聖地カルバラー　
ムハンマドの孫フ
サインがウマイヤ
朝軍に殺害された
地で、毎年多数の
信者が、彼

かれ
の殉

じゅん
教
きょう

をいたんで巡
じゅん

礼
れい

に
訪
おとず

れている。

3

　　　　
アッバース朝の革命はなぜ起
こったのか、説明しよう。

問 い つながり

　 ウマイヤ＝モスク（シリア ダマスクス）　現
存する最初期の大モスク。もともとは古代の豊

ほう
穣
じょう

神をまつる神
しん

殿
でん

で、４世紀後半にローマ帝国がキ
リスト教の教会に改修し、それを接収したウマイ
ヤ朝が８世紀初頭にモスクとして再改修した。モ
スクには、壁

へき
面
めん

のモザイク画など、各時代の痕
こん

跡
せき

が残っている。

4

世界
遺産

西
ア
ジ
ア

●入試問題の意図を読み取る力が身につきます
　日常的に問いを意識して学ぶことで、入試問題が「何を考えさせたいのか」をつかみやすくなります。

●比較・つながりをとらえる力が身につきます
　歴史事象の関係を整理できるようになり、資料を比較する問題や、時代や地域のつながりを問う問題への対応力がつきます。

●説明・論述の基礎が自然に身につきます
　問いに答える過程で「どの知識をどうつなげるか」を整理する習慣がつき、論述問題に応用できます。

●自身の言葉で説明することで理解が定着します
　説明を繰り返すことで理解が深まり、記憶にも残りやすくなります。

●課題発見力が育まれます
　問いを起点に考える学習が、総合型選抜で求められる、課題発見力や探究力の育成につながります。

●作文力の向上につながります
　問いへの説明を重ねることで論理的に文章を書く力が養われ、論述や志望理由書、小論文にも生かせます。
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支え、その発展に寄
き
与
よ
した。また11世紀以降は、各地にマドラサが建

設される一方、スーフィズム（イスラーム神秘主義）が学問と宗教実
じっ
践
せん
を

つなぐ役割を果たし、商工業者や農民にまで広がった。ウラマーや商人

は、知識や利益を求めてイスラーム＝ネットワークを頻
ひん
繁
ぱん
に往来したた

め、新たな知識や技術、文物は短期間でイスラーム世界各地に広がった。

　固有の学問としては、クルアーン学・伝承学・イスラーム法学・歴史

学などが発展し、特にイスラーム法学は、イスラーム世界の日常生活を

支える中心的な学問として重視された。

　外来の学問としては、８世紀以降、ギリシア哲
てつ
学
がく
や科学・医学・論理

学などの著作、またペルシア語の政治学の著作などが盛
さか
んに翻

ほん

訳
やく

され、

新たなイスラーム文化の形成に大きな役割を果たした。ギリシア起源の

幾
き
何
か
学とインドに由来するゼロの概

がい
念
ねん
や十進法を結びつけたアラビア数

学、化学の原型である錬
れん
金
きん
術などが発達した。医学書など、新しい知識

と技術の書物は、イベリア半島などでラテン語に翻訳されて最先
せん
端
たん
科学

としてヨーロッパに輸入され、ヨーロッパ科学の発展の基
き
礎
そ
となった。

　美術では、イスラームが偶
ぐう
像
ぞう
崇
すう
拝
はい
を強く嫌

きら
ったため、幾何学文様によ

るアラベスクが発展し、モスクなど建築物を飾
かざ
った。イラン・インド方

面では中国画の影
えい
響
きょう
を受けたミニアチュール（細密画）が発展した。

Sufism

QR 4

p.70 p.100

2

p.71 p.57

QR

arabesque

QR
miniature

　イスラーム世界の学問は、固有の学問と外来の
学問に大きく分けられる。二つの絵画から、それ
ぞれの学問研究の様子をみてみよう。

イスラーム世界で
発達した学問

　　イスラーム世界の古典文学　
イスラーム世界では、アラビア
語による文学が教養の中心とな
る一方で、インド・ペルシア・
ギリシアなど各地の逸

いつ
話
わ
からな

る『千
せん
夜
や
一
いち
夜
や
物語』が生まれ、民

衆の前で物語師によって語られ
た。またペルシア語圏

けん
では韻

いん
文
ぶん

が発達し、イラン民族叙
じょ
事
じ
詩

『シャー＝ナーメ（王の書）』やオマ
ル＝ハイヤームの『ルバイヤート
（四行詩集）』がつくられた。

2

　 イスラームの文化7　 マドラサで法学を説くウラマー　
法の研究は、生活上の問題を解決す
るため重要であった。マドラサで知
識を修めた者は、ウラマーとして学
院の教授や裁判官などになった。

5 　 イスタンブルの天文台（16世紀）　
アッバース朝の時代には、インドの天
文学書の翻

ほん
訳
やく

により、天文学が発達し
た。中国から伝わった羅

ら
針
しん

盤
ばん

と結びつ
き、インド洋の航海を活性化させた。

6

節の振り返り1
この節の学習を踏まえて、p.102
の　　　　に対するあなたの
考えを説明しよう。
節の課題

四分儀

地球儀

アストロラーベ

ウラマー

マドラサ

クルアーン

ムスリムの女生徒

古代以降の文明・文化
・ギリシア・ヘレニズム文化（→p.70）
・ペルシアの文化（→p.64）
・インドの文化（→p.57）
・中国の文化（→p.126）

各地のイスラーム文化
・インド　・スペイン
・イラン　・トルコ

イスラーム文化

固有の学問
・クルアーン学
・イスラーム法学
・伝承学
・歴史学（ラシード �

ウッディーン）など

その他
・文学（千夜一夜物

語→　など）
・ミニアチュール
（細密画）　など

外来（古来）の学問
・医学：イブン �

シーナー（アヴィ
ケンナ）

・幾何学（数学）：フ
ワーリズミー、オ
マル � ハイヤーム

・哲学：イブン �
ルシュド（アヴェ
ロエス） 　など

ルネサンス
（→p.173）

など

1

読み解き イスラーム文化は具体的にど
のような点で、古代以降の諸文化の影

えい
響
きょう

を受けていたのだろうか。

西
ア
ジ
ア
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を支配した。12世紀にカスティリャから独立したポルトガル王国は、

15世紀になると海洋国家として発展しアフリカ西海岸に進出した。ま

たカスティリャ王女イサベルとアラゴン王子フェルナンド５世が結婚

し、1479年にはスペイン王国が成立した。両王は1492年にイスラーム

最後の拠点グラナダを陥
かん

落
らく

させ再征服は終結した。

　第４回十字軍によってニケーアに追われていたビザンツ帝国の勢力

は、1261年にラテン帝国を滅
ほろ

ぼしてコンスタンティノープルを奪
だっ

回
かい

し、

国有地の管理権を世
せ

襲
しゅう

化するなどして帝国の再建に努めた。しかし、第

４回十字軍以降、地中海貿易の覇権をヴェネツィアに奪
うば

われ、また14

世紀からオスマン帝国がバルカン半島に進出するようになり、1453年

にはコンスタンティノープルが陥落してビザンツ帝国は滅
めつ

亡
ぼう

した。

　東欧では、ルーシのキエフ公国がドニエプル川を利用したビザンツ帝

国との交易で繁栄した。10世紀末、大公ウラジーミル１世がギリシア

正教に改宗し、ビザンツ帝国の権
けん

威
い

の下
もと

に東スラヴ人諸公国の盟主と

なった。しかしその後、ウクライナからロシアにかけての地域で、貴族

が農民を農
のう

奴
ど

化して大土地所有制を広めると、各地の諸公が分立するよ

うになった。さらに13世紀にモンゴルが侵
しん

入
にゅう

し、ジョチ＝ウルス（キプ

チャク＝ハン国）を建てたため、キエフ公国は衰
すい

退
たい

した。その後、モンゴ

ルの支配下でロシア諸公国の徴
ちょう

税
ぜい

を委ねられ、内陸河
か

川
せん

交通路の交易拠

点を握
にぎ

ったモスクワ大公国が台頭した。15世紀後半、モスクワ大公イ

ヴァン３世はビザンツ最後の皇帝の姪
めい

と結婚し、ビザンツ帝国の後
こう

継
けい

者

として皇帝（ツァーリ）を自
じ

称
しょう

し、1480年にはジョチ＝ウルスの支配から

独立した。以後、モスクワは「第３のローマ」と称されギリシア正教圏
けん

の

中心となり、後のロシア帝国の基
き

礎
そ

が築かれた。

Portugal

1143 ～ 1910

p.159
Isabel

1451 ～ 1504（位 1474～ 1504）

Fernando

1452 ～ 1516（位 1479～ 1516）

1479～

ビザンツ帝国の滅亡と東欧
ビザンツ帝国はイスラーム勢力によって滅ぼされるが、その権威は東スラヴのモス
クワ大公国に受け継がれていった。

p.114

p.114

4

p.164

4

Vladimir Ⅰ

位 980ごろ～ 1015

5

p.136

6
Moskva

14 世紀前半～ 16世紀末
Ivan Ⅲ

位 1462～ 1505
tsar’

7

p.191

節の振り返り2
この節の学習を踏まえて、p.110
の　　　　に対するあなたの
考えを説明しよう。
節の課題

　　プロノイア制　11世紀末に
始まる制度で、国家への軍事的
奉
ほう
仕
し
の見返りに皇帝が臣下に恩

おん

恵
けい
として国有地の管理権を与

あた
え

た。西欧の封
ほう
建
けん
制（→p.90）とは

異なり主従間の双
そう
務
む
契
けい
約
やく
ではな

く、また初めは一代限りであった。

4

　　ロシアとモンゴル　ロシア
の諸公は13世紀半ばから約240
年間にわたってモンゴルの支配
を受け、臣下として貢

こう
納
のう
と軍役

の義務を負った。

6

　　ウラジーミル１世の改宗　
ビザンツ皇帝に援

えん
軍
ぐん
を出すなど

関係を深めた後、皇帝の妹との
結
けっ
婚
こん
を条件にギリシア正教に改

宗した。

5

　　ツァーリ　古代ローマのカ
エサル（→p.74）を表すロシア語
から派生した称

しょう
号
ごう
である。

7

　 国土再征
せい
服
ふく
運動（レコンキスタ）3

地地 中中 海海
トレド
1085
トレド
1085

サンティアゴデ
コンポステーラ
サンティアゴデ
コンポステーラ

リスボンリスボン

コルドバ
1236
コルドバ
1236

グラナダ1492グラナダ1492
セビーリャ
1248

セビーリャ
1248

サラゴサ
1118
サラゴサ
1118 バルセロナバルセロナ

カスティリャ
　王国

アラゴン
連合王国

ポルトガル
王国

ナバラ
王国
ナバラ
王国

ナスル朝

イベリア半島イベリア半島

1475年の国境
キリスト教徒による
主要都市占領年

数字

キリスト教徒の支配地域
732年
1100年
1180年
1475年

� ���km

　 ビザンツ帝国の領土変化　
ビザンツ帝国は1071年にセル
ジューク朝に敗れた後、領土を
縮小した。それでも第４回十字
軍によるラテン帝国の建設まで
は、バルカン半島や小アジア東
部を中心に領土を回復した。

4

黒　　海黒　　海

地地
中中 海海

ア
ド

リ
ア

海

ア
ド

リ
ア

海

ドニエプ
ル

川

ドナウ川

マンジケルトマンジケルト

ヴェネツィアヴェネツィア

テッサロニキテッサロニキ

キエフキエフ

コンスタンティノープルコンスタンティノープル
ニケーアニケーア

ミストラミストラ

キエフ公国
（1000年ごろ）

ジョチ�
ウルス

バルカン半島

小アジア

1071年　ビザンツ帝
国軍がマンジケルト
の戦いでセルジュー
ク朝軍に敗れる。

1453年　コンスタン
ティノープルの陥落、
ビザンツ帝国滅亡。

ビザンツ帝国の領域
1070年ごろ
1095年ごろ
1180年ごろ
1400年ごろ

� ���km

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
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視点を
変えて「官から民へ」の日

にっ
宋
そう
貿易〜博

はか
多
た
と寧

ニン
波
ポー
の繁

はん
栄
えい

びつきを基
き
礎
そ
とし、職や財産を継

けい
承
しょう
していく「家」が社会の基本単位と

なった。摂
せっ
関
かん
家や武家という社会集団のよび方は、その表れである。

　朝
ちょう
鮮
せん
半島では、918年に王

おう
建
けん
が高

こう
麗
らい
を建て、開

かい
城
じょう
を都として半島を統

一した。高麗は宋と通交しつつ、キタイ・金
きん
から冊

さく
封
ほう
を受け、政治的自

立を守りながら国家体制の整備を進めた。12世紀後半、日本では平
へい
氏
し

政権・鎌倉幕府が成立し、高麗でも武臣政権が出現して、文
ぶん
治
ち
主義を目

指した宋とは逆に、武人が実権を握
にぎ
る時代となった。これらの武人政権

は、既
き
存
そん
の王権を打

だ
倒
とう
するのではなく、その公

こう
認
にん
の下

もと
で権力を握る形態

をとり、文官・貴族優位の体制や身分秩
ちつ
序
じょ
を打ち崩

くず
して能力主義の人材

登用を進めるなど、共通の特
とく
徴
ちょう
がみられた。

　この時期は、唐代に広まった仏教文化が各地域で独自の発展をみせた

ことも特徴であった。キタイや西
せい
夏
か
では唐文化の影

えい
響
きょう
を強く受け継いだ

仏教文化が栄え、高麗も仏教を国教とした。金・宋では禅
ぜん
宗
しゅう
が発展し、

儒
じゅ
学
がく
だけでなく儒・仏・道

どう
の三教がそれぞれ士

し
大
たい
夫
ふ
の教養とされた。こ

れらのうち、中
ちゅう
華
か
文明に対して憧

あこが
れと劣

れっ
等
とう
感を共に抱

いだ
いている漢字文化

圏
けん
の諸国では、自国を中華王朝と並ぶ存在とし、ほかの諸国よりは上位

と位置づける意識が現れるようになった。日本ではみずからの文化・伝

統を特別なものとみなす神
しん
国
こく
思想が育ち、朝鮮半島やベトナムでは、自

国をもう一つの中華だとする小中華思想が生まれた。宋で華
か
夷
い
の区別を

強調する朱
しゅ
子
し
学
がく
が現れたのも、このような国際環

かん
境
きょう
のなかで、中華自身

の自尊意識を再確認するためということができる。

p.11

位 918～ 943 918 ～ 1392

（コリョ）

ケ ソン

5 1

2

p.127

　　高
こう
麗
らい
の文化　木版印刷で高

麗版大
だい

蔵
ぞう

経
きょう

が刊行され、金属活
字や高麗青

せい
磁
じ

がつくられるなど、
高度な技術が発達した。

1

　　道
どう
教
きょう
の展開　金

きん
代の華

か
北
ほく

で
は、禅

ぜん
宗
しゅう

の影
えい

響
きょう

も受けた道教の
一派の全

ぜん
真
しん

教が成立した。

2

　 大量に出土した白
はく
磁
じ
（左）と　 器の底に書かれた中国人

名（右）　博多の貿易施
し

設
せつ

や居留地の遺
い

跡
せき

からは、大量の中国
産陶

とう
磁
じ

器が発
はっ

掘
くつ

されており、中国海
かい

商
しょう

の名前が記されたもの
も数多く見つかっている。陶磁器は重くて壊

こわ
れやすいが、船

せん

舶
ぱく

で大量に輸送できるため、日本に大量輸入されて各地に流
通した。 〈福岡市埋蔵文化財センター所蔵〉

3 4

　 高
こう
麗
らい
版大

だい
蔵
ぞう
経
きょう
　13世紀に

モンゴル撃
げき

退
たい
（→p.136）を祈

き
願
がん

して彫
ほ

られた仏教経典の版木。
８万枚余りが現存している。

5

　７世紀以来続いた遣
けん
唐
とう
使
し
（→p.52）は、838年を最後に

再び送られることはなかったが、これは日本と中国大陸
との交流が途

と
絶
だ
えたことを意味するわけではない。９世

紀以降、江
こう
南
なん
地方を中心に民間の海上貿易商（海

かい
商
しょう
）の活

動が活発になり、日本に盛
さか
んに来航して中国産品をもた

らした。中国海商から買いつける絹織物や工芸品、陶
とう
磁
じ

器などは、舶
はく
来
らい
品として｢唐

から
物
もの
｣とよばれて日本の上流階

級の間で珍
ちん
重
ちょう
され、また大量に輸入された宋

そう
銭
せん
は、日本

で通貨として流通した。海商は貿易に従事するだけでな
く、政府間の書簡を伝達したり、日本の留学僧

そう
を便乗さ

せたりもした。遣唐使が送られなくなったのは、政府が
使節を派

は
遣
けん
しなくても、中国の文物や情報が海商を通じ

て常に手に入るようになったからなのである。日本の対
中交流は、遣唐使時代の国営事業から日宋間の民間貿易
に移行したといえよう。
　華

か
北
ほく
の長

ちょう
安
あん
を目指した遣唐使が制度導入を主眼として

いたのに対し、貿易中心のこの時代には、江南地方から
優
ゆう
雅
が
な生活文化がもたらされた。その窓口となったのが、

江南の明
めい
州
しゅう
（明

みん
代に寧波と改名）と九州の博多である。博

多には中国海商が進出して拠
きょ
点
てん
を置き、彼

かれ
らによってい

くつもの禅
ぜん
寺
でら
が開かれた。国際貿易都市としての博多の

繁
はん
栄
えい
は、モンゴルの襲

しゅう
来
らい
（→p.137）や明の海

かい
禁
きん
（→p.142）

にもかかわらず、江戸幕府による海外貿易の長崎への集
約（→p.150）まで続くことになる。

節の振り返り3
この節の学習を踏まえて、p.122
の　　　　に対するあなたの
考えを説明しよう。
節の課題

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア

東
ア
ジ
ア

日
本

南
・

東
南
ア
ジ
ア
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中学校との関連　マルコ＝ポーロ、香辛料

　ユーラシア南部で海陸の交易・交通ネットワークの支配を狙
ねら

ったモン

ゴル帝国による東南アジア各地への出兵は、軍事面ではほとんど成功し

なかった。しかしモンゴルは、チャンパーや東南インドの港市を介
かい

して

ペルシア湾
わん

・紅海に伸
の

びる海上ネットワークを、泉
せん

州
しゅう

や大
だい

都
と

を介してユー

ラシアの陸上ネットワークに連結させることに成功した。モロッコのム

スリムであるイブン＝バットゥータの『大旅行記（三
さん

大
たい

陸
りく

周
しゅう

遊
ゆう

記
き

）』は、そ

の賜
たま

物
もの

といえる。もともとインド洋から東南アジアに進出し土着化して

いたムスリムに交じり、内陸から泉州や雲
うん

南
なん

経由で東南アジアに進出す

る「色
しき

目
もく

人」も現れた。また、モンゴル帝国の貴族には、これらの商人集

団の海上貿易活動に投資する者も多かった。近世のジャワでは、ムスリ

ムの主な先祖はモンゴルの遠
えん

征
せい

に従って中国から来た、という言い伝え

なども残っていた。このようなモンゴル時代の広域交流のなかで染
そめ

付
つけ

（青
せい

花
か

）磁器が生まれ、重く壊
こわ

れやすい陶
とう

磁
じ

器は船での運
うん

搬
ぱん

に適していた

ため、海上交易の代表的商品となった。

　南
なん

宋
そう

時代の中国では、イスラーム＝ネットワークから多くの情報を得

て、西アジア・エジプトだけでなく、ムラービト朝の北アフリカや、ア

フリカ中部の黒人の世界などの情報を含
ふく

む地理書が作成された。しかし

そこにはヨーロッパの知識は出てこなかった。これに対してヨーロッパ

人は、モンゴル帝国とまず陸路でつながったが、泉州から海路で帰国し

たと称
しょう

するマルコ＝ポーロの記録の影
えい

響
きょう

も受け、ユーラシア南部の海の

世界を視野に入れるようになった。そこからもたらされる香
こう

辛
しん

料
りょう

は、単

調なヨーロッパ人の食生活を劇的に豊かにし、消毒・解
げ

熱
ねつ

作用などは薬

としても注目された。それに象
しょう

徴
ちょう

される豊かなアジアへの憧
あこが

れが、15

世紀以降のヨーロッパ人の世界進出につながった。

ユーラシアを結ぶ海域世界
ユーラシア全域を結ぶネットワークのなかで、海域の中心部となったインド・東南
アジアへの注目が、モンゴルの出兵やヨーロッパ人の世界進出につながった。

p.137

p.60

1Ibn Battuta

1304 ～ 68? 1 p.106

p.138

p.139

p.124 p.106

p.105

Marco Polo

1254 ～ 1324 1 2 史料

p.159

大 ジャヴァ島　…とても裕
ゆう
福
ふく
であって、胡

こ
椒
しょう
・肉

にく
荳
ず
蔲
く
・高

こう
良
りょう

薑
きょう
・甘

かん
松
しょう
香
こう
・篳

ひっ
澄
ちょう
茄
か
・丁

ちょう
香
こう
など、つまりひと言でいえば、あ

らゆる高価な香
こう
料
りょう
が何でもできる土地である。各種の物資買

い込
こ
みにやってくる多数の商人を乗せた船がとてもたくさん

この地に集まってくるが、商人たちは皆
みな
この取り引きで大し

た儲
もう
けをしているのである。…世界中に賈

ばい
販
はん
されている香料

は、その大部分がこの島から将来されたものである。
フ ァーレック王国　…住民は元来すべてが偶

ぐう
像
ぞう
教徒であったが、

サラセン商人＊1がこの地にひんぱんに来航するようになって、
一部の都

と
邑
ゆう
在住民だけがマホメット＊2の教えに改宗すること

になった。…　＊1ムスリム商人　＊2ムハンマド
� 〈愛宕松男訳注『完訳�東方見聞録２』〉

『世界の記述（東
とう
方
ほう
見
けん
聞
ぶん
録
ろく
）』に残る東南アジアの記述史

 料

節の振り返り4
この節の学習を踏まえて、p.131
の　　　　に対するあなたの
考えを説明しよう。
節の課題

　　「東洋」「西洋」の区分　宋
そう
元
げん

時代の中国では、広
こう
州
しゅう
・泉

せん
州
しゅう
な

ど中国の主要港市とマラッカ海
かい

峡
きょう
を結ぶ線の東西を「東洋」「西

洋」とよび分ける習慣が出現した。
後にこれは、ヨーロッパを西洋
の中心とみなす一方で、日本を
東洋、東南アジア方面を「南洋」
とよぶような観念に変化した。

1

　 ヴェネツィアの商人マルコ
＝ポーロ　彼

かれ
の旅行記とされる

『世界の記述（東
とう

方
ほう

見
けん

聞
ぶん

録
ろく

）』は、
クビライ時代の多

た
彩
さい

な情報を
ヨーロッパに伝えた（→p.139、
159）。大

だい
都
と

からイタリアへの帰
路は泉

せん
州
しゅう

からチャンパー経由の
海路をとり、スマトラへのイス
ラーム伝来などの情報も残した。

2

読み解き 大ジャヴァ島の記述か
ら、ヨーロッパ人がアジアへ憧

あこが

れを抱
いだ
いた理由はどのようなも

のだと考えられるだろうか。

　 冒
ぼう
険
けん
の経路1

イ ン ド 洋
大

西
洋

グラナダ

ヴェネツィア

カイロ

モガディシオ

メッカ

ホルムズ

カリカット

マリンディ

キルワ

バグダード サマルカンド

北京

ファーレック

上都

泉州

　

コンスタンティノープル

タンジール
マラケシュ

トンブクトゥ

インド

中国

セイロン島

大ジャヴァ島

アフリカ大陸

ヨーロッパ
ユーラシア大陸

マルコ＝ポーロ
の経路

イブン＝バットゥータ
の経路

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア

東
ア
ジ
ア

南
・

東
南
ア
ジ
ア

ア
フ
リ
カ
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　大
だい
元
げん
ウルスでは、銀と紙幣の併

へい
用
よう
が通貨

の基本とされた。紙幣は宋
そう
代から用いられ

てきたが、元代には塩の引
ひき
換
かえ
券である塩

えん
引
いん

が事実上の高額紙幣として、また交
こう
鈔
しょう
が銅

銭に代わる通貨として、広く流通した。専
売品である塩の販

はん
売
ばい
は巨

きょ
額
がく
の利益を生んだ

ため、塩引が高い価値をもったのである。
紙幣の流通によって中国では銅銭が余るよ
うになり、近

きん
隣
りん
諸地域に輸出されて、通貨

や銅材として利用された。とりわけ政府が
貨幣鋳

ちゅう
造
ぞう
を行わなくなっていた日本では、

渡
と
来
らい
銭が通貨として流通した。

　このような陸と海の交通ネットワークを生かして遠距
きょ
離
り
商業を担

にな
った

のが、仏教徒のウイグル商人とイラン系のムスリム商人である。彼
かれ
らが

活
かつ
躍
やく
した中央アジア・西アジアでは銀が広く使われていたため、モンゴ

ル帝国は銀を通貨の基本に据
す
えた。額面の大きい銀は、高額の決済に用

いられた。さらに、経済規模に比べて銀の量が不足していたため、補助

として紙
し
幣
へい
（交

こう
鈔
しょう
）を併

へい
用
よう
した。銀・交鈔の流通によって役割の低下した

銅銭は、日本・高
こう
麗
らい
・ベトナムなどに流出して各地の経済を刺

し
激
げき
した。

　ユーラシア規模のネットワークは、人やものの移動も活発化させ、多

様な文化・習
しゅう
俗
ぞく
に寛

かん
容
よう
で開放的なモンゴル支配の下

もと
で、文化や技術の面

でもさまざまな交流・展開がみられた。東方では、中国にイスラームの

天文学・数学・医学や技術がもたらされ、高精度の太
たい
陰
いん
太陽暦

れき
である授

じゅ

時
じ
暦
れき
や染

そめ
付
つけ
磁器がつくり出された。都市では大衆演劇（雑

ざつ
劇
げき
）が上演され、

『西
せい

廂
そう

記
き

』『琵
び
琶
わ
記
き
』などの戯

ぎ
曲
きょく
（元

げん
曲
きょく
）が庶

しょ
民
みん
に流行した。他方、遊牧民の

風
ふう
俗
ぞく
や中国の文化が西方にもたらされ、イランでは、東方絵画の影

えい
響
きょう
を

受けてミニアチュール（細密画）が発達し、ぺルシア語の世界史書『集
しゅう
史
し
』

を美しい挿
さし
絵
え
で飾

かざ
り立てた。また、中国の火薬・羅

ら
針
しん
盤
ばん
・印刷術・陶

とう
磁
じ

器などが西アジアやヨーロッパに伝わり、学芸・美術や技術に大きな影
えい

響
きょう
を与えた。

　このようにモンゴル帝国がユーラシアの覇
は
権
けん
を握

にぎ
り、その下で広域交

流が盛
さか
んに行われた13〜 14世紀は「モンゴル時代」とよばれ、ユーラシ

アの大統合と大交流の時代と位置づけることができる。

5

p.129 p.133 コラム

3

4 6

p.135 1

p.175、176

　　カトリックの中国伝来　13
世紀末にモンテ＝コルヴィノが
ローマ教皇から派

は
遣
けん
され、大

だい
都
と

のカトリック司教となった。

2

　　ユーラシア規模の大旅行　
ヴェネツィアの商人マルコ＝ポー
ロの旅行記とされる『世界の記述
（東

とう
方
ほう
見
けん
聞
ぶん
録
ろく
）』はクビライ時代の

情報を伝え、ヨーロッパで広く
読まれた（→p.134、159）。また
モロッコ出身のムスリムの大旅
行家イブン＝バットゥータも東方
旅行の記録『大旅行記（三

さん
大
たい
陸
りく
周
しゅう

遊
ゆう
記
き
）』を残した（→p.106、134）。

3

　　授
じゅ
時
じ
暦
れき
　元

げん
代にイスラーム

天文学が中国に伝わった。郭
かく
守
しゅ

敬
けい
が作成した授時暦は長く使わ

れ、日本にも伝わって江戸時代
の貞

じょう
享
きょう
暦
れき
のもととなった。

4

　ユーラシアと諸地域における陸と海のネットワークは、どのように広がったのだろうか。
拡大の要因のうち重要だと考える事柄をいくつか選んだうえで、あなたの考えを説明しよう。振り返り

の1章

節の振り返り5
この節の学習を踏まえて、p.135
の　　　　に対するあなたの
考えを説明しよう。
節の課題

　 染
そめ
付
つけ

　青
せい

花
か

ともいう。中国の白
磁とイランのコバルト顔料による絵
つけの技術がモンゴルの下

もと
で結びつ

いて誕生した磁器である。

6

　 中国から日本に向けて運ばれたとされ
る銅銭　日本の各地で出土する宋

そう
銭
せん
（→p.129）

は、元代に流入したものも多い。

4

　 交
こう
鈔
しょう
（紙幣）5

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア

東
ア
ジ
ア

日
本

南
・

東
南
ア
ジ
ア

西
ア
ジ
ア

1節　イスラーム世界の拡大

2節　ヨーロッパ封建社会の展開

3節　東アジア諸地域の成長と自立

4節　海と陸をつなぐ海域世界

5節　ユーラシア大帝国の出現
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　９世紀以後のユーラシアの東部や南部では、唐
とう
の衰
すい
退
たい
や、インドの分

ぶん

裂
れつ
・多極化の影

えい
響
きょう
を受けて、周辺の国家・民族の独自性が強まった。た

だし、文化的な独自性をもった一方で、海陸の交易・交流ネットワーク

の影響がますます強まった点は、日本列島などの場合と同様だった。

　インド洋から中国南部までの海域では、唐代後半からムスリム商人が

活
かつ
躍
やく
していた。そのなかから、西アジアと海域各地の特

とく
徴
ちょう
を融
ゆう
合
ごう
した文

化をもちつつ、進出先に土着するような人々が現れた。彼
かれ
らは宋

そう
と各地

の貿易の仲
ちゅう
介
かい
や、宋への海域各地の情報提供を積極的に行った。また

11世紀には、インド南東部のチョーラ朝と、その下にいたタミル人の

商人集団が、東南アジアから中国南部で活動の痕
こん
跡
せき
を残した。さらに

11〜12世紀になると、中国商人の動きも活発化し、現在でいうチャイ

ナタウンが各地に出現した。　

　唐代後半の中国の周
しゅう
縁
えん
地域では、節

せつ
度
ど
使
し
が遊牧民などの外部の諸勢力

との交
こう
渉
しょう
も担
にな
っていた。唐の解体後、宋は東北や西北でそれらの勢力を

再征
せい
服
ふく
しきれず、南方にある北部ベトナムでも、安

あん
南
なん
都
と
護
ご
府
ふ
を引き継

つ
ぐ

節度使の支配領域の回復に失敗した。そのため宋は「唐の後
こう
継
けい
者として

の統一王朝」とはいえないものの、代わりに江
こう
南
なん
の経済発展や都市文化

の成長などを背景として、海上貿易を重視した。この結果、インド洋の

ダウ船や中国のジャンク船などで知られる海上交易のネットワ－クの影

響を受けつつ、交易の結節点である東南アジアでもダイナミックな変化

が起こった。

海域世界の復活と成長
ユーラシアの広い範囲を巻き込んだ９世紀前後の動乱を乗り切った後、アジア海域
の交易・交流はますます発展し、東南アジアの地域のまとまりも強まった。

p.53

p.58

3

p.126

p.58

Tamil

1

p.53

p.49

1 2 p.97、130

海と陸をつなぐ海域世界
９世紀以降に東南アジアで起こった「ダイナ
ミックな変化」とは、どのようなものだろうか。

節の
課題4節

中学校との関連　唐、ムスリム（イスラーム）商人

　 ダウ船　三角の帆
ほ

をもち、船体はココやしの繊
せん

維
い

でで
きた綱

つな
で板を縫

ぬ
い合わせて組み立てられている。

1 　 ジャンク船　操作しやすい折りたたみ式の帆
ほ

と、一部
が浸

しん
水
すい

しても沈
しず

みにくい船底の仕切りが特
とく

徴
ちょう

。
2

　 福
ふっ
建
けん
省泉

せん
州
しゅう
に残るムスリム

墓地　中国最古のムスリム墓地
といわれ、唐

とう
代に渡

わた
ってきたム

スリム２人の墓のほか、墓群も
残っている。

3

　　　　　　　　　
９～ 12世紀にかけての東南
アジアに、どこからどのよう
な人々が訪

おとず

れたのか、抜き出
そう。

問 い 推 移 つながり

　　タミル人　ヒンドゥー教徒
が多いが、現代ではムスリムも
みられる。

1

東
ア
ジ
ア

南
・

東
南
ア
ジ
ア

　�イスラームは、どのような地域に広がったのだろうか。（教科書 p.102）
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　９世紀以後のユーラシアの東部や南部では、唐
とう
の衰
すい
退
たい
や、インドの分

ぶん

裂
れつ
・多極化の影

えい
響
きょう
を受けて、周辺の国家・民族の独自性が強まった。た

だし、文化的な独自性をもった一方で、海陸の交易・交流ネットワーク

の影響がますます強まった点は、日本列島などの場合と同様だった。

　インド洋から中国南部までの海域では、唐代後半からムスリム商人が

活
かつ
躍
やく
していた。そのなかから、西アジアと海域各地の特

とく
徴
ちょう
を融
ゆう
合
ごう
した文

化をもちつつ、進出先に土着するような人々が現れた。彼
かれ
らは宋

そう
と各地

の貿易の仲
ちゅう
介
かい
や、宋への海域各地の情報提供を積極的に行った。また

11世紀には、インド南東部のチョーラ朝と、その下にいたタミル人の

商人集団が、東南アジアから中国南部で活動の痕
こん
跡
せき
を残した。さらに

11〜12世紀になると、中国商人の動きも活発化し、現在でいうチャイ

ナタウンが各地に出現した。　

　唐代後半の中国の周
しゅう
縁
えん
地域では、節

せつ
度
ど
使
し
が遊牧民などの外部の諸勢力

との交
こう
渉
しょう
も担
にな
っていた。唐の解体後、宋は東北や西北でそれらの勢力を

再征
せい
服
ふく
しきれず、南方にある北部ベトナムでも、安

あん
南
なん
都
と
護
ご
府
ふ
を引き継

つ
ぐ

節度使の支配領域の回復に失敗した。そのため宋は「唐の後
こう
継
けい
者として

の統一王朝」とはいえないものの、代わりに江
こう
南
なん
の経済発展や都市文化

の成長などを背景として、海上貿易を重視した。この結果、インド洋の

ダウ船や中国のジャンク船などで知られる海上交易のネットワ－クの影

響を受けつつ、交易の結節点である東南アジアでもダイナミックな変化

が起こった。

海域世界の復活と成長
ユーラシアの広い範囲を巻き込んだ９世紀前後の動乱を乗り切った後、アジア海域
の交易・交流はますます発展し、東南アジアの地域のまとまりも強まった。

p.53

p.58

3

p.126

p.58

Tamil

1

p.53

p.49

1 2 p.97、130

海と陸をつなぐ海域世界
９世紀以降に東南アジアで起こった「ダイナ
ミックな変化」とは、どのようなものだろうか。

節の
課題4節

中学校との関連　唐、ムスリム（イスラーム）商人

　 ダウ船　三角の帆
ほ

をもち、船体はココやしの繊
せん

維
い

でで
きた綱

つな
で板を縫

ぬ
い合わせて組み立てられている。

1 　 ジャンク船　操作しやすい折りたたみ式の帆
ほ

と、一部
が浸

しん
水
すい

しても沈
しず

みにくい船底の仕切りが特
とく

徴
ちょう

。
2

　 福
ふっ
建
けん
省泉

せん
州
しゅう
に残るムスリム

墓地　中国最古のムスリム墓地
といわれ、唐

とう
代に渡

わた
ってきたム

スリム２人の墓のほか、墓群も
残っている。

3

　　　　　　　　　
９～ 12世紀にかけての東南
アジアに、どこからどのよう
な人々が訪

おとず

れたのか、抜き出
そう。

問 い 推 移 つながり

　　タミル人　ヒンドゥー教徒
が多いが、現代ではムスリムも
みられる。

1

東
ア
ジ
ア

南
・

東
南
ア
ジ
ア

　�ヨーロッパの封建社会は、どのように変化していったのだろうか。（教科書p.110）
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　９世紀以後のユーラシアの東部や南部では、唐
とう
の衰
すい
退
たい
や、インドの分

ぶん

裂
れつ
・多極化の影

えい
響
きょう
を受けて、周辺の国家・民族の独自性が強まった。た

だし、文化的な独自性をもった一方で、海陸の交易・交流ネットワーク

の影響がますます強まった点は、日本列島などの場合と同様だった。

　インド洋から中国南部までの海域では、唐代後半からムスリム商人が

活
かつ
躍
やく
していた。そのなかから、西アジアと海域各地の特

とく
徴
ちょう
を融
ゆう
合
ごう
した文

化をもちつつ、進出先に土着するような人々が現れた。彼
かれ
らは宋

そう
と各地

の貿易の仲
ちゅう
介
かい
や、宋への海域各地の情報提供を積極的に行った。また

11世紀には、インド南東部のチョーラ朝と、その下にいたタミル人の

商人集団が、東南アジアから中国南部で活動の痕
こん
跡
せき
を残した。さらに

11〜12世紀になると、中国商人の動きも活発化し、現在でいうチャイ

ナタウンが各地に出現した。　

　唐代後半の中国の周
しゅう
縁
えん
地域では、節

せつ
度
ど
使
し
が遊牧民などの外部の諸勢力

との交
こう
渉
しょう
も担
にな
っていた。唐の解体後、宋は東北や西北でそれらの勢力を

再征
せい
服
ふく
しきれず、南方にある北部ベトナムでも、安

あん
南
なん
都
と
護
ご
府
ふ
を引き継

つ
ぐ

節度使の支配領域の回復に失敗した。そのため宋は「唐の後
こう
継
けい
者として

の統一王朝」とはいえないものの、代わりに江
こう
南
なん
の経済発展や都市文化

の成長などを背景として、海上貿易を重視した。この結果、インド洋の

ダウ船や中国のジャンク船などで知られる海上交易のネットワ－クの影

響を受けつつ、交易の結節点である東南アジアでもダイナミックな変化

が起こった。

海域世界の復活と成長
ユーラシアの広い範囲を巻き込んだ９世紀前後の動乱を乗り切った後、アジア海域
の交易・交流はますます発展し、東南アジアの地域のまとまりも強まった。

p.53

p.58

3

p.126

p.58

Tamil

1

p.53

p.49

1 2 p.97、130

海と陸をつなぐ海域世界
９世紀以降に東南アジアで起こった「ダイナ
ミックな変化」とは、どのようなものだろうか。

節の
課題4節

中学校との関連　唐、ムスリム（イスラーム）商人

　 ダウ船　三角の帆
ほ

をもち、船体はココやしの繊
せん

維
い

でで
きた綱

つな
で板を縫

ぬ
い合わせて組み立てられている。

1 　 ジャンク船　操作しやすい折りたたみ式の帆
ほ

と、一部
が浸

しん
水
すい

しても沈
しず

みにくい船底の仕切りが特
とく

徴
ちょう

。
2

　 福
ふっ
建
けん
省泉

せん
州
しゅう
に残るムスリム

墓地　中国最古のムスリム墓地
といわれ、唐

とう
代に渡

わた
ってきたム

スリム２人の墓のほか、墓群も
残っている。

3

　　　　　　　　　
９～ 12世紀にかけての東南
アジアに、どこからどのよう
な人々が訪

おとず

れたのか、抜き出
そう。

問 い 推 移 つながり

　　タミル人　ヒンドゥー教徒
が多いが、現代ではムスリムも
みられる。

1

東
ア
ジ
ア

南
・

東
南
ア
ジ
ア

　�唐の崩壊後、東アジアではどのような勢力が台頭したのだろうか。（教科書 p.122）

　�　　  �９世紀以降に東南アジアで起こった「ダイナミックな変化」とは、どの
ようなものだろうか。（教科書 p.131）
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　９世紀以後のユーラシアの東部や南部では、唐
とう
の衰
すい
退
たい
や、インドの分

ぶん

裂
れつ
・多極化の影

えい
響
きょう
を受けて、周辺の国家・民族の独自性が強まった。た

だし、文化的な独自性をもった一方で、海陸の交易・交流ネットワーク

の影響がますます強まった点は、日本列島などの場合と同様だった。

　インド洋から中国南部までの海域では、唐代後半からムスリム商人が

活
かつ
躍
やく
していた。そのなかから、西アジアと海域各地の特

とく
徴
ちょう
を融
ゆう
合
ごう
した文

化をもちつつ、進出先に土着するような人々が現れた。彼
かれ
らは宋

そう
と各地

の貿易の仲
ちゅう
介
かい
や、宋への海域各地の情報提供を積極的に行った。また

11世紀には、インド南東部のチョーラ朝と、その下にいたタミル人の

商人集団が、東南アジアから中国南部で活動の痕
こん
跡
せき
を残した。さらに

11〜12世紀になると、中国商人の動きも活発化し、現在でいうチャイ

ナタウンが各地に出現した。　

　唐代後半の中国の周
しゅう
縁
えん
地域では、節

せつ
度
ど
使
し
が遊牧民などの外部の諸勢力

との交
こう
渉
しょう
も担
にな
っていた。唐の解体後、宋は東北や西北でそれらの勢力を

再征
せい
服
ふく
しきれず、南方にある北部ベトナムでも、安

あん
南
なん
都
と
護
ご
府
ふ
を引き継

つ
ぐ

節度使の支配領域の回復に失敗した。そのため宋は「唐の後
こう
継
けい
者として

の統一王朝」とはいえないものの、代わりに江
こう
南
なん
の経済発展や都市文化

の成長などを背景として、海上貿易を重視した。この結果、インド洋の

ダウ船や中国のジャンク船などで知られる海上交易のネットワ－クの影

響を受けつつ、交易の結節点である東南アジアでもダイナミックな変化

が起こった。

海域世界の復活と成長
ユーラシアの広い範囲を巻き込んだ９世紀前後の動乱を乗り切った後、アジア海域
の交易・交流はますます発展し、東南アジアの地域のまとまりも強まった。

p.53

p.58

3

p.126

p.58

Tamil

1

p.53

p.49

1 2 p.97、130

海と陸をつなぐ海域世界
９世紀以降に東南アジアで起こった「ダイナ
ミックな変化」とは、どのようなものだろうか。

節の
課題4節

中学校との関連　唐、ムスリム（イスラーム）商人

　 ダウ船　三角の帆
ほ

をもち、船体はココやしの繊
せん

維
い

でで
きた綱

つな
で板を縫

ぬ
い合わせて組み立てられている。

1 　 ジャンク船　操作しやすい折りたたみ式の帆
ほ

と、一部
が浸

しん
水
すい

しても沈
しず

みにくい船底の仕切りが特
とく

徴
ちょう

。
2

　 福
ふっ
建
けん
省泉

せん
州
しゅう
に残るムスリム

墓地　中国最古のムスリム墓地
といわれ、唐

とう
代に渡

わた
ってきたム

スリム２人の墓のほか、墓群も
残っている。

3

　　　　　　　　　
９～ 12世紀にかけての東南
アジアに、どこからどのよう
な人々が訪

おとず

れたのか、抜き出
そう。

問 い 推 移 つながり

　　タミル人　ヒンドゥー教徒
が多いが、現代ではムスリムも
みられる。

1

東
ア
ジ
ア

南
・

東
南
ア
ジ
ア

　��       � �モンゴル帝国によるユーラシアの統合と交流は、世界の歴史にどのよう
な影響を与えたのだろうか。（教科書 p.135）

131

　

　

　

　

5

10

15

20

25

　９世紀以後のユーラシアの東部や南部では、唐
とう
の衰
すい
退
たい
や、インドの分

ぶん

裂
れつ
・多極化の影

えい
響
きょう
を受けて、周辺の国家・民族の独自性が強まった。た

だし、文化的な独自性をもった一方で、海陸の交易・交流ネットワーク

の影響がますます強まった点は、日本列島などの場合と同様だった。

　インド洋から中国南部までの海域では、唐代後半からムスリム商人が

活
かつ
躍
やく
していた。そのなかから、西アジアと海域各地の特

とく
徴
ちょう
を融
ゆう
合
ごう
した文

化をもちつつ、進出先に土着するような人々が現れた。彼
かれ
らは宋

そう
と各地

の貿易の仲
ちゅう
介
かい
や、宋への海域各地の情報提供を積極的に行った。また

11世紀には、インド南東部のチョーラ朝と、その下にいたタミル人の

商人集団が、東南アジアから中国南部で活動の痕
こん
跡
せき
を残した。さらに

11〜12世紀になると、中国商人の動きも活発化し、現在でいうチャイ

ナタウンが各地に出現した。　

　唐代後半の中国の周
しゅう
縁
えん
地域では、節

せつ
度
ど
使
し
が遊牧民などの外部の諸勢力

との交
こう
渉
しょう
も担
にな
っていた。唐の解体後、宋は東北や西北でそれらの勢力を

再征
せい
服
ふく
しきれず、南方にある北部ベトナムでも、安

あん
南
なん
都
と
護
ご
府
ふ
を引き継

つ
ぐ

節度使の支配領域の回復に失敗した。そのため宋は「唐の後
こう
継
けい
者として

の統一王朝」とはいえないものの、代わりに江
こう
南
なん
の経済発展や都市文化

の成長などを背景として、海上貿易を重視した。この結果、インド洋の

ダウ船や中国のジャンク船などで知られる海上交易のネットワ－クの影

響を受けつつ、交易の結節点である東南アジアでもダイナミックな変化

が起こった。

海域世界の復活と成長
ユーラシアの広い範囲を巻き込んだ９世紀前後の動乱を乗り切った後、アジア海域
の交易・交流はますます発展し、東南アジアの地域のまとまりも強まった。

p.53

p.58

3

p.126

p.58

Tamil

1

p.53

p.49

1 2 p.97、130

海と陸をつなぐ海域世界
９世紀以降に東南アジアで起こった「ダイナ
ミックな変化」とは、どのようなものだろうか。

節の
課題4節

中学校との関連　唐、ムスリム（イスラーム）商人

　 ダウ船　三角の帆
ほ

をもち、船体はココやしの繊
せん

維
い

でで
きた綱

つな
で板を縫

ぬ
い合わせて組み立てられている。

1 　 ジャンク船　操作しやすい折りたたみ式の帆
ほ

と、一部
が浸

しん
水
すい

しても沈
しず

みにくい船底の仕切りが特
とく

徴
ちょう

。
2

　 福
ふっ
建
けん
省泉

せん
州
しゅう
に残るムスリム

墓地　中国最古のムスリム墓地
といわれ、唐

とう
代に渡

わた
ってきたム

スリム２人の墓のほか、墓群も
残っている。

3

　　　　　　　　　
９～ 12世紀にかけての東南
アジアに、どこからどのよう
な人々が訪

おとず

れたのか、抜き出
そう。

問 い 推 移 つながり

　　タミル人　ヒンドゥー教徒
が多いが、現代ではムスリムも
みられる。

1

東
ア
ジ
ア

南
・

東
南
ア
ジ
ア

「章の問い」を受ける形で、各節に「節の課題」
を設置。「節の課題」➡「節の振り返り」を積み
重ねることで、「章の問い」を追究できるように
しています。

1
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●実際の世界史探究の大学入試問題と、解答に必要な要素が本書にどのように掲載されて 
いるかをまとめました。

監修：学校法人 河合塾　世界史講師　坂本 新一

大学入試対策も万全入試
対応

20世紀前半における、４つの大陸国家の変容について問う

オーストリア = ハンガリー帝国，オスマン帝国，ロシア帝国，清は，いずれも地続きに巨大な領域を支配した大陸国家であ
る。これら 4 国は，版図を統合する強力な政治体制や軍事力をもつ一方で，脆弱性も抱えており，いずれも 20 世紀前半
に大きな変容を迫られた。その際，それぞれがたどった過程や結果には，いくつかの共通点と相違点があった。以上のこ
とを踏まえて，以下の 2 つの設問に答えよ。（略）

（1）共通の課題を抱えていた 4 つの大陸国家は，1910 年代から1920 年代にかけて後継国家に移行していく。その際に，
支配領域や民族別人口構成の面で，大きな変化があった場合とそうでない場合があった。これらの点に着目して，4 つの
大陸国家の変容を，2 つの類型に分けて，12 行以内で記述せよ。その際，以下の 4 つの語句を必ず一度は用い，その語
句に下線を付すこと。

国民統合　　チベット 　ドイツ人　　連邦制

本問で重要なのは、4つの大陸国家が、第一次世界大戦前後の1910 〜20 年代に「後継国家」へ移行する過程について、
各国のできごとを 2 類型に整理して論理を構成できるほどに理解し、考察できることである。

①オーストリア=ハンガリー帝国とオスマン帝国は、戦争における敗戦や民族運動を背景に、多民族からなる国家が解体し、
支配領域と民族別人口構成が大きく変化した類型として整理できる。前者は諸民族が独立して帝国は解体され、残存
したオーストリアはドイツ人地域を中心とする小国となった。後者は第一次世界大戦後に広範囲の領土を失い、トルコ
革命を経て共和国へ移行するなかで、トルコ民族中心の国民統合が進められた。

▶�『新詳世界史探究』では、両国の解体について、民族の視点から記述を行っている。また、併載の地図から、
領土の縮小も確認できる。

②ロシア帝国と清は、革命によって旧体制は崩壊したものの、支配領域の大部分を維持しつつ諸民族を統合し直した類型
として整理できる。前者は革命で帝政が崩壊したが、ソヴィエト政権は諸民族を民族共和国として編成し、連邦制の枠
組みで再統合することで多民族からなる国家を構築した。後者は辛亥革命後に中華民国へ移行し、外モンゴルの独立な
ど動揺はあったが、五族共和を掲げ漢人地域を基盤に新疆・チベットなどを含む領域統合をめざした。

▶�『新詳世界史探究』では、両国の体制の移行について、多民族の存在を記載しつつ記述している。また、併載
の地図から、領土も確認できる。

上記の理解をもとに、4国を「解体・領域縮小」と「体制転換・領域維持」に二分し、各類型の代表的な政治的帰結（民
族国家化／革命後の再統合）を示しながら、指定語句を組み込んで説明することが求められる。
▶�『新詳世界史探究』では、随所の「問い」や、章・節の振り返りに、論述の訓練となる問題を多数掲載しており、
　日々の学習のなかで、学習内容を論理的に整理し、文章を書く能力を養うことができる。

① 2025 年度 東京大学 大問１（改）

『新詳世界史探究』における　①オーストリア- ハンガリー帝国とオスマン帝国の解体に関する記述・資料

289歴史総合との関連　ナショナリズム、民族自決、セーヴル条約

5

10

15

20

　19世紀以降、日本や清
しん

朝などを除き、アジアの多くの国々が植民地

化された。植民地時代には西洋の思想や文物が流入し、多くの地域で西

洋化と並んで、ナショナリズム運動が盛
さか

んになった。特に20世紀になっ

て民族自決の思想が世界的に広がると、これらの国々は民族自決権の行

使を強く求めるようになり、自由主義・民族主義・人権など西洋思想に

基
もと

づく独立闘
とう

争
そう

が展開した。また、労働運動・農民運動・社会主義運動 

なども各地に広がった。

　他方、アジアは国際分業体制に組み込
こ

まれて、貧
ひん

困
こん

に向かっただけで

はなかった。華
か

僑
きょう

や印僑など、中国人やインド人のネットワークは国際

分業体制のなかで活性化した。第一次世界大戦でのヨーロッパの混乱に

乗じて各国の民族資本も発展し、アジア内の貿易が盛んになって工業化

が進んだ。

　同盟国側で第一次世界大戦に参加したオスマン帝国は、敗北後に一気

に解体へと向かった。戦後のセーヴル条約により領土は分
ぶん

割
かつ

され、多く

の地域がイギリス・フランス・イタリアの支配下に入った。しかし小ア

ジアとヨーロッパ領の一部は、協商国軍に支
し

援
えん

されたギリシア軍の占
せん

領
りょう

 

をはねのけ、帝国はかろうじて独立を維
い

持
じ

した。

近代アジアの国家形成と経済発展
アジア諸国は、植民地化するなかで独立闘争を展開し、国民国家の建設を目指した。
また、植民地化の一方で、ネットワークも活性化し、民族資本も発展していった。

p.216、323

p.284

1

p.261

p.248、271

2 QR p.294

オスマン帝国の解体
オスマン帝国が解体し、トルコ共和国が成立するなかで、トルコ社会の脱イスラー
ム化が進んでいった。また、「民族」という意識が中東で広く認識されるようになった。

p.281

1920 p.287 QR

3

第一次世界大戦とアジアのナショナリズムの展開
第一次世界大戦は、アジアにどのような影
響と変化をもたらしたのだろうか。

節の
課題2節

　　アジアの民族自決　植民地
を失いたくない欧米諸国は、パ
リ講和会議（→p.287）以降も民
族自決の原則をアジアやアフリ
カに適用することに消極的で
あった。そのため、アジアの各
地でナショナリズム運動や独立
闘
とう
争
そう
が広がった。

1

　　アジアの民族資本　このこ
ろ、各国の市場に流入してきた
外国資本に対して、自国で発展
した土着の資本を指す。例として、
綿糸輸出から始まり、綿工業を
経て鉄鋼業で財を成したインド
のタタ商会が挙げられる。

2

　　ギリシア軍の占
せん
領
りょう
　第一次

世界大戦直後に起こったギリシ
ア−トルコ戦争時の1919年に、
ギリシア軍は小アジア西部の主
要都市イズミル（ギリシア語でス
ミルナ）を占領した。1920年の
セーヴル条約ではギリシアがイ
ズミルの領有権を得たが、その
後トルコ大国民議会はギリシア
軍を敗退させ、イズミルを奪

だっ
回
かい

した。ローザンヌ条約では、ト
ルコのギリシア正教徒住民とギ
リシアのムスリム住民の住民交

こう

換
かん
も行われた。

3

　 トルコ大国民議会とムスタファ＝ケマル（1935年）　トルコの建
国と近代化に尽

じん
力
りょく

したケマルは、1934年、大国民議会からアタテュ
ルク（父なるトルコ人）の称

しょう
号
ごう

を与
あた

えられた。

1

　 教育を受ける女性たち（1930年代）　かつては女性の識字は高
度な私的教育を受けた上流層に限られていたが、共和国建国以降は
女性への教育が積極的に進められた。
読み解き 図　、　からわかる、オスマン帝国時代とトルコ共和国に
なった以降とで異なる点は何だろうか。

2

1 2

ムスタファ＝ケマル

トルコ大国民議会

東
ア
ジ
ア

南
・

東
南
ア
ジ
ア

西
ア
ジ
ア
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歴史総合との関連　ムスタファ＝ケマル、ローザンヌ条約、トルコ共和国、パレスチナ問題

　列強との戦いを指揮した軍人ムスタファ＝ケマルは、アンカラでトル

コ大国民議会を樹立した。ケマルは1922年にスルタン制を廃
はい

止
し

し、翌

23年、列強とローザンヌ条約を結んで、新たな国境の画定、治外法権

の廃止、関税自主権の回復に成功した。オスマン帝国に代わるトルコ共

和国を宣言したケマルは、初代大統領となった。

　彼
かれ

はトルコ民族主義に基
もと

づき、共和主義・国民主義・世
せ

俗
ぞく

主義などを

掲
かか

げて、政教分
ぶん

離
り

による脱
だつ

イスラーム化を進めた。1924年にはカリフ

制を廃止し、西洋型の近代国家の建設を推進した。また、アラビア文字

からラテン文字への転
てん

換
かん
（文字改革）、伝統的服装の廃止と洋服の導入な

どが行われ、女性の参政権が確立されるなど女性解放も推進された。彼

の路線は、現在に至るまでトルコ共和国の建国原理となっている。

　オスマン帝国が解体し、ナショナリズムが一
いっ

般
ぱん

化するなかで、宗教よ

りも民族が国家建設の基準とされるようになった。その結果、現代の中

東では、世界のほかの地域と同じように、人々はまず民族の違
ちが

いによっ

て識別されるようになった。トルコ人とイラン人はそれぞれに国をもち、

いったんは列強の支配下に入ったが、後には独立を獲
かく

得
とく

した。アラブ人

は、第二次世界大戦後にほとんどが独立を果たしたものの、列強の定め

た国境線に従った複数の国に分かれた（アラブ諸国）。一方、クルド人は、

自分たちの国をもつことが認められなかった。

　オスマン帝国でアラブ人が多い地域のうち、歴史的にシリアとよばれ

てきた地域は、第一次世界大戦後に列強によって四つに分けられた。パ

レスチナとヨルダンがイギリスの支配下に、シリアとレバノンがフラン

Mustafa Kemal

1881 〜 1938

p.289 1 1

任 1923〜 38

p.279

QR

p.299 p.289 2

p.216

Kurds

QR

視点

パレスチナ問題の発生
イギリスの矛盾した外交によって、それまでの多宗教の共存が失われ、民族対立が
発生した。それが、現在まで続くパレスチナ問題の始まりとなった。

2

　　スルタン制の廃
はい

止
し
　オスマ

ン帝国君主は、帝国末期におい
てスルタン＝カリフ（→p.278）と
してイスラーム世界の民衆から
も支持されていたため、帝国の
解体は伝統的なイスラーム世界
そのものの没

ぼつ
落
らく
を象

しょう
徴
ちょう
した。ま

たカリフはウンマ（→p.92）の統
一の象徴であったため、その廃
止は大きな衝

しょう
撃
げき
をもたらした。

1

　　歴史的シリア　現在のシリ
ア・レバノン・ヨルダン・パレ
スチナ、さらにイラクとトルコ
の一部などを含

ふく
む。

2

　　フサイン−マクマホン協定　
1915〜16年、メッカ太守フサ
インとイギリスのエジプト高等
弁務官マクマホンの間で、往復
書簡が交

か
わされ、アラブ人のオ

スマン帝国政府に対する反乱の
見返りに、後のアラブ人国家の
独立が約束された。しかし、「ア
ラブの反乱」は起こされたものの、
国家独立の約束は守られなかっ
た。

3

　 クルド人の分布1

　クルド人は、クルディスタンとよばれるトルコ・イラク・イラン・シリア・
アルメニアなどにまたがる山

さん
岳
がく
地域に居住する民族で、人口は現在約3000

万から4000万と推計される。オスマン帝国への忠誠から、トルコ人・アラ
ブ人に比べてナショナリズムの形成が遅

おく
れ、第一次世界大戦後のセーヴル

条約ではクルド人自治区が認められたが、ローザンヌ条約によるトルコの
主体的な国境画定と国民国家形成の動きのなかで、自治区の設置は取り消
され、その後長らく民族として認

にん
知
ち
されなかった。

　少数民族として各国に分かれているため、統一的な国語をつくることが
できず、今日でもクルド語は地方差が大きい。トルコでは20世紀前半には
クルド語の使用も認めず、同化政策を推進した。1990年代以降はクルド語
使用が緩

かん
和
わ
されたものの、分

ぶん
離
り
を求める運動が大きな国内問題となっている。

イランやイラク、シリアでも独立運動が起こったが、成功しなかった。し
かし2003年のイラク戦争で独裁政権が倒

たお
れると（→p.337）、イラク北部の

クルド人地域は自治権を得て、「国なき民」としてその主張を強めている。

視点を
変えて  クルド人にとってのトルコ共和国建国

　　　　　　　　　
オスマン帝国の解体が中東に
もたらした変化について、要
約しよう。 

問 い 推 移

黒  海

地
中
海

カ
ス

ピ
海

ダマスクスダマスクス
バグダードバグダード

アルビールアルビール
アレッポアレッポ

モスルモスル

ク
ル
デ
ィス
タ
ン

ク
ル
デ
ィス
タ
ン

トルコトルコ

アルメニアアルメニア

アゼル
バイジャン
アゼル
バイジャン

イランイラン

シリアシリア
イラクイラク

クルド人が地域の人口に占める割合
60％以上　　　20～60％
20％未満
セーヴル条約による自治区

� ���km

西
ア
ジ
ア

４部５章１節　第一次世界大戦と社会主義革命 287

　

　

　

5

10

15

20

25

的な社会主義を目指したのである。1919年２月、ヴァイマルで国民議

会が招集されてヴァイマル共和国が誕生し、ドイツ革命は終
しゅう

了
りょう

した。

　第一次世界大戦のパリ講和会議には、敗戦国は出席できず、戦勝国に

よる一方的な戦後処理が行われた。また、ロシアのソヴィエト政権も招

かれなかった。議論の基
き

礎
そ

となったのは、アメリカ大統領ウィルソンが

唱えた「14か条の平和原則」だった。これは、ヨーロッパ列強主導によ

る植民地体制の堅
けん

持
じ

ではなく、アメリカ主導の、自由主義経済に基づく

国際秩
ちつ

序
じょ

の構築を目指したものだった。

　会議は紛
ふん

糾
きゅう

したが、東欧・バルカンの民族自決については合意が成立

した。オーストリア―ハンガリー帝国が解体され、ハンガリー、チェコ

スロヴァキア、そして、後のユーゴスラヴィアが独立した。さらにポー

ランドが旧ロシア領とドイツ領の一部を併
あわ

せて独立を回復した。フィン

ランドとバルト３国はロシア革命の際に独立を宣言し、フィンランドの

独立についてはパリ講和会議で追
つい

認
にん

された。

　だが、イギリス代表のロイド＝ジョージとフランス代表のクレマンソー 

は、植民地支配や戦時中の秘密条約の維
い

持
じ

にこだわった。結局、アメリ

カに自国の植民地を放
ほう

棄
き

する意図がないこともあり、アジア・アフリカ

に対しては、民族自決の原則が適用されなかった。

　1919 〜 20年の間に、敗戦国ごとにパリ近
きん

郊
こう

の町で講和条約が結ば

れた。最も重要なドイツとのヴェルサイユ条約は、普
ふ

仏
ふつ

戦争敗北に起因

する対独復
ふく

讐
しゅう

熱が強いフランスの影
えい

響
きょう

で、ドイツにとって過
か

酷
こく

なものに

なった。ドイツは、アルザス・ロレーヌをフランスに返
へん

還
かん

し、ポーラン

Weimarer Republik

1919 〜 33 p.300

ヴェルサイユ体制の成立
大戦の講和会議はパリで開かれ、ドイツの弱体化と、ソヴィエト政権の封じ込め、
東欧・バルカンにおける国民国家樹立という、ヨーロッパの新秩序が形成された。

1919 5

p.265

6 史料

p.219

1

7

Lloyd George

任 1916〜 22（首相）

Clemenceau

任 1906〜 09、17〜 20（首相）

p.289

8 1919 年 6月 p.234

p.234

　　戦勝国としての日本　大戦
中は地中海に護衛艦

かん
隊
たい
を派

は
遣
けん
し

た日本だったが、講和会議にお
いては、ヨーロッパ固有の問題
に関

かん
与
よ
できなかった。

5

　　14か条の平和原則　ソヴィ
エト政権の「平和に関する布告」
と秘密条約暴

ばく
露
ろ
によって協商国

と植民地の継
けい
戦
せん
世論が動

どう
揺
よう
した

ため、その対策の意味があった。

6

　　バルト３国　エストニアと
ラトヴィア、リトアニアを指す。
その独立は、パリ講和会議では
なく、各国が個別に国交を結ぶ
かたちで1922年に追

つい
認
にん
された。

7

　　ほかの講和条約　サンジェ
ルマン条約（対オーストリア　
1919年）、ヌイイ条約（対ブルガ
リア　19年）、トリアノン条約
（対ハンガリー　20年）、セーヴ
ル条約（対オスマン帝

てい
国　20年）

（→p.289）が結ばれた。

8

　 ドイツが失った人口・領
土・植民地・租

そ
借
しゃく
地

読み解き 14か条は、敗戦国ド
イツとその植民地の処理にどの
ような影

えい
響
きょう
を与

あた
えたのだろうか。

2

トーゴラント

カメルーン
東アフリカ

南西アフリカ南西アフリカ

サモア島サモア島

マーシャル諸島

マリアナ諸島
カロリン諸島

ビスマルク諸島ビスマルク諸島 ナウル島

山東半島山東半島

太
平

洋

�°

�°

南アフリカ連邦へ イギリスへ

イギリスへ

フランスへ

ベルギーへ

ベルギーへ

オーストラリアへ

ニュージーランドへ

日本へ

100％

植民地・租借地

13％

領土面積

9％

人　口

� ����km � ����km

　　　　　　　　　
ヴェルサイユ条約で考案され
た平和維

い

持
じ

のしくみと、その
問題点について説明しよう。

問 い つながり 比 較

①外交は常に公正にして秘密なく行われるべき
②平時・戦時を問わず領海外の海洋航行の自由
③経済的障

しょう
壁
へき
を廃

はい
止
し
し、貿易条件の平等を確立

④軍備縮小のため、適当な保障が与
あた
えられるべき

⑤植民地問題の公正な解決
⑥ロシアの国際社会への復帰
⑦ベルギーの領土の回復
⑧フランスの領土の回復
⑨イタリア国境線は民族的分

ぶん
割
かつ
線によってなされる

⑩オーストリア−ハンガリー帝国内の諸民族の自治
⑪バルカン半島の被

ひ
占
せん
領
りょう
地の回復と独立

⑫オスマン帝国の主権保障と諸民族の自治
⑬ポーランドの独立
⑭国際的な平和機構の設立

ウィルソンの14か条の主な内容（1918年１月）史
 料

ア
メ
リ
カ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
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（ラパッロ条約）を端
たん

緒
しょ

に、資本主義列強と国交を順次結んだ。

　1922年にはソヴィエト社会主義共和国連邦（ソ連）が結成され、新憲

法下で新たな社会建設が始まった。しかし課題は多くあった。民族ごと

の連
れん

邦
ぽう

構成国に対して分
ぶん

離
り

の自由を含
ふく

む民族自決が保障されたが、ソ連

共産党（旧ロシア共産党）が連邦全体を統制しており分離は困難だった。

社会権が保障され、さらに義務教育化も進むなど、社会生活は改善され

たが、共産党以外の政党は禁止され、政治の非民主的運営が続いた。

　1918年秋になると、ブルガリア・オスマン帝国・オーストリアが協

商国に降
こう

伏
ふく

した。敗戦が不可避
ひ

になったドイツでは、休戦交
こう

渉
しょう

を有利に

進めようと、ドイツ海軍指導部が主力艦
かん

隊
たい

に出
しゅつ

撃
げき

を命じた。この命令に

対してキール軍港内の水兵が反乱を起こすと、反政府蜂
ほう

起
き

が全国に広が

り、ロシア革命のソヴィエトにならって、各地で労働者・兵士の評議会

（レーテ）が結成された。この事態を前にして、皇帝ヴィルヘルム２世は

退位し、共和政が宣言された（ドイツ十一月革命）。社会民主党を中心に

臨時政府が結成され、協商国に降伏して休戦条約を結んだ。こうして、

ヨーロッパ全体を荒
こう

廃
はい

させた大戦が終わった。

　臨時政府が休戦を急いだ一因は、ロシアのように革命が急進化するこ

とをおそれたからだった。社会民主党は、議会制民主主義に基
もと

づく漸
ぜん

進
しん

1922 1
Union of Soviet Socialist Republics

p.284 3 1924

2

ドイツ十一月革命と大戦の終結
ロシアと講和するも、ドイツは敗戦色を拭えなかった。革命が勃発して帝政が倒れ、
ドイツは共和国となり、協商国と休戦協定が結ばれ、大戦が終わった。

3

p.263

p.261

1918 年 11月 11日

4

　　日本との国交　日本とは
1925年に日ソ基本条約を結び国
交を樹立した。ソ連は南樺

から
太
ふと
が

日本領であることを追
つい
認
にん
し（→�

p.275）、日本軍は北樺太から撤
てっ

退
たい
した（→p.285　）。

1

4

　　ロシア新憲法下の社会権　
憲法では社会権（生存権、労働基
本権、社会保障など）がうたわれ、
こうした権利の保障がなかった
資本主義諸国に比べて違

ちが
いが際

立っていた。

2

　　ハンガリー革命（1919年）　
オーストリアが降

こう
伏
ふく
して生じた

政治混乱のなかで、ロシア革命
にならって、共産党政権が一時
樹立された（→p.302）。

3

　　革命急進化の動き　社会民
主党の最左派「スパルタクス団」
は、ロシア十月革命にならって
武力革命を目指し、1919年１月、
ドイツ各地で武装蜂

ほう
起
き
したが、

臨時政府によって鎮
ちん
圧
あつ
された。

4

　 ヴェルサイユ体制下のヨー
ロッパ　 読み解き p.281の図　
と比

ひ
較
かく
し、どこにどのような

国々が独立したのか確
かく
認
にん
しよう。

1

4
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1915年　「未回
収のイタリア」に
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　清
しん
朝は立憲君主制・地方自治制の導入をはじめ意欲的な改革を進めた

が、それは、さまざまな矛
む
盾
じゅん
を表面化させた。地方では、郷

きょう
紳
しん
層がその

改革に適応して実質的な支配を強めていくのに対して、新制度導入と義
ぎ

和
わ
団
だん
戦争の賠

ばい
償
しょう
金の負担のみを課せられる民衆の不満は強まった。また、

清朝が民間の幹線鉄道を一方的に国有化し、外国からの借
しゃっ
款
かん
を得て中央

主導で鉄道を建設しようとすると地方有力者は反発し、四
し
川
せん
省では民衆

を巻き込
こ
んで暴動が起こった。

　革命派は軍隊内にも勢力を広げていき、1911年10月、武
ぶ
昌
しょう
で軍隊が

蜂
ほう
起
き
し清朝からの独立を宣言すると、多くの省がこれにならって次々に

独立した（辛
しん

亥
がい

革命）。国外でこの知らせを聞いた孫
そん
文
ぶん
は、帰国すると臨

時大総統に推
お
され、1912年１月、共和制の中

ちゅう
華
か

民国成立を宣言した。

これに対し、清朝は失
しっ
脚
きゃく
していた袁

えん
世
せい

凱
がい
を起用し軍事力を与

あた
えて対応さ

せたが、袁世凱は革命派と取り引きして清朝皇帝の宣
せん
統
とう
帝（溥

ふ
儀
ぎ
）を退位

させ、孫文から臨時大総統の地位を譲
ゆず
り受けた。

　選挙後に成立した国会では、中国同盟会の流れをくむ国民党が多数を

占
し
めた。しかし、袁世凱はこの国会を機能停止させて独裁的傾

けい
向
こう
を強め、

起草された憲法も施
し
行
こう
しなかった。袁世凱は、みずから皇帝になろうと

したが、国内の強い反対や諸外国の不支持によって、失敗した。

　中華民国は五族共和の理念を掲
かか
げ、多民族からなる国家統合を目指し

た。しかし、中央集権を目指した袁世凱の死後は、中国各地で自立した

軍事指導者が実質的な支配を行うようになり、戦乱が相次いだ。これら

軍事指導者は後に批判的に軍
ぐん
閥
ばつ
とよばれるが、彼

かれ
らには支配地の近代化

を進めようとした例も多かった。また、清朝に服属していた地域のうち、

外モンゴルのハルハ地方を中
ちゅう
核
かく
とするモンゴルは独立を宣言し、チベッ

トも自立の傾向を強めた。

中華民国の成立
意欲的な改革を目指す清朝に対して地方勢力が離反し、清朝は崩壊した。新しく生
まれた中華民国の政権は、袁世凱の手に握られた。

p.251

p.273

p.264

1 QR

QR

1859 ～ 1916 2 QR

位 1908～ 12 1906 ～ 67

p.274 1

2

p.295

p.151

3

　　国民党　中国同盟会の流れ
をくみ、選挙のためにつくられ
た議会政党だった。これが袁

えん
世
せい

凱
がい
による弾

だん
圧
あつ
を受けて解散され

ると、孫
そん
文
ぶん
は再び秘密結社の中

ちゅう

華
か
革命党を結成した（→p.293）。

1

　　五族共和　中
ちゅう
華
か
民
みん
国
こく
は、漢・

満・蒙
もう
（モンゴル）・回

かい
（主にトル

コ系の言葉を話すムスリム）・蔵
ぞう

（チベット）の五族を国家の構成
要素とした。これは、清

しん
朝の領

域をそのまま中華民国が受け継
つ

ごうとするための説明だった�。

2

　　藩
はん

部
ぶ

の変化　清
しん
朝の意欲的

な改革政策は藩部の地域（→p.151）
にも及

およ
んだ。モンゴルでは、漢

人移民による耕地化が進められ
て、モンゴル人の牧地が圧

あっ
迫
ぱく
さ

れた。辛
しん
亥
がい
革命が起こると、外

モンゴルでは独立の動きが進み、
チベット仏教指導者を君主とす
るボグド＝ハーン政権が成立した。
チベットではロシアが影

えい
響
きょう
力を

強めようとするなか、対
たい
抗
こう
する

イギリスが1903年から武装使節
団をインドからチベットに進

しん
撃
げき

させたので、清はチベット方面
への支配を強化しようとした。
これに反発していたチベットの
ダライ＝ラマ（13世）政権は、や
はり辛亥革命後に自立傾

けい
向
こう
を強

めていった。�

3

　 辛
しん
亥
がい
革命

読み解き 独立宣言を
した省としなかった省
には、どのような違

ちが
い

があるのだろうか。

1

　 袁
えん
世
せい
凱
がい

　光
こう

緒
しょ

新政
の時期に、軍隊・警察の
改革など近代化政策に
努めた。一時失

しっ
脚
きゃく

したが、
辛
しん

亥
がい

革命の後、最高権
力者に昇

のぼ
りつめた。

2

　　　　　　　　　
辛
しん
亥
がい
革命における袁

えん
世
せい
凱
がい
の役

割と、その後の影響について
要約しよう。

問 い 推 移 つながり

黄 河

長 江

甘粛

四川

雲南

貴州

広東広西

福建
湖南 江西

江蘇
山東

河南

湖北
浙江

直隷 奉天
山
西

陝
西

安徽

朝鮮

台湾
（日本領）

日本北京北京

南京南京

武昌武昌

上海上海
成都成都

（日本領）

1911年9月
四川暴動

1912年1月
孫文、臨時大総統となる

1911年10月
武昌蜂起

独立宣言をした省
軍政府の樹立地� ���km

東
ア
ジ
ア

▼▶ p.276
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コラム

視点を
変えて エルトゥールル号事件

　パン＝イスラーム主義の宣
伝のため、アブデュル＝ハミ
ト２世は軍

ぐん
艦
かん
エルトゥール

ル号を日本に派
は
遣
けん
し、その

途
と
中
ちゅう
イスラーム諸国に寄港

させた。この軍艦は1890年、
日本からの帰路、熊

くま
野
の
灘
なだ
で

沈
ちん
没
ぼつ
したが、地元串

くし
本
もと
の漁

民は手厚い救
きゅう
援
えん
を行い、後

の日本とトルコの親善の端
たん

緒
しょ
となった。

款
かん
に頼
たよ
ったため、イギリスへの従属化が深まる結果となった。その一方

で、人々のイラン人としての民族意識は高まり、また、ウラマーと民衆

が手を結んで王朝権力に抵
てい
抗
こう
するようになった。

　1905年には、税制改革を発
ほっ
端
たん
として議会と憲法を求めるイラン立憲

革命が起こった。1907年に成立した憲法は、フランス人権宣言などを

取り入れ、アジアでは先進的な民主的憲法であった。しかし、列強の利

権を脅
おびや
かす財政改革をきっかけにロシアが軍事介

かい
入
にゅう
したため、革命は終

わったが、立憲思想はその後のイラン政治の発展に大きな意味をもった。

　オスマン帝国では、第１次立憲期の後、アブデュル＝ハミト２世の専

制的な政治が約30年にわたって続いた。このスルタンは、パン＝イスラー

ム主義などによってオスマン帝国の劣
れっ
勢
せい
をくつがえそうとしたため、国

外ではイスラーム世界の民衆からの支持を得た。しかし国内では諸民族

の離
り
反
はん
が進み、イギリスやフランスの進出も強まった。専制に反対し憲

法の復活を求める人々は、日
にち
露
ろ
戦争での日本の勝利やイランでの立憲革

命に鼓
こ
舞
ぶ
されて、1908年に政権を握

にぎ
った（青年トルコ革命）。この革命

は「統一と進歩委員会」（青年トルコ）が中心となり、オスマン帝国臣民の

一体化を訴えるオスマン主義に立
りっ
脚
きゃく
していた。スルタンはミドハト憲法

を復活させたが、青年トルコの決定により翌09年に廃
はい
位
い
された。

　革命政府はオスマン帝国の存続を図
はか
るために、トルコ人を中心とした

中央集権体制の強化に努めた。その過程でオスマン主義に代わって、ト

ルコ人意識に基
もと
づくトルコ民族主義がしだいに強まり、これに触

しょく
発
はつ
され

て、帝国支配下のアラブ地域ではアラブ民族主義が育つようになった。

1905～11

QR p.212

青年トルコ革命
オスマン帝国では、パン＝イスラーム主義をとる専制君主に反対して、青年トルコ革
命が起こり、オスマン主義に基づく立憲制が復活した。

p.241

AbdülhamidⅡ

位 1876～ 1909

視点

4

p.241 p.275

QR

コラム

p.330

　 ヒジャーズ鉄道　パン＝イスラー
ム主義政策として各地から寄付金が寄
せられ、1908年にダマスクスと聖地
メディナをつなぐ巡

じゅん
礼
れい

鉄道が開通した。

2

　世界の一体化は、各地域に何をもたらしたのだろうか。各地域での最も大きな変化につい
て、根拠をもとにあなたの考えを説明しよう。振り返り

の4章

節の振り返り2
この節の学習を踏まえて、p.272
の　　　　に対するあなたの
考えを説明しよう。
節の課題

　オスマン帝国では、さまざまな民族や宗教が共存していたが、近代に入り西
洋と出会うなかで、どのような形で近代国家をつくるべきかが模

も
索
さく
された。

　「領土」を重視する場合、オスマン帝国の臣民をすべてオスマン人とし、宗教
の違

ちが
いなく平等に扱

あつか
おうとした。「民族」を重視する場合は、トルコ人・アラブ

人など、民族的なつながりを強調し、
同じ民族であれば、宗教が違っても同
じ民族の同

どう
胞
ほう
とされる。これらに対し

て、再び「宗教」によるつながりを強め
て近代的なイスラーム国家をつくろう
とする考え方が、パン＝イスラーム主
義であった。「領土」「民族」「宗教」をめ
ぐる考え方の違いは、中東では現代に
至るまで大きな争点となっている。

　 駐
ちゅう
日
にち
トルコ共和国大使を

迎
むか
えての慰

い
霊
れい
式典（和歌山県）

� 〈串本町提供〉

4

オスマン主義

ト
ル
コ
民
族
主
義

パ
ン
＝
イ
ス
ラ
ー
ム
主
義

オスマン帝国
に住む
トルコ人
ムスリム

「宗教」「民族」
にかかわりなく
帝国の人々は平等

「民族」
としての
トルコ人を
優先

「宗教」
としての
イスラームを
優先

　 オスマン帝国のトルコ人の国家観3

西
ア
ジ
ア

▲ p.279
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歴史総合との関連　ムスタファ＝ケマル、ローザンヌ条約、トルコ共和国、パレスチナ問題

　列強との戦いを指揮した軍人ムスタファ＝ケマルは、アンカラでトル

コ大国民議会を樹立した。ケマルは1922年にスルタン制を廃
はい

止
し

し、翌

23年、列強とローザンヌ条約を結んで、新たな国境の画定、治外法権

の廃止、関税自主権の回復に成功した。オスマン帝国に代わるトルコ共

和国を宣言したケマルは、初代大統領となった。

　彼
かれ

はトルコ民族主義に基
もと

づき、共和主義・国民主義・世
せ

俗
ぞく

主義などを

掲
かか

げて、政教分
ぶん

離
り

による脱
だつ

イスラーム化を進めた。1924年にはカリフ

制を廃止し、西洋型の近代国家の建設を推進した。また、アラビア文字

からラテン文字への転
てん

換
かん
（文字改革）、伝統的服装の廃止と洋服の導入な

どが行われ、女性の参政権が確立されるなど女性解放も推進された。彼

の路線は、現在に至るまでトルコ共和国の建国原理となっている。

　オスマン帝国が解体し、ナショナリズムが一
いっ

般
ぱん

化するなかで、宗教よ

りも民族が国家建設の基準とされるようになった。その結果、現代の中

東では、世界のほかの地域と同じように、人々はまず民族の違
ちが

いによっ

て識別されるようになった。トルコ人とイラン人はそれぞれに国をもち、

いったんは列強の支配下に入ったが、後には独立を獲
かく

得
とく

した。アラブ人

は、第二次世界大戦後にほとんどが独立を果たしたものの、列強の定め

た国境線に従った複数の国に分かれた（アラブ諸国）。一方、クルド人は、

自分たちの国をもつことが認められなかった。

　オスマン帝国でアラブ人が多い地域のうち、歴史的にシリアとよばれ

てきた地域は、第一次世界大戦後に列強によって四つに分けられた。パ

レスチナとヨルダンがイギリスの支配下に、シリアとレバノンがフラン

Mustafa Kemal

1881 〜 1938

p.289 1 1

任 1923〜 38

p.279

QR

p.299 p.289 2

p.216

Kurds

QR

視点

パレスチナ問題の発生
イギリスの矛盾した外交によって、それまでの多宗教の共存が失われ、民族対立が
発生した。それが、現在まで続くパレスチナ問題の始まりとなった。

2

　　スルタン制の廃
はい

止
し
　オスマ

ン帝国君主は、帝国末期におい
てスルタン＝カリフ（→p.278）と
してイスラーム世界の民衆から
も支持されていたため、帝国の
解体は伝統的なイスラーム世界
そのものの没

ぼつ
落
らく
を象

しょう
徴
ちょう
した。ま

たカリフはウンマ（→p.92）の統
一の象徴であったため、その廃
止は大きな衝

しょう
撃
げき
をもたらした。

1

　　歴史的シリア　現在のシリ
ア・レバノン・ヨルダン・パレ
スチナ、さらにイラクとトルコ
の一部などを含

ふく
む。

2

　　フサイン−マクマホン協定　
1915〜16年、メッカ太守フサ
インとイギリスのエジプト高等
弁務官マクマホンの間で、往復
書簡が交

か
わされ、アラブ人のオ

スマン帝国政府に対する反乱の
見返りに、後のアラブ人国家の
独立が約束された。しかし、「ア
ラブの反乱」は起こされたものの、
国家独立の約束は守られなかっ
た。

3

　 クルド人の分布1

　クルド人は、クルディスタンとよばれるトルコ・イラク・イラン・シリア・
アルメニアなどにまたがる山

さん
岳
がく
地域に居住する民族で、人口は現在約3000

万から4000万と推計される。オスマン帝国への忠誠から、トルコ人・アラ
ブ人に比べてナショナリズムの形成が遅

おく
れ、第一次世界大戦後のセーヴル

条約ではクルド人自治区が認められたが、ローザンヌ条約によるトルコの
主体的な国境画定と国民国家形成の動きのなかで、自治区の設置は取り消
され、その後長らく民族として認

にん
知
ち
されなかった。

　少数民族として各国に分かれているため、統一的な国語をつくることが
できず、今日でもクルド語は地方差が大きい。トルコでは20世紀前半には
クルド語の使用も認めず、同化政策を推進した。1990年代以降はクルド語
使用が緩

かん
和
わ
されたものの、分

ぶん
離
り
を求める運動が大きな国内問題となっている。

イランやイラク、シリアでも独立運動が起こったが、成功しなかった。し
かし2003年のイラク戦争で独裁政権が倒

たお
れると（→p.337）、イラク北部の

クルド人地域は自治権を得て、「国なき民」としてその主張を強めている。

視点を
変えて  クルド人にとってのトルコ共和国建国

　　　　　　　　　
オスマン帝国の解体が中東に
もたらした変化について、要
約しよう。 

問 い 推 移

黒  海

地
中
海

カ
ス

ピ
海

ダマスクスダマスクス
バグダードバグダード

アルビールアルビール
アレッポアレッポ

モスルモスル

ク
ル
デ
ィス
タ
ン

ク
ル
デ
ィス
タ
ン

トルコトルコ

アルメニアアルメニア

アゼル
バイジャン
アゼル
バイジャン

イランイラン

シリアシリア
イラクイラク

クルド人が地域の人口に占める割合
60％以上　　　20～60％
20％未満
セーヴル条約による自治区

� ���km

西
ア
ジ
ア

▲ p.290

→�特設「探究 TRY」
も論述や整理の
訓練となる
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主義政策を批判しつつ、ドイツと単独講和交
こう

渉
しょう

に入った。ドイツが領土

要求を突
つ

きつけたため交渉は難航したが、国際的に孤
こ

立
りつ

していたソヴィ

エト政権は、要求をのんでブレストリトフスク条約を結び講和した。

　ソヴィエト政権は1917年の誕生直後から、白軍（反革命軍）との内戦

のほか、資本主義諸国が起こしたシベリア出兵などの対ソ干
かん

渉
しょう

戦争に直

面した。新政権は赤軍を結成して立ち向かったが、一時は国土の大部分

の支配権を失うほどの苦しい戦いとなった。国土が戦場となったために、

食料をはじめ生産力全
ぜん

般
ぱん

が極
きょく

端
たん

に低下した。

　ソヴィエト政権は国の内外で革命の防衛に努めた。国外では、世界革

命によるソヴィエト政権の防衛を主要目標として、ロシア共産党が主導

する、各国共産主義政党の国際組織であるコミンテルン（第３インター

ナショナル）が結成された。国内では、反革命活動の取り締
し

まりのため

に非常委員会（チェカ）が設置され、また経済活動の混乱に対処するため

に、全企業の国営化と穀物徴
ちょう

発
はつ

などの戦時共産主義が導入された。

　一時は徴発に反発する農民が生産意欲を失い経済危機が深まったもの

の、白軍の勝利によって地主制が復活するかもしれないという農民の不

安と、外国軍に対する民衆のナショナリズムに後
あと

押
お

しされ、赤軍がしだ

いに優勢になった。内戦と干渉戦争の終結が近づいた1921年、ソヴィ

エト政権は戦時共産主義を廃
はい

止
し

してネップ（新経済政策）を採用した。資

本主義の部分的復活と、余
よ

剰
じょう

農産物の自由販
はん

売
ばい

が主な内容だったこの政

策は人々の生産意欲を刺
し

激
げき

し、経済は安定した。

　さらにソヴィエト政権は、世界革命論を放
ほう

棄
き

し、ドイツとの国交樹立

1918 年３月 6

ソヴィエト社会主義共和国連邦の成立
ロシアの社会主義政権は、資本主義社会とは異なる道筋による経済発展の可能性を
人類に提示した。

p.294 7

4

8
Communist International

1919〜 43

NEP（New Economic Policy）

　　対ソ干
かん

渉
しょう

戦争（1918～22年）　
ドイツ・イギリス・フランス・
トルコなどが起こした、ソヴィ
エト政権打

だ
倒
とう
のための戦争。ア

メリカも加わったシベリア出兵
では、日本が主力となった。

7

　　世界革命論　工業後進国の
ソヴィエト政権が安定するには、
ドイツなど西欧先進工業国をは
じめ、東欧でも同時革命が必要
だという考え。

8

　　ブレストリトフスク条約　�
ポーランド・フィンランド・バ
ルト地方などをドイツに割

かつ
譲
じょう
し

た。

6

　　ボリシェヴィキの改
かい

称
しょう
　�

1918年にロシア共産党に改称し
た。

5

　 1917 ～ 22年のソヴィエト政権4

　　　　　　　　　
1917年に誕生したソヴィエ
ト政権が直面した課題と、そ
の対応について要約しよう。

問 い 推 移 つながり

黒 海
カ
ス
ピ
海

バ トル
海

モスクワモスクワ

ペトログ ラードペトログ ラード

キエフキエフ

ワルシャワワルシャワ

ニコライフスクニコライフスク

ウラジオストクウラジオストク

敦賀敦賀

チェコ
スロヴァキア
チェコ
スロヴァキア

中華民国

エストニア
フィンランドフィンランド

ラトヴィアラトヴィア

リトアニアリトアニア

ポーランド

ルーマニアルーマニア

ドイツドイツ

トルコトルコ

モンゴル人民共和国
（1924年成立）

日本

ソヴィエト社会主義共和国連邦

シ ベ リア 鉄 道

樺太
（サハリン）

ウクライナ

ザカフカース

ロ　シ　ア

ベラルーシ

ソヴィエト�ポーランド
戦争（1920～21年）

シベリア出兵

赤軍の進路
白軍・外国干渉軍の進路
ソ連邦国境（1922年）
ソ連邦の構成国（1922年）
ソ連邦内でムスリムの多い地域
敦賀市―ウラジオストク間の定期航路

革命勢力の支配地域
（1918年）
反革命勢力の支配地域

（1920年）
日本軍の占領地域

（1918～22年、
※北樺太は1925年まで）

� ����km

各民族が自身の政治体制を、
他民族や他国から干

かん

渉
しょう

される
ことなく、自主的に決定する
こと。この考えは、アメリカ
のウィルソン大統領による「14
か条の平和原則」（→p.287）に
も受け継

つ

がれた。

民族自決
 

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

▲ p.285
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　清
しん
朝は立憲君主制・地方自治制の導入をはじめ意欲的な改革を進めた

が、それは、さまざまな矛
む
盾
じゅん
を表面化させた。地方では、郷

きょう
紳
しん
層がその

改革に適応して実質的な支配を強めていくのに対して、新制度導入と義
ぎ

和
わ
団
だん
戦争の賠

ばい
償
しょう
金の負担のみを課せられる民衆の不満は強まった。また、

清朝が民間の幹線鉄道を一方的に国有化し、外国からの借
しゃっ
款
かん
を得て中央

主導で鉄道を建設しようとすると地方有力者は反発し、四
し
川
せん
省では民衆

を巻き込
こ
んで暴動が起こった。

　革命派は軍隊内にも勢力を広げていき、1911年10月、武
ぶ
昌
しょう
で軍隊が

蜂
ほう
起
き
し清朝からの独立を宣言すると、多くの省がこれにならって次々に

独立した（辛
しん

亥
がい

革命）。国外でこの知らせを聞いた孫
そん
文
ぶん
は、帰国すると臨

時大総統に推
お
され、1912年１月、共和制の中

ちゅう
華
か

民国成立を宣言した。

これに対し、清朝は失
しっ
脚
きゃく
していた袁

えん
世
せい

凱
がい
を起用し軍事力を与

あた
えて対応さ

せたが、袁世凱は革命派と取り引きして清朝皇帝の宣
せん
統
とう
帝（溥

ふ
儀
ぎ
）を退位

させ、孫文から臨時大総統の地位を譲
ゆず
り受けた。

　選挙後に成立した国会では、中国同盟会の流れをくむ国民党が多数を

占
し
めた。しかし、袁世凱はこの国会を機能停止させて独裁的傾

けい
向
こう
を強め、

起草された憲法も施
し
行
こう
しなかった。袁世凱は、みずから皇帝になろうと

したが、国内の強い反対や諸外国の不支持によって、失敗した。

　中華民国は五族共和の理念を掲
かか
げ、多民族からなる国家統合を目指し

た。しかし、中央集権を目指した袁世凱の死後は、中国各地で自立した

軍事指導者が実質的な支配を行うようになり、戦乱が相次いだ。これら

軍事指導者は後に批判的に軍
ぐん
閥
ばつ
とよばれるが、彼

かれ
らには支配地の近代化

を進めようとした例も多かった。また、清朝に服属していた地域のうち、

外モンゴルのハルハ地方を中
ちゅう
核
かく
とするモンゴルは独立を宣言し、チベッ

トも自立の傾向を強めた。

中華民国の成立
意欲的な改革を目指す清朝に対して地方勢力が離反し、清朝は崩壊した。新しく生
まれた中華民国の政権は、袁世凱の手に握られた。

p.251

p.273

p.264

1 QR

QR

1859 ～ 1916 2 QR

位 1908～ 12 1906 ～ 67

p.274 1

2

p.295

p.151

3

　　国民党　中国同盟会の流れ
をくみ、選挙のためにつくられ
た議会政党だった。これが袁

えん
世
せい

凱
がい
による弾

だん
圧
あつ
を受けて解散され

ると、孫
そん
文
ぶん
は再び秘密結社の中

ちゅう

華
か
革命党を結成した（→p.293）。

1

　　五族共和　中
ちゅう
華
か
民
みん
国
こく
は、漢・

満・蒙
もう
（モンゴル）・回

かい
（主にトル

コ系の言葉を話すムスリム）・蔵
ぞう

（チベット）の五族を国家の構成
要素とした。これは、清

しん
朝の領

域をそのまま中華民国が受け継
つ

ごうとするための説明だった�。

2

　　藩
はん

部
ぶ

の変化　清
しん
朝の意欲的

な改革政策は藩部の地域（→p.151）
にも及

およ
んだ。モンゴルでは、漢

人移民による耕地化が進められ
て、モンゴル人の牧地が圧

あっ
迫
ぱく
さ

れた。辛
しん
亥
がい
革命が起こると、外

モンゴルでは独立の動きが進み、
チベット仏教指導者を君主とす
るボグド＝ハーン政権が成立した。
チベットではロシアが影

えい
響
きょう
力を

強めようとするなか、対
たい
抗
こう
する

イギリスが1903年から武装使節
団をインドからチベットに進

しん
撃
げき

させたので、清はチベット方面
への支配を強化しようとした。
これに反発していたチベットの
ダライ＝ラマ（13世）政権は、や
はり辛亥革命後に自立傾

けい
向
こう
を強

めていった。�

3

　 辛
しん
亥
がい
革命

読み解き 独立宣言を
した省としなかった省
には、どのような違

ちが
い

があるのだろうか。

1

　 袁
えん
世
せい
凱
がい

　光
こう

緒
しょ

新政
の時期に、軍隊・警察の
改革など近代化政策に
努めた。一時失

しっ
脚
きゃく

したが、
辛
しん

亥
がい

革命の後、最高権
力者に昇

のぼ
りつめた。

2

　　　　　　　　　
辛
しん
亥
がい
革命における袁

えん
世
せい
凱
がい
の役

割と、その後の影響について
要約しよう。

問 い 推 移 つながり

黄 河

長 江

甘粛

四川

雲南

貴州

広東広西

福建
湖南 江西

江蘇
山東

河南

湖北
浙江

直隷 奉天
山
西

陝
西

安徽

朝鮮

台湾
（日本領）

日本北京北京

南京南京

武昌武昌

上海上海
成都成都

（日本領）

1911年9月
四川暴動

1912年1月
孫文、臨時大総統となる

1911年10月
武昌蜂起

独立宣言をした省
軍政府の樹立地� ���km

東
ア
ジ
ア

▲ p.276

『新詳世界史探究』における　②ロシア帝国と清の体制転換に関する記述・資料
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を表面化させた。地方では、郷
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紳
しん
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改革に適応して実質的な支配を強めていくのに対して、新制度導入と義
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和
わ
団
だん
戦争の賠

ばい
償
しょう
金の負担のみを課せられる民衆の不満は強まった。また、

清朝が民間の幹線鉄道を一方的に国有化し、外国からの借
しゃっ
款
かん
を得て中央

主導で鉄道を建設しようとすると地方有力者は反発し、四
し
川
せん
省では民衆

を巻き込
こ
んで暴動が起こった。

　革命派は軍隊内にも勢力を広げていき、1911年10月、武
ぶ
昌
しょう
で軍隊が

蜂
ほう
起
き
し清朝からの独立を宣言すると、多くの省がこれにならって次々に

独立した（辛
しん

亥
がい

革命）。国外でこの知らせを聞いた孫
そん
文
ぶん
は、帰国すると臨

時大総統に推
お
され、1912年１月、共和制の中

ちゅう
華
か

民国成立を宣言した。

これに対し、清朝は失
しっ
脚
きゃく
していた袁

えん
世
せい

凱
がい
を起用し軍事力を与

あた
えて対応さ

せたが、袁世凱は革命派と取り引きして清朝皇帝の宣
せん
統
とう
帝（溥

ふ
儀
ぎ
）を退位

させ、孫文から臨時大総統の地位を譲
ゆず
り受けた。

　選挙後に成立した国会では、中国同盟会の流れをくむ国民党が多数を

占
し
めた。しかし、袁世凱はこの国会を機能停止させて独裁的傾

けい
向
こう
を強め、

起草された憲法も施
し
行
こう
しなかった。袁世凱は、みずから皇帝になろうと

したが、国内の強い反対や諸外国の不支持によって、失敗した。

　中華民国は五族共和の理念を掲
かか
げ、多民族からなる国家統合を目指し

た。しかし、中央集権を目指した袁世凱の死後は、中国各地で自立した

軍事指導者が実質的な支配を行うようになり、戦乱が相次いだ。これら

軍事指導者は後に批判的に軍
ぐん
閥
ばつ
とよばれるが、彼

かれ
らには支配地の近代化

を進めようとした例も多かった。また、清朝に服属していた地域のうち、

外モンゴルのハルハ地方を中
ちゅう
核
かく
とするモンゴルは独立を宣言し、チベッ

トも自立の傾向を強めた。

中華民国の成立
意欲的な改革を目指す清朝に対して地方勢力が離反し、清朝は崩壊した。新しく生
まれた中華民国の政権は、袁世凱の手に握られた。
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をくみ、選挙のためにつくられ
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による弾
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を受けて解散され

ると、孫
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文
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華
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（チベット）の五族を国家の構成
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革命が起こると、外

モンゴルでは独立の動きが進み、
チベット仏教指導者を君主とす
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チベットではロシアが影

えい
響
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力を

強めようとするなか、対
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抗
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する

イギリスが1903年から武装使節
団をインドからチベットに進
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させたので、清はチベット方面
への支配を強化しようとした。
これに反発していたチベットの
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読み解き 独立宣言を
した省としなかった省
には、どのような違

ちが
い

があるのだろうか。
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せい
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緒
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の時期に、軍隊・警察の
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努めた。一時失
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きゃく

したが、
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亥
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革命の後、最高権
力者に昇

のぼ
りつめた。

2
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亥
がい
革命における袁

えん
世
せい
凱
がい
の役

割と、その後の影響について
要約しよう。

問 い 推 移 つながり

黄 河

長 江

甘粛

四川

雲南

貴州

広東広西

福建
湖南 江西

江蘇
山東

河南

湖北
浙江

直隷 奉天
山
西

陝
西

安徽

朝鮮

台湾
（日本領）

日本北京北京

南京南京

武昌武昌

上海上海
成都成都

（日本領）

1911年9月
四川暴動

1912年1月
孫文、臨時大総統となる

1911年10月
武昌蜂起

独立宣言をした省
軍政府の樹立地� ���km

東
ア
ジ
ア

→�オスマン帝国に関しては、p.239 に、17 世紀後半の
最大領域から1914 年までの領土の縮小を段階的に読
み取ることができる地図も掲載

▼p.289

▼p.286（部分）
◀p.287

◀ p.290

『新詳世界史探究』における論述の訓練となる問い

問題文

解答のポイント
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（ラパッロ条約）を端
たん

緒
しょ

に、資本主義列強と国交を順次結んだ。

　1922年にはソヴィエト社会主義共和国連邦（ソ連）が結成され、新憲

法下で新たな社会建設が始まった。しかし課題は多くあった。民族ごと

の連
れん

邦
ぽう

構成国に対して分
ぶん

離
り

の自由を含
ふく

む民族自決が保障されたが、ソ連

共産党（旧ロシア共産党）が連邦全体を統制しており分離は困難だった。

社会権が保障され、さらに義務教育化も進むなど、社会生活は改善され

たが、共産党以外の政党は禁止され、政治の非民主的運営が続いた。

　1918年秋になると、ブルガリア・オスマン帝国・オーストリアが協

商国に降
こう

伏
ふく

した。敗戦が不可避
ひ

になったドイツでは、休戦交
こう

渉
しょう

を有利に

進めようと、ドイツ海軍指導部が主力艦
かん

隊
たい

に出
しゅつ

撃
げき

を命じた。この命令に

対してキール軍港内の水兵が反乱を起こすと、反政府蜂
ほう

起
き

が全国に広が

り、ロシア革命のソヴィエトにならって、各地で労働者・兵士の評議会

（レーテ）が結成された。この事態を前にして、皇帝ヴィルヘルム２世は

退位し、共和政が宣言された（ドイツ十一月革命）。社会民主党を中心に

臨時政府が結成され、協商国に降伏して休戦条約を結んだ。こうして、

ヨーロッパ全体を荒
こう

廃
はい

させた大戦が終わった。

　臨時政府が休戦を急いだ一因は、ロシアのように革命が急進化するこ

とをおそれたからだった。社会民主党は、議会制民主主義に基
もと

づく漸
ぜん

進
しん

1922 1
Union of Soviet Socialist Republics

p.284 3 1924

2

ドイツ十一月革命と大戦の終結
ロシアと講和するも、ドイツは敗戦色を拭えなかった。革命が勃発して帝政が倒れ、
ドイツは共和国となり、協商国と休戦協定が結ばれ、大戦が終わった。

3

p.263

p.261

1918 年 11月 11日

4

　　日本との国交　日本とは
1925年に日ソ基本条約を結び国
交を樹立した。ソ連は南樺

から
太
ふと
が

日本領であることを追
つい
認
にん
し（→�

p.275）、日本軍は北樺太から撤
てっ

退
たい
した（→p.285　）。

1

4

　　ロシア新憲法下の社会権　
憲法では社会権（生存権、労働基
本権、社会保障など）がうたわれ、
こうした権利の保障がなかった
資本主義諸国に比べて違

ちが
いが際

立っていた。

2

　　ハンガリー革命（1919年）　
オーストリアが降

こう
伏
ふく
して生じた

政治混乱のなかで、ロシア革命
にならって、共産党政権が一時
樹立された（→p.302）。

3

　　革命急進化の動き　社会民
主党の最左派「スパルタクス団」
は、ロシア十月革命にならって
武力革命を目指し、1919年１月、
ドイツ各地で武装蜂

ほう
起
き
したが、

臨時政府によって鎮
ちん
圧
あつ
された。

4

　 ヴェルサイユ体制下のヨー
ロッパ　 読み解き p.281の図　
と比

ひ
較
かく
し、どこにどのような

国々が独立したのか確
かく
認
にん
しよう。

1
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大学入試対策も万全入試
対応

北宋の統治体制について問う

中国の歴代王朝は地方統治をめぐって試行錯誤を繰り返してきた。例えば，周では封建制， 秦では都県制，前漢では都
国制，隋や唐では州県制が施行された。とりわけ宋（北宋）は中央集権的な中央・地方関係に基づく統治体制（以下，「本
体制」という）を構築したことで知られている。
　以上を踏まえて，本体制を導入するに至った背景，本体制を支えた仕組みおよびそれにともなう問題，本体制の構築によっ
て北宋の地方統治にもたらされた唐末からの変化，ならびに対外関係への影響について，300 字以内で記述しなさい。

本問で重要なのは、宋（北宋）の中央集権体制が、唐末の混乱に伴う地方分権化の克服を図るものだったことと、文治主
義に立ち科挙官僚制を整備したことが、財政的矛盾や士大夫層の成長、対外関係にも影響したことを、一連の因果として
説明できるかである。

①�背景としてまず押さえるべきなのは、安史の乱以降、唐末から五代十国にかけて武人が自立して藩鎮が割拠したことで
ある。宋はこうした地方分権の状況を克服するため、軍事力と財政を中央に集中させようとした。�

②�本体制を支えた具体的なしくみとしては、文治主義に基づく科挙の整備と、節度使の権限の削減、中央直属の軍隊の
整備が挙げられる。宋では科挙が整備され、殿試を通じて皇帝と結びついた文人官僚が政治を担うことで、皇帝権力
が強化された。また、軍事面では、節度使が解体され、中央直属の軍隊が整備されて地域に頼らないしくみがつくられた。
他方で、中央集権化による統治の安定と引き換えに、行政機構の肥大化と軍事費の増大が国家財政を圧迫し、これが
宋代の構造的弱点となった。

③�唐末からの地方統治の変化としては、貴族層の没落と新興の地主層の台頭がある。宋代には、唐代の統治を担った門
閥貴族は衰退し、新興の地主や商人など富裕層が科挙を通じて官界に進出した。彼らは士大夫とよばれ、地域社会で
大きな影響力を持つようになった。

④�対外関係としては、宋が文治主義をとったことを背景に、キタイ帝国・西夏と銀や絹の貢納を伴う和議を結んだことが
ある。これらの対外的支出も財政負担を増し、宋代の課題となった。

▶�『新詳世界史探究』では、五代十国時代の分裂状況（①）についての記述に続けて、宋が文治主義に基づく科挙の整
備と中央直属軍の整備によって中央集権体制を築き（②）、その担い手となる新興の地主層が成長したこと（③）、さら
に中央ユーラシア国家に対する防衛支出の増加（④）までを、一連の流れとして記述している。そのため、本問で求め
られる制度・社会・国際関係を因果的に接続する深い理解が可能となる。

▶�また、『新詳世界史探究』には、本問の各要素に関する資料や記述も充実しており、本問で必要な理解をさまざまな面
から深めることができる。

② 2025 年度 慶應義塾大学  法学部 大問４

『新詳世界史探究』における　①背景記述から②～④まで通観した記述と、地理的理解に関する資料

『新詳世界史探究』における　②中央集権体制、③地主層の成長、④外交関係に関する記述・資料
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抗争して衰
おとろ

えていった。代わって新興の地主層が台頭し、宋
そう

代に入ると、

儒
じゅ

学
がく

を修め科
か

挙
きょ

を通して官界に進出した彼
かれ

らが、権力を強めた皇帝の下
もと

で新しい時代を担
にな

うこととなった。このような政治・社会・経済・文化

にわたる一連の変動は、唐後半期の８世紀後半から数世紀間をかけて進

行し、宋代になると、中国社会はそれ以前とは大きく姿を変えた（唐宋

変革）。

　中央ユーラシア東部では、ウイグルと唐が衰えると勢力の中心がモン

ゴル高原の東方に移り、大
だい

興
こう

安
あん

嶺
れい

方面にいたキタイ（契
きっ

丹
たん

）が台頭した。

10世紀初めに耶
や

律
りつ

阿
あ

保
ぼ

機
き
（太祖）はカガンに即

そく
位
い

してキタイ帝国（遼
りょう

）を

おこし、次いで後梁に対抗して皇帝を称
しょう

した。キタイ帝国は、西方では

モンゴル高原に進出して草原の道を押
お

さえ、東方では渤海を征
せい

服
ふく

した。

さらに五代のテュルク系勢力の内
ない

紛
ふん

に介
かい

入
にゅう

して華北の一部（燕
えん

雲
うん

十六州）

を割
かつ

譲
じょう

させ、長城以南の農耕地域にも領域を広げた。宋に対しても圧力

をかけ、1004年に和議を結んで、国境を画定するとともに宋に毎年銀

や絹の貢
こう

納
のう

を約束させた（澶
せんえん

淵の盟）。これは、本来対等者を認めないは

ずの皇帝の地位を互いに承
しょう

認
にん

する、画期的な取り決めであった。以後、

ユーラシア東部では２世紀にわたって諸国間で盟約が盛
さか

んに交
か

わされ、

比
ひ

較
かく

的安定した外交・経済関係が取り結ばれた。

　オアシスの道に連なる陝
せん

西
せい

・甘
かん

粛
しゅく

地方でも、チベット系のタングト人 

が勢力を伸
の

ばし、西
せい

夏
か

を建てた。東西交通路を押さえる位置にある西夏

は、中
ちゅう

継
けい

貿易で栄えた。西夏の侵
しん

攻
こう

を受けた宋は、盟約を結んで西夏の

独立を認め、銀や絹、茶を贈
おく

ることとなった。

　12世紀初め、キタイ帝国の支配下にあった女
じょ

真
しん

人が完
ワン

顔
ヤン

阿
ア

骨
グ

打
ダ
（太祖）

p.124

QR

中央ユーラシア国家の新段階　キタイ・女真・西夏
本拠地を維持しながら華北を領有したモンゴル系のキタイと女真の金は、騎兵戦力
と漢人統治を両立させた新たな支配体制を築き、チベット系の西夏も並立した。

位 916～ 926 p.43

Qitay

916 ～ 1125 2 4

3

p.124史料

p.34

Tangut

1038 ～ 1227

5 4

　　キタイ帝国の国号　キタイ
は大

だい
契
きっ
丹
たん
国
こく
（契丹はキタイの音を

写したもの）と称
しょう
し、時期により

漢語名で遼
りょう
とも称した。

2

　　燕
えん

雲
うん

十六州　キタイが獲
かく
得
とく

した地域は現在の北
ペ
京
キン
（燕

えん
州
しゅう
）・

大
だい
同
どう
（雲

うん
州
しゅう
）周辺一帯で、燕雲

十六州とよばれる。五
ご
代
だい
・宋

そう
は

たびたびこの地域の奪
だっ
取
しゅ
を目指

したが、すべて失敗した。

3

　　女
じょ

真
しん

人　女真はジュルチン、
ジュシェンという語を漢字で写
したもの。ツングース系の民族で、
畑作農耕と牧

ぼく
畜
ちく
・狩

しゅ
猟
りょう
を生業とし、

遊牧民ではないが騎
き
射
しゃ
戦術を得

意とした。

4

　 キタイ帝国と北
ほく
宋
そう

4 　 12世紀のユーラシア東部の多国家体制　遊牧国家のキタイ帝国は
モンゴル高原にも進出し、女

じょ
真
しん

人の金
きん

は高原の遊牧勢力を間接支配した。
5
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西
せい

夏
か

は東西貿易を押
お

さえて繁
はん

栄
えい

した。この時期、黄
こう

河
が

は南流する
ようになった。　 読み解き 図　
と図　を比

ひ
較
かく
し、キタイ（カラ＝

キタイ）と金の支配地域で異なる
点を二つ挙げよう。
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5

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア
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ジ
ア
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中学校との関連　唐、宋

　ウイグル・チベット（吐
と

蕃
ばん

）・唐
とう

の３帝国が滅
ほろ

びると、その影
えい

響
きょう

下にあ

り権
けん

威
い

に従っていた諸地域にも変動の波が広がった。10世紀前半、唐

の周
しゅう

縁
えん

地域の律
りつ

令
りょう

国家が相次いで倒
たお

れ、各地で諸民族・諸勢力が自立し

て、中小規模の王権が乱立した。渤
ぼっ

海
かい

はキタイ（契
きっ

丹
たん

）に併
へい

合
ごう

され、新
し ら ぎ

羅 

も高
こう

麗
らい

に取って代わられ、雲
うん

南
なん

でも南
なん

詔
しょう

に代わって大
だい

理
り

がおこった。唐

の都
と

護
ご

府
ふ

が置かれていたベトナムでも自立の動きが進み、11世紀初め

に大
だい

越
えつ

が成立した（李
り

朝
ちょう

）。この変動期において有力だった勢力は、唐に

服属して華
か

北
ほく

に移住していたテュルク（突
とっ

厥
くつ

）系遊牧民と、遼
りょう

河
が

流域で遊

牧していたキタイ人であった。テュルク系勢力は朱
しゅ

全
ぜん

忠
ちゅう

が建てた後
こう

梁
りょう

を

滅ぼして後
こう

唐
とう

をおこし、以後テュルク系武将やその軍隊の政権が次々と

興亡した。

　唐の滅
めつ

亡
ぼう

以後、華北では五つの王朝が交代し、各地で10余りの政権

が割
かっ

拠
きょ

した（五
ご

代
だい

十
じっ

国
こく

時代）。960年、後
こう

周
しゅう

の武将趙
ちょう

匡
きょういん

胤（太
たい

祖
そ

）が宋
そう
（北

ほく
宋
そう

）

を建て、次いで太
たい

宗
そう

は中国内地の大部分を統合した。後唐を除く五代の

諸王朝は、江
こう

南
なん

との交通・輸送を重視して大運河と黄
こう

河
が

の接点である開
かい

封
ほう

に都を構え、宋も同じく都とした。

　この時代、華北のテュルク系勢力が互
たが

いに争いながら北方のキタイ帝

国に対
たい

抗
こう

する一方、十国が分立した華中・華南では、江南に加えて四
し

川
せん

・

福
ふっ

建
けん

・広
カン

東
トン

などの開発が進んだ。動乱のなか、長く栄えた貴族は武人勢

力に追い落とされ、荘
しょう

園
えん

も失って経済的にも没
ぼつ

落
らく

し、武人勢力も互いに

唐末五代の変動　唐宋変革
ウイグル・チベット・唐の解体によって遊牧民と漢人の諸勢力が各地で割拠した。
漢人社会の変動が進むとともに、諸民族・諸地域が独自性を深めていった。
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Qitay

シル ラ

コ リョ p.52 937 ～ 1253

p.49
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3 p.45 位 907～ 912 907 ～ 923

923 ～ 936

907 ～ 979 1 2 位 960～ 976 960 ～ 1127 QR

位 976～ 997

p.48

1

　　開
かい

封
ほう
　大運河を通した水運

の要地で、五
ご
代
だい
・宋

そう
がここに都

を置いたことは、経済の重要性
の高まりと、江

こう
南
なん
が王朝を支え

る財政基
き
盤
ばん
となったことを意味

した。

1

　 五
ご
代
だい
十
じっ
国
こく
の領域　草原地帯の遊牧国家、華

か
北
ほく

の遊牧
系諸王朝、華中・華南の漢

かん
人
じん

政権という三重構造（→p.47）
が再び姿を現した。

1
　 南

なん
唐
とう
の貴族の生活　南唐は十

じっ
国
こく

の一つで、六
りく

朝
ちょう

の古都、金
きん

陵
りょう
（現在の南

ナン
京
キン

）に都を置いて江
こう

南
なん

地方を支配した。椅
い

子
す

に座
すわ

る生
活様式は、魏

ぎ
晋
しん

南
なん

北
ぼく

朝
ちょう

時代に遊牧民がもち込
こ

んだ文化である。

2

　 キタイ（契
きっ

丹
たん

）人　モンゴル
系遊牧民で、テュルク（突

とっ
厥
くつ

）・
ウイグル帝国の影

えい
響
きょう

を受け、君
主はカガン（可

か
汗
がん

）と称
しょう

した。独
特の辮

べん
髪
ぱつ

をしている。

3

東アジア諸地域の成長と自立
唐の崩壊後、東アジアではどのような勢力
が台頭したのだろうか。

節の
課題3節

黄
河

遼
河

長江

長安長安
成都成都

洛陽洛陽

広州広州

開城開城

博多博多

金陵金陵

開封開封
揚州揚州

後蜀 荊南

楚 南唐

後周

南漢

呉越

日本
高麗北漢

しょく
けいなん

キタイ帝国（遼）

大越
（李朝）

大理

四  川

福建

江南

雲南

広  東

甘

粛

陝西

呉

びん
閩

前蜀

燕雲十六州

923～936 
後唐の首都

後梁 907～923
後晋 936～946
後漢 947～950
後周 951～960

五代の興亡中心地

五代が興亡した地域
十国が興亡した地域
十国のうち950年以前に滅んだ国国名

� �����

　　　　　　　　　
唐
とう

宋
そう

変革において没
ぼつ

落
らく

した層
と台頭した層を、それぞれ抜
き出そう。

問 い 比 較

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア

東
ア
ジ
ア
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抗争して衰
おとろ

えていった。代わって新興の地主層が台頭し、宋
そう

代に入ると、

儒
じゅ

学
がく

を修め科
か

挙
きょ

を通して官界に進出した彼
かれ

らが、権力を強めた皇帝の下
もと

で新しい時代を担
にな

うこととなった。このような政治・社会・経済・文化

にわたる一連の変動は、唐後半期の８世紀後半から数世紀間をかけて進

行し、宋代になると、中国社会はそれ以前とは大きく姿を変えた（唐宋

変革）。

　中央ユーラシア東部では、ウイグルと唐が衰えると勢力の中心がモン

ゴル高原の東方に移り、大
だい

興
こう

安
あん

嶺
れい

方面にいたキタイ（契
きっ

丹
たん

）が台頭した。

10世紀初めに耶
や

律
りつ

阿
あ

保
ぼ

機
き
（太祖）はカガンに即

そく
位
い

してキタイ帝国（遼
りょう

）を

おこし、次いで後梁に対抗して皇帝を称
しょう

した。キタイ帝国は、西方では

モンゴル高原に進出して草原の道を押
お

さえ、東方では渤海を征
せい

服
ふく

した。

さらに五代のテュルク系勢力の内
ない

紛
ふん

に介
かい

入
にゅう

して華北の一部（燕
えん

雲
うん

十六州）

を割
かつ

譲
じょう

させ、長城以南の農耕地域にも領域を広げた。宋に対しても圧力

をかけ、1004年に和議を結んで、国境を画定するとともに宋に毎年銀

や絹の貢
こう

納
のう

を約束させた（澶
せんえん

淵の盟）。これは、本来対等者を認めないは

ずの皇帝の地位を互いに承
しょう

認
にん

する、画期的な取り決めであった。以後、

ユーラシア東部では２世紀にわたって諸国間で盟約が盛
さか

んに交
か

わされ、

比
ひ

較
かく

的安定した外交・経済関係が取り結ばれた。

　オアシスの道に連なる陝
せん

西
せい

・甘
かん

粛
しゅく

地方でも、チベット系のタングト人 

が勢力を伸
の

ばし、西
せい

夏
か

を建てた。東西交通路を押さえる位置にある西夏

は、中
ちゅう

継
けい

貿易で栄えた。西夏の侵
しん

攻
こう

を受けた宋は、盟約を結んで西夏の

独立を認め、銀や絹、茶を贈
おく

ることとなった。

　12世紀初め、キタイ帝国の支配下にあった女
じょ

真
しん

人が完
ワン

顔
ヤン

阿
ア

骨
グ

打
ダ
（太祖）

p.124

QR

中央ユーラシア国家の新段階　キタイ・女真・西夏
本拠地を維持しながら華北を領有したモンゴル系のキタイと女真の金は、騎兵戦力
と漢人統治を両立させた新たな支配体制を築き、チベット系の西夏も並立した。

位 916～ 926 p.43

Qitay

916 ～ 1125 2 4

3

p.124史料

p.34

Tangut

1038 ～ 1227

5 4

　　キタイ帝国の国号　キタイ
は大

だい
契
きっ
丹
たん
国
こく
（契丹はキタイの音を

写したもの）と称
しょう
し、時期により

漢語名で遼
りょう
とも称した。

2

　　燕
えん

雲
うん

十六州　キタイが獲
かく
得
とく

した地域は現在の北
ペ
京
キン
（燕

えん
州
しゅう
）・

大
だい
同
どう
（雲

うん
州
しゅう
）周辺一帯で、燕雲

十六州とよばれる。五
ご
代
だい
・宋

そう
は

たびたびこの地域の奪
だっ
取
しゅ
を目指

したが、すべて失敗した。

3

　　女
じょ

真
しん

人　女真はジュルチン、
ジュシェンという語を漢字で写
したもの。ツングース系の民族で、
畑作農耕と牧

ぼく
畜
ちく
・狩

しゅ
猟
りょう
を生業とし、

遊牧民ではないが騎
き
射
しゃ
戦術を得

意とした。

4

　 キタイ帝国と北
ほく
宋
そう

4 　 12世紀のユーラシア東部の多国家体制　遊牧国家のキタイ帝国は
モンゴル高原にも進出し、女

じょ
真
しん

人の金
きん

は高原の遊牧勢力を間接支配した。
5

��°

���°

���°
��°

長

バイカル湖

江

黄 河

黒
竜江

淮河

太

平

洋
海

東
シ

ナ

海
本

日

松花江

広州広州
泉州泉州

開城開城 平安京平安京

杭州杭州
明州明州成都成都

遼陽遼陽

開封開封

臨潢臨潢

興慶興慶
こうけいこうけい

りんこうりんこう

甘粛甘粛
陝西

高麗

日本

大理

大越

西夏

キタイ帝国（遼）
西ウイグル

北 宋

燕雲十六州

モンゴル高原

チ ベ ット

� ������

��°

���°

���°
��°

バイカル湖

バルハシ湖

長 江

黄河

黒
竜 江

松花江

淮 河
太

平

洋
海

東
シ

ナ

海
本
日

ベラサグンベラサグン

広州広州

こうけい

興慶
こうけい

興慶 開城開城 平安京平安京

臨安
（杭州）

臨安
（杭州）

かいねい

会寧
かいねい

会寧

えんけい

燕京
えんけい

燕京

成都成都

遼陽遼陽

開封開封

高麗

日本

（西遼）
カラ�キタイ 西 夏

金

南　宋
大理

大越

モンゴル高原

チ ベ ット

モンゴルナイマン西ウイグル

ラマ
ヒ

ヤ山脈

� ������

西
せい

夏
か

は東西貿易を押
お

さえて繁
はん

栄
えい

した。この時期、黄
こう

河
が

は南流する
ようになった。　 読み解き 図　
と図　を比

ひ
較
かく
し、キタイ（カラ＝

キタイ）と金の支配地域で異なる
点を二つ挙げよう。

4

5

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア

東
ア
ジ
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中学校との関連　宋、『吾妻鏡』、モンゴル帝国

コラム

　鎌倉幕府の公式記録『吾妻
鏡』に、1223年に越

えち
後
ご
国（現

在の新潟県）に漂
ひょう
着
ちゃく
した「高

こう
麗
らい

船」から、誰
だれ
も読めない文字

を記した札が見つかったこと
が記されている。実はこれは
漢字ではなく、金

きん
がつくった

女真文字で、この札は通行許
可証の牌

はい
符
ふ
（→p.138）だった。

日本海沿岸の女
真人は海上交通
も行っており、
「高麗船」は実は
女真の船だった
とみられる。

を指導者として独立し、金
きん

を建てた。宋
そう

と盟約を結んだ金は1125年に

キタイ帝国を倒
たお

し、次いで盟約を破った宋も滅
ほろ

ぼして、華
か

北
ほく

のほぼ全域

を直接支配した。一方、キタイ帝国が滅びると、一部の勢力が中央アジ

アに逃
のが

れ、カラ＝ハン朝を倒してキタイ国家を再建した（カラ＝キタイ）。

　キタイ・金など中央ユーラシア勢力の国家は、騎
き

馬
ば

軍事力を中心に据
す

えた軍事・社会制度を敷
し

くとともに、支配下の漢人らに対しては州
しゅう

県
けん

制

など従来の制度で統治するという二重統治体制をとった。各国では自分

たちの言語を表記する独自の文字がつくられ、多言語で統治が行われた。

このように、10世紀以降の中央ユーラシアの諸国家は、支配集団の特

質と騎馬軍事力を維
い

持
じ

しながら農耕地域を直接統治する段階に至り、後

のモンゴル帝国の発展の先
さき

駆
が

けとなった。

　五
ご

代
だい

の動乱を収めた宋は、安
あん

史
し

の乱以来200年以上続いた藩
はん

鎮
ちん

の割
かっ

拠
きょ

と武人優位の風潮を抑
おさ

え、中央集権化を進めるために、文人官
かん

僚
りょう

を重用

する文
ぶん
治
ち
主義をとった。節

せつ
度
ど

使
し

の勢力を解体して中央直属の軍隊を整備

するとともに、科
か
挙
きょ

の権
けん

威
い

を高めて官僚登用の中心とすることにより、

皇帝の権力基
き

盤
ばん

が著
いちじる

しく強化された。科挙の受験資格は、原則として成

人男性であれば家
いえ

柄
がら

や階層を問わなかったため、貴族に代わって経済と

文化の担
にな

い手に成長していた新興地主層が科挙を通して官僚となり、政

治の主な担い手にもなった。しかし、このような官僚組織や軍隊の維持

1115 ～ 1234

p.103

Qara Qitay

1124 ～ 1211 1

2

QR

コラム p.128

p.135

北宋と南宋
宋は科挙官僚を中心に置く新たな支配体制を確立し、富国強兵のため新法を導入す
るが、対外的には守勢に立たされ続け、キタイ帝国や金と盟約を結んで共存した。

p.53

p.53

p.48 3 4 5

　 「桃
とう
鳩
きゅう
図」　皇帝徽

き
宗
そう

の作。宋
そう

の宮
きゅう

廷
てい

では写実
的な絵画が制作された（院

いん
体
たい

画）。士
し

大
たい

夫
ふ

の間では、
形式にとらわれない水

すい
墨
ぼく

画を描
えが

くことがたしなみ
とされた（文

ぶん
人
じん

画）。

1
ももはと

　 『吾妻鏡』
に記された女真
文字

2

宋
そう
皇帝の誓

せい
書
しょ

　景
けい
徳
とく
元（1004）年、大

だい
宋
そう
皇帝がつつしんで誓書を大

だい
契
きっ
丹
たん
皇帝に送る。

　毎年絹20万匹
びき
と銀10万両を、わざわざ使者を北朝（＝キタイ）まで

赴
おもむ
かせるようなことはせず…国境の地で受け渡

わた
すことにする。

　辺境一帯の州・軍はそれぞれ境界を守り、双
そう
方
ほう
の住民は互

たが
いに侵

しん

入
にゅう
してはならない。もし盗

とう
賊
ぞく
が逃

とう
亡
ぼう
するようなことがあれば、互い

にかくまってはならない。
　両王朝の城

じょう
壁
へき
や堀

ほり
は皆

みな
これまで通りに維

い
持
じ
し、修理や浚

しゅんせつ
渫は通常

通り行ってかまわないが、新たに城壁や堀を築いたり、水路を開
かい
削
さく

したりすることはできない。
　誓書の取り決め以外に、お互い要求することはしない。…天地神
明に誓

ちか
い、先祖に告げて、代々この盟約を守りとこしえに伝える。

キタイ皇帝の誓書　
　統

とう
和
わ
元（1004）年、大契丹皇帝がつつしんで誓書を大宋皇帝に送る。

ともに戦をやめることを議し、友好について話し合って…特に誓書
が次の通り示された。（以下、宋皇帝の誓書の引用）
　私は未熟者であるが、この盟約を遵

じゅん
守
しゅ
する。

澶
せんえん
淵の盟史

 料

読み解き 取り決めの内容はど
のようなものだろうか。また、
両国の皇帝はお互いをどのよう
によんでいるだろうか。
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には巨
きょ
額
がく
の出費が必要であり、さらにキタイ帝国・西

せい
夏
か
などに対する防

衛支出が国家財政を圧
あっ
迫
ぱく
した。

　11世紀後半、財政を再建し富
ふ
国
こく
強
きょう
兵
へい
を実現するため、皇帝神

しん
宗
そう
に登

用された王
おう

安
あん

石
せき
が新

しん
法
ぽう
とよばれる一連の改革を行った。新法のねらいは、

農業・商業に政府が介入して、地主や大商人を抑
おさ
えて中小の農民・商人を保

護し、行政・財政の基盤を強化することにあった。そこで、農民に金銭を低

利で貸しつけて穀物で返済させる青
せい
苗
びょう
法、政府の買い上げや低利融

ゆう
資
し
によっ

て中小商人を保護する市
し
易
えき
法、労

ろう
役
えき
の代わりに徴

ちょう
収
しゅう
した免

めん
役
えき
銭
せん
で人を雇

こ
用
よう
し

て労働にあてる募
ぼ
役
えき
法などを定めた。また、治安維持や行政の効率化のため、

保
ほ
甲
こう
法を敷いて農村に自警業務や郷土防衛を課した。しかし、経済・社会

への政府の強い介
かい
入
にゅう
に対する反発は強く、新法の存

そん
廃
ぱい
をめぐって、推進

派（新法党）と司
し

馬
ば

光
こう
ら反対派（旧法党）の党争が続いて政界は混乱した。

　12世紀初め、宋はキタイ帝国を討とうとして新興の金と結んだが、

違
い
約
やく
を重ねたため、南下した金軍に開

かい
封
ほう
を攻

こう
略
りゃく
されて滅

めつ
亡
ぼう
した（靖

せい
康
こう
の

変）。このとき皇帝をはじめ多数の王族・高官が捕
と
らえられたが、逃れ

た王族が江
こう
南
なん
で宋を再建した（南

なん
宋
そう
）。実権を握

にぎ
った和平派の秦

しんかい
檜は、主

戦派の岳
がく
飛
ひ
らを退けて金と講和し、淮

わい
河
が
を国境として金に臣礼をとり、

毎年多額の銀・絹を貢
こう
納
のう
することとした。金と南宋が並

へい
立
りつ
した約100年

間はおおむね平和が続き、都の臨
りん

安
あん
（現在の杭

こう
州
しゅう
）は商業・文化の中心地

として繁
はん
栄
えい
した。南宋は、騎

き
兵
へい
の侵

しん
入
にゅう
をはばむ淮河・長

ちょう
江
こう
の守りによっ

て、金、次いでモンゴル帝国の攻
こう
勢
せい
をしのいだが、元軍の本格的遠

えん
征
せい
に

よって1276年に臨安を開城して降
こう
伏
ふく
し、残存勢力も1279年に滅びた。

位 1067～ 85

1021 ～ 86

1019 ～ 86

1126 ～ 27

1127 ～ 1276 1090 ～ 1155

1103 ～ 41 p.123 5

1

p.127

p.135 p.137

　　カラ＝キタイ（西
せい
遼
りょう
）　中央ア

ジアで再建された第２次キタイ
帝国は、イスラーム世界ではカ
ラ＝キタイ、中国では西遼とよば
れた。領内にはイスラームが広
がりつつあったが、王室は仏教
を信

しん
仰
こう
し、キタイ文化を維

い
持
じ
した。

1

　　中央ユーラシア的軍事・社
会制度　キタイでは皇帝は遊牧
軍団を率いて移動生活を続けた。
金
きん
は、300戸を１謀

ぼう
克
こく
、10謀克

を１猛
もう
安
あん
とする猛安・謀克制に

よって女
じょ
真
しん
人を組織した。

2

（ミンガン）

（ムケ）

　 宋
そう
代の科挙のしくみ　

地方・首都・宮中の３段
階からなる。３年に１回
行 わ れ、 最 終 合 格 者 は
300 〜 400人という狭

せま
き

門だった。

4

　 科
か
挙
きょ
の試験場（清

しん
代）　受験者は、食

料・寝
しん

具
ぐ

を持参（書物は持ち込
こ

み厳禁）して
個室で受験する。数日間泊

と
まり込みの過

か
酷
こく

なものだった。

5

　 殿
でん
試
し
の様子　宋

そう
代に、最終試験として宮中

で皇帝みずからが試問する殿試が始められた。
これにより、科

か
挙
きょ

合格者は皇帝と君臣関係だけ
でなく師

し
弟
てい

関係によっても結ばれることになり、
皇帝と官

かん
僚
りょう

の直接の結びつきが強化された。科
挙は、貴族中心の隋

ずい
唐
とう

時代には人材登用法の一
つにすぎなかったが、宋以降は官僚登用の中心
となり、20世紀初めまで続く（→p.273）。

3

　　　　　　　　　
宋
そう

代の科
か

挙
きょ

制度の特徴とそれ
による社会の変化について、
要約しよう。

問 い 推 移 比 較

殿試（合格者の順位をつける）
皇帝みずからが行う試験

合格

合格

合格

省試
首都で行う試験

解試
各地方（州）で行う試験

しょう   し

かい   し

童試 （明・清で予備試験
の童試が加わる）

どう   し

皇帝

東
ア
ジ
ア

③地主層の成長に関する記述

④外交関係に関する掲載資料

問題文

解答のポイント

▲ p.122-123

▶ p.124-125

◀ p.123
　図４
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中学校との関連　宋、『吾妻鏡』、モンゴル帝国

コラム

　鎌倉幕府の公式記録『吾妻
鏡』に、1223年に越

えち
後
ご
国（現

在の新潟県）に漂
ひょう
着
ちゃく
した「高

こう
麗
らい

船」から、誰
だれ
も読めない文字

を記した札が見つかったこと
が記されている。実はこれは
漢字ではなく、金

きん
がつくった

女真文字で、この札は通行許
可証の牌

はい
符
ふ
（→p.138）だった。

日本海沿岸の女
真人は海上交通
も行っており、
「高麗船」は実は
女真の船だった
とみられる。

を指導者として独立し、金
きん

を建てた。宋
そう

と盟約を結んだ金は1125年に

キタイ帝国を倒
たお

し、次いで盟約を破った宋も滅
ほろ

ぼして、華
か

北
ほく

のほぼ全域

を直接支配した。一方、キタイ帝国が滅びると、一部の勢力が中央アジ

アに逃
のが

れ、カラ＝ハン朝を倒してキタイ国家を再建した（カラ＝キタイ）。

　キタイ・金など中央ユーラシア勢力の国家は、騎
き

馬
ば

軍事力を中心に据
す

えた軍事・社会制度を敷
し

くとともに、支配下の漢人らに対しては州
しゅう

県
けん

制

など従来の制度で統治するという二重統治体制をとった。各国では自分

たちの言語を表記する独自の文字がつくられ、多言語で統治が行われた。

このように、10世紀以降の中央ユーラシアの諸国家は、支配集団の特

質と騎馬軍事力を維
い

持
じ

しながら農耕地域を直接統治する段階に至り、後

のモンゴル帝国の発展の先
さき

駆
が

けとなった。

　五
ご

代
だい

の動乱を収めた宋は、安
あん

史
し

の乱以来200年以上続いた藩
はん

鎮
ちん

の割
かっ

拠
きょ

と武人優位の風潮を抑
おさ

え、中央集権化を進めるために、文人官
かん

僚
りょう

を重用

する文
ぶん
治
ち
主義をとった。節

せつ
度
ど

使
し

の勢力を解体して中央直属の軍隊を整備

するとともに、科
か
挙
きょ

の権
けん

威
い

を高めて官僚登用の中心とすることにより、

皇帝の権力基
き

盤
ばん

が著
いちじる

しく強化された。科挙の受験資格は、原則として成

人男性であれば家
いえ

柄
がら

や階層を問わなかったため、貴族に代わって経済と

文化の担
にな

い手に成長していた新興地主層が科挙を通して官僚となり、政

治の主な担い手にもなった。しかし、このような官僚組織や軍隊の維持

1115 ～ 1234

p.103

Qara Qitay

1124 ～ 1211 1

2

QR

コラム p.128

p.135

北宋と南宋
宋は科挙官僚を中心に置く新たな支配体制を確立し、富国強兵のため新法を導入す
るが、対外的には守勢に立たされ続け、キタイ帝国や金と盟約を結んで共存した。

p.53

p.53

p.48 3 4 5

　 「桃
とう
鳩
きゅう
図」　皇帝徽

き
宗
そう

の作。宋
そう

の宮
きゅう

廷
てい

では写実
的な絵画が制作された（院

いん
体
たい

画）。士
し

大
たい

夫
ふ

の間では、
形式にとらわれない水

すい
墨
ぼく

画を描
えが

くことがたしなみ
とされた（文

ぶん
人
じん

画）。

1
ももはと

　 『吾妻鏡』
に記された女真
文字

2

宋
そう
皇帝の誓

せい
書
しょ

　景
けい
徳
とく
元（1004）年、大

だい
宋
そう
皇帝がつつしんで誓書を大

だい
契
きっ
丹
たん
皇帝に送る。

　毎年絹20万匹
びき
と銀10万両を、わざわざ使者を北朝（＝キタイ）まで

赴
おもむ
かせるようなことはせず…国境の地で受け渡

わた
すことにする。

　辺境一帯の州・軍はそれぞれ境界を守り、双
そう
方
ほう
の住民は互

たが
いに侵

しん

入
にゅう
してはならない。もし盗

とう
賊
ぞく
が逃

とう
亡
ぼう
するようなことがあれば、互い

にかくまってはならない。
　両王朝の城

じょう
壁
へき
や堀

ほり
は皆

みな
これまで通りに維

い
持
じ
し、修理や浚

しゅんせつ
渫は通常

通り行ってかまわないが、新たに城壁や堀を築いたり、水路を開
かい
削
さく

したりすることはできない。
　誓書の取り決め以外に、お互い要求することはしない。…天地神
明に誓

ちか
い、先祖に告げて、代々この盟約を守りとこしえに伝える。

キタイ皇帝の誓書　
　統

とう
和
わ
元（1004）年、大契丹皇帝がつつしんで誓書を大宋皇帝に送る。

ともに戦をやめることを議し、友好について話し合って…特に誓書
が次の通り示された。（以下、宋皇帝の誓書の引用）
　私は未熟者であるが、この盟約を遵

じゅん
守
しゅ
する。

澶
せんえん
淵の盟史

 料

読み解き 取り決めの内容はど
のようなものだろうか。また、
両国の皇帝はお互いをどのよう
によんでいるだろうか。

東
ア
ジ
ア
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には巨
きょ
額
がく
の出費が必要であり、さらにキタイ帝国・西

せい
夏
か
などに対する防

衛支出が国家財政を圧
あっ
迫
ぱく
した。

　11世紀後半、財政を再建し富
ふ
国
こく
強
きょう
兵
へい
を実現するため、皇帝神

しん
宗
そう
に登

用された王
おう

安
あん

石
せき
が新

しん
法
ぽう
とよばれる一連の改革を行った。新法のねらいは、

農業・商業に政府が介入して、地主や大商人を抑
おさ
えて中小の農民・商人を保

護し、行政・財政の基盤を強化することにあった。そこで、農民に金銭を低

利で貸しつけて穀物で返済させる青
せい
苗
びょう
法、政府の買い上げや低利融

ゆう
資
し
によっ

て中小商人を保護する市
し
易
えき
法、労

ろう
役
えき
の代わりに徴

ちょう
収
しゅう
した免

めん
役
えき
銭
せん
で人を雇

こ
用
よう
し

て労働にあてる募
ぼ
役
えき
法などを定めた。また、治安維持や行政の効率化のため、

保
ほ
甲
こう
法を敷いて農村に自警業務や郷土防衛を課した。しかし、経済・社会

への政府の強い介
かい
入
にゅう
に対する反発は強く、新法の存

そん
廃
ぱい
をめぐって、推進

派（新法党）と司
し

馬
ば

光
こう
ら反対派（旧法党）の党争が続いて政界は混乱した。

　12世紀初め、宋はキタイ帝国を討とうとして新興の金と結んだが、

違
い
約
やく
を重ねたため、南下した金軍に開

かい
封
ほう
を攻

こう
略
りゃく
されて滅

めつ
亡
ぼう
した（靖

せい
康
こう
の

変）。このとき皇帝をはじめ多数の王族・高官が捕
と
らえられたが、逃れ

た王族が江
こう
南
なん
で宋を再建した（南

なん
宋
そう
）。実権を握

にぎ
った和平派の秦

しんかい
檜は、主

戦派の岳
がく
飛
ひ
らを退けて金と講和し、淮

わい
河
が
を国境として金に臣礼をとり、

毎年多額の銀・絹を貢
こう
納
のう
することとした。金と南宋が並

へい
立
りつ
した約100年

間はおおむね平和が続き、都の臨
りん

安
あん
（現在の杭

こう
州
しゅう
）は商業・文化の中心地

として繁
はん
栄
えい
した。南宋は、騎

き
兵
へい
の侵

しん
入
にゅう
をはばむ淮河・長

ちょう
江
こう
の守りによっ

て、金、次いでモンゴル帝国の攻
こう
勢
せい
をしのいだが、元軍の本格的遠

えん
征
せい
に

よって1276年に臨安を開城して降
こう
伏
ふく
し、残存勢力も1279年に滅びた。

位 1067～ 85

1021 ～ 86

1019 ～ 86

1126 ～ 27

1127 ～ 1276 1090 ～ 1155

1103 ～ 41 p.123 5

1

p.127

p.135 p.137

　　カラ＝キタイ（西
せい
遼
りょう
）　中央ア

ジアで再建された第２次キタイ
帝国は、イスラーム世界ではカ
ラ＝キタイ、中国では西遼とよば
れた。領内にはイスラームが広
がりつつあったが、王室は仏教
を信

しん
仰
こう
し、キタイ文化を維

い
持
じ
した。

1

　　中央ユーラシア的軍事・社
会制度　キタイでは皇帝は遊牧
軍団を率いて移動生活を続けた。
金
きん
は、300戸を１謀

ぼう
克
こく
、10謀克

を１猛
もう
安
あん
とする猛安・謀克制に

よって女
じょ
真
しん
人を組織した。

2

（ミンガン）

（ムケ）

　 宋
そう
代の科挙のしくみ　

地方・首都・宮中の３段
階からなる。３年に１回
行 わ れ、 最 終 合 格 者 は
300 〜 400人という狭

せま
き

門だった。

4

　 科
か
挙
きょ
の試験場（清

しん
代）　受験者は、食

料・寝
しん

具
ぐ

を持参（書物は持ち込
こ

み厳禁）して
個室で受験する。数日間泊

と
まり込みの過

か
酷
こく

なものだった。

5

　 殿
でん
試
し
の様子　宋

そう
代に、最終試験として宮中

で皇帝みずからが試問する殿試が始められた。
これにより、科

か
挙
きょ

合格者は皇帝と君臣関係だけ
でなく師

し
弟
てい

関係によっても結ばれることになり、
皇帝と官

かん
僚
りょう

の直接の結びつきが強化された。科
挙は、貴族中心の隋

ずい
唐
とう

時代には人材登用法の一
つにすぎなかったが、宋以降は官僚登用の中心
となり、20世紀初めまで続く（→p.273）。

3

　　　　　　　　　
宋
そう

代の科
か

挙
きょ

制度の特徴とそれ
による社会の変化について、
要約しよう。

問 い 推 移 比 較

殿試（合格者の順位をつける）
皇帝みずからが行う試験

合格

合格

合格

省試
首都で行う試験

解試
各地方（州）で行う試験

しょう   し

かい   し

童試 （明・清で予備試験
の童試が加わる）

どう   し

皇帝

東
ア
ジ
ア

▲ p.125

◀▲ p.127

▶ p.124
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抗争して衰
おとろ

えていった。代わって新興の地主層が台頭し、宋
そう

代に入ると、

儒
じゅ

学
がく

を修め科
か

挙
きょ

を通して官界に進出した彼
かれ

らが、権力を強めた皇帝の下
もと

で新しい時代を担
にな

うこととなった。このような政治・社会・経済・文化

にわたる一連の変動は、唐後半期の８世紀後半から数世紀間をかけて進

行し、宋代になると、中国社会はそれ以前とは大きく姿を変えた（唐宋

変革）。

　中央ユーラシア東部では、ウイグルと唐が衰えると勢力の中心がモン

ゴル高原の東方に移り、大
だい

興
こう

安
あん

嶺
れい

方面にいたキタイ（契
きっ

丹
たん

）が台頭した。

10世紀初めに耶
や

律
りつ

阿
あ

保
ぼ

機
き
（太祖）はカガンに即

そく
位
い

してキタイ帝国（遼
りょう

）を

おこし、次いで後梁に対抗して皇帝を称
しょう

した。キタイ帝国は、西方では

モンゴル高原に進出して草原の道を押
お

さえ、東方では渤海を征
せい

服
ふく

した。

さらに五代のテュルク系勢力の内
ない

紛
ふん

に介
かい

入
にゅう

して華北の一部（燕
えん

雲
うん

十六州）

を割
かつ

譲
じょう

させ、長城以南の農耕地域にも領域を広げた。宋に対しても圧力

をかけ、1004年に和議を結んで、国境を画定するとともに宋に毎年銀

や絹の貢
こう

納
のう

を約束させた（澶
せんえん

淵の盟）。これは、本来対等者を認めないは

ずの皇帝の地位を互いに承
しょう

認
にん

する、画期的な取り決めであった。以後、

ユーラシア東部では２世紀にわたって諸国間で盟約が盛
さか

んに交
か

わされ、

比
ひ

較
かく

的安定した外交・経済関係が取り結ばれた。

　オアシスの道に連なる陝
せん

西
せい

・甘
かん

粛
しゅく

地方でも、チベット系のタングト人 

が勢力を伸
の

ばし、西
せい

夏
か

を建てた。東西交通路を押さえる位置にある西夏

は、中
ちゅう

継
けい

貿易で栄えた。西夏の侵
しん

攻
こう

を受けた宋は、盟約を結んで西夏の

独立を認め、銀や絹、茶を贈
おく

ることとなった。

　12世紀初め、キタイ帝国の支配下にあった女
じょ

真
しん

人が完
ワン

顔
ヤン

阿
ア

骨
グ

打
ダ
（太祖）

p.124

QR

中央ユーラシア国家の新段階　キタイ・女真・西夏
本拠地を維持しながら華北を領有したモンゴル系のキタイと女真の金は、騎兵戦力
と漢人統治を両立させた新たな支配体制を築き、チベット系の西夏も並立した。

位 916～ 926 p.43

Qitay

916 ～ 1125 2 4

3

p.124史料

p.34

Tangut

1038 ～ 1227

5 4

　　キタイ帝国の国号　キタイ
は大

だい
契
きっ
丹
たん
国
こく
（契丹はキタイの音を

写したもの）と称
しょう
し、時期により

漢語名で遼
りょう
とも称した。

2

　　燕
えん

雲
うん

十六州　キタイが獲
かく
得
とく

した地域は現在の北
ペ
京
キン
（燕

えん
州
しゅう
）・

大
だい
同
どう
（雲

うん
州
しゅう
）周辺一帯で、燕雲

十六州とよばれる。五
ご
代
だい
・宋

そう
は

たびたびこの地域の奪
だっ
取
しゅ
を目指

したが、すべて失敗した。

3

　　女
じょ

真
しん

人　女真はジュルチン、
ジュシェンという語を漢字で写
したもの。ツングース系の民族で、
畑作農耕と牧

ぼく
畜
ちく
・狩

しゅ
猟
りょう
を生業とし、

遊牧民ではないが騎
き
射
しゃ
戦術を得

意とした。

4

　 キタイ帝国と北
ほく
宋
そう

4 　 12世紀のユーラシア東部の多国家体制　遊牧国家のキタイ帝国は
モンゴル高原にも進出し、女

じょ
真
しん

人の金
きん

は高原の遊牧勢力を間接支配した。
5

��°

���°

���°
��°

長

バイカル湖

江

黄 河

黒
竜江

淮河
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と図　を比

ひ
較
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5

10

15

でも干
かん

拓
たく

・開発が行われ、成長の早い占
せん

城
じょう

稲
とう

の導入や技術改良も進み、

「蘇
そ

湖
こ
（江
こう

浙
せつ

）熟すれば天下足る」といわれるほどの穀倉地帯となった。茶 

や絹など特産品の生産が拡大し、喫
きっ

茶
さ

の風習は遊牧民や日本など国外に

も広まった。また、石炭が燃料に利用されるようになって製鉄業や陶
とう

磁
じ

器産業が発展し、景
けい
徳
とく
鎮
ちん

など著名な陶磁器生産地が現れた。これらの商

品は国内で流通するだけでなく、海上貿易で盛
さか

んに輸出された。明
めい

州
しゅう

（寧
ニン

波
ポー

）・泉
せん

州
しゅう

・広
こう

州
しゅう

などには貿易の管理にあたる市
し
舶
はく
司
し

が置かれ、ムス

リム商人や東南アジアなどのさまざまな商船が来航した。

　政治と経済の担
にな

い手の変化は、文化にも反映した。地主や商人など富
ふ

裕
ゆう

層の一族からは、儒
じゅ

学
がく

・詩文の教養を身につけて科
か

挙
きょ

を受験する者が

数多く出るようになり、士
し
大
たい
夫
ふ

や読書人とよばれる知識人となった。彼
かれ

らは論理的・体系的な思想的営みを重んじるとともに政治実
じっ

践
せん

を重視し、

これに対応した新たな儒学（宋
そう
学
がく

、理
り

学
がく

）がおこった。南
なん

宋
そう

の朱
しゅ
熹
き
（朱
しゅ

子
し

）

が大成した朱子学は、人はみな聖人の資質を備えており、努力によって

万
ばん

物
ぶつ

の本質（理）に至ることができると説いて、門
もん

閥
ばつ

によらずに台頭して

きた士大夫に受け入れられた。実践や秩
ちつ

序
じょ

を重んじる思想は歴史叙
じょじゅつ

述に

p.49

QR

p.107

p.33

3 QR

1130 ～ 1200

4 QR

　宋
そう
代には、江南地方の開発が進んで経済の中心地となり、その税収や生産力が王朝を支えるようになった。資料から、人

口の重心と首都の位置の長期的な変化の動向を読みとろう。

江
こう
南
なん
の発展と首都の位置の変化

　　士
し
大
たい
夫
ふ
　多くは経済的には

地主であり、資産家として地域
の有力者にもなった。官職や特
権は世

せ
襲
しゅう
できないため、同族（宗

そう

族
ぞく
）を結集して相

そう
互
ご
扶
ふ
助
じょ
や科挙受

験の援
えん
助
じょ
などを行い、社会的地

位の維
い
持
じ
を図

はか
った。一族から科

挙合格者を出すことは、富を蓄
たくわ

え地域社会で優位に立つための
手段だった。

3

　　朱
しゅ
子
し
学
がく
の思想　経

けい
典
てん
のうち、

『論
ろん
語
ご
』『孟

もう
子
し
』などの四

し
書
しょ
を重ん

じた。対外的な劣
れっ
勢
せい
が続く反動

から、華
か
夷
い
の区別を強調し、君

臣・父子などの秩
ちつ
序
じょ
を重んじる

大
たい
義
ぎ
名
めい
分
ぶん
論を主張した。元

げん
以降、

朱子学は儒
じゅ
学
がく
の正統思想とされ、

日本や朝
ちょう
鮮
せん
にも大きな影

えい
響
きょう
を与

あた

えた。

4

　 マルコ＝ポーロがみた臨安　大
だい

元
げん

ウルスによる南
なん

宋
そう

征
せい

服
ふく

後に旧都臨安（杭州）を訪
おとず

れたイタリア商人マルコ＝ポーロ
（→p.134）は、引き続き繁

はん
栄
えい

している様子を伝えている。

4

　 人口分布の変化　人口の重心はもともと黄
こう

河
が

中下流域
にあったが、魏

ぎ
晋
しん

南
なん

北
ぼく

朝
ちょう

時代（→p.47）の華
か

北
ほく

の戦乱を逃
のが

れ
た人々の南方への移住や、長

ちょう
江
こう

下流域の開発の進展によって、
宋
そう

代には華北と江南の人口の比率が逆転した。

2

　 中
ちゅう
華
か
王朝の首都の移

動　唐
とう

代までの都はオアシ
スの道につながる長

ちょう
安
あん

と洛
らく

陽
よう

に置かれたが、宋
そう

代以降、
草原の道と海の道につなが
る北

ペ
京
キン
（元

げん
・明

みん
・清

しん
）と江南

（南
なん

宋
そう

・明）から選ばれるよ
うになり、南北をつなぐ大
運河の重要性が一層高まっ
た。五

ご
代
だい

・北
ほく

宋
そう

が開
かい

封
ほう

に都
を置いたことは、その転

てん
換
かん

点であった。

3

読み解き 江南の都市の繁
はん

栄
えい

にはどのような特
とく

徴
ちょう

があるか、
図　と史料　から読み取ろう。また、都が置かれる位置の
変化には、どのような背景があると考えられるだろうか。
2 4

　…この町にはさらに、多量の商品を取り扱
あつか
う豊かな大商

人がいた。その数はあまりに多いので、本当のところどれ
くらいの数にのぼるのか、誰

だれ
も見当をつけかねるほどである。

　…この町のすべての道路には舗
ほ
石
せき
が敷

し
かれている。それ

はマンジ地方（中国南部を指す）の道路でも同様で、どこへ
馬で行くのでも汚

よご
れずにすむ。

　…大洋は25マイルほど先の、ガンフという町の近くから
広がる。このガンフにはインドをはじめ他の地域とのあいだ
を行き来し、多くの種類の商品を運ぶ大型船があって、…
キンセー（臨安を指す）の町からこの海港まで一本の川がつ
ないでいる。�〈月村辰雄・久保田勝一訳『マルコ・ポーロ東方見聞録』一部改変〉

マルコ＝ポーロが伝える臨
りん
安
あん
（杭
こう
州
しゅう
）の様子史

 料

●宋代の人口分布（1102～1106年）

開封 蘇州

臨安（杭州）
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●前漢時代の人口分布（2年）
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→士大夫については、　
　QR コンテンツ
　「用語解説」
　（➡本資料 p.39）
　でも詳しく解説
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②中央集権体制に関する資料

④外交関係に関する掲載資料
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思考ツールの解説動画とワークシート、世界と日本
の白地図を収録しています。

特設「探究TRY」（➡本資料p.20-21）に対応した 
ワークシートです。

全488語

全20点

▼ QRコンテンツ トップページ

全788問



特
色
②

特
色
①

特
色
③

特
色
④

特
色
⑤

入
試
対
応

QR
コ
ン
テ
ン
ツ

関
連
教
材

試
し
読
み

QR
コ
ン
テ
ン
ツ

40 41

▼ 3部1章　問6 ▼ 4部1章　問2

▼ 4部1章　問5

全 124124 問

40 41

選択問題や論述問題など、より深い理解を促す発展的な演習問題を、教科書の章ごとに収録しています。
これらの問題は河合塾講師と共同で作成したもので、授業内容の確認だけでなく、大学入試の実践的な演習としても
活用できます。また、丁寧な解説を付しているため、自学自習の際にも役立ちます。

▼ 教科書p.50-51

▲ 教科書p.258-259

演習問題
特設「文化からみる当時の社会」（➡本資料p.16-19）に関連する、文化整理表を閲覧できます。
従来は教科書紙面に掲載していた内容ですが、新版教科書では文化の全体像を構造図で理解できるよう刷新したた
め、詳細な整理表はQRコンテンツに移行しました。
紙面の模式図で全体像をつかみ、QRコンテンツではより詳しい内容を確認できるようにしています。

全19点

258 歴史総合との関連　マスメディア、学校教育
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　自然科学界でさまざまな法則が発見されたことは、社会科学にも影
えい
響
きょう

を与
あた
えた。社会を考察するときに、統計資料を用いたり、何らかの法則

を探求しようとしたりする機運が強まったのである。18世紀末に『人口

論』を著
あらわ
し、貧

ひん
困
こん
の原因を人口増加と食料生産の不均

きん
衡
こう
に求めたイギリ

スのマルサスがその先
せん
駆
く
者だった。19世紀後半には自然科学的思考を

重視する傾
けい
向
こう
がますます強まり、イギリスのダーウィンが『種の起源』

（1859年）のなかで唱えた進化論が、宗教観と社会観に大きな影響を及
およ

ぼした。進化論を社会に流用したイギリスのスペンサーは「適者生存」論

（社会進化論）を唱え、これが1870年代に入ると、社会的弱者や、劣
れっ
等
とう

とみなされた民族・人種への迫
はく
害
がい
を正当化する論理になっていった。

　歴史学の分野でも、史料批判による科学的研究方法が重視されるよう

になり、ここに近代歴史学が始まった。また、史料館の整備と史料集の

刊行が各国で進み、ナショナリズムの風潮と相まって、「国民」の実在を

前提にその成立・発展を叙
じょじゅつ
述する国民史の流行につながった。一方で、

ナショナリズムに批判的なマルクスが唱えた史的唯
ゆい
物
ぶつ
論（唯物史観）も、

歴史学の発展に貢
こう
献
けん
した。

19世紀後半の社会科学
自然科学が発展するにつれ、社会科学分野でも自然科学的思考への関心が高まった。
進化論が提起され、従来の宗教観が揺さぶられた。

Malthus

1766 〜 1834
Darwin

1809 〜 82 史料

QR

1

Spencer

1820 〜 1903

史料

p.270

コラム

p.229

　19世紀後半に『種の起源』が書かれ、人々の考え方に大きな影響を与えた。
『種の起源』とそれに対する当時の批判や、進化論に影響を受けた社会進化論を読み解こう。

科学だけではなく社会に影
えい
響
きょう
を与
あた
えた進化論

　…たとえわずかなものであれ、他の個体よりも有利な変異を備えた
個体は、生き延びて同じ性質の子どもを残す可能性が大きいと考えら
れないだろうか。その一方で、少しでも不利な変異は確実に排

はい
除
じょ
され

ることもまた、確かなような気がする。
　このように、有利な変異は保存され、不利な変異は排除される過程を、
私は自然淘

とう
汰
た
と呼んでいる。� 〈渡辺政隆訳『種の起源（上）』〉

ダーウィン『種の起源』（進化論 1859 年）
史
 料

　…差異は、ヨーロッパの進歩的諸民族と
非ヨーロッパ諸民族とを比

ひ
較
かく
した場合に

いっそう顕
けん
著
ちょ
である。合衆国や西インドに

おける不精で不用心で吞
のん
気
き
な黒人の存在を、

その黒人が住む場を支配する民族の存在と
比較する時、その差異はいっそう明

めい
瞭
りょう
となる。

� 〈松永友有訳、歴史学研究会編『世界史史料６』〉

『社会進化論』（キッド著 1894 年）
史
 料

読み解き 当時、進化論が批判されたのはな
ぜか、図　や本文をもとに考えよう。また、
後に社会進化論は進化論を用いてどのような
主張をしたのだろうか。

1

　 ダーウィンの進化論
を風

ふう
刺
し
する絵（1874年）

1 　 19世紀後半の文化2

文学

ロマン主義（19世紀前半、→p.228）

写実主義・自然主義

国民楽派

印象派

美術 音楽

躍動と自由な感情を表現

民族主義の
影響

躍動でなく
繊細さを追求

民謡や民族
舞踊などの
形式を重視印象派

光の分析から光の
変化に応じる一瞬
の色を描く

耽美主義・
象徴主義

ただ美や概念を
表現する

SF・冒険小説
娯楽性を重視し、
大衆に愛読される

ポスト印象派
原色を活かしより
明るさを強調

印象派絵画
より影響

理想・空想ではなく、身の回りの
ものを表現する

・トルストイ（露）
・ゾラ（仏、→p.263）

・ミレー（仏）
など

・ヴァーグナー（独）
など

・スメタナ
（チェコ）

など
・ルノワール（仏）
・モネ（仏）など

・ボードレール（仏）
・ヴェルレーヌ（仏）
 など

・ヴェルヌ（仏）
・ウェルズ（英）
　（→p.260、261）

・ゴッホ（蘭）
など

・ドビュッシー（仏）
など

啓蒙思想への反発

自然主義への反発

ロマン主義への対抗

文化整理表

　19世紀は科学の進歩と同時
にナショナリズムを正当なも
のとする論理が構築された時
代であり、そのための「物語」
が必要とされた。ナポレオン
戦争に敗北してフランスに支
配されたプロイセンでは、「ド
イツ人」としての意識を高め
る運動が起こった（→p.216）。
そのなかで再発見されたの
が、中世に成立していた民族
叙
じょ
事
じ
詩『ニーベルンゲンの歌』

だった。この物語に着想を得
て、ロマン派のヴァーグナー
によって「ニーベルングの指

ゆび

環
わ
」が作曲された。このオペ

ラは広く愛好され、ナチ党が
政権を握

にぎ
った時代（→p.305）

には作中の楽曲をつなぎ合
わせた「ニーベルンゲン行進
曲」が好んで演奏されるなど、
愛国心を高

こう
揚
よう
させる役割を

担
にな
っていた。

コラム

ア
メ
リ
カ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
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　19世紀後半は、文学や絵画でも自然科学の影響が表れ、人物を客観

的に描
びょう
写
しゃ
しようとする写実主義が台頭した。写実主義をさらに推

お
し進

すす
め

た自然主義の文学では、人物の行動を遺伝で説明するなど、科学的知見

を取り入れる傾
けい
向
こう
が強まった。また、光に関する研究が深まるにつれて、

光の変化を絵筆で表現しようとする画家たち（印象派）が現れた。さらに、

科学知識を応用するサイエンスフィクション（SF）小説も誕生した。

　これまで専
もっぱ
ら貴族や上層ブルジョワジーのものだった文学と絵画は、

19世紀後半になると、職人・労働者・商店員・農民らにも身近になった。

これは第２次産業革命の進展で国民全
ぜん
般
ぱん
の生活水準が向上したことや、

科学技術の発展が印刷術にも及んだ結果、カラー印刷も含
ふく
めて大量生産

が可能になり、書
しょ
籍
せき
や雑誌の価格が低下して、安価な大衆向け新聞も欧

米各国で創刊されたためだった。新聞では連
れん
載
さい
小説が、雑誌では小説に

加えて名画の複製画が人気を博した。

　こうしたマスメディアの登場と、同時期に学校教育の義務化が進んで

識字率が向上したこととが相まって、マスコミュニケーションにより画

一的な世論が形成される大衆社会へのきざしも、19世紀末に現れ始めた。

大衆が文化を支える新時代
芸術分野にも自然科学の影響が及んだ。印刷技術の進歩により、芸術が大衆の身近
なものになると同時に、マスメディアの出現で大衆社会のきざしがみえ始めた。

realism

3
naturalism

1 impressionists

4

p.261

2

p.257

p.299

　19世紀後半のヨーロッパ美術を牽
けん
引
いん
したのはフランスだった。写実主義・自然主義と印象派をそれぞれ代表する絵画を通して、

当時のフランス民衆社会の様相をみてみよう。

二つのジャンルの絵画に描
えが
かれたフランス社会

読み解き 第二帝政下の農村社会の様子と、帝国主義時代の都市民衆生活の様子は、それぞれどのようだったといえるだ
ろうか。また、どのような要因で図　のような都市民衆生活が発達したのか、本文の記述も踏

ふ
まえて考えよう。4

　 ミレー作『落ち穂
ぼ
拾い』　第二帝政下（→p.230）の農村社

会を描いている。聖書では、農地所有者に対して、穀物収
しゅう

穫
かく

時に生じる落ち穂は貧
ひん

者
じゃ

のために捨て置くように記されてい
た。
〈オルセー美術館蔵�1857年ごろ�83cm×110cm〉

3 　 ルノワール作『ムーラン＝ド＝ラ＝ギャレット』　普
ふ

仏
ふつ

戦
争敗北（→p.234）から５年後、パリ市内のダンスホールは、
おしゃれに気を使う余

よ
裕
ゆう

のできた職人・労働者・商店員・
女工たちで賑

にぎ
わっていた。

〈オルセー美術館蔵�1876年�131cm×175cm〉

4

　　新たな芸術運動　写実主義・
自然主義の隆

りゅう
盛
せい
に反発して、善

悪の価値判断を避
さ
けて美を追求

する耽
たん
美
び
主義や、形式を軽視し

て暗示に富む表現を目指す象
しょう
徴
ちょう

主義など、新しい芸術運動も同
時に起きていた。

1

　　　　　　　　　
この時期の諸科学が帝国主義
（→p.260）や、国民国家に与
えた影響について要約しよう。

問 い つながり

ア
メ
リ
カ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
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中学校との関連　仏教、『枕草子』

　唐の時代には、南北の統合と西
さい
域
いき
文化の流入に

より、国際色豊かな文化が形づくられた。さまざ
まな資料から、唐

とう
の文化の国際性をみてみよう。

国際色豊かな唐
とう
の文化

　　世界宗教の伝
でん
播
ぱ
　この時期、

特定の民族や地域を超
こ
えて信

しん
仰
こう

される世界宗教が広まった。仏
教に加え、西方からマニ教・ゾ
ロアスター教（祆

けん
教
きょう
、→p.64）・

ネストリウス派キリスト教（景
けい
教
きょう
、

→p.79）・イスラーム（後に回
かい
教
きょう

とよばれる、→p.91）が伝来した
（→p.15）。

1

　 外出する宮
きゅう
廷
てい
の人々　女性たちの間では、胡

こ
服
ふく

とよばれる、筒
つつ

袖
そで

で体にぴったり
沿う西方趣

しゅ
味
み

の服装が流行した。胡とは、当時ソグドを指した。
1

　 唐
とう
三
さん
彩
さい

　派手な彩色の陶
とう

器
き

が流行した。前面の人物が持
つ弦

げん
楽器は琵

び
琶
わ

とよばれる。

3

　魏
ぎ
・晋

しん
代に始まり、南

なん
朝
ちょう
・北

ほく
朝
ちょう
で発展し隋

ずい
・唐

とう
に至る文化の流れを晋

唐文化という。この一連の文化は、朝
ちょう
貢
こう
使節や僧

そう
侶
りょ
・商人の往来を通し

て各地に広がっていき、日本を含
ふく
む東アジア共通の文化的土

ど
壌
じょう
となった。

　魏・晋以降、中央ユーラシアに連なる華
か
北
ほく
では、質実剛

ごう
健
けん
な遊牧系政

権の下
もと
で、仏教をはじめとする外来文化が漢

かん
代までの文化と融

ゆう
合
ごう
した。

また、地理書『水
すい
経
けい
注
ちゅう
』や農書『斉

せい
民
みん
要
よう
術
じゅつ
』などの実用的な書物が現れた。

これに対し、緑豊かな江
こう
南
なん
では貴族中心の優

ゆう
雅
が
な六
りく
朝
ちょう
文化が栄え、世

せ
俗
ぞく

を離
はな
れた趣

しゅ
味
み
や幅
はば
広い教養が貴族たちに好まれ、清

せい
談
だん
とよばれる哲

てつ
学
がく
的

談議が流行した。東
とう
晋
しん
の陶

とう
潜
せん
（陶

とう
淵
えん
明
めい
）の詩や王

おう
羲
ぎ
之
し
の書、顧

こ
愷
がい
之
し
の絵画、

南朝の梁
りょう
で編まれた詩文集『文

もん
選
ぜん
』などは、後世まで広く愛された。

　この二つの流れが南北の統合と大運河によって結びつき、さらにソグ

ド文化やインド系・イラン系文化などの入り混じった西
さい
域
いき
文化が流入・

融合したのが、隋唐の文化である。主に華北で発展した漢訳仏教や仏像、

江南で発達した詩文や書・画は、遊牧民と漢人、華北と江南といった違
ちが

いを超
こ
えて広く受け入れられ、さらに時代や地域をも超えて後世まで重

南北文化の融合　晋唐文化
魏・晋以来、江南の優雅な文化と華北の質実な文化の二つの流れが成長し、隋・唐
で融合した。仏教をはじめ西域文化も流入し、唐代には国際色豊かな文化が栄えた。

5 6

7

365 ～ 427 307 ごろ～ 365ごろ 344ごろ～ 405ごろ

p.44 p.57 p.81 せいいき

1 2 3 史料

8

　 発
はっ
掘
くつ
された小麦粉食品　

小麦の製粉技術は西方由来で
ある。小麦粉を使った食品は漢

かん

代に現れ、「胡
こ

餅
へい

」「胡食」とよば
れた。唐代には民衆にとっても
日常的な食物となっていた。

2

ソグド人の
楽人たち

西域から来たと
思われるラクダ

　宮中音楽では胡
こ
曲
きょく
が好まれ、貴人の

食事はことごとく胡食が供され、身分
のある男性も女性も皆

みな
胡服を着るまで

になった。� 〈『旧唐書』〉

玄
げん
宗
そう
時代の長

ちょう
安
あん
の流行史

 料

読み解き 図　～　や史料を根
こん

拠
きょ

に、唐の国際性にはどのような特
とく

徴
ちょう

があったのか考えよう。1 3

　仏教は南
なん
北
ぼく
朝
ちょう
から隋

ずい
唐
とう
に

かけて王室・貴族に広まっ
たが、外来宗教であること
からたびたび廃

はい
仏
ぶつ
事件が起

こった。一方で仏教のもつ
整然とした経典・教義・教
団組織は、儒教・道教にも
体系化、組織化を促

うなが
した。

やがて中国社会では、儒教
を公認の政治思想としつつ、
道教を信じ仏教も学ぶとい
うあり方が定着していった。

コラム

文化整理表

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア

東
ア
ジ
ア
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んじられた。李
り
白
はく
や杜

と
甫
ほ
、王
おう
維
い
、白
はく
居
きょ
易
い
（白

はく
楽
らく
天
てん
）らの唐詩は、中国にと

どまらず、日本をはじめ漢字文化圏
けん
共通の教養として広く親しまれた。

　多様な文化に寛
かん
容
よう
な遊牧民が主導権を握

にぎ
っていたこの時代は、さまざ

まな宗教・思想も活発に展開した。なかでも紀元前後に伝来した仏教は、

儒
じゅ
教
きょう
や華

か
夷
い
思想に対

たい
抗
こう
できる普

ふ
遍
へん
的な世界観・死生観をもち、非漢人の

君主や乱世に幻
げん
滅
めつ
した漢人貴族に支持された。仏教は、４世紀以降、中

央アジア出身の僧仏
ぶっ
図
と
澄
ちょう
・鳩

く
摩
ま
羅
ら
什
じゅう
によって華北の諸国で盛

さか
んになり、

江南でも貴族たちに広まった。北朝から唐にかけて、仏教は国家的保護

を受けて栄え、雲
うん
崗
こう
や竜

りゅう
門
もん
、敦

とん
煌
こう
などに巨

きょ
大
だい
な石

せっ
窟
くつ
寺院が造営された。

仏典の伝来・翻
ほん
訳
やく
も進み、天

てん
台
だい
宗
しゅう
・禅

ぜん
宗
しゅう
・浄

じょう
土
ど
宗
しゅう
などの諸宗派が成立し

た。一方、外来の仏教の普
ふ
及
きゅう
は在来の民間信

しん
仰
こう
や儒教を刺

し
激
げき
し、老

ろう
荘
そう
思

想や神
しん
仙
せん
思想などを取り入れた道

どう
教
きょう
が成立して、唐代には王朝の保護を

受けた。儒教でも経典の整理・研究が進み、唐
とう
代に太

たい
宗
そう
の命で注

ちゅう
釈
しゃく
書

『五
ご
経
きょう
正
せい
義
ぎ
』がつくられ、科

か
挙
きょ
試験のための公式解釈となった。

　やがて唐代後半になると、このような国際色豊かで普遍性の高い文化

から、古文の復興を主張した韓
かん
愈
ゆ
・柳

りゅう
宗
そう
元
げん
らのように、中国内地の風土

に根ざし、漢代に模
も
範
はん
を求める動きが盛んになった。
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　晋
しん
唐
とう
文化は、漢字文化圏

けん
共通の文化的土

ど
壌
じょう
となった。資料から、

日本でどのように唐の文化が受容されていたのかみてみよう。

アジア各地に広まる文化

　　求
ぐ

法
ほう

僧
そう

の取経の旅　東
とう
晋
しん
の

僧法
ほっ
顕
けん
は、仏典を求めて陸路で

インドまで赴
おもむ
き、海路で帰国し

て『仏
ぶっ
国
こく
記
き
』を著

あらわ
した。また、唐

とう

代には玄
げん
奘
じょう
が陸路、義

ぎ
浄
じょう
が海路

でインドを訪
おとず
れて経典をもち帰

り、それぞれ『大
だい
唐
とう
西
さい
域
いき
記
き
』『南

なん
海
かい

寄
き
帰
き
内
ない
法
ほう
伝
でん
』を著した（→p.48　）。

2

2

　 白
はく
居
きょ
易
い
の唐

とう
詩
し

　
唐の詩人である白居
易が、長

ちょう
安
あん

から地方
へ左

さ
遷
せん

され、廬
ろ

山
ざん

の
ふもとに草

そう
庵
あん

を建て
たときによんだ詩。

4

　 晋
しん
唐
とう
代の文化の伝

でん
播
ぱ

7

　 『枕草子』　日本の平安時代の作品。藤
ふじ
原
わらの
道
みち
隆
たか
の娘

むすめ
、中

ちゅう
宮
ぐう
定
てい
子
し

に仕える清
せい
少
しょう
納
な
言
ごん
が、宮

きゅう
廷
てい
生活を記した随

ずい
筆
ひつ
。

5

　 顔
がん
真
しん
卿
けい
の書　東アジア各地

で広く書の模
も

範
はん

とされた。
8

　 法
ほう
隆
りゅう
寺伝来の香

こう
木
ぼく
（７～８世紀）　仏教とともに、

仏事に必要な南・東南アジア産の香料も伝来した。この
香木には、ササン朝時代の文字の銘

めい
文
ぶん

とソグド文字の焼
き印が残されている。

6

中央アジア
（西域）・
西アジア
の文化

漢～魏晋
の文化

北朝
（実用的）

隋唐の文化
（国際的）
→東アジア共通の
文化的土壌に

古文復興

朝鮮・日本へ伝播

大
運
河
に

よ
る
結
合

南朝
（貴族的）

六朝文化
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お
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く
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の
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う
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衾き
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さ
ね
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寒さ

む
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を
怕お

そ
れ
ず

遺い

愛あ
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寺じ

の
鐘か

ね
は
枕ま

く
ら

を
欹そ

ば
だ

て
て
聴き

き

香こ
う
炉ろ

峰ほ
う
の
雪ゆ

き
は
簾す

だ
れ

を
撥は

ね
て
看み

る

匡き
ょ
う

廬ろ
③
は
便す

な
わ

ち
是こ

れ
名な

を
逃の

が
る
る
地ち
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馬ば
④
は
仍な

お
老お

い
を
送お

く
る
官か

ん
為た

り

心こ
こ
ろ

泰や
す
ら

か
に
身み

寧や
す

き
は
是こ

れ
帰き

処し
ょ

故こ

郷き
ょ
う

は
独ひ

と
り
長ち

ょ
う

安あ
ん

に
在あ

る
可べ

け
ん
や

①
小
部
屋

　②
布ふ

団と
ん

　③
廬ろ

山ざ
ん
の
こ
と

④
役
職
名�

〈
川
合
康
三
訳
注『
白
楽
天
詩
選（
上
）』〉

　雪のたいそう高くつもった日、…話をしていると、宮さまが、
「少納言よ、香

こう
炉
ろ
峰
ほう
の雪はどんなふうかしら。」とおっしゃるので、

格
こう
子
し
をあげ、みすを高くまきあげるとおわらいになった。「…

白氏文集の詩は知っていても、なかなか、あなたのように機転
はききませんわ。やっぱりこちらの宮さまにお仕えなさるにふ
さわしい方よ。」と、みんなにいわれた。
� 〈大庭みな子訳『現代語訳�枕草子』一部改変〉

『枕
まくらの
草
そう
子
し
』（1000年ごろ）史

 料

読み解き 史料　の漢詩のうち、史料　と関係する
箇
か

所
しょ

に線を引こう。また、史料　は日本の貴族にとっ
てどのような存在だったのか考えよう。
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晋
しん
唐
とう
文化が、現代東アジアの

芸術や思想、教養にどのよう
な影響を与えているか、例を
挙げて説明しよう。

問 い 現 代

白檀香

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア

東
ア
ジ
ア

文化整理表



教科書紙面ビューア

授業スライド

３部 諸地域の交流・再編
１章 ユーラシア大交流圏の成立

教科書p.135～139

５節 ユーラシア大帝国の出現

１．モンゴル帝国の拡大と支配がユーラシアに
もたらした影響について理解しよう。

２．モンゴル帝国の拡大と支配がユーラシアに
もたらした影響について考察し、自分の言葉
で表現しよう。

モンゴル帝国によるユーラシアの統合と交
流は、世界の歴史にどのような影響を与え
たのだろうか。
学習のポイント

節の
課題

⑴征服と遠征、交通網の整備
南宋を下す→中央ユーラシアの王権が

初めて中国南部を直接支配
南方・東方への遠征…
大越(陳朝)、チャンパー、パガン朝、
ジャワ島、日本
→多くは失敗したが通商・交通関係は拡大
杭州 ・泉州 ・広州 が海上交易で繁栄
→海運・大運河で華北内陸部とも結ばれる

大元ウルスと
ユーラシア東部①

⑵社会
実務能力を重視、色目人 (中央アジアなど
の出身者)を財務面で重用
実務と結びつかない科挙は重視せず
チベット仏僧パクパのつくったパクパ文字
など多様な文字を利用
チベット仏教  を保護、
特定の宗教や思想を強要せず

大元ウルスと
ユーラシア東部②

①交通路の整備と国際商人の保護
カラコルムを中心に駅伝制(ジャムチ) を
整備(大都につながる)
水運路を通して大都は南シナ海・インド洋
につながる
ウイグル商人(陸)とムスリム商人(海)の
活躍
→中央・西アジアで主流の 銀  が通貨に、
紙幣(交鈔)を併用

モンゴル時代のユーラシア
大交流圏①

p.138図③ モンゴルの水上航路

②影響し合う文化
中国：イスラーム暦の影響の下、

郭守敬が授時暦 をつくる
イラン産のコバルトを用いた染付が
つくられる

イラン：中国絵画の影響で
ミニアチュール  (細密画)発達
→ラシード=ウッディーンの

『 集史 』(ペルシア語の世界史書)
を装飾

モンゴル時代のユーラシア
大交流圏②

この節の学習を踏まえて、p.135の「節の
課題」に対するあなたの考えを説明しよう。

５節のまとめ

◀�教科書p.135-139に対応
した授業スライドの一部

◀�▼�教科書p.135-139に対応したページの例

特
色
②

特
色
①

特
色
③

特
色
④

特
色
⑤

入
試
対
応

QR
コ
ン
テ
ン
ツ

関
連
教
材

試
し
読
み

関
連
教
材

42 43

関連
教材

次の①指導資料 と ②指導書Webサポート がセットになった商品です。
定価：2026年9月中旬公開予定

●�教科書の節ごとに構成しています。
●�前半には、板書例などを示した「指導内容の整理」と、発問例などを示した「指導上のポイント」を掲載しています。
●�後半には、各種問いの解答例や、写真・図版・本文の解説を掲載しています。

●�授業をサポートするコンテンツを多数収録しています。 
●�帝国書院のウェブ会員ページよりお使いいただけます。

●��教科書紙面を先生方の端末でご覧いただける�
ビューアです。
●��スクリーンなどへの投影、紙面の拡大・縮小、�
ペン機能による書き込みが可能です。
※ダウンロードはできません

●�教科書本文ページに準拠したスライドを、PowerPointとGoogleスライドの２形式で収録しています。
●�付せん部分は、スライドショーで順に外れるよう作成しています。

①指導資料

②指導書Webサポート

※内容は一部変更になる可能性があります

指導資料
Webサポートコンテンツ付

評価規準の具体例：
①モンゴル帝国の拡大と支配がユーラシアにもたらした影響について理解している。
②モンゴル帝国の拡大と支配がユーラシアにもたらした影響について考察し、自分の言葉で表現している。
本節で意識したい部の観点：　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　宗教や科学・技術及び文化・思想の伝播 交易の拡大

教 p.135～139

　　　　 モンゴル帝国はどのような過程を経て成立したのだろうか。
　①モンゴル帝国（大モンゴル＝ウルス）の成立
　　テムジンがモンゴル高原を統一しチンギス＝カン（ハン）を名乗る
　　→全遊牧集団を千人隊に再編し、チンギス＝カン一門への権力集
　　中に成功　→ユーラシア各地への遠征が可能に
　②モンゴル帝国の征服活動
　　周囲に有力な対抗勢力の不在→統一を成し遂げたモンゴルは東ア
　　ジアから中東、東ヨーロッパまで進出
　③�第 2 代ハーンにオゴデイが即位。モンゴル高原にカラコルムを建

設して都とする。→帝国の拡大：高麗（朝鮮）が服属、大理（雲南）
を併合、西アジア…フレグがアッバース朝を滅ぼす

　　　　 �モンゴル帝国は、広大な地域と民族を支配下に収めている
のになぜ安定した統治を行うことができたのだろうか。

　①�5 代クビライ…ハーンに即位、都は大都（現在の北京＝遊牧と農
耕の境界）　南宋を滅ぼして大元ウルスを開く　モンゴル帝国は
大元ウルス（元朝）を中心として、ジョチ＝ウルス、フレグ＝ウルス、
チャガタイ＝ウルスといったチンギス＝カン一門の緩やかな連合
体となる

　②�出自・宗教・言語を問わない、実力主義の多元的で開放的な帝国
　　→支配層に加わったものはすべてモンゴルと総称
　　徴税と治安維持を重視→征服地の社会・文化には干渉せず
　　西方のウルスはやがてトルコ化・イスラーム化
　③実務能力を重視、色目人（中央アジアなどの出身者）を財務面で重用、
　　実務と結びつかない科挙は重視せず
　　�パクパ文字など、多様な文字を利用
　　チベット仏教を保護するが、特定の宗教や思想を強要せず
　　　　 �モンゴル帝国の安定した統治と交易ネットワークは、ユー

ラシアにどのような変化を生み出したのだろうか。
　①�南方・東方への遠征、交通網の整備
　　�大越（陳朝）、チャンパー、パガン朝、ジャワ島、日本への遠征→

多くは失敗したが通商・交通関係は拡大
　　杭州などの港市が交易で繁栄→水運で華北・内陸部とも結ぶ

中学校ではチンギス＝カン、モ
ンゴル帝国の拡大、クビライ、
蒙古襲来について学習している。
ポイント① 服属した遊牧集

団を首長から分離して千人隊に
再編し、自身や家族が率いた。
これによりチンギス＝カンと子
孫に権力を集中させ、各地に遠
征を行う基盤ができたことを意
識させる。また、モンゴル帝国
の系図を用いて、モンゴル帝国
の各ウルスの長が血統に立脚し
ていることを理解させる。
ポイント② モンゴルとは、

民族ではなく、出自・宗教・言
語にかかわらず実力で支配層に
加わった集団のことをさす。近
代の民族の概念にとらわれない
ように留意させる。彼らの統治
は遊牧民の慣習を押しつけるも
のではなかったため、占領地で
反乱が起こりにくかったことを
意識させる。また、史料から、
モンゴル帝国における宗教的寛
容について読み取らせる。
ポイント③ モンゴルの遠征

はただ征服を目的としたもので
はなく、通商の拡大と交易路の
確保が目的であったことに気づ
かせる。ユーラシアを広く結び
つけた交流のなかで、モンゴル
は中央アジア・西アジアで広く

指 導 内 容 の 整 理 指導上のポイント
発問例①

発問例②

発問例③

中学校・歴史総合との関連

　②交通路の整備と人の移動
　　駅伝制（ジャムチ）を整備→陸上の交通・通信ネットワークの整備
　　�大運河による水運路の整備→大都や泉州を拠点に陸と海のネット

ワークを接合
　　ウイグル商人（陸）とムスリム商人（海）の活躍
　　→中央・西アジアで主流の銀が通貨に、紙幣（交鈔）を併用
　　　�広域な人の移動→キリスト教宣教師、マルコ＝ポーロ、イブン

＝バットゥータ
　③影響し合う文化
　　東方：イスラームの天文学・数学・技術などが伝わる
　　　　→高精度の太陰太陽暦である授時暦や染付磁器がつくられる
　　西方�：中国の火薬・羅針盤・印刷術・陶磁器などが伝わる
　　　　→西アジアやヨーロッパの学問・技術に影響
　　　　　東方絵画の影響→イランでミニアチュール（細密画）が発達

使われていた銀を貨幣として使
用するようになった。例えば『タ
ペストリー』p.30で示している
ように、13世紀は、草原・オア
シス・海の三つの交易路に加え、
レヴァント貿易をはじめとする
ヨーロッパの交易ネットワーク
や日元貿易などのサブシステム
によって、ユーラシアが結びつ
いたことを理解させる。文化の
面では、中国とイスラーム世界
の文物が行き来するようになり、
それぞれの地域に新たな文化を
形づくったことに着目させる。

Q 教p.137　モンゴル帝国は、広大な領域に住む多
様な人々をどのように統治したのか、要約しよう。
解答例 統治は徴税と治安維持が優先され、在来の
社会や文化にはほとんど干渉しなかった。チンギス
＝ハン家の君主の下、さまざまな集団や個人が出自・
宗教・言語にかかわらず実力主義で登用された。
ポイント 歴代の遊牧国家が蓄えてきた多様な

人々を統治するノウハウが、モンゴル帝国で集約さ
れた。軍事・政治を遊牧支配層が握るかわりに、統
治は柔軟で開放的だったことを押さえさせる。
Q 教p.138　モンゴル時代に、海と陸のネットワー
クを通じてユーラシアでどのような人・もの・文化
が行き交ったか、要約しよう。
解答例 モンゴル時代にはウイグル商人やムスリム
商人を通じてイスラームからは天文学・数学・医学
や技術、中国からは火薬・羅針盤・印刷術・陶磁器
などが互いに伝えられた。その中で、染付やペルシ
ア語で書かれた『集史』などのように互いの文化を取
り入れて新しい文化がつくられていった。
ポイント モンゴルによる海陸のネットワーク形

成が、ユーラシア東西の技術や文化をそれぞれ伝え
あい、新しい文化をつくり出したことを押さえさせる。

◆教p.136　1 モンゴル帝国の領域
解答例 大都は草原の道とオアシスの道という二つ
の内陸ルートに加えて、水上航路も接続する位置に
あることでユーラシアのネットワークを掌握できる。
ポイント 教p.130図1の交易路、教p.138図3の

水上航路から、遊牧・農耕の境界地帯にあり、海洋
にも接続するという位置・特徴を押さえさせる。

◆教p.138　① ルブルクが旅行記に記した宗教討論
解答例 自身が優れている、真実だと主張する各宗
教に対し、信徒どうしのいさかいを厳しく禁じた。
各宗教を平等に扱うが、宗教の権威よりもカンの命
令が優越するという原則を掲げていることがわかる。
ポイント 空前の領域を支配した巨大帝国にはさ

まざまな宗教があり、治安を乱さない限り、帝国は
信仰には干渉しなかった。十字軍運動（教p.113〜
114）が行われていた時代であることにも注意させる。
◆教p.138　2 駅伝制（ジャムチ）の牌符
解答例 モンゴル帝国ではパクパ文字、ウイグル文
字、モンゴル文字、漢字など多様な文字が使用され
ており、対応する多様な文字の牌符が作成された。
ポイント 命令はモンゴル語で発せられるが、そ

れを伝える文字・言語は多様だった。モンゴル語・
文字の押しつけではなかったことに注意させる。

◆p.135 2 モンゴル帝国の系図
　トルコ・モンゴル系遊牧民の社会では、資産は成
長した男子によって分割相続され（均分ではない）、
末子が親元に残って父母の面倒をみるとともに、没
後その遺産を継承した（末子相続）。ただし、指導者
の地位は別で、前君主の没後に部族長会議や王族会
議によって新君主が選出された。末子相続は資産で
あって、君主位でないことに注意したい。ハーン位
の有資格者は正室から産まれた男子だけだった。
◆p.136 1 モンゴル帝国の領域
　クビライ時代以降のモンゴル帝国は「分裂」したの
ではなく、大元ウルスを中心とする一族諸ウルスの
連合体となった。ときに対立しながらも、全体とし
て緩やかなまとまりを成し続けたのである。ただし
オゴデイ家のみは、政争のために独自のウルスを形

解答例・ポイント問い

解答例・ポイント読み解き

写真・図版解説

５節　ユーラシア大帝国の出現
３部　諸地域の交流・再編 １章　ユーラシア大交流圏の成立

本節の位置づけ 1節 → 2 節 → 3 節 → 4 節 → 5 節
モンゴル帝国がどのような国家であったか、またその出現がユーラシア大交流圏を形成する陸と海のネットワークを
どのように結びつけたのかに着目させる。

「パクス=モンゴリカ（モンゴルの平和）」とはどのような状態をさすのだろうか。導入の問いの例
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評価規準の具体例：
①モンゴル帝国の拡大と支配がユーラシアにもたらした影響について理解している。
②モンゴル帝国の拡大と支配がユーラシアにもたらした影響について考察し、自分の言葉で表現している。
本節で意識したい部の観点：　　　　　　　　　　　　　　　　　 　　　　　　 　宗教や科学・技術及び文化・思想の伝播 交易の拡大

教 p.135～139

　　　　 モンゴル帝国はどのような過程を経て成立したのだろうか。
　①モンゴル帝国（大モンゴル＝ウルス）の成立
　　テムジンがモンゴル高原を統一しチンギス＝カン（ハン）を名乗る
　　→全遊牧集団を千人隊に再編し、チンギス＝カン一門への権力集
　　中に成功　→ユーラシア各地への遠征が可能に
　②モンゴル帝国の征服活動
　　周囲に有力な対抗勢力の不在→統一を成し遂げたモンゴルは東ア
　　ジアから中東、東ヨーロッパまで進出
　③�第 2 代ハーンにオゴデイが即位。モンゴル高原にカラコルムを建

設して都とする。→帝国の拡大：高麗（朝鮮）が服属、大理（雲南）
を併合、西アジア…フレグがアッバース朝を滅ぼす

　　　　 �モンゴル帝国は、広大な地域と民族を支配下に収めている
のになぜ安定した統治を行うことができたのだろうか。

　①�5 代クビライ…ハーンに即位、都は大都（現在の北京＝遊牧と農
耕の境界）　南宋を滅ぼして大元ウルスを開く　モンゴル帝国は
大元ウルス（元朝）を中心として、ジョチ＝ウルス、フレグ＝ウルス、
チャガタイ＝ウルスといったチンギス＝カン一門の緩やかな連合
体となる

　②�出自・宗教・言語を問わない、実力主義の多元的で開放的な帝国
　　→支配層に加わったものはすべてモンゴルと総称
　　徴税と治安維持を重視→征服地の社会・文化には干渉せず
　　西方のウルスはやがてトルコ化・イスラーム化
　③実務能力を重視、色目人（中央アジアなどの出身者）を財務面で重用、
　　実務と結びつかない科挙は重視せず
　　�パクパ文字など、多様な文字を利用
　　チベット仏教を保護するが、特定の宗教や思想を強要せず
　　　　 �モンゴル帝国の安定した統治と交易ネットワークは、ユー

ラシアにどのような変化を生み出したのだろうか。
　①�南方・東方への遠征、交通網の整備
　　�大越（陳朝）、チャンパー、パガン朝、ジャワ島、日本への遠征→

多くは失敗したが通商・交通関係は拡大
　　杭州などの港市が交易で繁栄→水運で華北・内陸部とも結ぶ

中学校ではチンギス＝カン、モ
ンゴル帝国の拡大、クビライ、
蒙古襲来について学習している。
ポイント① 服属した遊牧集

団を首長から分離して千人隊に
再編し、自身や家族が率いた。
これによりチンギス＝カンと子
孫に権力を集中させ、各地に遠
征を行う基盤ができたことを意
識させる。また、モンゴル帝国
の系図を用いて、モンゴル帝国
の各ウルスの長が血統に立脚し
ていることを理解させる。
ポイント② モンゴルとは、

民族ではなく、出自・宗教・言
語にかかわらず実力で支配層に
加わった集団のことをさす。近
代の民族の概念にとらわれない
ように留意させる。彼らの統治
は遊牧民の慣習を押しつけるも
のではなかったため、占領地で
反乱が起こりにくかったことを
意識させる。また、史料から、
モンゴル帝国における宗教的寛
容について読み取らせる。
ポイント③ モンゴルの遠征

はただ征服を目的としたもので
はなく、通商の拡大と交易路の
確保が目的であったことに気づ
かせる。ユーラシアを広く結び
つけた交流のなかで、モンゴル
は中央アジア・西アジアで広く

指 導 内 容 の 整 理 指導上のポイント
発問例①

発問例②

発問例③

中学校・歴史総合との関連

　②交通路の整備と人の移動
　　駅伝制（ジャムチ）を整備→陸上の交通・通信ネットワークの整備
　　�大運河による水運路の整備→大都や泉州を拠点に陸と海のネット

ワークを接合
　　ウイグル商人（陸）とムスリム商人（海）の活躍
　　→中央・西アジアで主流の銀が通貨に、紙幣（交鈔）を併用
　　　�広域な人の移動→キリスト教宣教師、マルコ＝ポーロ、イブン

＝バットゥータ
　③影響し合う文化
　　東方：イスラームの天文学・数学・技術などが伝わる
　　　　→高精度の太陰太陽暦である授時暦や染付磁器がつくられる
　　西方�：中国の火薬・羅針盤・印刷術・陶磁器などが伝わる
　　　　→西アジアやヨーロッパの学問・技術に影響
　　　　　東方絵画の影響→イランでミニアチュール（細密画）が発達

使われていた銀を貨幣として使
用するようになった。例えば『タ
ペストリー』p.30で示している
ように、13世紀は、草原・オア
シス・海の三つの交易路に加え、
レヴァント貿易をはじめとする
ヨーロッパの交易ネットワーク
や日元貿易などのサブシステム
によって、ユーラシアが結びつ
いたことを理解させる。文化の
面では、中国とイスラーム世界
の文物が行き来するようになり、
それぞれの地域に新たな文化を
形づくったことに着目させる。

Q 教p.137　モンゴル帝国は、広大な領域に住む多
様な人々をどのように統治したのか、要約しよう。
解答例 統治は徴税と治安維持が優先され、在来の
社会や文化にはほとんど干渉しなかった。チンギス
＝ハン家の君主の下、さまざまな集団や個人が出自・
宗教・言語にかかわらず実力主義で登用された。
ポイント 歴代の遊牧国家が蓄えてきた多様な

人々を統治するノウハウが、モンゴル帝国で集約さ
れた。軍事・政治を遊牧支配層が握るかわりに、統
治は柔軟で開放的だったことを押さえさせる。
Q 教p.138　モンゴル時代に、海と陸のネットワー
クを通じてユーラシアでどのような人・もの・文化
が行き交ったか、要約しよう。
解答例 モンゴル時代にはウイグル商人やムスリム
商人を通じてイスラームからは天文学・数学・医学
や技術、中国からは火薬・羅針盤・印刷術・陶磁器
などが互いに伝えられた。その中で、染付やペルシ
ア語で書かれた『集史』などのように互いの文化を取
り入れて新しい文化がつくられていった。
ポイント モンゴルによる海陸のネットワーク形

成が、ユーラシア東西の技術や文化をそれぞれ伝え
あい、新しい文化をつくり出したことを押さえさせる。

◆教p.136　1 モンゴル帝国の領域
解答例 大都は草原の道とオアシスの道という二つ
の内陸ルートに加えて、水上航路も接続する位置に
あることでユーラシアのネットワークを掌握できる。
ポイント 教p.130図1の交易路、教p.138図3の

水上航路から、遊牧・農耕の境界地帯にあり、海洋
にも接続するという位置・特徴を押さえさせる。

◆教p.138　① ルブルクが旅行記に記した宗教討論
解答例 自身が優れている、真実だと主張する各宗
教に対し、信徒どうしのいさかいを厳しく禁じた。
各宗教を平等に扱うが、宗教の権威よりもカンの命
令が優越するという原則を掲げていることがわかる。
ポイント 空前の領域を支配した巨大帝国にはさ

まざまな宗教があり、治安を乱さない限り、帝国は
信仰には干渉しなかった。十字軍運動（教p.113〜
114）が行われていた時代であることにも注意させる。
◆教p.138　2 駅伝制（ジャムチ）の牌符
解答例 モンゴル帝国ではパクパ文字、ウイグル文
字、モンゴル文字、漢字など多様な文字が使用され
ており、対応する多様な文字の牌符が作成された。
ポイント 命令はモンゴル語で発せられるが、そ

れを伝える文字・言語は多様だった。モンゴル語・
文字の押しつけではなかったことに注意させる。

◆p.135 2 モンゴル帝国の系図
　トルコ・モンゴル系遊牧民の社会では、資産は成
長した男子によって分割相続され（均分ではない）、
末子が親元に残って父母の面倒をみるとともに、没
後その遺産を継承した（末子相続）。ただし、指導者
の地位は別で、前君主の没後に部族長会議や王族会
議によって新君主が選出された。末子相続は資産で
あって、君主位でないことに注意したい。ハーン位
の有資格者は正室から産まれた男子だけだった。
◆p.136 1 モンゴル帝国の領域
　クビライ時代以降のモンゴル帝国は「分裂」したの
ではなく、大元ウルスを中心とする一族諸ウルスの
連合体となった。ときに対立しながらも、全体とし
て緩やかなまとまりを成し続けたのである。ただし
オゴデイ家のみは、政争のために独自のウルスを形

解答例・ポイント問い

解答例・ポイント読み解き

写真・図版解説
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モンゴル帝国がどのような国家であったか、またその出現がユーラシア大交流圏を形成する陸と海のネットワークを
どのように結びつけたのかに着目させる。

「パクス=モンゴリカ（モンゴルの平和）」とはどのような状態をさすのだろうか。導入の問いの例
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▼ コンテンツ一覧

■ 教科書紙面ビューア
■ 授業スライド（.pptx／Googleスライド）
■ 授業プリント〈生徒用・教師用〉（.docx）
■ �見通し・振り返りシート〈生徒用・教師用〉（.docx／Google

スプレッドシート）
■ 探究TRYワークシート〈生徒用・教師用〉（.docx）
■ 教科書本文（.txt）
■ 教科書掲載図版〈カラー・モノクロ〉（.jpg）
■ 年間指導計画案・評価規準例（.xlsx）

■ 問い・まとめ・振り返りの解答例（.txt）
■ 評価問題例（テスト例）（.docx）
■ 思考力を測る問題例集（.docx）
■ 一問一答のデータ（.xlsx）
■ 動画へのリンク
■ 用語解説のデータ（.xlsx）
■ 白地図集（.jpg）
■ 参考文献リスト（.docx）
■ 教科書QRコンテンツへのリンク
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中学校との関連　クビライ（フビライ＝ハン）、大元ウルス（元朝）、文永・弘安の役

　モンケが急死すると帝位継
けい

承
しょう

戦争が起こり、次弟クビライが帝国の東

方勢力の支持を得て即
そく

位
い

した。彼
かれ

は自分の本
ほん

拠
きょ

地であった東方に支配の

重心を移し、モンゴル高原へ連なる草原地帯と中国の農耕地域にまたが

る地に大
だい
都
と
（現北

ペ キ ン
京）を築いて、遊牧・農耕の両世界を共に支配する新し

い帝国建設に乗り出した。1271年に大
だい

元
げん

という国号を定めたことから、

ユーラシア東方を支配するクビライの帝国を、大元ウルス（元朝）という。

クビライの時代までに、モンゴル帝国は東は日本海から西は黒海・地中

海に至る領域に広がり、カザフ草原・南ロシア草原のジョチ＝ウルス（キ

プチャク＝ハン国）、中央アジアのチャガタイ＝ウルス（チャガタイ＝ハン

国）、イラン高原のフレグ＝ウルス（イル＝ハン国）といった、チンギス＝カ

ンの子孫が支配するウルスが各地に形成された。これらの諸ウルスは、

クビライ家の大元皇帝を全体のハーンとしていただき、時に争いつつ、

緩
ゆる

やかに連合した。モンゴル帝国は、大元ウルスを中心とするチンギス

＝カン一門のウルスの集合体であった。

　モンゴル帝国においては、チンギス＝カン家の王族を共通の支配層と

しつつ、出自・宗教・言語にかかわらず、さまざまな集団や個人が実力

主義で登用され、これら支配層に加わった者はすべてモンゴルと総
そう

称
しょう

さ

モンゴル帝国の再編と構造
クビライ時代以降、モンゴル帝国は東方の大元を中心とする一族諸ウルスの連合体
となり、チンギス家を核としつつ多様な人々を登用する開放的な体制で運営された。

Qubilai

位 1260～ 94

QR

Dai-ön Ulus

1271 ～ 1368 1 QR

Züchiin Ulus

1243 ～ 1502

2

Tsagaadain Ulus

1307 ～ 16世紀

1258～ 1353

1
Qaghan

3

　　大
だい
元
げん
の国号　「大元」は五経

（→p.36）の一つ『易
えき
経
きょう
』の一句か

らとられた２字熟語で、天や宇
宙を意味する。従来、中国の王
朝名は王家とゆかりのある古地
名にちなんでいたが、それとは
異なる新しい命名法であった。

1

　　ジョチ＝ウルス　バトゥをは
じめとする、チンギス＝カンの長
子ジョチ（→p.135　）の諸子が
治めたウルスで、後にクリム、
カザンなど多くのハン国に分か
れた（→p.190）。当時キプチャ
ク草原とよばれていた地域を支
配したので、キプチャク＝ハン国
と通

つう
称
しょう
される。

2

2

　　ハーン　カガン（可
か
汗
がん
、→p.43）

の発音が変化した称
しょう
号
ごう
で、オゴ

デイ以降使われるようになった。
モンゴル皇帝だけが名乗り、そ
れ以外の王族はハン（カン）と称
して区別された。

3

　 モンゴル帝国の領域　 読み解き クビライが築いた大
だい
都
と
には、位置的にどのような利点があるだろうか。1
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ビザンツ
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　（元朝）
大元ウルス
　（元朝）

モンゴルの最大領域
チンギス＝カンの遠征路
バトゥの遠征路
フレグの遠征路
クビライの遠征路
駅伝制（ジャムチ）のルート
主な海上路

大元ウルス（元朝）
ジョチ＝ウルス（キプチャク＝ハン国）
チャガタイ＝ウルス（チャガタイ＝ハン国）
フレグ＝ウルス（イル＝ハン国）
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央
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シ
ア

東
ア
ジ
ア

西
ア
ジ
ア
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　日本と大元ウルスの間では、文
ぶん
永
えい
・弘

こう
安
あん
の役

えき
のため

政府間の関係は開かれなかったが、民間の海上貿易は
活発に行われた。戦争時や倭

わ
寇
こう
（→p.142）の出

しゅつ
没
ぼつ
時な

どには、両国の政府が沿岸警備の強化や海外交通の統
制をしたが、それ以外の時期は海商が盛

さか
んに往来して

貿易を行った。中心地となったのは寧
ニン
波
ポー
（明

めい
州
しゅう
、元代に

は慶
けい
元
げん
）と博

はか
多
た
（→p.129）であり、博多は元軍の攻

こう
撃
げき
目

標となったにもかかわらず、戦後はすぐに繁
はん
栄
えい
が戻

もど
った。

戦争や外交を担
にな
った幕府や寺社なども、有力者が寺院

建設費の捻
ねん
出
しゅつ
の名目で貿易船を派

は
遣
けん
し、私的なかたち

で貿易を行っていた。貿易船には多くの僧
そう
が便乗して

往来し、禅
ぜん
宗
しゅう
や宋

そう
学
がく
など新しい学問や文化がもたらさ

れた。喫
きっ
茶
さ
の風習が広まったのも、禅僧を通してである。

視点を
変えて 大

だい
元
げん
ウルスと日本

れた。一方で、創立以来従ってきた遊牧集団や早くから服従した勢力も

尊重されており、帝国の中
ちゅう

枢
すう

は、世
せ

襲
しゅう

と実力とのバランスのとれた、多

元的で開放的なしくみによって運営されていた。統治においては徴
ちょう

税
ぜい

と

治安維
い

持
じ

に重点を置き、在来の社会や文化にはほとんど干
かん

渉
しょう

しなかった。

西方のジョチ家・チャガタイ家・フレグ家のウルスでは、支配者である

モンゴルの方が逆に現地の文化の影
えい

響
きょう

を受けてトルコ化・イスラーム化

し、統治下の社会に根を下ろしていった。 

　騎
き

馬
ば

軍事力を力の源泉としつつ広域支配・定住民統治の経験を蓄
たくわ

えて

きた中央ユーラシアの遊牧国家は、モンゴル帝国の登場で直接ユーラシ

アの大半を政治的に統合するに至った。モンゴル帝国の下
もと

で大成された

広域支配のあり方と各ウルスの領域は、その後の時代にも受け継
つ

がれた。

　大元ウルスは1276年に南
なん

宋
そう

を下し、中央ユーラシアの王権として初

めて華
か

中
ちゅう

・華南を直接支配した。南宋の造船・航海技術や海洋知識を吸

収したモンゴルは、東南アジア・インド洋への進出を図
はか

った。南方では

大
だい

越
えつ
（陳
ちん

朝）・チャンパー・パガン朝・ジャワ島に遠
えん

征
せい

軍を送り、東方で

は２回にわたって日本に出兵した（文
ぶん

永
えい

・弘
こう

安
あん

の役
えき

）。これらは多くの場

合、強い抵
てい

抗
こう

に遭
あ

って撤
てっ

兵
ぺい

することとなったが、もともと征
せい

服
ふく

ではなく

通商の拡大と交易路の確保が目的であったため、13世紀末にはほとん

どの地域が大元ウルスと通交・通商関係をもつようになった。これによ

り、杭
こう
州
しゅう

・泉
せん
州
しゅう

・広
こう
州
しゅう

などの港
こう

市
し

が海上貿易で繁
はん

栄
えい

し、交通や物流は海

運や大運河によって華北や内陸部とも結ばれた。こうしてモンゴル帝国

は、陸上だけでなく海上交通をも支配する帝国へと発展していった。 

　大元ウルスでは、制度上は金
きん

・南宋の官
かん

僚
りょう

制・地方行政単位が引き継

4

コラム

p.163

p.39

大元ウルスとユーラシア東部
華北と江南を統合した大元ウルスは海の道にも進出し、交通・貿易網は陸海に広が
った。モンゴル主導の下で柔軟な人材登用と寛容な宗教観に基づく統治が行われた。

p.125

p.133

1274、1281

視点

p.127 p.130

5

　　「モンゴル」の概
がい
念
ねん
　モンゴ

ルとはもともと集団名であり、
次いで国家名として使われ、現
在のような民族名ではなかった。
帝国の支配層に加われば、出身
にかかわらずモンゴルとして扱

あつか

われた。

4

　　地方単位としての省　モン
ゴルは、中国支配に際し中央政
府の中

ちゅう
書
しょ
省
しょう
と同格の行

こう
中
ちゅう
書
しょ
省
しょう
を

各地に置いて地方統治にあたら
せた。これは従来よりはるかに
広い範

はん
囲
い
を管

かん
轄
かつ
し、現在の中国

の行政区分の省の起源となった。

5

　 元軍と戦う日本の武士　元軍は、モンゴル・女
じょ

真
しん

・高
こう

麗
らい

・
南
なん

宋
そう

などさまざまな出身者の混成であった。日本側は元軍の
集団戦法や火薬兵器に苦戦したが、元軍も日本側が築いた防

ぼう

塁
るい

に上陸をはばまれた。 〈『蒙古襲来絵詞』〉

2

　　　　
モンゴル帝国は、広大な領域
に住む多様な人々をどのよう
に統治したのか、要約しよう。

問 い つながり

　男性が全員騎
き
兵
へい
となる遊

牧民の社会は、父系の血筋
を中心に組み立てられてい
たが、家政を取りしきり、
出
しゅっ
征
せい
中の留守を守る女性も、

財産管理権をもつなど強い
立場にあった。モンゴル帝
国では、オゴデイの没

ぼつ
後
ご
な

どに、次のハーンが大集会
（クリルタイ）で選出される
までの間、妃

きさき
が皇太后となっ

て国政を代行した。

コラム

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア

東
ア
ジ
ア

日
本

南
・

東
南
ア
ジ
ア

西
ア
ジ
ア



授業プリント

評価問題例（テスト例）

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

                                               

 〔⑩     〕・〔⑪     〕・〔⑫     〕が海上貿易で繁栄 

 →海運・大運河で華北・内陸部とも結ばれる 

⑵社会 

実務能力を重視、〔⑬     〕(中央アジアなどの出身者)を財務面で重用 

実務と結びつかない科挙は重視せず 

チベット仏僧パクパのつくった〔⑭      〕など多様な文字を利用 

〔⑮       〕を保護、特定の宗教や思想を強要せず 

●モンゴル時代のユーラシア大交流圏  

⑴交通路の整備と国際商人の保護 

カラコルムを中心に〔⑯         〕を整備(大都につながる) 

 水運路を通して大都は南シナ海・インド洋につながる 

 ウイグル商人(陸)とムスリム商人(海)の活躍 

 →中央・西アジアで主流の〔⑰     〕が通貨に、紙幣(〔⑱     〕)を併用 

⑵影響し合う文化 

中国：イスラーム暦の影響の下、郭守敬が〔⑲     〕をつくる 

イラン産のコバルトを用いた染付がつくられる 

 イラン：中国絵画の影響で〔⑳        〕(細密画)発達 

     →ラシード=ウッディーンの『〔㉑     〕』（ペルシア語の世界史書）を装飾 

 

  

□５節のまとめ  

Q：この節の学習を踏まえて、p.135の節の課題に対するあなたの考えを説明しよう。 

  

  

  

  

例：モンゴル帝国がユーラシアの大半を支配して交通網を整備し、通行・通商を保護すると、人や物の
流れが活発となり、銀を媒介としてユーラシアが一つの商業圏となった。また、文化や技術の伝播もユ
ーラシア規模でみられた。そのなかでも、中国からヨーロッパへ伝わった火薬や羅針盤などは、ルネサ
ンス期のヨーロッパで改良されて「大航海時代」を可能にした。 

杭州 泉州 広州 

色目人 

パクパ文字 
チベット仏教 

駅伝制(ジャムチ) 

銀 交鈔 

授時暦 

ミニアチュール 
集史 

   年   組   番／名前                   

 

□節の課題  

Q：モンゴル帝国によるユーラシアの統合と交流は、世界の歴史にどのような影響を与えたのだろうか。 

 

＜学習のポイント＞ 

（1）モンゴル帝国の拡大と支配がユーラシアにもたらした影響について理解しよう。 

（2）モンゴル帝国の拡大と支配がユーラシアにもたらした影響について考察し、自分の言葉で表現
しよう。 

 

●モンゴル世界帝国の出現  

⑴〔①       〕(大モンゴル=ウルス)の成立 

 モンゴル高原を統一したテムジン、1206年に君主に推戴される 

 →〔②           〕を名乗る 全遊牧集団を千人隊に再編し、権力を集中 

⑵征服活動 

 チンギス=カン：カラ＝キタイの旧領を平定。ホラズム朝、西夏を滅ぼす 

 オゴデイ：都の〔③      〕を建設、金を滅ぼす、東ヨーロッパへ遠征 

 モンケ：弟のフレグの西アジア遠征→1258 年にアッバース朝を滅ぼす 

     高麗を服属させ、大理を併合 

 急速な拡大に西洋も関心→カラコルムにローマ教皇の使者到来 

●モンゴル帝国の再編と構造  

〔④     〕が即位(ハーン)、都は〔⑤     〕(北京＝遊牧と農耕の境界) 

東方のクビライの〔⑥      〕(元朝)を中心として、西北の〔⑦         〕、 

西南の〔⑧         〕、中央アジアの〔⑨          〕の緩やかな連合体となる 

出自・宗教・言語を問わない、実力主義の多元的で開放的な帝国 徴税と治安維持を重視 

→征服地の社会・文化には干渉せず 

西方のウルスはやがてトルコ化・イスラーム化 

●大元ウルスとユーラシア東部  

⑴征服と遠征、交通網の整備 

 南宋を下す→中央ユーラシアの王権として初めて中国南部を直接支配 

南方・東方への遠征…大越(陳朝)、チャンパー、パガン朝、ジャワ島、日本 

 →多くは失敗したが通商・交通関係は拡大 

  ３部 １章 ユーラシア大交流圏の成立 

  
５節 ユーラシア大帝国の出現  

教科書  

p.135～139 
年   月   日 

モンゴル帝国 

チンギス=カン（ハン） 

カラコルム 

クビライ 大都 
大元ウルス ジョチ＝ウルス 

チャガタイ=ウルス フレグ＝ウルス 

３部１章５節 ユーラシア大帝国の出現 
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問問５５ 下線部（（ee））の場所を、地図中の A～Fから選び記号で答えよ。知 

 

問問６６ 下線部（（ff））に関連して、モンゴル帝国で使用された駅伝制の通行証を、ア～エから選び記号

で答えよ。知 

ア           イ           ウ          エ 

 
問問７７ 下線部（（gg））に関連して、元の時代にイスラームの知識が中国に影響を与えて作成されたもの

を、ア～エから選び記号で答えよ。知 

 ア 授時暦  イ ミニアチュール  ウ 集史  エ 小麦粉食品 

 

問問８８ 下線部（（gg））に関する説明として適適切切ででなないいももののを選び記号で答えよ。知 

    ア 広州、杭州、泉州などの港市が海外との海上貿易で栄えた。 

 イ ヴェネツィア出身の商人マルコ=ポーロが『世界の記述』を残したとされる。 

 ウ ムスリムのラシード=ウッディーンは『大旅行紀』を残した。 

 エ モンテ=コルヴィノは大都でカトリックの布教を行った。 
 

問問９９ 元の都である大都は、モンゴル帝国内・交易面でどのような場所といえるか、地図も参考に

しながら、以下の語句を用いて 100字以内で説明せよ。思 

語句【 遊牧 農耕 大運河 南シナ海 】 

教科書 p.138 図２「駅伝

制（ジャムチ）の牌符」の

うち、中央（パクパ文字）

の牌符を入れてくださ

い。 

教科書 p.139図５「交鈔

（紙幣）」を入れてくだ

さい。 

教科書 p.107 図５「イス

ラーム世界の銀貨」を入

れてください。 

教科書 p.81 図４「ササ

ン朝の獅子狩文銀皿」を

入れてください。 

３部１章５節 ユーラシア大帝国の出現 
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１１  次次のの文文章章をを読読みみ、、地地図図おおよよびび図図版版をを参参考考にに、、以以下下のの設設問問にに答答ええよよ。。 

モンゴル部のテムジンがモンゴル高原を統一し、1206 年に君主に推戴されチンギス=カンと名乗
った。チンギス=カンは、服属した全遊牧集団を（（aa））千人隊に再編した。後を継いだオゴデイは（（bb））

モンゴル高原の（ １ ）に政治の拠点を定め、遊牧集団だけではなく、農耕民の支配も本格化さ

せ、さらに（（cc））ロシア南部・東ヨーロッパにも遠征を行った。第 4代のモンケは弟の（ ２ ）に西

方への遠征を命じて（（dd））バグダードを攻略させて（ ３ ）朝を滅ぼした。 

 モンケが急死すると、モンケの次弟の（ ４ ）が東方勢力の支持を得て即位し、ハーンとなっ

た。（ ４ ）は、（（ee））大都に遷都し、東方を中心とした国づくりを進め、モンゴル語を表す文字と

してチベット仏教僧に（ ５ ）文字を作成させた。また財政方面では（ ６ ）とよばれる中央

アジアなどの出身者が財務官僚として重用され、銀と連動した紙幣として（ ７ ）が使用された。   

（（ff））モンゴル帝国内での交流は続けられ、（ ４ ）は各地に遠征軍を送り（（gg））貿易を促した結果、

世界的な交流が促進された。 
 

 

 
問問１１ 文中の空欄（ １ ）～（ ７ ）に適する語句を答えよ。知 

 

問問２２ 下線部（（aa））について述べた文として誤誤っってていいるるももののを、ア～エから選び記号で答えよ。知 

 ア 服属した全遊牧集団・農耕民が千人隊に再編された。 

 イ 千人隊の編制によりそれまでとは異なり、チンギス=カンに権力が集中した。 

 ウ 千人隊はテムジンや弟・息子たちが率いた。 

 エ 千人隊は軍事集団でもあり、遊牧民家族が集まった社会集団でもあった。 

 
問問３３ 下線部（（bb））を中心に整備された駅伝制のモンゴル語での名称をカタカナで答えよ。知 

 

問問４４ 下線部（（cc））・（（dd））に形成された、モンゴル帝国内のウルスの名称をそれぞれ答えよ。なお、

地図中に、（（cc））に形成されたウルスは①、（（dd））に形成されたウルスは②で示した。知 

カ 

 

副教材
新詳世界史探究演習ノート 最新世界史図説

タペストリー教科書に完全準拠したノートです。
基本的な知識が身につく空欄補
充ページと、大学入試の過去問題�
「チャレンジ！入試問題」、河合塾講
師と共同作成した「演習問題」など
で構成しています。

豊富な情報量と充実の資料を掲載し
た、大学入試に最適な資料集です。
世界史のタテ（時間軸）とヨコ（空間
軸）を整理できる構成です。

A  Wo r l d H i s t o r y

新 詳

新詳世界史探究［世探046‒901］準拠

特
色
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関
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44 45

●���授業スライド（➡本資料p.43）の付せん部分を穴埋めにしたプリントをWord形式で収録しています。
●�加工してお使いいただけます。
●�生徒用と教師用（解答付き）があります。

●����教科書に準拠したテスト例と解答をWord形式で収録しています。
●「知識・技能」「思考力・判断力・表現力」の評価観点も示しています。

▼ 教科書p.135-139に対応した授業プリント（教師用）の一部

▼ 教科書p.135-139に対応した評価問題例の一部

思考力を測る問題例集

●�生徒の思考力を具体的に測ることができる選択肢問題の例と解答を、単元ごとに
Word形式で収録しています。

●�思考力測定に役立つ単元ごとのモニタリングシートも収録しています。

▶�詳しくは、 
こちらの冊子を 
ご覧ください

②指導書Webサポート
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140
時代の
特徴

結びつく
世界

●モンゴル帝国とユーラシア大交流圏

12世紀までに徐
じょ

々
じょ

に進んできた各地域の結びつ

きは、13世紀のモンゴル帝国の登場によって一気

に加速した。14世紀前半にかけて、ユーラシア・

北アフリカにまたがり、陸と海で結ばれた巨
きょ

大
だい

な交

流圏が形成され、ユーラシア規模で人・もの・情報

の移動・交流が空前の発展を遂げた。

「草原の道」から登場し、早くに「オアシスの道」を

押
お

さえたモンゴルは国際商業の重要性をよく認
にん

識
しき

し

ており、交通網
もう

を整備し貿易の保護・振
しん

興
こう

に努めた。

モンゴルがユーラシアの主要部分を統合したため、

通行税などの負担や隊商が襲
しゅう

撃
げき

を受ける危険が少な

くなったことも、活発な商業活動を後押しした。南
なん

宋
そう

の征
せい

服
ふく

によって「海の道」も押さえると、交易網は

海路とも結びついた。西方に伝わった東方の繁
はん

栄
えい

の

様子は、ヨーロッパ人に豊かなアジアへの憧
あこが

れを抱
いだ

かせ、「大航海時代」の原動力にもなった。 

●14世紀の危機

1310年ごろから数十年間、北半球では寒冷な気

候が続いた。長期の好
こう

況
きょう

で人口が増え、やせた土地

の無理な開発や森林破
は

壊
かい

が進んでいたこともあり、

各地で深刻な不作や飢
き

饉
きん

が起こった。それに伴
ともな

い、

社会不安や感
かん

染
せん

症
しょう

がモンゴル帝国の交通網とネット

ワークを通じて急速に広がった。この時期にペスト�
（黒

こく
死
し

病
びょう

）が、中国から中央ユーラシアを経て西アジア・

ヨーロッパに短期間で伝わり、西ヨーロッパの人口の

３分の１を奪
うば

ったことは、そのわかりやすい例である。

こうしたなか盗
とう

賊
ぞく

や反乱が発生し、モンゴル帝国

の諸政権は次々と解体した。日本でも14世紀には

南北朝の動乱が続き、朝
ちょう

鮮
せん

半島・中国沿岸の人々は

倭
わ
寇
こう

の恐
きょう

怖
ふ

におびえた。こうしてユーラシア・北ア

フリカのネットワークは、一時的に寸断された。

モンゴル時代の大規模な交流は、このように強
きょう

烈
れつ

な負の側面をもっていた。しかし、「14世紀の危機」

を乗り越
こ

えた各地域では、モンゴル時代の多くの遺

産が活用された。第一に、広域のネットワークが復

活して海上でさらに活性化し、15世紀には鄭
てい

和
わ

の

大航海やヨーロッパ人のアメリカ大陸「発見」などの

海外進出が実現した。第二に、モンゴル以後にユー

ラシア各地を支配した諸帝国は、オスマン・ムガル�
やロシア、時代は下るが清

しん
朝など、いずれも支配下

においた多くの民族や宗教を、独自性を認めながら

効率的に統治するシステムにより、広大な領土を長

期間、安定的に支配した。� p.172p.130
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モンゴル帝国の下
もと

で、13世紀に全ユーラシアが結びついた。その交流は「14世紀の危
機」で一時断絶したが、モンゴル時代のシステムは多くの点で後の時代に影

えい

響
きょう

を及
およ

ぼした。

13〜14世紀　ユーラシア大交流圏
け ん

の成立と危機

　 14世紀の交易とペストの広がり1
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中学校との関連　明

　「14世紀の危機」とよばれる災害・疫
えき

病
びょう

の続発は、東アジアの社会に

も深刻な打
だ

撃
げき

を与
あた

え、各地で政府の支配が揺
ゆ

らいだ。大
だい

元
げん

ウルス（元朝）

の下
もと

では、白
びゃく

蓮
れん

教徒の起こした反乱が広まった（紅
こう

巾
きん

の乱）。反乱の指導

者の一人であった朱
しゅ

元
げん

璋
しょう
（太

たい
祖
そ

、洪
こう

武
ぶ

帝）は1368年に南
ナン

京
キン

を都として明
みん

 

を建て、大元ウルスの朝
ちょう

廷
てい

は明軍に大
だい

都
と

を奪
うば

われてモンゴル高原に退い

た（北
ほく

元
げん

）。明は江
こう

南
なん

からおこって南北を統合した初めての王朝であり、

これは江南地方が経済・文化だけでなく政治においても中心地となるほ

どに成長したことを意味した。

　洪武帝は経済の混乱や農村の荒
こう

廃
はい

に対処するため、銀や貿易に依
い

存
そん

せ

ず、農村を立て直してそこから穀物や労働力を直接徴
ちょう

発
はつ

するしくみを築

いた。そのために全国的な検地を行って土地と農民を把
は

握
あく

し、里
り

甲
こう

制を

敷
し

いて徴税や治安業務にあたらせた。軍制では衛
えい

所
しょ

制を敷いて、防衛や

運輸を担
にな

わせた。社会統合にあたっては、さまざまな人々や価値観が共

存したモンゴル時代から一変して、儒
じゅ

教
きょう

を重んじ小農民が基
き

盤
ばん

となった

社会に皇帝が君臨する体制を目指し、官
かん

僚
りょう

・地主・大商人に対しても、

また農民に対しても、厳しい統制を行った。中央では、中書省と宰
さい

相
しょう

職

を廃止し、六
りく

部
ぶ

などの中央官庁や地方長官を皇帝に直属させて権力を集

明の成立とユーラシア東方
江南を基盤に成立した明は、皇帝独裁制を確立し強固な国内支配を打ち立てたが、
対外的には、北方に撤退したモンゴルと長城を境界として南北で並存した。 
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明の国際秩序と東・東南アジア
明と世界の諸地域は、どのように結びつい
ていたのだろうか。

節の
課題1節

2章
アジア諸地域における交易の発展や、ヨーロッパの活動が世界に与えた影響は何だろうか。章の問い

アジア諸地域の成熟とヨーロッパの進出

　　白
びゃく

蓮
れん

教
きょう
　仏教系の宗教結社

で、弥
み
勒
ろく
仏
ぶつ
が救世主としてこの

世に現れるという信
しん
仰
こう
をもつ。

歴代王朝によって禁じられたが、
民間で勢力を伸

の
ばし、しばしば

反乱に関わった（→p.249）。

1

　　一
いっ

世
せい

一
いち

元
げん

の制の始まり　明
みん

以降、皇帝一代に一元号となり、
洪
こう
武
ぶ
帝・永

えい
楽
らく
帝など元号で皇帝

を通
つう
称
しょう
するようになった。日本

では、明治（→p.253）から取り
入れられた。

2

　　土地と戸
こ

籍
せき

の把
は

握
あく
　土地は

魚
ぎょ
鱗
りん
図
ず
冊
さつ
とよばれる台帳に記録

され、戸籍台帳である賦
ふ
役
えき
黄
こう
冊
さつ

に基
もと
づいて税役が課された。

3

　　民
みん

戸
こ

と軍
ぐん

戸
こ
　衛

えい
所
しょ
に属する

人々は軍戸、それ以外の大半は
民戸とされ、税と労

ろう
役
えき
を負担した。

4

　 朱
しゅ
元
げん
璋
しょう
　異様な風

ふう
貌
ぼう

だったといわれ、
「一人にして聖

せい
賢
けん

・豪
ごう

傑
けつ

・盗
とう

賊
ぞく

の性を併
あわ

せ
もっていた」と評される。 読み解き なぜ印
象の異なる肖

しょう
像
ぞう
画が残っているのだろうか。

1

　 15世紀の東アジア　モンゴルは依
い

然
ぜん

として強大であり、明は東北に進出すると
ともに、朝

ちょう
鮮
せん

・日本・琉
りゅう

球
きゅう

、東南アジア諸
国などと外交関係を結んで対

たい
抗
こう

した。

2
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オイラトの最大勢力
（15世紀半ば）

明の最大領域
（15世紀初）

土木の変（1449年）

� ���km
前期倭寇（14世紀後半）
永楽帝の対外政策

わ こう

　　　　
モンゴルと明

みん
の統治の相

そう
違
い

点
を要約しよう。

問 い 比 較

ワークシート

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア

東
ア
ジ
ア

46 47

結びつく世界　13～14世紀
ユーラシア大交流圏の成立と危機

3部2章1節
明の国際秩序と東・東南アジア

ヨーロッパか
ら中国までを
一望できる特
殊図法の地図
で、ペストの伝
播経路や交易
網を確認でき
ます。

1

「14世紀の危
機」の背景や、
それが世界各
地に与えた影
響の記述から、
当時の世界の
つながりがわ
かります。

2

試し
読み

問いを意識しな
がら本文を読む
ことで、明はモン
ゴル時代とは真
逆の厳しい管理
体制がとられて
いたことを押さ
えられます。

3
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中学校との関連　北京、万里の長城、倭寇、勘合貿易、朝鮮、ハングル、琉球王国

中した。官
かん

僚
りょう

登用にあたっては、秩
ちつ

序
じょ

を重んじる朱
しゅ

子
し

学
がく

を公式解
かい

釈
しゃく

に定

め、民衆に対しても儒
じゅ

教
きょう

に基
もと

づく教化を図
はか

った。一方で、洪
こう

武
ぶ

帝は息子

たちを全国に王として配置するなどモンゴルにならった制度も取り入れ

ており、明
みん

初の体制は、モンゴル帝国を継
けい

承
しょう

する側面と、中国の農村社

会に基
き

盤
ばん

を置く側面の両面をもっていた。 

　洪武帝の没
ぼつ

後
ご

、息子の一人である燕
えん

王
おう

が反乱を起こし（靖
せい

難
なん

の役
えき

）、南
ナン

京
キン

を攻
せ

め落として即
そく

位
い

した（永
えい

楽
らく

帝）。彼
かれ

は自分の本
ほん

拠
きょ

地であった北
ペ

京
キン

へ

遷
せん

都
と

し、積極的な対外政策を展開した。北方ではみずからモンゴル遠
えん

征
せい

を繰
く

り返し、また黒
こく

竜
りゅう

江
こう
（アムール川）方面に進出して女

じょ
真
しん

人を従えた。

南方では、ベトナムへ出兵して一時占
せん

領
りょう

し、さらにムスリムの宦
かん

官
がん

鄭
てい

和
わ

 

の船団を東南アジア・インド洋に派
は

遣
けん

した。船団の一部はアラビア半島

や東アフリカにまで達し、一時的に多くの南海諸国が朝
ちょう

貢
こう

した。 

　モンゴルの北
ほく

元
げん

では、14世紀末にクビライ家の直系が断絶してほか

のチンギス＝カン家の王族がハーン位を継
つ

いだが、その力は弱く、西方

のオイラトが実権を握
にぎ

って明にも圧力をかけた。守勢に立つようになっ

た明は、長城を堅
けん

固
ご

に修築して、事実上の境界とするようになった。

　宋
そう

・元
げん

代に海上貿易が発展していた東シナ海では、「14世紀の危機」

のなかで日本で鎌倉幕府が倒
たお

れ南
なん

北
ぼく

朝
ちょう

の動乱が広がると、海商や武士団

などの勢力が自立的な活動を強め、朝
ちょう

鮮
せん

半島・中国沿海部で襲
しゅう

撃
げき

・略
りゃく

奪
だつ

行
こう

為
い

を働くようになった。彼
かれ

らは倭
わ

寇
こう
（前期倭寇）とよばれ、高

こう
麗
らい

・元の

沿岸住民や武装勢力も合流して、諸国の政府を苦しめた。

　明が成立すると、洪武帝は倭寇を力で抑
おさ

え込
こ

む方針をとり、沿海部の

治安維
い

持
じ

のために民間の海上貿易を禁止し（海
かい

禁
きん

）、対外関係を国家間の

朝貢・冊
さく

封
ほう

関係に限定するという、厳しい対外関係管理体制を敷
し

いた（海

禁＝朝貢体制）。これにより、明と貿易するには朝貢・冊封を受け入れな

ければならなくなったため、長い間朝貢を避
さ

けていた日本も、室町幕府

1

位 1402～ 24

1421

1371 ～ 1434ごろ

Oyirad

2

1 p.31

明の海禁＝朝貢体制とアジア海域世界
明は朝貢・冊封関係と海禁を結合させた厳しい対外関係管理体制を敷き、沿海部の
治安回復を図った。日本もこの秩序を受け入れ、朝貢貿易に踏み切った。 

QR p.129

QR

3

　　明
みん

初のモンゴル的制度　民
みん

戸
こ
・軍

ぐん
戸
こ
のように、職業別の戸

こ

籍
せき
に分類するのはモンゴルの制

度だった。百戸所・千戸所・衛
えい

からなる衛
えい
所
しょ
制、戸を甲

こう
が、甲

を里が束ねる里
り
甲
こう
制も、千人隊

（千戸制、→p.135）の階層型組
織にならったものであった。

1

　　オイラト　オイラトは、モ
ンゴル西部のチンギス＝カン家で
はない首長が統

とう
率
そつ
する遊牧集団

の連合である。15世紀の指導者
エセンは明軍を破って皇帝を捕

と

らえ（土
ど
木
ぼく
の変）、みずからハー

ンを称
しょう
するなど勢力を誇

ほこ
った。

2

　　陸の対外関係管理体制　厳
しい交通・交易管理は陸上でも
同じで、モンゴルや女

じょ
真
しん
との交

易は、朝
ちょう
貢
こう
の形式をとらせたう

え経路・人数・回数などに制限
が課されており、しばしば貿易
の拡大を求める勢力との衝

しょう
突
とつ
が

起こった。朝
ちょう
鮮
せん
・ベトナムも陸

路での朝貢が指定されていた。

3

　 万
ばん
里
り
の長城　明

みん
が万里の長

城を防衛線とした結果、モンゴ
ルの遊牧世界と中国の農耕世界
が分

ぶん
離
り

された。長城以北ではし
だいに言語・文化・生活様式の
共通性が高まり、それまで多種
多様な人々の集団であったモン
ゴル（→p.136）が、「民族」とし
てまとまっていくようになった。

1

世界
遺産

　　　　　　　　　
明
みん
初の対外政策の特徴と周辺

地域への影響、政策の目的に
ついて説明しよう。

問 い つながり 比 較

　日本は、形式だけであっても中国皇帝の臣下になる
ことを嫌

きら
い、遣

けん
隋
ずい
使
し
・遣

けん
唐
とう
使
し
は朝貢のみで冊封は受け

ず（→p.52、54）、宋
そう
・元

げん
時代は朝貢も行わなかった。

明
みん
による日本国王の冊

さく
封
ほう
は、実に５世紀の倭

わ
の五王以

来のことである。勘
かん
合
ごう
貿易とは、日本が明との間で

行った朝貢貿易の通
つう
称
しょう
で、正規の貿易船であることを

確認するために、割印を押
お
した証明書（勘合）を用いた

ことからこのようによばれる。

コラム

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア

東
ア
ジ
ア

日
本
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の足
あし
利
かが
義
よしみつ
満が朝貢貿易に踏

ふ
み切った（勘

かん
合
ごう
貿易）。

　モンゴルの影
えい
響
きょう
の強かった朝鮮半島でも、倭寇撃

げき
退
たい
に功績のあった李

り

成
せい
桂
けい
（太

たい
祖
そ
）が1392年に高麗を倒

たお
して朝鮮を建て、明の冊封を受けた。

朝鮮は漢
かん
陽
よう
（現ソウル）に都を置き、朱子学を導入して科

か
挙
きょ
を整備するな

ど明の制度にならった国家建設を進めた。15世紀前半の世
せい
宗
そう
のとき、

表音文字の訓
くん
民
みん
正
せい
音
おん
（ハングル）が制定されたが、漢字・漢文の伝統は揺

ゆ

るがず、金属活字や木版印刷による漢
かん
籍
せき
の出版が盛

さか
んに行われた。

　一方、明にとってもこれら諸外国の朝貢は、皇帝の権
けん
威
い
を高めるうえ

でも海外物産の入手のうえでも不可欠だった。永楽帝が鄭和を派遣して

各地で朝貢を勧
かん
誘
ゆう
したのも、海禁を維持しながら貿易を行うためであっ

た。しかし、明の海禁＝朝貢体制は巨
きょ
額
がく
の経費がかかる特異なものだっ

たために財政を圧
あっ
迫
ぱく
し、明の対外政策はその後消極化した。

　明への朝貢には、国ごとに間
かん
隔
かく
が定められるなど、制限が多かったが、

15世紀には、アジア海域の各地で、朝貢貿易のしくみを利用する動き

が広がった。当時の明が、朝貢以外の貿易をほとんど認めないなかで、

冊封を受けた琉
りゅう
球
きゅう
王国はほぼ無制限の朝貢貿易を許された。そこで琉球

は、福
ふっ
建
けん
商人や博

はか

多
た

商人のネットワークも利用しながら、東南アジア・

日本の商品を集めて明に朝貢し、手に入れた中国商品を各国に運んだほ

か、東南アジアと日本・朝鮮を結ぶ中
ちゅう
継
けい
交易も推進した。

　一方東南アジアでは、15世紀にマラッカ王国が急成長した。マラッ

カは、ジャワやマラッカ海
かい
峡
きょう
周辺の胡

こ
椒
しょう
、マルク（モルッカ）諸島の香

こう
辛
しん

料
りょう
など、東南アジア全域の商品の集散地となった。また、鄭和の船団の

任 1368～ 94 コラム

位1392～98 p.129 1392 ～ 1910 4 視点 QR

p.127

QR 史料

2

海の王国と陸の王国 
明の国際秩序とアジア海上貿易の復興は、琉球・マラッカなどの中継貿易拠点を繁
栄させる一方で、東南アジア大陸部に強力な国家を成立させた。 

15 世紀～ 1879 QR

p.144 1

2
Malacca

14世紀末～1511

5

　　李
り
成
せい
桂
けい
と李氏朝

ちょう
鮮
せん
　朝鮮半

島北部の出身の武将で、女
じょ
真
しん
人

を率いて台頭した。国号「朝鮮」
は明の洪

こう
武
ぶ
帝によって命名され

たもので、古朝鮮（→p.37）と区
別して李氏朝鮮ともいう。

4

　　マラッカの貿易ネットワー
ク　マラッカには、西はマムルー
ク朝やオスマン帝国から東は中
国・琉

りゅう
球
きゅう
までの商人が集まり、「マ

ラッカの港では84種類もの言葉
が聞かれる」といわれた。

5

　 15世紀のアジア交易　鄭
てい

和
わ

の船団はアフリカまで到
とう

達
たつ

し
たが、交流は一時的なものにと
どまった。

2

　国の語音は中国と異なり、
漢字と相通じない。それゆえ
民
たみ
は言いたいことがあっても

結局その意志を表現できない
者が多い。予はこれを憐

あわ
れみ、

新たに28字を作った。人々
が習熟しやすく日用に便利で
あるようにと願うのみである。
�〈六反田豊訳、歴史学研究会編『世界史史料４』一部改変〉

『訓
くん
民
みん
正
せい
音
おん
』序文史

 料

読み解き 世
せい
宗
そう
が訓民正音を制

定した理由を説明しよう。また、
なぜこの後も漢字・漢文の伝統
は揺

ゆ
るがなかったのか、考えよう。

南南

東東

シシ

シシ

ナナ

ナナ

海海

海海

イ　ン　ド　洋イ　ン　ド　洋

ベンガル湾ベンガル湾

アラビア海アラビア海

ペペルルシシアア湾湾

地地 中中海海

海海

紅紅

ヴェネツィアヴェネツィア

ジェノヴァジェノヴァ

コンスタンティノープルコンスタンティノープル

アレクサンドリアアレクサンドリア

カイロカイロ バスラバスラ

カリカットカリカット
コーチンコーチン
クイロンクイロン

アユタヤアユタヤ

広州広州
福州福州

景徳鎮景徳鎮

十三湊十三湊

蘇州蘇州

寧波寧波

博多博多
堺堺

北京北京

マラッカマラッカ

マジャパヒトマジャパヒト

マスカットマスカット

アデンアデン

メッカメッカ

モガディシュモガディシュ

マリンディマリンディ

キルワキルワ
ザンジバルザンジバル

ジッダジッダ

ホルムズホルムズ 那覇那覇

スマトラ島

ジャワ島

アラビア半島

マルク
諸島

マムルーク朝

シャム
大越

ヴィジャヤナガル王国

マラッカ王国

マジャパヒト朝

琉球王国

ぶどう酒
ガラス・銀
毛織物

馬・武器
じゅうたん

絹織物

金
象牙

サイ角

宝石
綿布・染料
胡椒・香木

船

香辛料
陶磁器
香木

金
日本刀
漆器

毛皮
薬用人参

ヨーロッパ

西アジア
インド 中国

日本

女真

東アフリカ
東南アジア

茶
絹織物・生糸

陶磁器
銅銭

　　 �和の航海ルート
　　 琉球王国の交易ルート
　　 イタリア商人の交易ルート
※円内は主な交易品

　日本と朝
ちょう
鮮
せん
の間でも、明

みん
と

の関係と同様に、貿易のため
の証明書を交付し、窓口を限
定して交流する方式がとられ
た。室町幕府と朝鮮は対等の
関係で、また西日本の大名・商
人は朝鮮に対し朝

ちょう
貢
こう
する形式

で、対
つ し ま
馬の宗

そう
氏を窓口として

貿易を行った。人の交流は活
発で、15世紀には、朝鮮半島
南部の釜

プ
山
サン
に日本人居留地も

設けられていた。

視点を
変えて 室町時代の日朝関係

東
ア
ジ
ア

日
本

南
・

東
南
ア
ジ
ア

48 49
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中継貿易を行っ
て、琉球王国や
マラッカ王国が
繁栄したことを
本文で押さえた
うえで、両 国 が
交易の中継地点
として多くの地
域と結びついて
い たことを、地
図から具体的に
読み取れます。

3

明 が 海 禁=朝貢
体制を敷いたこ
とで、日本は勘
合貿易に踏み切
らざるを得なか
ったことが読み
取れます。

2

明は厳しい管理
体制の一方で、
モンゴル帝国の
制度も取り入れ
ていたことがわ
かります。

1



特
色
②

特
色
①

特
色
③

特
色
④

特
色
⑤

入
試
対
応

QR
コ
ン
テ
ン
ツ

関
連
教
材

試
し
読
み

試
し
読
み
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中学校との関連　首里城、陶磁器、生糸、日本銀

���°���° ���°���°�°�°��°��° ��°��° ��°��° ���°���°
��°��°

���°���°

��°��°

スマトラ島

バリ島

カリマンタン島
（ボルネオ）ジャワ島

台湾

江南 女真

ベンガル

マルク（モルッカ）
諸島

フィリピン諸島

セイロン島

マラッカ（1511～）

蝦夷ヶ島

南
イ
ン
ド
へ

石見
生野

マカオ
（1557～）

明

琉球王国

チャンパー

アチェ王国

シャム 大越（黎朝）

朝鮮

モンゴル
（北元）

日本

スラバヤ

ジョホール

パレンバン

アユタヤ

ペグ－

ブルネイ

マカッサル

バンテン

プノンペンプノンペン
パタニパタニ ホイアン

ハノイアチェ

広州

杭州

南京

寧波

北京

瀋陽

那覇

福州

マニラ（1571～スペイン領）

天津

堺
坊津

博多

釜山
南 シ ナ 海

インド洋

マ
ラッカ
海
峡

太 　 平 　 洋

日 本 海

ア

黄
河

長
江

ーム ル川

メ

ヤラプオャチ

コン川

川

黒
竜江（

）

オホーツク海

銀
銀

銀

貂の
毛皮薬用

人参生糸
絹織物

生糸

生糸
綿布

アメリカ大陸から

陶磁器

香辛料

蘇州

生糸

琉球王国の交易ルート
その他の交易ルート
銀の流れ

イスラーム勢力の拠点都市
ポルトガルの拠点都市
特産品
主な貴金属の産地銀

寄港地を提供し、王みずから明
みん
に赴

おもむ
くなどの外交政策により、明の優

ゆう
遇
ぐう

を勝ちとり、インド洋・東南アジア海域のネットワークを、明や琉
りゅう
球
きゅう
に

結びつける役割を果たした。明の対外政策が消極化した後は、代わりに

西方への香
こう
辛
しん
料
りょう
輸出を伸

の
ばし、交

こう
換
かん
に綿布をもたらすインドのムスリム

商人などを通じて、イスラームを受け入れた。その結果、マラッカが支

配する貿易ネットワークを通じて、諸島部各地にイスラームが広がり始

めた。

　東南アジア大陸部では、明の軍事圧力に対
たい
抗
こう
しつつ、内陸から新しい

強国が現れた。そこでは明の火器技術も利用された。大陸部北部で13～

14世紀に成立したタイ人の諸国家のなかで、チャオプラヤ川デルタへ

進出したアユタヤ朝（シャム）が特に発展し、明への朝
ちょう
貢
こう
貿易や琉球との

貿易を活発に行った。南下するタイ人に押
お
されてカンボジアの勢力は後

退し、15世紀にはアンコールの都を捨てて、メコン川流域に中心を移

した。ビルマ人やタイ人を先頭に、ラオス・カンボジアを含
ふく
む広い範

はん
囲
い

に上
じょう
座
ざ
部仏教が広まり、ヒンドゥー教・大乗仏教は衰

すい
退
たい
した。またベト

ナム（大
だい
越
えつ
）では、明の支配を撃

げき
退
たい
した黎

れい
朝が、朝

ちょう
鮮
せん
と同様に、明の制度

を取り入れて国家体制と軍事力を強化し、南方のチャンパーに大打撃を

与
あた
えた。大越も、明への朝貢を含む貿易を推進した。

　「14世紀の危機」からの復興が課題だった明代前半は農村保護と現物

調達の方策がとられ、人と財貨の移動が少ない時期だった。しかし、

15世紀末ごろから世界の気候が温暖化に向かうと、明においても農業

史料

1

p.133
Ayuthaya

1351 ～ 1767

p.56

p.133 1428 ～ 1527、1532～ 1789

明後期の産業・商業の発展
産業の成長と国際貿易の隆盛を背景に、明の経済は16世紀に江南地方を中心にめざ
ましく発展した。貿易を通した銀の流入の激増によって、銀の使用が浸透した。 

p.140

　　東南アジア諸島部のイス
ラーム化　16世紀にマジャパヒ
ト朝が衰

おとろ
えると、古代以来のヒ

ンドゥー教・仏教文明は、バリ
島のヒンドゥー教を除き、諸島
部から姿を消してゆく。ただし
現在でも、諸島部のイスラーム
には、土着の慣習（アダット）と
並び、ヒンドゥー教の要素が混
在している。

1

　 16世紀の東アジア交易　日本銀が倭
わ

寇
こう
（→p.147）の活動を通して、メキシコ銀がスペイン領のマニラ（→p.180）を経

由して、貿易の対価として明
みん

に流れ込
こ

んだ。明の富
ふ

裕
ゆう

層の間では、毛皮や薬用人参などのぜいたく品が流行した。　
読み解き 何が交易品として取り引きされていたのだろうか。

1

　 首里城の鐘に刻まれた銘
めい
文
ぶん

　
首里城の正

せい
殿
でん

に掛けられた鐘の
銘文で、「万国津梁」は「世界の架
け橋」という意味。　 読み解き  
琉球は何によって栄えていると
いっているだろうか。

3

　琉
りゅう

球
きゅう

国は南海のすばらしい
地で、朝

ちょう
鮮
せん

の優
すぐ

れたものを集
め、明

みん
とも日本とも親密で助

け合う関係にあり、明と日本
の二つの間で湧

わ
き出でる楽園

の島である。船を万国の架
か

け
橋とし、異国の産物や至宝が
国中に満ちあふれている。

首
しゅ
里
り
城の『万

ばん
国
こく
津
しん
梁
りょう

の鐘
かね
』（1458年）

史
 料

　 薬用人
にん
参
じん

2

東
ア
ジ
ア

南
・

東
南
ア
ジ
ア
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　古来、ユーラシアで国際通貨として通用してきたのは銀であった。銀は、小額で不便
な銅銭や信用の維

い
持
じ
が難しい紙

し
幣
へい
と違

ちが
って、額面が大きく価値が安定していたので、高

額取り引きや貿易の決済に広く用いられた。東方では重さによって価値が決められて通
用し、モンゴル時代にはユーラシア規模で流通した（→p.139）。
　モンゴル帝国の解体後いったん下火になった銀の流通は、16世紀に再び拡大した。第
一の波は、1530年代を画期とする日本銀の増産である。中心となったのは石

いわ
見
み
銀山で

あり、朝
ちょう
鮮
せん
からの精

せい
錬
れん
技術の導入によって、銀の産出量が爆

ばく
発
はつ
的に増加した。17世紀初

めには世界の銀の約３分の１を産出したといわれ、日本はアジア最大の産銀国となった。
第二の波は、スペインのアメリカ植民地から産出されるメキシコ銀であり、1570年代以
降、貿易の代価として東アジアにもたらされた。メキシコ銀は円形の鋳

ちゅう
造
ぞう
貨幣だったので、

各地で「円」、または漢語で同じ発音の「元
げん
」とよばれた。現在、通貨単位として使われて

いる日本の「円」、韓
かん
国
こく
の「ウォン（元）」、中国の「元」は、いずれも同じ語源に由来している。

生産の向上と手工業・商業の発展がみられ、さらに「大航海時代」の国際

的な商業の活発化と結びついて、経済が著
いちじる

しい伸びをみせた。

　人口は16世紀には１億人を超
こ

えたが、その約半分を占
し

める江
こう
南
なん
地方

が経済発展を牽
けん

引
いん

した。長
ちょう

江
こう

下流域の江南デルタの水田地帯はこのころ

ほぼ耕地化され、新品種の導入や技術改良で生産性が高められた。水田

に向かない場所では綿花や桑
くわ
（蚕の飼料）といった商品作物の栽

さいばい
培が広が

り、生
き

糸
いと

・絹織物・綿織物などの家内制手工業が発達した。代わって稲
いな

作
さく

の中心地は長江中流域の湖
こ

広
こう
（湖

こ
北
ほく

・湖
こ

南
なん

）や江
こう

西
せい

に移り、商品作物の

栽培や商品生産が盛んな江南地方との間で地域間分業が進んだ。江南地

方の商業的農業や手工業を長江中流域の食料供給が支えるさまは、「湖

広熟すれば天下足る」と表現された。

　一方、農業に限界のある地域では、それを補うため商業に特化する動

きが現れた。内陸部出身の山
さん
西
せい
商人・徽

き
州
しゅう
商人は塩の専売や軍

ぐん
需
じゅ

を担
にな

っ

て巨
きょ

大
だい

な富を築き、沿海部の福
ふっ

建
けん

の人々は海
かい

禁
きん

を破って海上交易に乗り

だした。彼
かれ

らは血
けつ

縁
えん

・地縁で強固に結びついており、各地の都市に会
かい

館
かん

や公
こう

所
しょ

をつくって同郷出身者・同業者などの活動拠
きょ

点
てん

とした。 

　陶
とう
磁
じ
器と生糸は、代表的な世界商品として日本や西アジア、ヨーロッ

パにまで輸出された。アジア海域の貿易では、ヨーロッパ向けの東南ア

ジア産香
こう

辛
しん

料
りょう

の輸出と日本向けの中国産生糸の輸出が特に盛んだった

が、ヨーロッパや日本には中国に対してめぼしい商品がなかったため、

銀が支
し

払
はら

いに用いられた。16世紀に日本銀・メキシコ銀の産出・流通

が急増すると、生糸・絹織物・陶磁器などの国際商品を買いつけるため

に、大量の銀が明に流れ込
こ

んだ。明は当初紙
し

幣
へい

を流通させようとしたが

失敗しており、海外から多量の銀が流入すると、銀の使用が一
いっ

般
ぱん

化した。

納税でも、各種の税や労
ろう

役
えき

を一
いっ

括
かつ

して銀で納める一
いち
条
じょう
鞭
べん
法
ぽう

が行われるよ

うになり、全国へ広まった。

p.159

5

6 p.155

p.154

QR コラム

　 明
みん
代の産業　経済の中心地

の江
こう

南
なん

からは、大運河を通して毎
年大量の物資が北

ペ
京
キン

に送られた。

5

　 馬
ば
蹄
てい
銀
ぎん

　中国では銀は
秤
はかり

で重さを量って用いられ
た。馬の蹄

ひづめ
に似たかたちなど、

さまざまな形状の銀
ぎん

塊
かい

が流
通した。

4

　 赤
あか
絵
え

　一度焼いた磁器に多
色の顔料で絵を加えて再び焼い
たもので、明

みん
代後期に流行した。

6

景徳鎮景徳鎮

開封開封

広州広州

西安西安
南京南京

マカオ
（ポルトガル）

マカオ
（ポルトガル）

寧波寧波

上海上海
蘇州蘇州

杭州杭州

成都成都

北京（順天府）北京（順天府）

大越

明

朝鮮

長長 江江

湖広熟すれば
天下足る

徽州商人

山西商人

こ こう

山西

広東

福建

浙江

安徽

江西湖広

大運河
陶磁器
塩
茶
絹織物
綿織物

� �����

　　　　　　　　　
明
みん

から輸出された商品を、輸
出先の国とともに抜き出そう。

問 い つながり

コラム

東
ア
ジ
ア

日
本

50 51

3部2章1節　明の国際秩序と 東・東南アジア

明後期の著しい
経済発展の背景
には、15世紀末
からの温暖化に
よる農業生産の
向上と、大航海
時代の国際的な
商業の活発化が
あったことがわ
かります。

1

試し
読み

貿易によってヨー
ロッパ・日本から
銀が流入し使用
が一般化した結
果 、納 税にも 銀
が用いられるよ
うに社会が変化
したことを読 み
取れます。

2



特
色
②

特
色
①

特
色
③

特
色
④

特
色
⑤

入
試
対
応

QR
コ
ン
テ
ン
ツ

関
連
教
材

試
し
読
み

試
し
読
み

146

　

　

　

5

10

15

中学校との関連　イエズス会、倭寇

　宋
そう
代以降の中国は、人々が能力や経済力に応じて科

か
挙
きょ
受験・商業・土

地経営や出
で
稼
かせ
ぎ、小作などを選

せん
択
たく
する流動的な社会であった。科挙によっ

て官
かん
僚
りょう
の資格を得た名士は明

みん
代には郷

きょう
紳
しん
とよばれ、地域社会で勢

せい
威
い
を

もった。郷紳は、経済的には地主であることが一
いっ
般
ぱん
的だったが、科挙合

格は難しいうえに特権は一代限りだったため、世
せ
襲
しゅう
的な領主や地主貴族

は生まれず、有力者の顔
かお
触
ぶ
れは常に入れ替

か
わった。農業の中心は、小作

をしながら副業として手工業を営む小農民の家族経営であり、一か所で

大人数を使
し
役
えき
するような地主の大規模経営は一般的ではなかった。

　16世紀から17世紀にかけて、江
こう
南
なん
地方の都市の富

ふ
裕
ゆう
層を中心に、華

か

美
び
な文化が栄えた。木版印刷による出版や大衆芸能が盛

さか
んになり、「四

大奇
き
書
しょ
」などの小説が人気を博した。民衆の間でも茶の飲用や陶

とう
磁
じ
器の

使用が広まり、衣類も麻
あさ
から保温性に優

すぐ
れる綿に変わった。思想面では、

科挙試験のための学問となって形式化した朱
しゅ
子
し
学
がく
への批判の動きが現

れ、王
おう
守
しゅ
仁
じん
（王
おう
陽
よう
明
めい
）が説いた陽明学は、個人の心情を重んじ実

じっ
践
せん
を重視

明後期の社会と文化
経済が活況を呈した明後期、江南地方などの都市部では郷紳ら富裕層の間で華美な
文化が栄えた。出版や芸能は民衆にも浸透し、ヨーロッパの知識も伝来した。

p.122

QR

1 2

1 3

p.127

1472 ～ 1528 2

　明代は、経済の発展によって社会全体で生活水準が向上し、都市の
富
ふ
裕
ゆう
層だけでなく庶

しょ
民
みん
も文化を享

きょう
受
じゅ
するようになった。ここでは特に

絵巻や本の挿絵に焦
しょう
点
てん
を当て、明代の社会の特

とく
徴
ちょう
をみてみよう。

絵巻・挿
さし
絵
え
から読み解く明

みん
代の社会

　　四大奇
き
書
しょ
　『西

さい
遊
ゆう
記
き
』、『金

きん
瓶
ぺい

梅
ばい
』、『水

すい
滸
こ
伝
でん
』、『三

さん
国
ごく
志
し
演
えん
義
ぎ
』を

いい、日本にも伝わって広く読
まれた。

1

　　陽
よう
明
めい
学
がく
の思想　朱

しゅ
子
し
学
がく
も陽

明学も、人には誰
だれ
でもあるべき

道徳（理）が生来備わっていると
する点では共通している。朱子
学では学問や修養に励

はげ
むことで

それに到
とう
達
たつ
できるとするが、陽

明学は、人には本来、理が備わっ
ているのだから心のままに実

じっ
践
せん

すること（知
ち
行
こう
合
ごう
一
いつ
）を説いた。

2

　　倭
わ
寇
こう
　明

みん
の海

かい
禁
きん
政策を破っ

て私貿易を行う武装海商たちで、
後期倭寇は、中国東南沿海部の
人々が数多く加わった。本

ほん
拠
きょ
地

は福
ふっ
建
けん
・浙

せっ
江
こう
南部から日本の九

州西部にかけて広がっていた。

3

　 『倭
わ
寇
こう
図巻』　1558

年の明軍と倭寇の戦いを
描
えが

いた絵巻。撃
げき

退
たい

にあたっ
た明の高官が功績を顕

けん
彰
しょう

するためにつくらせたも
ので、合戦の情景が高価
な絹

けん
布
ぷ

に豊かな色
しき

彩
さい

で描
かれている。江

こう
南
なん

の都市
では、ニュース的な役割
をもつ豪

ごう
華
か

な絵巻や名画
の複製品が盛

さか
んにつくら

れ、富
ふ

裕
ゆう

層の間で流行した。

1

　 『天
てん
工
こう
開
かい
物
ぶつ
』

（宋
そう

応
おう

星
せい

著）　花模
様を織り出してい
る。挿絵と説明を
組み合わせる書物
が流行し、さまざ
まな分野の技術書
が木版印刷で商業
出版された。

2

　 『西
さい
遊
ゆう
記
き
』　娯

ご
楽
らく

として本
が読まれるようになり、さま
ざまなジャンルの作品が出版
された。口語で書かれ挿絵の
入った小説（読み物）が人気を
博し、士

し
大
たい

夫
ふ

から庶
しょ

民
みん

まで多
くの読者を得た。

3

〈『倭寇図巻』東京大学史料編纂所蔵〉

読み解き 図　はどのような人
が作成させたのだろうか。
図　と図　はどのような人々が
読んでいたのだろうか。これら
資料から読み取った明代の社会
の特

とく
徴
ちょう
はどのようなものか、本

文も踏
ふ
まえて考えよう。

1

2 3

文化整理表

東
ア
ジ
ア

３部２章１節　明の国際秩序と東・東南アジア 147

　

　

　

　

5

10

15

して人々の心をとらえた。また、科学技術への関心が高まり、薬学書『本
ほん

草
ぞう
綱
こう
目
もく
』（李

り
時
じ
珍
ちん
著）、農書『農

のう
政
せい
全
ぜん
書
しょ
』（徐

じょ
光
こう
啓
けい
編）など多くの分野の実用

書が著
あらわ
された。イエズス会をはじめとするキリスト教宣教師が来航し、

ヨーロッパの天文学・暦
れき
学
がく
・地理学・数学・砲

ほう
術
じゅつ
などの知識や技術をも

たらしたことも、科学技術への関心を刺
し
激
げき
した。

　16世紀に国際貿易が盛んになると、明の周
しゅう
縁
えん
部では、規制を破って

貿易の利益を得ようとする動きが活発化した。北方からは北元の王族の

アルタンが侵
しん
入
にゅう
を繰

く
り返し、南方では海

かい
禁
きん
を破って海上での私貿易や海

かい

賊
ぞく
活動が再び激化し（後期倭

わ
寇
こう
）、南北からの圧力は1550年代に頂点に

達した。これらは単なる略
りゃく
奪
だつ
行動ではなく、明の海禁＝朝

ちょう
貢
こう
体制に対

たい
抗
こう

して貿易を求める南北共通の動きであり、国際貿易の主導権をめぐる抗

争であった。対応を迫
せま
られた明は、1570年前後についに政策を転

てん
換
かん
し、

南方では海禁を緩
ゆる
めて日本以外との民間貿易（互

ご
市
し
）を認め、北方でもア

ルタンと講和して国境貿易に応じた。貿易にはマカオを拠
きょ
点
てん
としたポル

p.178 4

5

16〜17世紀の貿易をめぐる動きと政治・社会変動
国際貿易が活発化すると、さまざまな勢力が貿易の利益を求めて衝突した。海禁＝朝
貢体制が崩れて互市貿易が開かれ、軍事と商業が結びついた新興勢力が成長した。

Altan

1507 ～ 82

3 1

6

QR

　明代には、ヨーロッパのイエズス会宣教師が訪
おとず
れ、キリスト

教の布教のため、西洋の科学知識を広めることを利用した。そ
の知識が明の人々に与

あた
えた影

えい
響
きょう
を、資料から読み取ろう。

イエズス会宣教師が明
みん
に伝えた世界

　 イエズス会宣教師　16世紀半ばにフランシスコ＝ザビエルが布
教のために日本・明を訪

おとず
れた。明末に来訪したマテオ＝リッチは、世

界地図の『坤
こんよ

輿万
ばん

国
こく

全
ぜん

図
ず

』を作製し、またエウクレイデス（→p.71）の幾
き

何
か

学を徐
じょ

光
こう

啓
けい

とともに漢訳して『幾
き

何
か

原
げん

本
ぽん

』として紹
しょう

介
かい

した。徐光啓は、
アダム＝シャール（→p.155）の協力で暦

れき
法
ほう

書『崇
すう

禎
てい

暦
れき

書
しょ

』も作成した。

4

　 『坤
こんよ
輿万

ばん
国
こく
全
ぜん
図
ず
』　世界図の伝来は、中国がアジアの一国にす

ぎないこと、地球が球形であることを教え、衝
しょう

撃
げき

を与
あた

えた（→巻末２）。
5

　 16世紀の明
みん
を取り巻く状

じょう
況
きょう

　
明の南北の動乱は、海

かい
禁
きん

＝朝
ちょう

貢
こう

体
制に対して貿易の開放を求める
動きだった。貿易で流入した銀は、
税として集められて北方防衛の
ために北

ペ
京
キン

に送られた。

6

北京北京

女真

日本

銀

毛皮

銀

交易

南京明

倭
寇

モンゴル

大
運
河

銀の動き

読み解き 図　のなかで、ヨーロッパから中国に伝来したものは何だろうか。また図　では、それまでの地図とどのよう
な点が異なっているだろうか、p.108図　などと比べて考えよう。

4 5

3

　　　　　　　　　
明
みん
がそれまでの貿易政策を転

てん

換
かん

した背景について、要約し
よう。

問 い つながり

〈宮城県図書館所蔵〉

東
ア
ジ
ア

52 53

3部2章1節　明の国際秩序と 東・東南アジア試し
読み

国際貿易の発展
を背景に、明の海
禁=朝貢体制への
対抗が各地で活
発化した結果、明
が海禁を緩めて
国境貿易に応じ
たことが読み取
れます。

3

「 文 化 からみ る
当 時 の 社 会 」と
本文を関連づけ
て、富 裕 層を中
心に華美な文化
が栄えたことや、 
庶民の間で小説
が人気を博した
ことを押さえら
れます。

1

キリスト教宣教師
がもたらした西洋
の知識や技術を、

「文化からみる当
時の社会」で具体
的に確認できま
す。

2
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中学校との関連　織田信長、豊臣秀吉、鉄砲、文禄・慶長の役、朱印船、清

トガルやフィリピンを領有したスペインも参入し、日中の海商と競合した。

　このように政府の統制を超
こ
えて貿易が活発化すると、利益を求めて競

争も激化し、そのなかから軍事と商業が結びついた強力な新興勢力が台

頭した。北方では、モンゴルのアルタン王家に加えて東北の女
じょ
真
しん
人の間

でも統合が進み、また東シナ海でも海上勢力が再編されていった。日本

では、強固な家臣団を編制し領域支配を広げた戦国大名が登場し、織
お
田
だ

信
のぶ
長
なが
・豊
とよ
臣
とみ
秀
ひで
吉
よし
が鉄

てっ
砲
ぽう
を取り入れて貿易港・銀山を掌

しょう
握
あく
し全国制

せい
覇
は
を進

めた。統一を果たした秀吉は、倭
わ
寇
こう
を禁止する一方で、海外への直接進

出を図
はか
って朝

ちょう
鮮
せん
出兵を行った。このため明

みん
との関係が決定的に悪化し、

日明間の公式貿易の再開は困難になった。そこで、豊臣氏に代わって政

権を握
にぎ
った徳

とく
川
がわ
家
いえ
康
やす
は、認可を与

あた
えた朱

しゅ
印
いん
船
せん
を台

たい
湾
わん
・マカオや東南アジ

アに渡
と
航
こう
させて現地の中国商人と交易させた。日本との貿易は利益が大

きかったため、マカオのポルトガル人や、台湾に拠
きょ
点
てん
を築いたオランダ

人も日明間の中
ちゅう
継
けい
貿易に参入した。

　このような変動に対し、明では張
ちょう
居
きょ
正
せい
が政治の立て直しに努め、検地

と一
いち
条
じょう
鞭
べん
法
ぽう
の全国的施

し
行
こう
や官
かん
僚
りょう
の統制強化を進めた。しかし、中央集権

的な改革は地方の郷
きょう
紳
しん
層の反発を買い、とりわけ政治活動が盛

さか
んだった

江
こう
南
なん
は、政府批判の中心地となった。地方から税として吸い上げられた

銀は官僚・軍隊の維
い
持
じ
や北方防衛に投じられたため、貿易の活

かっ
況
きょう
や都市

の繁
はん
栄
えい
にもかかわらず、農村の窮

きゅう
乏
ぼう
が進んだ。1620年代以降、地球規

模の寒冷化で災害が多発し、農村は疲
ひ
弊
へい
したが、政争のため有効な手は

打たれず、暴動・反乱が続発した。1644年、その一つである李
り
自
じ
成
せい
の

乱によって北
ペ
京
キン
が攻

こう
略
りゃく
され、明は滅

めつ
亡
ぼう
した。

p.123

1534 ～ 82

1537 ～ 98

1592 ～ 93、97～ 98 1 QR

1542 ～ 1616 2 2

視点

1

1525 ～ 82

p.145

p.185

1631 ～ 45

　　朝
ちょう
鮮
せん
出兵　日本では文

ぶん
禄
ろく
・

慶
けい
長
ちょう
の役

えき
、朝鮮では壬

じんしん
辰・丁

てい
酉
ゆう

の倭
わ
乱
らん
という。日本軍は当初快

かい

進
しん
撃
げき
を続けたが、李

り
舜
しゅん
臣
しん
の朝鮮

水軍や明
みん
の援

えん
軍
ぐん
の反撃で苦戦し、

秀
ひで
吉
よし
の死によって撤

てっ
兵
ぺい
した。

1

　　朱
しゅ
印
いん
船
せん
　中国・ベトナム・

インド産生
き
糸
いと
などを買い入れ、銀・

銅を輸出した。貿易拠
きょ
点
てん
の港市

に居留地ができ、東南アジアに
日本町、九州に唐

とう
人
じん
町が栄えた。

2

　 17世紀初めの東アジア交易　毛皮・人参貿易を握
にぎ

る後
こう

金
きん

と金銀銅を豊富にもつ豊
とよ

臣
とみ

・徳
とく

川
がわ

政権が勢力を確立し、海上
では鄭

てい
氏一族とポルトガル・オランダなどが貿易を競

きそ
った。　 読み解き 朱

しゅ
印
いん
船
せん
の航路からわかる日本と海外との貿易品は

何だろうか。

1

スマトラ島

カリマンタン島
（ボルネオ）

ベンガル

マルク（モルッカ）
諸島

セイロン島
南
イ
ン
ド
へ

（阮氏） 江南

別子

石見（→p.145）

佐渡
甲斐

生野

台湾

スラバヤ

アチェ

マラッカ
（1641～オランダ領）

バタヴィア
（1619～）

ジョホール

広州

杭州

南京

寧波

アユタヤ
リコール

パタニ

ペグ－

北京

瀋陽

堺

長崎
坊津

平戸

松前

釜山

アンボイナ

マカッサル

マニラ

ゼーランディア
（1624～61）バンテン

プノンペンプノンペン
ホイアン

マカオ

ハノイ

吉林

天津
山海関

漢城

ブルネイ

明

バンテン王国

タウングー朝

大越シャム

フィリピン
（スペイン領）

琉球王国

朝鮮

マタラム王国

日本
蝦夷地

（�氏）

後金
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南 シ ナ 海

太 　 平 　 洋

日 本 海

ア

黄
河

長チャオ
プラヤ川

江

ーム ル川

黒
竜江（

）

オホーツク海

メコン川

インド洋

マ
ラッカ
海
峡

海産物
金

金

銀銅
銀

銀

貂の
毛皮

生糸

生糸
綿布

アメリカ大陸から

陶磁器

香辛料

生糸
絹織物

薬用
人参

蘇州

1609年　�摩藩の
支配下になる

1616年
女真人のヌルハチ
が後金を建てる

1603年
江戸幕府成立

生糸

朱印船の航路
その他の交易ルート
銀の流れ
朝鮮出兵
（1592～93、97～98）

イスラーム勢力の拠点都市
ポルトガルの拠点都市
オランダの拠点都市
特産品
主な貴金属の産地金

　　　　
国際貿易の活発化は、東アジ
ア諸地域にどのような影響を
与えたのか、要約しよう。

問 い つながり

　 渡航
を許可す
る朱

しゅ
印
いん
状
じょう

2

　朱
しゅ
印
いん
船
せん
貿易の時代には、

マニラ（フィリピン）・ホイ
アン（ベトナム）・アユタヤ
（シャム）などの日本町が栄
え、商人だけでなく浪

ろう
人
にん
や

日本を追われたカトリック
教徒が活

かつ
躍
やく
した。アユタヤ

日本町の長であった山
やま
田
だ
長
なが

政
まさ
は、貿易のかたわら日本

人部隊を率いて戦い、王を
助けて活躍したが、政争で
殺された。

視点を
変えて 東南アジアの日本人

東
ア
ジ
ア

日
本
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　16世紀、明の富
ふ

裕
ゆう

層の間で中国東北の特産品である毛皮や薬用人
にん

参
じん

 

の需
じゅ

要
よう

が高まると、それまで明の間接支配下にあった女真人の間で、貿

易の利益をめぐって抗
こう

争
そう

が激化した。女真の統合に成功したヌルハチ（太
たい

祖
そ

）は、八
はっ
旗
き

を基
き

盤
ばん

とした強固な支配体制を打ち立て、1616年に後
こう
金
きん

を

建てて明に挑
ちょう

戦
せん

した。跡
あと

を継
つ

いだホンタイジ（太
たい

宗
そう

）は内モンゴルに進出

し、北
ほく

元
げん

のハーン家を従えた。これを機に、彼
かれ

は民族名を女真から満
まん

洲
しゅう

 

に改め、1636年に国号を大
だい

清
しん
（清）と定めて皇帝を称

しょう
した。ここにチン

ギス・クビライ以来のモンゴルのハーンの地位は満洲人に引き継がれる

ことになった。1644年に李自成の乱で明が倒
たお

れると、清は長城を越
こ

え

て北京に遷
せん

都
と

し、李自成や明の残存勢力を次々に平定した。こうして清

皇帝は中
ちゅう

華
か

皇帝の地位も受け継いだ。

　このころ中央ユーラシア東部では、チベット仏教が急速に拡大した。

16世紀後半にアルタンが帰
き

依
え

したことをきっかけに、モンゴル人が広

く信
しん

奉
ぽう

するようになり、次いで西方のオイラト部や東北の満洲人にも広

がった。このため、チベット仏教の指導者であるダライ＝ラマの宗教的

権
けん

威
い

は、パミール高原以東の内陸地域の大半を覆
おお

うことになった。パミー

ル高原以西ではイスラームが優勢だったため、17世紀以降、中央ユー

ラシアは東のチベット仏教と西のイスラームという二つの宗教文化圏
けん

に

分かれることとなった。ダライ＝ラマ政権は軍事力や寄進の提供を受け

るために世
せ

俗
ぞく

勢力と提
てい

携
けい

したことから、モンゴル・オイラト諸部族や清

はダライ＝ラマの提携相手になろうとして競
きそ

い合った。17世紀後半、オ

イラト部の一部族ジュンガルが勢力を広げると、清はジュンガルとチ

ベット仏教の保護者の座を争うこととなった。

清の形成とチベット仏教世界
明との貿易による利益で台頭した女真（満洲）人の後金は清へ発展し、明に代わって
中国を支配するとともに、モンゴルを抑えてチベット仏教圏の盟主となった。 

p.144 2

Nurhaci

位 1616～ 26

3 1616 ～ 36
Hong Taiji

位 1626～ 43

3

1636 ～ 1912 QR

p.136

p.142

p.44 4

p.147

Dalai blama

QR

コラム

4

p.151

　　満
まん
洲
しゅう
（満州）　マンジュとい

う語の発音を写したもので、そ
れまでの女

じょ
真
しん
に代わって民族名

とされた。後に彼
かれ
らの原住地で

ある中国東北部を指す地域名と
しても用いられるようになった。

3

　　パミール高原以東のイス
ラーム　東トルキスタンは16世
紀までにほぼイスラーム化した
が、17世紀以降、チベット仏教
勢力のジュンガル、次いで清

しん
に

支配された。中国内地でも、イ
スラームは甘

かん
粛
しゅく
・陝

せん
西
せい
など西北

部中心に広まった（回
かい
民
みん
）。

4

　 ポタラ宮　チベットのラサにある歴代ダライ＝ラ
マの宮

きゅう
殿
でん

で、名前は観
かん

音
のん

菩
ぼ

薩
さつ

の聖地「補
ふ

陀
だ

落
らく

」に由来す
る。17世紀にダライ＝ラマ５世が造営した。

4

　 整列して乾
けん
隆
りゅう
帝の観

かん
閲
えつ
を受ける八

はっ
旗
き

　八旗は八つの軍団から
なる軍事・行政組織で、各軍団は満

まん
洲
しゅう

・蒙
もう

古
こ

・漢軍の３軍で構成
される。色分けした旗印で区別したので八旗とよばれ、すべての
家臣・領民はいずれかの旗に所属して兵

へい
役
えき

・労役・納税などの義
務を負った。中国征

せい
服
ふく

後は、農・工・商業に従事せず軍人・官
かん

僚
りょう

を出す特権階級を形成した。

3
世界
遺産

節の振り返り1
この節の学習を踏まえて、p.141
の　　　　に対するあなたの
考えを説明しよう。 
節の課題

　チベット仏教（→p.44）で
は、高徳の僧

そう
は菩

ぼ

薩
さつ

の化
け
身
しん

とされ（化身僧）、死去すると、
生まれ変わりと認

にん
定
てい
された

男児を転生者として養育し
て継

けい
承
しょう
させる転生相続制度

がとられた。多数いる化身
僧の頂点が最大宗派のゲル
ク派のダライ＝ラマであり、
17世紀にはチベット仏教の
最高指導者となった。

コラム

乾隆帝

中
央

ユ
ー
ラ
シ
ア

東
ア
ジ
ア

54 55

3部2章1節　明の国際秩序と 東・東南アジア

明 の 海 禁=朝貢
体 制 の 緩 和 に
よって、日 本 を
含む周縁部で軍
事・商業勢力が
台頭し、その対応
に追われるなか
で、明国内の 政
治が混乱して滅
亡に至ったこと
がわかります。

1

試し
読み

清皇帝がモンゴルのハーンと中華皇帝の地
位を受け継いだことがわかり、清がのちに広
大な版図をもつに至った理由の一端を理解
できます。

2
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色
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入
試
対
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QR
コ
ン
テ
ン
ツ

関
連
教
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試
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読
み

試
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読
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172
時代の
特徴

16世紀は南北アメリカ大陸を含
ふく

む世界の諸地域が結びつき、世界の一体化が始まった時
代だった。一方、世界経済の中心は引き続き、アジアの海の交易だった。

結びつく
世界

●アジアと広域ネットワーク

「14世紀の危機」が去ると、アジア各地域の経済

は急速に回復した。インド洋や東アジア海域などの

海上交通のネットワークがモンゴル時代以上に発展

し、貿易量も増大した。明の海禁で中国製の陶
とう
磁
じ
器

が品
しな
薄
うす
となるとベトナム・タイ産陶磁器が輸出され

るなど、生産物や流通ルートの多様化も進んだ。

16世紀には、オスマン帝国やムガル帝国が繁
はん
栄
えい
す

る一方、ロシアの東進と毛皮交易、日本銀輸出の増

大など、さまざまな地域で経済の活性化がみられた。

●「世界の一体化」の始まりと垂直的な分業

一方、ヨーロッパ人は、香
こう
辛
しん
料
りょう
・陶磁器・生

き
糸
いと
な

どの魅
み
力
りょく
的なアジアの商品を求めてスペインやポル

トガルを中心に｢大航海｣に乗りだし、南北アメリカ

大陸に到
とう
達
たつ
した。ヨーロッパ人は、ポトシ銀山の発

見などで、当時のアジアでの取り引きにおいて事実

上の決済通貨となっていた銀を手にし、これによっ

てアジアの物産を持続的に入手できるようになった。

銀を基
き
軸
じく
とした交易の活性化は、南北アメリカ大陸

とアフリカ大陸、そしてユーラシア大陸各地の広域

ネットワークの結びつきを急速に深め、「世界の一

体化」が始まった。交易ネットワークは大西洋、イ

ンド洋だけではなく、マニラ―アカプルコ航路など

太平洋を介
かい
して、地球を一周する結びつきとなった。

交易の活性化によりもたらされた商品は、貴族だけ

でなく庶
しょ
民
みん
にまで及

およ
び、日常生活が変化した。

このような貿易の活性化はヨーロッパの経済に大

きな影
えい
響
きょう
を与

あた
えた。毛織物などの利

り
潤
じゅん
率の高い工業

生産が集中する地域と、そうした地域に輸出する原

材料や食料の生産に特化する地域とに分化する傾
けい
向
こう

が生まれ、前者と後者の間の垂直的な分業は富の蓄
ちく

積
せき
に格差を生じさせた。分業の底辺に組み込

こ
まれた

地域では、東ヨーロッパにおいて再強化された直営

地農業やカリブ海のプランテーションのように強制

労働が行われることが多かった。

●アジアの海の活
かっ
況
きょう
とヨーロッパ

日本列島を含
ふく
むアジアへのヨーロッパ人の進出は、

カトリックや銃
じゅう
砲
ほう
とともに、たばこ や とうがら

し などのアメリカ大陸の産物をもたらし、アジア
の社会、経済、生活に大きな影響をもたらした。他

方で、この時代にはヨーロッパ人がアジアを圧
あっ
倒
とう
す

るだけの力は、経済的にも軍事的にもなかった。ヨー

ロッパ人がアジアで活動するためには、すでに発達

していたアジアの交易ネットワークのなかで役割を

見つけ、維
い
持
じ
しなければならなかった。また、格差

のある垂直的な分業もヨーロッパおよび大西洋地域

を中心に、限られた地域にとどまっていた。

  p.200p.140
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16世紀　「世界の一体化」の始まり
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　名
めい
誉
よ
革命の年に始まったプファルツ継

けい
承
しょう
戦争から、英仏両国は植民地

と商業の主導権をめぐって、１世紀以上に及
およ
ぶ断続的な戦争状態に入っ

た（第２次英仏百年戦争）。フランスは17世紀末までに、カナダのケベッ

クやミシシッピ川流域のルイジアナ植民地、今のハイチなどのカリブ海

などに植民地を設け、奴
ど
隷
れい
貿易も行った。また地中海ではオスマン帝国

との貿易を盛
さか
んに行った。イギリスも17世紀後半には、カリブ海のジャ

マイカなど、砂糖を生産する植民地を多数つくった。1701年に始まっ

たスペイン継承戦争では、ユトレヒト条約でスペインからジブラルタル

を、フランスからニューファンドランドなどを獲
かく
得
とく
した。北米にも植民

地を次々に築き、1730年代までに13植民地が成立した。

　イギリスは、オーストリア継承戦争ではオーストリア側に立ち、続く

七年戦争（アメリカの戦場ではフレンチ−インディアン戦争）でもプロイ

センと組んで、フランスと戦った。1763年のパリ条約で、イギリスは

フランスからカナダとミシシッピ川以東のルイジアナ、スペインからフ

ロリダを獲得した。こうして北米とカリブ海の植民地を中心としたイギ

リスの帝国が形成された。

　イギリスとフランスはアジアでも激しく対立した。両国は、17世紀

からインド沿岸の港市に商館を設けていた。18世紀になると、インド

では地方の支配者がムガル帝国からの独立の傾
けい
向
こう
を強めたが、フランス

は彼
かれ
らを利用して勢力拡大を図

はか
り、イギリスもこれにならった。ヨーロッ

パで七年戦争が勃
ぼっ
発
ぱつ
した際、インドでは、イギリス東インド会社軍が、

1757年にプラッシーの戦いでフランスが支
し
援
えん
するベンガル太守の軍を

破り、イギリスの優位が確立した。

イギリスとフランスの覇権争い
西ヨーロッパとその影響が及ぶ経済圏では、イギリスとフランスが覇権を求め、イ
ンドやアメリカをも戦場にして激しい戦争を繰り返した。

p.184

1

p.101

p.165

p.189

p.209

p.190

p.190 1755 ～ 63 QR

p.196 2

1 2

p.244

2

p.244

イギリスとフランスの覇権争いと大西洋三角貿易
ヨーロッパの覇権争いは、世界の諸地域に
どのような影響を与えたのだろうか。

節の
課題4節

中学校との関連　植民地、奴隷貿易

　　インドにおける英仏の拠
きょ

点
てん
　

イギリスは、マドラス（チェンナ
イ）・ボンベイ（ムンバイ）・カル
カッタ（コルカタ）などに拠点を
置き、フランスは、シャンデル
ナゴル・ポンディシェリなどを
拠点とした。またフランスはコ
ルベール（→p.184）の指導の下

もと
、

それまで振
ふ
るわなかったフラン

ス東インド会社を、1664年に再
建した。

1

　　政府の代わりをする東イン
ド会社　各国の東インド会社は、
国王の特許状によって、貿易を
する権利だけでなく、条約を結
ぶことや、軍事力をもって戦争
をすることなど、国家権力を代
行する権限を認められていた。

2

　 インドにおける英仏の拠
きょ
点
てん

2

　　　　　　　　　
イギリスの植民地帝国が成立
した時期は図　の年表中のど
こにあたるか、抜き出そう。

問 い 年 代

1

第
２
次
英
仏
百
年
戦
争

北

　米

イ
ン
ド

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

戦地 1688～97
プファルツ継承戦争

1689～97
ウィリアム王戦争

1702～13
アン女王戦争

1744～48
ジョージ王戦争

1744～48、
50～54、58～61
カーナティック
（カルナータカ）戦争

1757
プラッシーの戦い

1755～63
フレンチ�インディアン
戦争

1775～83
アメリカ
独立戦争

1701～13
スペイン継承戦争

1740～48
オーストリア継承戦争

→ｐ.190→ｐ.184、189→ｐ.184　 →ｐ.190

→ｐ.244

→ｐ.210

1756～63
七年戦争1697 1713 1748

ラ
イ
ス
ワ
イ
ク
条
約

ユ
ト
レ
ヒ
ト
条
約

ア
ー
ヘ
ン
条
約

1763

パ

リ

条

約

仏
英 蘭
独 西対

仏
英 蘭
墺 普

西 対 仏
英
墺

普
西 対 仏 英墺

普

露
対

スウェーデンスウェーデン

英→イギリス
仏→フランス
西→スペイン
独→ドイツ（諸侯）

蘭→オランダ
墺→オーストリア
露→ロシア
普→プロイセン

→p.212～216

1793～1815
対仏大同盟・
ナポレオン
戦争

マドラス

プラッシー

カルカッタディウ

ポンディシェリ

コロンボ

コーチン
カリカット

ゴア

シャンデルナゴル

ボンベイ

イギリスの拠点
フランスの拠点

� ���km

　 第２次英仏百年戦争の関係1

南
・

東
南
ア
ジ
ア

ア
メ
リ
カ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

56 57

結びつく世界　16世紀
「世界の一体化」の始まり

3部3章4節
イギリスとフランスの覇権争いと大西洋三角貿易

世界共通の決
済通貨として
銀が広まり、交
易が活性化し
た結果、「世界
の 一 体 化 」が
始まったこと
がわかります。

1

試し
読み

第2次英仏百年
戦 争 に 関 する 
構造図から、英
仏の争いがヨー
ロッパ諸国を巻
き 込 ん だ だ け
ではなく、世界
各 地 で も 展 開
されたことがわ
かります。

2
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中学校との関連　奴隷貿易

　イギリスでは財政革命によって税収を確実にし、
財政への信

しん
頼
らい
が高まったことを背景に、公債を金

利の安定した国債に統一した。この国債による資
金調達が18世紀におけるイギリスの戦争遂

すい
行
こう
を可

能にし、人口規模や経済力において勝
まさ
るフランス

との戦争に勝利した。その反面、税収のほとんど
が軍事費や国債の返済にあてられ、民事にあてる
予算が大

おお
幅
はば
に縮減された。さらに19世紀初頭には

過大な累
るい
積
せき
債
さい
務
む
のために、破

は
綻
たん
寸前となったが、

産業革命（→p.206）の本格化による経済成長によっ
て危機を脱

だっ
した。

コラム

　イギリスでは名
めい
誉
よ
革命の後、1694年にイングランド銀行が創設され、

議会の承
しょう
認
にん
を得て政府が発行する借用証書（国

こく
債
さい
）を発行し、これが金

きん
融
ゆう

市場で取り引きされるようになった（財政革命）。

　議会政治が確立し、徴
ちょう
税
ぜい
の権利をもつ議会が元利を保証していたイギ

リス国債の信用は高かった。そのため、17世紀の富
ふ
裕
ゆう
国であったオラ

ンダでは、豊かな資金をもっていた人々がイギリスの国債を購
こう
入
にゅう
したた

め、オランダの資金がイギリスに流れることになった。

　イギリスが、相次ぐフランスとの戦争に勝利したのは、この財政革命

によって、フランスより戦争の費用を集める能力が高まったためであっ

た。大量の国債を発行したイギリス政府は、国民には重い税を課すこと

にもなった。それでもフランスとの戦争に次々と勝利し、植民地を拡大

していったため、議会が承認した税に対しては、国民の不満は爆
ばく
発
はつ
しな

かった。

　第２次英仏百年戦争のなかの七年戦争は、当時としては大戦争であっ

た。このため、戦勝国のイギリスを含
ふく
めて、参戦国はいずれも深刻な財

政危機に見
み
舞
ま
われることになった。植民地に負担を分担させようとした

イギリスやスペインでは、白人の定住者による独立運動が起こり（アメ

リカ独立戦争・ラテンアメリカの独立）、帝国の再編をせざるをえなく

なった。また多くの植民地を失ったフランスでは、本国の財政が危機的

な状
じょう
況
きょう
となり、フランス革命の引き金となった。

　スペインはラテンアメリカに広大な植民地を保有しながら、奴
ど
隷
れい
供給

地のアフリカ西海岸に拠
きょ
点
てん
がなく、植民地で使

し
役
えき
する奴隷を購入するた

イギリスの勝利と各国への影響
イギリスは財政改革を成し遂げて、対仏抗争で優位に立った。一方、英仏の抗争は
ヨーロッパ各国に財政問題を引き起こした。

p.188

1 コラム

p.181

p.210 p.217

p.212

大西洋三角貿易の展開
アメリカの作物、ヨーロッパの軽工業品、アフリカの黒人奴隷を取り扱う大西洋三
角貿易は、イギリス産業革命の準備をする一方で、アフリカを荒廃させた。

　 18世紀のイギリスの歳
さい
出
しゅつ
・歳入と軍事費

読み解き 軍事費が増大している時期に生じた戦争は何であったか、
p.195の図　と照らし合わせて考えよう。

1

1

　 北米での勢力争い　パリ条
約により、北米のフランス領が
いったん消

しょう
滅
めつ

した。ミシシッピ
川以西のルイジアナはスペイン
に譲

じょう
渡
と

されたが、1800年にフ
ランスに返

へん
還
かん

された。

2

　 大西洋三角貿易3

100万ポンド
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1760174017201700 1780年

＊「国債費」とは、国債利子および元金償還費のこと

軍事費＋国債費＊

〈“Abstract of British Historical Statistics”〉
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　ポルトガル人・イギリス人・フランス人などが熱心に行った大西洋奴隷貿易は、
全体で数千万人のアフリカ人を、大量の労働力を求めていたアメリカやカリブ海の
植民地に奴隷として送り込

こ
んだ。それは、ヨーロッパ人の商人やプランテーション

経営者にとっては、大きな利益の源であった。しかし、奴隷とされた本人やその家
族にとっては悲劇であり、働

はたら
き盛

ざか
りの人々を連れ去られたアフリカ社会にも、深刻

な打
だ
撃
げき
となった。奴隷と交

こう
換
かん
されたのは、武器や鉄、インドの綿布であった。アフ

リカでの綿布需
じゅ
要
よう
が、イギリスでの産業革命による綿布生産を促

うなが
した。さらに、ア

フリカ西海岸にはヨーロッパ人から手に入れた武器を用いて、奥
おく
地
ち
で奴隷狩

が
りを行

い、ヨーロッパ人に売り渡
わた
すことを仕事とするダホメーやベニンなどの黒人国家も

現れた。こうしたゆがんだ発展は、アフリカの成長を妨
さまた
げる原因となった。

　奴隷が導入されたアメリカな
どでは、奴隷解放宣言（→p.237）、
公民権運動（→p.332）の後も、いま
だに黒人への差別的な対応が
残る。貧

ひん
困
こん
率は白人より高く、教

育水準も低いのが現状である。

視点を
変えて 奴

ど
隷
れい
貿易と荒

こう
廃
はい
するアフリカ

めに、外国商人に奴隷供給の特権を認めていた。利益が大きかったこの

特権は、18世紀の諸戦争の原因の一つにもなっていた。

　一方、奴隷貿易を盛
さか
んに行ったのは、西アフリカに拠点をもったポル

トガル・イギリス・フランスであった。イギリスのリヴァプール、フラ

ンスのナントなどから、火器や綿織物を積んだ船が、ベニン王国など西

アフリカの黒人国家に向かい、そこで積み荷と奴隷が交
こう
換
かん
された。連行

されたアフリカ人の奴隷は数千万人に上
のぼ
り、アフリカ社会は深刻な打

だ
撃
げき

を受けた。

　アフリカからカリブ海やアメリカ大陸へ向かう航海は、「中間航路」と

よばれたが、この航海は無理に奴隷を詰
つ
め込

こ
んだり、水不足や感

かん
染
せん
症
しょう
が

生じたりしたため、死亡率がかなり高かった。運ばれた奴隷は、カリブ

海やアメリカ大陸で砂糖や たばこ と交換され、ヨーロッパへそれらの

世界商品が送られた。大西洋三角貿易として知られるこの一連の貿易で、

ヨーロッパ各国は大きな利益を得た。特にイギリスは、この奴隷貿易を

基
き
盤
ばん
として、カリブ海と北アメリカ大陸を核

かく
とする広大な世界帝国を完

成させたため、膨
ぼう
大
だい
な貿易の利益を得ることができた。またカリブ海と

北アメリカ大陸はイギリス製品の市場となり、一方で綿花のような原料

の供給地ともなった。こうした国際的なつながりは、イギリスで世界最

初の産業革命が起こる要因の一つとなった。人道的な立場から奴隷制度

への批判が高まると、イギリスでは19世紀初頭に奴隷貿易が禁止され、

その後、各国の植民地は奴隷制度の廃
はい
止
し
に向かった。

p.161

Benin

13 世紀～ 18世紀

2 p.101

p.199

視点

3 QR p.101、162

p.203

p.206 3

p.219

　　王立取引所の創立　16世紀
には、商品取引場として王立取
引所（→p.260）が創立された。
後に株式売買や保険契

けい
約
やく

なども
行われるようになった。

1

　　アジア人やアフリカ人への
まなざし　ヨーロッパ人は、奴

ど

隷
れい

貿易を行って、奴隷を物のよ
うに扱

あつか
った。しかし一方で、ヨー

ロッパの知識人の間には、ヨー
ロッパの近代文明への批判とし
て、アフリカ人やアメリカ先住民、
アジア人こそが、けがれのない

「高貴な未開人」だとする見方も
生まれた。

2

　　イギリスの帝国　重商主義
政策は、原料の供給源や製品の
市場などの獲

かく
得
とく

に役立ち、産業
革命の前提となる条件を整えた。
そのためこのころのイギリス本
国とその植民地は、「重商主義帝
国」ともよばれる。

3

　17～18世紀のヨーロッパの社会構造の変化に最も大きな影響を与えたものは何だろうか。
政治、外交、経済や貿易などに着目して、あなたの考えを説明しよう。振り返り

の3章

節の振り返り4
この節の学習を踏まえて、p.195
の　　　　に対するあなたの
考えを説明しよう。
節の課題

　 アジア・ヨーロッパ・アフリ
カの人口変化
4

億人

年0

2

4

6

8

10

1900185018001750

アフリカ

ヨーロッパ

アジア

〈“An Environmental History of the 
Twentieth-Century World”〉

　 奴隷船の内部全体図5

ア
メ
リ
カ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ

ア
フ
リ
カ
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3部3章4節　
イギリスとフランスの覇権争 いと大西洋三角貿易

イギリスがフラ
ンスとの植民地
獲 得 競 争 に 勝
利できた背景に
は 、イギリスの
国債の信用度が
高く、オランダ
から資金が流入
するといった資
金調達能力の高
さがあったこと
がわかります。

2

グラフと教科書
p . 1 9 5 の 構 造
図を組み合わせ
て読解する問い
を設置していま
す。

1

七 年 戦 争 の 結
果、各国は財政
危機に直面し、そ
の負担を植民地
や国内に押しつ
けたことが、アメ
リカの独立戦争
やフランス革命
につながったこ
とがわかります。

3

試し
読み

大西洋三角貿易
で得た膨大な利
益や国際的なつ
ながりが、イギリ
スで産業革命が
始まる要因の一
つとなったこと
がわかります。

4
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「平等」は達成されているのか？
―「平等」を求めた人々の運動と達成

探 究
TRY

　人類は、歴史の中で「平等」を求めてさまざまな運動を行っ
てきた。このページでは、二つの事例から、当時はどのよう
な「不平等」があるとされ、人々はどのようにして「平等」を達
成しようと取り組んでいたのか、考察しよう。

「平等」は、当たり前じゃなかった？

歴 史 総 合：公民権運動、女性参政権運動
世界史探究：�奴

ど
隷
れい
貿易→p.197、南北戦争→p.237、� �

女性参政権運動→p.299、公民権運動→p.332

学習の振り返り

Ａ　公民権運動

　 NATOの会議に参加した各国の女性大統領や
閣
かく

僚
りょう
（2022年）
1

　 ブラック ライヴズ マター（BLM）運動（2020年）
2020年に黒人男性が白人の警察官に殺害された事件を受け、アメリカ全土で
抗
こう

議
ぎ

運動が展開された。

5

　 アメリカにおける貧
ひん

困
こん

水準以下の
家族数の割合
4

　われわれは、すべての人々が平等に作られていると信じ
ている。…しかしながら、そうした恩

おん
恵
けい
を奪

うば
われている

人々が、何百万人もいる。自らの失敗のせいではなく、肌
はだ

の色のせいなのである。…この公民権法は、われわれ全員が、
…各自の心の中で、われわれの愛する米国における不正の
最後の痕

こん
跡
せき
を排

はい
除
じょ
すべく努力することを求める挑

ちょう
戦
せん
である。

� 〈米国大使館レファレンス資料室編『米国の歴史と民主主義の基本文書』〉

　  公民権法制定時のジョンソン大統領の声明（1964年）2
史
 料

　われわれは南北戦争や、人種隔
かく
離
り
といった苦い経験を味

わい、暗い歴史から、より強く、より結束して立ち上がりま
した。古い憎

にく
しみはいつか必ず過ぎ去ると私は信じています。

…60年近く前には地元のレストランで食事が許されなかっ
たかもしれない父親をもつ男が、今（大統領演説という）極

きわ

めて神聖な宣言を行うために皆
みな
さんの前に立つことができ

るのもこのためなのです。� 〈2009年１月20日リンカン記念堂前にて〉

　  オバマ元大統領の就任演説3
史
 料

黒人差別と公民権運動
1861
63
68
70

70年代から
96

1954

55
57

63
64
65

68
2009
20

南北戦争勃発
奴隷解放宣言（→p.237）
黒人の市民権承認
黒人の選挙権承認
ジム＝クロウ（黒人分離）法の成立（→p.270）
連邦最高裁判所判決
「分離しても平等ならば合憲」
連邦最高裁判所判決
「公立学校における分離教育は違憲」
公民権運動始まる（→p.332）
リトルロック高校事件
（黒人生徒の登校拒否）
ワシントン大行進
公民権法成立（人種差別撤廃）
投票権法成立
（投票時の人種差別禁止）
キング牧師暗殺
オバマ大統領就任
BLM運動盛んに
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　　　　　での考察やほかの資料も調べて、右に示された視点において「平等」
は達成されているといえるのか、グループで意見交換し、右の思考ツールにまと
めよう。その上で、あなたが「平等」の達成において重要と考える要素を説明しよう。

STEP2STEP2STEPSTEP 説明・議論

STEP2STEP2STEPSTEP 説明・議論

STEP2STEP2STEPSTEP 説明・議論

STEP2STEP2STEPSTEP 説明・議論

STEP2STEP2STEPSTEP 説明・議論

HOPHOP 読 解

Ｂ　女性の権利獲得運動

　 男女の賃金格差の推移
０に近いほど平等に近くなる。
8

　 世界各国の内閣における女性閣
かく
僚
りょう
の占

し
める割合（2024年１月１日現在）9

　 「女性の戦時労働する権利」を
求める行進（1915年、ロンドン）　
女性参政権を求める運動は、19世
紀半ばに始まった。その活動は、
穏
おん

健
けん

に行進を行うものから破
は

壊
かい

活
動を伴

ともな
う過激なものまで、さまざ

まであった。

6

　 ウーマン＝リブ運動（1977年）　
公民権運動が行われていた1960
年代には、家庭に縛

しば
られ、社会か

ら押
お

しつけられる「女らしさ」に疑
問を投げかける活動が盛

さか
んになっ

た。そして、70年代にはアメリカ
から世界へとその活動が広まって
いった。

7

　　　　　　１）公民権法が目指した「平等」とは、どのようなものだったのだろうか。Ａの資料　や教科書�
　 p.332のほか、資料集などを参考に考えよう。
２）現在のアメリカでの黒人の立場は、「平等」といえるだろうか。Ａの資料　や図　、　などを参考に考えよう。
３）女性の権利獲

かく
得
とく
運動の要求は、どう変化したのだろうか。Ｂの年表や図　、　、資料集などを参考に考えよう。

４）女性の権利獲得運動が求めたことは、どの程度達成されているだろうか。Ｂの図　、　を参考に考えよう。

HOPHOP 読 解 ２

３ ４ ５

６ ７

８ ９

　現在でも世界には「平等」が達成できていない例がある。そうした例を調べ、あなたが解決したいと考える
例を一つ選び、ここでの探究成果も踏

ふ
まえて、「平等」の実現にはどのような取り組みが必要か、考えよう。

Jump!Jump! 現代への展望現代への展望

法の下での平等 社会的平等

経済的平等 政治的平等

近代以降の女性の権利獲得運動
1789
91

1853～ 56
93

1914

60
66

70年代
75
79
85

2001
10年代

17

フランス革命　人権宣言採択（→ｐ.213）
グージュ　「女性の権利宣言」発表
クリミア戦争　ナイティンゲール活躍（→p.231）
英領ニュージーランドで
世界初の女性参政権付与
第一次世界大戦開戦
労働力としての女性の活躍（→p.283）
大戦後、欧米諸国で女性参政権広がる
世界初の女性首相誕生（スリランカ）
全米女性機構設立
「女らしさ」からの解放を主張
ウーマン＝リブ運動盛んに
第一回世界女性会議開催
女性差別撤廃条約成立
男女雇用機会均等法制定（日本）
オランダで同性婚が法制化
国連でLGBTQの権利について
議論が盛んに（→p.362）
MeToo運動（SNSを通じた活動）

アメリカ
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日本

韓国
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探究TRY  「平等」は達成され ているのか？
現代における平等をめぐる課題についても探究することを促しています。

2
試し
読み

「平等」をめぐ
り、公 民 権 運
動と女性の権
利獲得運動を
取り上げてい
ま す。さま ざ
まな資料の読
解などを通し
て、それぞ れ
の運動の背景
や成果につい
て考察できる
ようにしてい
ます。

1
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また、見やすく読みまちがえにくいユニバーサル 
デザインフォントを採用しています。

・ 環境に配慮した用紙と再生産が可能な植物油などを 
原料とするインキを使用しています。

QRコンテンツを
活用しよう

歴総046−901

歴
史
総
合

歴史総合

明
解

明 解

各教科書の詳しい内容については、
高等学校教科書Webにてご確認ください。

高等学校用 歴史教科書のご案内
の

明解 歴史総合
現在につながる

「世界×日本」がわかる教科書

新詳世界史探究
世界の構造と変化をとらえ、
探究する力を育てる教科書

新詳日本史探究
歴史の流れと背景をとらえ、
探究する力を育てる教科書

ポイント

1
歴史を多面的・多角的にとらえる力が身につく教科書
本文やコラム、特設では、日本と世界のつながりや、多様な立場からの視点を重視しています。
教科書での学習を通して、歴史を多面的・多角的にとらえる力が身につきます。

ポイント

2
思考力や資料の読解力が身につく教科書
見通し・振り返りの問いや、複数資料を組み合わせて考察する特設を設置し、アイコンなどでも
資料活用を促す工夫をしています。日々の学習活動のなかで、思考力や資料の読解力が身につきます。

ポイント

3
高校生にとって分かりやすい教科書
因果関係や背景を重視した理解しやすい記述に加え、大きな判型を生かして多くの資料を掲載しています。
歴史学習を用語の暗記にとどめず、歴史の流れの理解へと進めることができます。

ポイント

4
先生にとって使いやすい教科書
丁寧な指導資料と、プリント・スライド・評価問題例などの充実したWebサポート、用語解説・動画・
ワークシートなどの多様なQRコンテンツで、日々の授業をサポートします。

帝国書院の歴史教科書は、以下の4点を大事に編集しています
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